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要 旨 
 
 
 
第Ⅰ部 序 論 
 
 
1 章 研究の背景 
 
 本章では，研究の背景として本研究が調査の対象とした青年期と，本研究がテーマとし
てとりあげたコミュニケーションツールとしての携帯電話（以後，ケータイとよぶ）の様
相につい述べた。まず，一般的に述べられている青年期の心理的特徴の概要と，現代青年
における友人関係の様相について言及した後，従来型の携帯電話から最新のスマートフォ
ンに至るケータイの進化の変遷と，ケータイを介したメール・コミュニケーション（以後，
ケータイメールとよぶ）のあり方について概観した。続いて，友人関係構築の視点からみ
たケータイメールの利用が現代青年の心理的発達に及ぼす影響に関して，相手意識，孤独
感，ストレスといったキーワードとの関連から，現代青年のケータイメール利用と友人関
係構築のあり方について考察した。最後に本研究の問題意識，対象領域，研究の目的と意
義について述べるとともに，本研究で用いる研究手法を示した。 
 
 
 
第Ⅱ部 実証的研究 
 
 
2 章 現代青年のケータイの利活用とケータイメール利用実態の把握 
 
 
 本章では，高校生と大学生におけるケータイの利活用とケータイメール利用に関する実
態を把握することを目的として，質問紙調査を行った。その調査結果として得られたデー
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タについて，高校生と大学生，男子と女子に区分して，それぞれにおいてどのような違い
がみられるかを分析した。そして，その調査結果を述べることにより，現代青年における
ケータイやケータイメールの利活用に関する現状を多面的に把握することを試みた。 
 調査の結果，現代の若者たちのほぼ全員がケータイを所持し，同性の友人を中心とする
親しい関係にある友人たちとケータイメールを行っていることが示された。彼らが頻繁に
ケータイメールのやり取りを行う相手数は 3 人から 4 人程度であり，そのやり取りは一日
あたり 10 回以内，ケータイメールを受信してから返信するまでの所要時間は 10 分以内が
最も多いことが示された。これらの結果から，現代の若者たちは常にケータイを携行し，
限られた親しい友人とケータイメールによってコミュニケーションを行っていること，ま
た，ケータイメールは親しい友人との対面によるコミュニケーションを代替し強化する目
的をもって利用されていることが示され，ケータイメールの即時性や利便性は，現代青年
の友人関係構築に大きな役割を果たしていることが示された。これらの結果は，青年期の
若者たちが自我を確立していく精神的発達の過程において，友人との親密な関係構築にケ
ータイメールが大きく関わっていることを示すものであると考えられる。 
 
 
3 章 青年期のケータイメールと相手意識 [研究 1] 
 
若者の日常生活にケータイやケータイメールが浸透していくにつれて，それらへの依存
が社会問題の一つとされるようになっている。また，10 代後半の若者における他者とのコ
ミュニケーションのあり方は，その後の社会的態度の形成や行動に影響を与えるといわれ
ているなかで，昨今のケータイやケータイメールの急激な普及は，若者の対人コミュニケ
ーションのあり方に大きな影響を及ぼしつつあることが指摘されている。しかし，これま
でのケータイメールによるコミュニケーションのあり方についての研究は，利用者個人の
性格傾向などについて論じたものが多く，ケータイメールを行なっている時に，相手にど
のような意識が向けられているかといった，情緒的内面にまで踏み込んだものはほとんど
見あたらない。そこで本章では，高校生と大学生を対象に,ケータイメールへの依存度と相
手意識との間にどのような関係があるかを検討することを目的として調査を行った。ここ
で相手意識とは，コミュニケーションを行う際に相互の考えを尊重し正確に相手を理解し
ようと相手に向けられる意識をさす。相手意識については様々な観点からの検討が可能だ
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が，本章では，他者意識，情動的共感性，間人度，集団主義の 4 つの心理次元に着目した。
他者意識とは，相手に対して直接向けられる意識や相手の思考や感情に思いをはせるよう
な意識や関心，情動的共感性とは，情動的要素を含んだ相手に対する理解や共感，間人度
とは，相手と親しい関係を築くことによって安定した自己が確保されるといった間人モデ
ルに合致する度合い，集団主義とは，個人の利益を犠牲にしてまでも集団の意向を尊重し
て従おうとする傾向をそれぞれさす。 
質問紙調査では，相手意識が学校種や性別の違いやケータイメールへの依存度の高低に
よってどのような違いがみられるかを分析した。 
その結果，青年期の不安定な心理を安定させようとするためには，相手との親しい関係
を構築し維持していくことが重要であり，そのためにケータイメールは積極的に利用され
ていることや，しかもこの傾向は女子で強くみられることが示された。具体的には，ケー
タイメールの主な利用目的は，相手と親しい関係を構築し維持しようとすることにあり，
相手から嫌われたり仲間外れにされたりすることのないように，相手や仲間の意向を尊重
したりそれに従おうとする気持ちに動機づけられた，相手に対する気遣いや同調的関わり
の心情が関連していることが示唆された。このような心情は，ケータイメールを行う際に
相手に対して様々な注意や関心を向けて相手の気持ちや感情を強く意識したり，相手の立
場でものごとを考え感情を共有したりしようとする意識となって表れると考えられる。実
際に，ケータイメールへの依存度が高い者ほどこのような意識が強いことが確認された。
相手の立場でものごとを考えたり，集団の意向を尊重しようとしたりすることは，円滑な
人間関係を構築し維持するために大切である。しかし，このような相手を気遣う心理が過
度に作用したり，一日をとおして内在したりすることは，発達段階にある青年期の若者た
ちの健全な精神的発達に対して負の影響を及ぼしかねないと結論づけられた。 
 
 
4 章 青年期のケータイメールと孤独感 [研究 2] 
 
自我の発見は青年期における発達課題の一つであり，その過程には大きな孤独の体験が
伴うとされる。孤独感は，青年期の心理的発達と密接に関連する感情である。しかし現代
社会では，多くの若者がケータイメールによって一時も途切れることなく友人とのつなが
りを求めようとしている。このような状況を鑑みると，現代青年が孤独を感じながら自己
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と対峙する時間が十分に確保されているとは考え難い。そこで本章では，高校生と大学生
を対象に，ケータイメールへの依存度と孤独感の成熟との関連を探ることを目的とした。
さらに，ケータイメールを利用する側がその利便性をどのように捉えているかといった効
用認知のあり方は，ケータイメールの利用頻度や孤独感，そして孤独感の成熟に伴って生
じる独立意識のあり方にも影響を及ぼす可能性が考えられる。そこで，若者のケータイメ
ールの利用のあり方と，効用認知や独立意識といった心理特性との関連性を探ることも目
的に加えた。ここで，本章で扱う孤独感についてであるが，落合（1983）は孤独感を，「親
密な関係を持とうとしながらそれが実現しない場合，人間同士の理解や共感は難しく，自
分は一人だと感じる心性で，それは，自分を含む人間の個別性に気づくことで変化する」
と定義した。本章では，心身ともに急激な成長を呈する青年期の孤独感に着目することか
ら，孤独感の定義を心理的発達に伴う孤独感の変化を仮定した落合（1982）の見解に依拠
することにした。また，効用認知とは，ケータイメール利用が相手との関係性の構築にど
のように作用いるかということに関する個人の認識や態度のことであり，独立意識とは，
親から心理的に独立しようとする過程ではたらく意識のことである。 
質問紙調査では，孤独感のタイプや学校種，性別の違いがケータイメールへの依存度や
ケータイメールの効用認知とどのように関係しているか，また，孤独感のタイプの違いや
ケータイメールへの依存度の高低が独立意識とどのように関係しているかを検討しようと
した。 
分析の結果，孤独感が未成熟な者ほどケータイメールに依存しその利用頻度が高いこと，
孤独感の成熟にかかわらず女子ではケータイメールに対して肯定的感情を抱いていること，
ケータイメールへの依存度が高い者の独立意識は低いことが示された。本章の結果から，
ケータイメールは，友人関係の構築や親和感情を増大させる肯定的側面を有する一方で，
孤独感が未成熟な状態にある者にとっては，孤独を恐れたり回避したりしようとする心理
からケータイメールの利用頻度が高くなり，ケータイメール依存を引き起こす可能性があ
るといった否定的側面を持ちうることが指摘された。これらの知見より，ケータイメール
が青年期の若者たちにとって有用なツールとなり得るには，孤独感の健全な醸成が重要で
あり，このためにも，心理的発達の途上段階にある青年期の若者たちにとって，ケータイ
やケータイメールから一定の距離を置くことで自己と対峙する時間を十分に確保すること
が必要であると結論づけられた。 
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5 章 青年期のケータイメールとストレス [研究 3] 
 
青年期における友人とのやり取りは，その後の人間関係構築の礎を築くといわれており，
他者との心理的距離をめぐる葛藤は，青年期の重要なテーマの一つとされている。これに
関して，限定された友人とはケータイメールを介して親密な関係を築いている一方で，あ
まり親しくない相手とは深い関わりを避けた表面的なつき合い方をするのが，現代青年に
おける友人関係のあり方の特徴であるといわれている（例えば，池田，2005）。このよう
な状況を受けて，ケータイメールの過度な利用は情緒的不安定をもたらすとする指摘など，
ケータイメールの利用と心理的ストレスとの結びつきを予見させる言説も近年では多くな
されている。日本人はもともと対立や葛藤の顕在化を避けようとする傾向があり，こうし
た心理は対人ストレスに直結するといわれている（大渕，2003）。このような指摘は，コ
ミュニケーションの相手が見えない状況下で行われるケータイメールが，現代青年たちの
ストレスを誘発している可能性を示唆するものである。そこで本章では，ケータイメール
の利用が青年期の若者たちに及ぼすストレスに着目して，ケータイメールの利用がどのよ
うなストレス要因となっているのか，またそれは友人関係のあり方とどのように関連する
かについて検討することを目的とした。本章では，高校生と大学生におけるケータイメー
ルの利用のあり方と，友人関係や対人ストレスイベント，山アラシ・ジレンマ，親和動機
との関係を探るために質問紙調査を実施して，これらの心理特性が学校種や性別，ケータ
イメールへの依存度の高低によってどのように異なるかを検討した。なお，ここでの対人
ストレスイベントとは，対人葛藤や対人劣等，対人摩耗といった対人関係に起因するスト
レスのことであり，山アラシ・ジレンマとは，友人関係における適度な心理的距離を模索
して抱く葛藤，親和動機とは，他者と友好的になりそれを維持しようとする欲求をさす。
さらに，ケータイメール利用におけるストレスの有無やその具体的事由についても回答を
求めた。 
分析の結果，現代の若者たちの友人関係は，ケータイ普及前の調査結果と比較して必ず
しも熟成した深まりをみせておらず，これまで現代青年の友人関係の特徴として多く報告
されてきた“希薄な”や“表面的な”などと表現される，相手との深いかかわりを回避し
た友人関係を築いている者の割合が多いことが示された。また，友人関係が深まっていな
い者や女子にケータイメールに依存して過剰に利用する傾向がうかがわれ，これらの者は
ケータイメールを行っている際に情動的に反応しやすく，対面コミュニケーションを代替
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し強化するツールとしてケータイメールを利用していることが示された。さらに，ケータ
イメールへの依存度が高い者ほどストレスを多くかかえながらケータイメールのやり取り
を行っていることも示された。また，表面的で互いに気遣いあうような友人関係を特徴と
する現代社会の若者たちは，相手と距離をおきたくても相手から拒否されたり，それによ
って寂しい思いをしたりすることを回避しようとする葛藤を抱きながら，ケータイメール
のやり取りを行っている状況をうかがい知ることができた。また，男子，女子ともに学年
が進むにつれてケータイメールによってストレスを感じる者の割合が多くなることが示さ
れた。ケータイメールによるストレスの事由では，“返事がなかなかこない”や“終わりた
いのに終われない”と回答した者が多くおり，その背景には，相手との親密な関係を希求
する反面，その一方では一人になりたいと願うアンビバレンスな心理が存在していること
が示唆された。このように，希薄で表面的な関係にある者同士がストレスを抱えながらも
ケータイメールを頻繁に行う姿勢は，その後の人間関係の構築のあり方や健全な心理的発
達にも負の影響を及ぼしかねず，精神衛生的観点からも憂慮される問題であると結論づけ
られた。 
 
 
 
第Ⅲ部 本研究のまとめ 
 
 
6 章 総合的考察 
 
本研究は，現代青年のケータイメール利用が友人関係構築に及ぼす心理的影響を検討す
るために，高校生と大学生を対象に，ケータイの利用実態を把握するとともに，ケータイ
メールの利用と相手や自己の内面に向けられる様々な心理特性との関連を検討した。 
本研究の結果から，ケータイメールは現代の若者たちにとって友人とのコミュニケーシ
ョンを行ううえで必要不可欠なものであり，親しい友人との関係を維持するために重要な
ツールとなっていることが示された。親密な友人を中心に取り交わされているケータイメ
ールは，対面コミュニケーションを代替し強化するものとして認識されており，現代の若
者たちにとってのケータイメールは，ストレスをかかえながらもお互いが離れているとき
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でも親しい友人とのつながりを確認し，親しい友人を常に身近な存在として感じるために
利用されていることが示唆された。ケータイメールは，相手の内面や感情などに思いを寄
せて，情緒的結びつきや信頼関係を希求し同調的な関わりを持とうとしながら行われてい
るが，そこには相手と密接につながりたいと願う一方で，相手と距離をおきたいときでも
それができないというアンビバレンスな心理が存在しているものと推察される。この背景
には，相手から嫌われて一人ぼっちになることを恐れて，そのような状況をできるだけ回
避しようとする自己防衛的な心理があると考えられる。青年期は，自己の確立が十分にな
されていないことから心理的に不安定になる時期である。親密な関係にある友人を常に身
近な存在として感じることは，青年期という不安定な時期を少しでも安定した精神状態で
過ごすために有益である。現代の若者にとってのケータイメールは，相手とのつながりを
確認し自己の精神的安定をはかるためのツールであり，いつでもどこにいても親しい友人
とつながることで青年期特有の不安定な自己を安定させ，孤独に向き合う不安を回避する
ことを可能にしている。このような高い利便性から，自己犠牲を払ったりアンビバレンス
な心理やストレスを抱えたりしながらも友人との“つながり不安”を解消するために，現
代の若者はケータイメールを積極的に利用していると考えられる。 
 
 
7 章 本研究の結論 
 
現代社会では若者たちのほぼ全員がケータイを所持し，ケータイメールを利用している。
また現代社会は，ケータイやケータイメールによって昼夜を問わずコミュニケーションを
行うことができ，一見すると便利なようにみえる。しかし，そのような結びつきの背景に
は，相手に対する過度の気遣いやストレスが内在し，ケータイメールは時として“相手と
離れたい”という心理を阻害する要因となっていることが，本研究の知見から示唆された。
ケータイメールによる友人とのやり取りは，その場その場においては精神的安定をもたら
す反面，長期的には心理的発達の面からは必ずしも有益に作用するものではないといえる。
孤独感の成熟では，ケータイが発売された時期とほぼ同時期に実施された落合（1999）の
調査結果と比べて，現代青年の孤独感の成熟速度が遅くなっていることが示された。しか
も，ケータイメールを過剰に利用している者には孤独感が未成熟な者が多く，独立意識が
低いことも示された。また，孤独感が未成熟な者ほど孤独になることを恐れて，孤独を回
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避しようとする目的でケータイメールを利用していることや，最も重要な他者であるはず
の親しい友人とのやり取りでは，親密な関係を維持したいという心理と距離をおきたいと
きでもおくことができないという心理が混在していることが示された。しかも，ケータイ
メールの利用頻度の高い者や，友人関係が深まっていない者ほどケータイメールによる影
響を受けやすいという結果が示された。このような者たちにとってのケータイメール利用
は，健全な心理的成長に負の影響を及ぼす可能性が大きいと考えられ，ケータイメールを
頻繁にやりとりする行為は，自我が確立していない若者たちの心理的混乱を助長する可能
性がある。そればかりかケータイメールの利用は，友人との“つながり不安”を解消する
役割を果たしている一方で，相手との心理的距離を模索するストレスを伴うことも示され
た。そのストレスの背景にあるものは，相手との親密な関係を構築したいと願う心理と，
相手から拒否されることを恐れる心理であると推察される。しかも，メールが届けばすぐ
に返信するためにケータイを常に携行しているという状況は，一人でいる空間においてで
さえ誰かの存在を意識しなければならず，自我の形成や自立のために必要とされる自己と
対峙する時間の確保を確実に奪っているといえよう。ケータイメールの存在が自己と対峙
する時間の確保を阻害する要因になっていることは，孤独感の醸成にも負の影響を及ぼし，
発達の途上段階にある青年期の若者の心理的成長を阻害している可能性がある。しかも，
ケータイメールによって友人とつながりたいという欲求と，つながりを切りたいときでも
切ることができないというアンビバレンスな感情を抱いている常態は，青年期の若者たち
の心理を混乱させる要因でもあり決して好ましいことではない。 
ケータイやケータイメールの利用が個人の心理的成長に及ぼす負の影響を十分に考慮
し，利便性の高いケータイやケータイメールといったメディアが私たちに有益に作用する
方法や，安心して共存していくことのできる社会をいかに構築していくかは今後の重要な
課題である。同時に，青年期の若者たち，しかも彼らが若年者であればあるほどケータイ
やケータイメールの利用には十分な配慮と注意が必要であり，若者たちの健全な精神的発
達のためには，ケータイやケータイメールによる呪縛から解放される時間の確保が必要で
あると考える。ケータイやケータイメールと距離をおく行為に関しては，少なくても高校
生の年代頃までは親や家族，教師を中心とした大人たちが積極的に関与すべきではないか
と考える。ケータイやケータイメールの利用に関する責任の一端は大人の側にもあり，ケ
ータイやケータイメール所持の低年齢化が進むのに伴い，大人の責任はますます重くなる
と考える。また，学校教育における情報リテラシー教育においては，ケータイの所持年齢
ix 
 
が年々低下している現状を鑑みて，適切な利用に関する教育を早期から徹底していくこと
も必要であろう。ケータイやケータイメールは，現代社会においては利便性の高いツール
であり，われわれは大きな恩恵に与ってはいるが，発達の途上にある青年期の若者たちに
とっては，本研究の結果からみえてくるような負の側面を伴っていることを忘れてはなら
ない。 
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第Ⅰ部   序論 
 
 
 
1 章   研究の背景 
 
 
1.1   青年期 
 
 本節では研究の背景として，本研究が調査の対象とした青年期の若者たちについて，青
年期の心理的特徴，友人との関係性やその様相について述べる。 
 
 
1.1.1   青年期と心理的特徴 
  
青年期は，親から心理的に離れ，自立し，個を確立し，内在化された幼児対象からの独
立を目指す時期であり，「心理的離乳の時期」（Hollingworth，1928）や，「第二の個体化
の時期」（Blos，1967）などと称される。Hollingworth（1928）は青年期の意義について，
親の監督から離れて独立した人となる過程で孤独の体験を伴いながら自己の内面に視線を
向け，自分だけの世界を発見することであると述べている。このように，親から精神的に
自立して自己形成を行うことは，青年期の大きな課題の一つとされる。これと同時に青年
期は，他者への関心も増して自己意識も高まり心理的にも大きく変化する時期でもある。
このような時期に，同性や異性の友人との親密な関係を構築することは，青年期の重要な
課題となる（Havighurst，1953）。青年期の交友関係は親密性や尊敬，共鳴に基づいた関
係であり，お互いの違いを受容しながら相手との信頼，自己開示，相手への忠誠を基盤と
したうえで成立する親密な関係とされる（Atwater，1992）。 
わが国では，青年期と称される年齢層が広がっている可能性が示唆されながらも，12-13
歳から 22-23 歳くらいまでの約 10 年間が青年期として位置づけられるとされ，その年齢
層は中学生，高校生，大学生の年代に相当し，それぞれ青年期前期，青年期中期，青年期
後期として区分する傾向が定着している（加藤，1987）。また青年期は「精神構造の転換
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の時期」とも称され，それまで外に向けられていた意識が次第に自己の内なる世界に目を
向けて，主観をこの世の他のすべてのものから切り離した一つの独自の世界として発見す
る時期であるとされる（Spranger，1924）。心理的成長の過程から自己のあり方を模索し，
他者とは区別される自己の独自性を確認しながら自己を確立するようになる青年期のあり
方を，依田（1963）は「人格の再体制化の時期」と呼んでいる。 
このように，青年期は様々な言葉で表現される時期であるが，それまでの愛情や依存の
対象であった重要な他者である親から自分を分離して，親に代わる新しい愛情や依存の対
象を同世代の同性や集団，やがては異性に見出し，自立への道を歩みはじめる時期が青年
期にあたる（広沢・田中，1984）。 
 
 
1.1.2   現代青年の友人関係と様相 
 
青年期は，人生のなかでも心理面や発達面など様々な面において大きな変化が生じ，両
親や大人たちの生活や規範に疑問をもち，自分なりのあり方を模索する時期でもある。こ
のために，身体的成熟と精神的未熟のアンバランスが生じて情緒が不安定になりやすい。
精神的に不安定な青年期において，自己を安定させるために重要な他者として友人の存在
が挙げられる。友人とは内的体験を共有するといった親密性中心の関係を築き（Damon，
1983），親密性に支えられた友人との関係から自己を発見していくようになる（長沼・落
合，1998）。また，精神的な不安定さから立ち直るために重要な役割を果たすのが友人と
の深い情緒的結びつきであり，親密な友人関係をもつことによって両親からの心理的離乳
や自立が促される（岡田，1992）。しかも，青年期の親密な友人関係や親交関係は，青年
の自己概念を確立していくうえで大きな影響を与えるばかりか（Blieszner，1994），青年
期における友人の存在は青年たちの人生に選択の幅を広げ，自我同一性の探究過程に友人
が積極的に関与することはその後の人生により重要な意味づけを与える（Waterman，
1993）。このように，青年期における友人との関係は，人生を左右するほどに重要な意味
をもつ。 
このような青年期の友人関係のあり方に関しては，親密性や深い情緒的結びつきを希求
するなどといった青年期特有の傾向がみられるとの知見も多い。例えば，青年期前期にあ
たる 14-16 歳の頃は，友人関係に対する不安が最も強まる時期であり，女子は男子よりも
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相手からの拒絶や否定的評価を恐れる傾向が強くなるといわれている（Coleman，1980）。
また，思春期は同質性を重視したつき合い方が増えて，仲間外れにならないように心がけ
ながら，仲間と一緒に行動するような友人に対する強い同調が如実に示される時期である
（福富，1997）。青年期における自我の確立や自立に関する知見も多く示されており，発
達段階や性差による違いについて論じているものも散見される。例えば，発達段階に着目
した研究では，同性の友人とのつきあい方は，中学生から大学生へと学年が進むにつれて
何でもみんなと同じという同調的つき合いから，自己開示し積極的な相互理解につとめよ
うとするつき合い方へと変化し，高校生の時期を中心に人とかかわる姿勢や相手の範囲が
“広く浅い”つき合い方から“狭く深い”つき合い方へと段階的に転換する（落合・佐藤，
1996）などである。このほかにも，中学生や高校生の年代では，友人との間に心理的距離
を置こうとする傾向が強くなることや（久世，1981），高校生までの友人関係は相互の親
和欲求が高く，大学生になるとそれに加えて相互依存欲求が高くなるといった指摘もある
（榎本，2000）。性差に着目した研究では，女子は男子よりも同性の友人に対して自己開
示を積極的に行い，相互に依存しあえる関係性の構築を望んでいるといった指摘や（和田，
1993），友人関係の親密さを，男子では友人と一緒に何かをすることに，女子では友人と
の話題や会話の量に求めることが示されている（Duck，1991）。これらの知見から，青年
期における友人関係のあり方として，自我形成過程における不安定さを，友人との間に良
好な関係を構築したり友人に依存したりすることによって緩和し回避しようとするところ
にその特徴があるといえる。 
さらに，青年期の友人関係は，人間の“社会化”に大きな役割を果たしているとされる
（松井，1990）。ここでいう“社会化”とは，個人が他者とのかかわりを通じて社会的に
適切な行動パターンを発達させていく過程をさす。“社会化”には，緊張や不安，孤独など
の否定的感情を緩和し解消する「安定化機能」や，対人関係場面での適切な行動を学習す
る「社会的スキルの学習機能」，友人が自分の行動や自己認知のモデルとなる「モデル機能」
の 3 つの役割があるといわれている（松井，1990）。この“社会化”の過程によって個人
は，ある集団の成員として必要とされる知識や技能，価値，傾向性，行動などを漸次獲得
しながらその社会集団の成員になっていくとされる（古畑，1973）。 
青年期に重要な他者である友人から承認や評価を受けることは，青年たちの自己評価に
も反映され（Rosenberg，1986），友人からのサポートは精神的な基盤として機能し，青
年の高い自尊心を維持するために重要である（Rubin, Bukowski, & Parker，1998）。また，
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他者から受容される経験は自己受容性を高め，将来における良好な対人関係を構築し維持
していくために必要である（大出・澤田，1988）。対人関係にまつわるネガティブな情動
は，相手から自分の価値が十分に認められていないと感じたときに発生するなどのように
自己概念や自尊心と深い関わりをもつことが指摘されており（ Leary， Koch， & 
Hechenbleikner，2001），青年期に良好な友人関係を構築し維持することは，青年期の若
者たちの心理的発達や自我を形成するうえで非常に重要である。 
しかしながらわが国では，このような青年期の友人関係のあり方が，全体として希薄化
や表面化の方向に向かっているという指摘がなされており（岡田，1992），このような動
向は 1980 年代頃から始まったといわれている（松下・吉田，2007）。これに関して，現代
の若者の心性や行動を称して，“群れ志向”や“表面群”，“ふれあい恐怖的心性”などとい
った言葉で表現されることも多い。“群れ志向”や“表面群”とは，表面的には同調行動を
とっていたとしても相互の心理的距離は離れ，ただ集団から外れないように群れ集まって
いるだけの志向をさす言葉である（上野・上瀬・松井・福富，1994）。また，“ふれあい恐
怖的心性”とは，対人関係が深まるような場面を回避して，身近な集団に受容されることに
強迫的な努力と気遣いをし，他者から“面白くない”とか“暗い”などの評価を受けて仲
間外れにされることを極度に恐れる心理的傾向のことである。このような心性をもつ者は，
実際以上に明るく振舞ったり深刻な話題を避けたりするといった特徴を示す（岡田，1993）。
このような言葉で表現される親密な人間関係を築くことに困難を感じ，浅いつきあいは上
手にこなすが深いつきあいはできないという現代青年の心性は，“やさしさ志向”が反映さ
れたものであると山田（1989）は述べている。このように，現代青年の対人関係は，相手
と距離をおいて互いに傷つけあわないこと，相手の気持ちを詮索せずに温かい関係を築こ
うとするところにあると特徴づけられることが多い（松下他ら，2007）。 
現代社会の若者たちの友人関係が，“希薄さ”や“表面的”などで表現されるようになっ
た原因のひとつに，インターネットや携帯電話の出現が大きく関わっているのではないか
といった指摘がある。しかし，その一方にはそのような指摘を否定する報告も多く，この
問題に関しては賛否両論がくり広げられているのが現状である。 
ベネッセ教育総合研究所（2014）は，中・高校生を対象として行った ICT （Information 
and Communication Technology）メディアの利用実態と意識調査の結果を報告した。そ
れによれば，高校生でふだんインターネットやメールを利用している者は 96.9%，メール
の他に LINE や Twitter などの SNS（Social Networking Service）を週 1 回以上してい
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る者は 92.1%に上っていた。SNS とは，ネットワーク上で参加者同士が，文字による会話
を同時に行えるようにしたものであり，複数の参加者が同時に会話することを可能とし，
一人の発言（文字）を全員で見ることのできるサービスである（総務省，2010）。また，
インターネットにアクセスするために利用しているデバイスでスマートフォンと回答した
高校生は 83.7%にのぼり，従来型の携帯電話の 11.8%を大幅に上回ったこと，高校生の
LINE 利用率は 88.5%で携帯電話やパソコンからのメールの 68.1%を上回ったこと，その
利用目的では“勉強しているときにわからないところを友だちに質問する”と回答した者
が 48.3%と最も多い割合を示したことなどを報告している。ここからもわかるように，現
代の若者たちにとっての ICT メディアの利用は，“メールでおしゃべり”という利用の他
にも学習面で役立てるなどといった多様化の様相がうかがえる。また，LINE や Twitter
などの SNS 利用率もかなり高いことから，個人ばかりでなく複数の相手と同時につなが
る利用の仕方も積極的になされていることがわかる。このように，ケータイやケータイメ
ールは現代社会において若者たちが友人関係を構築するために必要不可欠のものとなり，
日常生活を送る上で深い関わりをもつ存在となっていることがわかる。 
このような状況を踏まえて本研究では，“つねに携行可能で個人間のデジタルなメッセ
ージ交換機能をもつメディア”を「ケータイ」，やり取りを行う相手人数に関わらず LINE
や Twitter などの SNSなどを含み“ケータイを媒介として行われるメッセージのやり取り”
を「ケータイメール」と呼ぶことにする。 
ここで，上述のようにケータイの形態やケータイメールの利用方法が変化している現状
下において，本研究がこれらを区別しないで検討を進めた理由を述べる。ケータイやケー
タイメール利用のあり方から考えれば，研究を行う際は“従来型の携帯電話”と“最新の
スマートフォン”といった区別や，SMS（Short Message Service）や E メール（Electronic 
Mail）のように“個人と個人を結ぶメール”と SNS のように“個人と複数の相手を結ぶ
メール”を区別して行うことが理想的であったかもしれない。しかし，本研究が行われた
時期は，ケータイメールの利用方法やインターネットにアクセスするためのデバイスが従
来型の携帯電話からスマートフォンへと大きく変化する過渡期であり，本研究の開始時期
には存在しなかったスマートフォンが現在では主流になっているなどの現実がある。この
ような現実の問題から，それらを区別することで一貫したデータが得られない可能性や結
果の解釈に歪みを生じさる可能性があったために，現状を十分認識したうえで本研究にお
いてはデバイスや利用方法などの違いによる区別をせずに検討を進めることにした。 
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ケータイやケータイメールが若者たちの友人関係の“希薄さ”や“表面的”を助長して
いるとする主張には，ケータイやケータイメールは表面上のつき合いだけの対人関係を実
現するために有効な道具であり（古谷・坂田，2006），これらは個人の意志によって簡単
に両者の関係性を断ち切ることを可能とし，ある共通の興味や関心だけで結ばれる選択的
対人関係を促進するといったものがある（松田，2000）。このように，ケータイやケータ
イメールの出現が現代の若者たちの人間関係を“希薄な”や“表面的”なものにしている
という知見は多い。山本・伊藤・竹網（2008）は，近年の若者論においては，ケータイや
ケータイメールによって若者の対人関係が希薄化したという意見や，選択的対人関係が強
化されているという意見が多く提起されているとまとめている。橋元（2011）は，インタ
ーネットなどの新しいメディア環境のなかで育った現代の若者たちは，かつてないほどの
深刻なミーイズム，すなわち，世間のできごとよりも自分の身の回りのできごとに興味が
集中する「私（わたくし）生活中心主義」に陥ってしまい，「心理的巣籠り」現象が蔓延し
ていると述べている。このような現代の若者の新しいメディアに対する親和的傾向は，彼
らが生育期に慣れ親しんだ遊びの形態にあるとして，現代の若者たちが生まれたときから
インターネットや携帯電話などの新しいメディアに触れ続けてきたことが，ミーイズムを
引き起こす原因になっていると結論づけている（橋元，2011）。しかし一方では，このよ
うなケータイやケータイメールの出現が，現代の若者たちの“希薄さ”や“表面的”を誘
引しているものではないとする知見も多い。例えば，ケータイメールの利用と友人関係の
希薄化との間に関連性などはなく，それどころか，ケータイメール利用がさかんなほど友
人関係は密であるとする知見や（赤坂・高木，2005），ケータイ・メディアの影響によっ
て若者の人間関係が表層化しているという議論そのものがデータに基づかない思い込みの
議論であり，選択的人間関係をケータイメールが助長したという形跡はないなどといった
主張（中村，2003）が挙げられる。さらに，現代の若者たちは，相手と深い接触がもてな
いために人とのかかわりを避け，“希薄な”友人関係とはいわれながらも孤独感を訴えたり，
内心では親密なかかわりをもちたいと望んだりするような心理も同時に抱いているといっ
た主張（小此木，1980 ; 岡田，1999）もある。 
これまでみてきたように，現代の若者たちの人間関係のあり方や心理的発達にケータイ
やケータイメールの出現や存在がどのような影響を及ぼしているかについては，現在のと
ころ肯定的，否定的知見が存在しており，共通の見解は得られておらず，体系的に実証さ
れた研究もほとんど見当たらない。先述の Waterman（1993）の指摘にみられるように，
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親密性をもった青年期の友人関係のあり方がその後の人間関係のあり方を決定づけるほど
重要であるとするならば，“希薄さ”や“表面的”という言葉で表現される現代社会の若者
たちの友人関係のあり方は，将来にわたる対人関係のあり方に対して不可逆的な影響を及
ぼす可能性がある。こうしたことからも，現代の若者たちの心理をよく理解するためには，
ケータイやケータイメールが現代の若者たちの友人関係のあり方や心理的発達にどのよう
な影響を及ぼしているのか，といった視点から検討を加えることが重要な意味をもつと考
える。 
 
 
 
1.2   コミュニケーションツールとしてのケータイ 
 
 本節では，本研究が取り上げるケータイについて，従来の携帯電話から現在に至るまで
の変遷と，青年期の若者たちに積極的に利用されている携帯電話によるメール・コミュニ
ケーションのあり方について述べる。 
 
 
1.2.1   携帯電話からケータイへ 
 
わが国の携帯電話誕生から現在のスマートフォンに至るまでの歴史については，岡田・
松田（2002）が著書のなかで詳細に述べているので，ここでは，本研究に関連する内容に
ついて岡田ら（2002）の記述を参考に，携帯電話からケータイへの変遷を概観した。また，
岡田ら（2002）による移動体メディア関連年表の中から本研究に関連すると考えられる部
分を抜粋して，表 1-1「日本国内の移動体メディア関連年表」に示した。 
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表 1-1  日本国内の移動体メディア関連年表 
年度  日本国内の移動体メディア  
1900 海軍省が海上での通信に成功  
1953 船舶から一般電話への電話サービス開始（移動電話のはじまりとされる）  
1956 列車移動電話（陸上での移動電話サービス）開始  
1968 東京都区内でポケットベルサービス開始  
1979 東京で自動車電話サービス開始  
1987 携帯電話サービス開始  
1987 ディスプレイ表示のポケットベルサービス開始  
1997 PHS によるデータ通信開始  
1999 i モードサービス開始  
2010 スマートフォン登場  
（岡田・松田（2002） ケータイ学入門より一部抜粋）  
 
 
 
ケータイなどのように，移動しながらでも相手とコミュニケーションを行うことができ
る通信メディアは「移動体メディア」と称されるが，この移動体メディアが現在のケータ
イに至るまでの過程は，「パーソナル化」と「マルチメディア化」の 2 つの大きな側面か
ら捉えられる。 
「パーソナル化」とは，本来は業務用として開発された電話が，普及する過程で個人的
な利用の方向へと拡大してきたことをさす。わが国の電話による実用的なサービスは，
1953 年の港湾船舶電話（船舶から地上の一般電話への通信）が始まりとされ，1956 年に
は陸上での通信が可能となり，1979 年の自動車電話が出現したことでパーソナル化が一気
に進んだ。また，パーソナル化を加速させた最大の要因に，ポケットベルの誕生が挙げら
れる。もともとポケットベルは，社外にいる社員を呼び出すための道具であり，呼び出し
音が鳴るだけの機能しか有していなかった。しかし，1987 年に数字や文字を表示すること
ができるディスプレイ型ポケットベルが開発されたことでその用途は多様化し，数字や文
字を組み合わせて文章をつくり送受信することが可能となった。この機能によってディス
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プレイ型ポケットベルは，個人連絡用のアイテムとして女子高校生や女子大学生を中心に
急速に普及した。この数字や文字を送受信する技術が，現在のケータイメールの原型とな
っていることはいうまでもない。公共の場と結びついて利用されていた移動体メディアは，
時の流れとともに女子高校生や女子大学生から強い支持を得ることで，次第に個人と個人
がダイレクトにつながるアイテムへと変化した。また，個人と行動をともにするポケット
ベルなどの移動体メディアは，個人の部屋の中で誰にも知られることなく操作することを
可能にしたことで，個室のなかの個人と社会を直接結ぶ媒体へとその使用形態を大きく変
貌させた。 
続いて「マルチメディア化」について説明する。ここでの「マルチメディア化」とは，
画像の送受信や双方向性，対話性，マルチメディアを空間的広がりのなかで利用しようと
するネットワーク化などを意味している（小林，2001）。ケータイがマルチメディアとし
て発展してきた経緯については，パーソナル化のところでも述べたとおり，一方向のコミ
ュニケーション・メディアでしかなかったポケットベルが双方向のメディアへと変化した
ことに始まる。一方向から双方向へと変化する過程で大きな役割を果たした現象が，女子
高校生たちを中心に爆発的に広まった数字の配列を語呂合わせで読む「ポケコトバ」とい
われるメッセージのやり取りである。このポケコトバは，現在のケータイメールの原点で
あるといえよう。このような時代背景を受けて通信各社は，1997 年に文字メッセージのや
り取りをするサービスを開始した。このサービスが若者たちに受け入れられるのには時間
を要さず，短期間のうちに若者たちの間に広まっていった。このようなサービスの技術的
基盤はデジタル・テクノロジーと呼ばれているが，この技術によってケータイは大きく発
展し現在へと至ったのである。 
またケータイは，1999 年にこれまでにはない機能を搭載した“ i モード”と呼ばれる機
種の登場によって，画像や音楽など大量の情報の送受信を可能にした。この技術開発に伴
って従来のケータイは，マルチメディアのコンピュータ・ターミナルに転化したといわれ
ている。ケータイは，第 1 世代携帯電話（1G）と呼ばれるアナログ型の電話に始まり，第
2 世代（2G），第 3 世代（3G）を経て現在の第 4 世代（4G）へと進化してきた。4G の通
信速度は 2G の 1 万倍といわれ，この通信速度の飛躍的な向上は，われわれに時と場所を
選ばず大量の情報を瞬時のうちに送受信することを可能とした。今後もさらなる技術の革
新によって，このような傾向はますます加速していくに違いない。 
ここで，わが国におけるケータイを中心とした通信機器の普及状況などについての概要
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をみておきたい。総務省（2014）が発表した「平成 25 年通信利用動向調査の結果」には，
図 1-1「インターネットの人口普及率の推移（個人）」に示したように，6 歳以上の年齢を
対象として行われたインターネットの人口普及率の推移が示されている。また，図 1-1 に
関して，年齢階層別にその利用をみたのが図 1-2「年齢階層別インターネット利用率の推
移（個人）」である。この調査も 6 歳以上を対象として行われたものだが，ここでは本研
究が対象とした青年期に相当する年齢層に着目し，13-19 歳と 20-29 歳の各年齢階層を抜
粋して示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(%)              
100              
             
80              
             
60              
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0              
年度  2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013  
% 57.8 64.3 66.0 70.8 72.6 73.0 75.3 78.0 78.2 79.1 79.5 82.8  
図 1-1 インターネットの人口普及率の推移（個人） 
（総務省「平成 25 年通信利用動向調査の結果」，2014 より作成） 
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図 1-1 に示したように，インターネットの人口普及率（全体）は，2009 年以降 2012 年
度まではほぼ横ばいの状況を示していたが，2013 年には 82.8%となり初めてインターネッ
ト利用人口が 1 億人を超えた（総務省，2014）。また図 1-2 からは，2013 年度のインター
ネット利用率が全体では 82.8%であったのに対して，13-19 歳では 97.9%，20-29 歳では
98.5%と両年齢層で高い割合を示し，インターネットは青年期を中心とした年齢層で広く
利用されていることがわかる。図 1-1，図 1-2 には示していないが，この調査（2014）で
は，インターネット利用について性差による比較もなされている。それによれば，2013
年度の時点で 13-19 歳では男子の 98.0%，女子の 97.9%，20-29 歳では男子の 98.3%，女
子の 98.8%がインターネットを利用しており，いずれの年齢層においても過去最高の利用
率であった。さらに，6-12 歳の年齢層でのインターネット利用率は 2011 年度以降増加傾
向を示し，2013 年度までは 60%台で推移してきたものが 2014 年には初めて 70%を超えて
73.3%となり，インターネット利用者の低年齢化の様相をうかがい知ることができる。こ
うしたインターネット利用の低年齢化の様相は，今後もますます加速していくと推測され
■全体    6-12 歳  ●  13-19 歳  ★  20-19 歳 
      (%)     
100      
     
90      
     
80      
     
70      
     
60      
                
                           
0 
     
2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 
全  体  78.0 78.2 79.1 79.5 82.8 
      6-12 歳  68.6 65.5 61.6 69.0 73.3 
13-19 歳  96.3 95.6 96.4 97.2 97.9 
20-29 歳  97.2 97.4 97.7 97.2 98.5 
図 1-2 年齢階層別インターネット利用率の推移（個人）  
（総務省「平成 25 年通信利用動向調査の結果」，2014 より作成）  
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る。これまで示してきたようにわが国では，年齢や性差，居住地などに関係なく国民全体
にインターネットの普及が進み，日常かつ一般的に利用されている現状がある。しかも，
青年期の若者たちの間での利用が特に盛んであることがみてとれ，現代の若者たちとイン
ターネットとの結びつきはとても強いことがわかる。 
それでは，このインターネットの利用はどのような通信機器を媒体として行われている
のだろうか。この状況については，図 1-3「主要情報通信機器の普及状況（2008-2013 年
度）」（総務省，2014）と，図 1-4「インターネットの世代別個人利用の状況（世代別人口
普及率）」（総務省，2014）に示した。ただし，図 1-4 では複数回答が認められているため
に，自宅のパソコン，携帯電話，スマートフォン，タブレットのそれぞれに示されている
割合を加算してもその合計は必ずしも一致しない。 
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     ▲    携帯電話・PHS  ■    スマートフォン  ★   タブレット端末  ●   パソコン 
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2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 
携帯電話・PHS 95.6 96.3 93.2 94.5 94.5 94.8 
スマートフォン  ― ― 9.7 29.3 49.5 62.6 
タブレット型端末  ― ― 7.2 8.5 15.3 21.9 
パソコン  85.9 87.2 83.4 77.4 75.8 81.7 
2011 年以降，携帯電話・PHS にはスマートフォンを含む。  
図 1-3 主要情報通信機器の普及状況（2008-2013 年度）  
（総務省「平成 25 年通信利用動向調査の結果」，2014 より作成）  
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図 1-3 で注目すべき点は，時間の経過に伴い携帯電話・PHS の普及率はほぼ横ばいで変
化がないのに対して，スマートフォンの普及率は急激な上昇を示し，タブレット端末も普
及が拡大していることである。携帯電話・PHS の普及率は，2009 年の 96.3％をピークに
2013 年度の 94.8％に至るまでわずかではあるが減少傾向にある。これに対してスマート
フォンの普及率は，発売が開始された 2010 年の時点で 9.7%であったものがそのわずか 3
年後の 2013 年には 62.8％と，急激にその普及が拡大していることがわかる。この傾向は
今後も加速していくと予測されている。 
インターネットの世代別利用状況を示した図 1-4 は，年齢階層別インターネット利用率
の推移を示した図 1-2 と同様に，13-19 歳と 20-29 歳それぞれの年齢層を抜粋して示した。
ここで注目すべきことは，両年齢層ともに携帯電話の利用が急激に減少したのに対してス
マートフォンの普及率が大きく伸びたことである。高校生を対象とした竹内（2014）の調
査によれば，2014 年の段階で従来型のケータイ所持者が 10.1%（男子 9.1%，女子 10.9%）
自宅のパソコン                携帯電話                   スマートフォン               タブレット端末 
 ＜2012 年度末＞    ＜2013 年度末＞  
13-19 歳                           
                          
                          
                          
                          
20-29 歳                           
                          
                          
                          
  0 20 40 60 80 100 
(%) 
 0 20 40 60 80 100 
(%) 
図 1-4  インターネットの世代別個人利用の状況（世代別人口普及率） 
（総務省「平成 25 年通信利用動向調査の結果」，2014 より作成）  
83.9 73.8 
47.9 12.8 
64.1 52.9 
9.8 15.1 
78.9 73.4 
51.7 17.4 
70.6 83.3 
13.2 10.2 
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であったのに対してスマートフォン所持者は 86.3%（男子 85.0%，女子 87.1%）にも上っ
ていることが報告されている。今後もスマートフォンの普及は若者たちを中心とした世代
に支持され，ますます拡大していくことであろう。また，この調査結果（2014）によれば，
インターネット利用目的の第一位は「メール」であり，なかでも SNS 利用率は 13-19 歳
で 57.2%，20-29 歳で 65.5%と，両年齢層が調査対象者の中では特に高い割合を示してい
た。SNS の利用目的としては，13-19 歳，20-29 歳の両年齢層ともに“知人とのコミュニ
ケーション”がその第一位に挙げられ“ひまつぶし”がそれに続いた。 
 
 
1.2.2   ケータイによるメール・コミュニケーション 
 
ここでは，ケータイによるメール・コミュニケーションのあり方について論じていく。 
他者間で行われるコミュニケーションは，人格を形成するうえで重要な役割を担ってい
るといわれる。例えば，船津（2004）は，自我は他者との関わりをとおして社会的に形成
されると述べている。具体的には，他者と自己に対して同一の反応を引き起こす言葉や身
振りによって媒介されるコミュニケーションを基盤に，われわれは自己の内面とコミュニ
ケーションができるようになり，それをもとに自我は社会性を身につけていくという。ま
た中山（2005）は，子どものコミュニケーション能力の育成は，人間性を育てる過程にお
いて極めて重要な要素であると指摘したうえで，コミュニケーションには人と人とのやり
取 り に お け る 「 Verbal Communication 」 と い わ れ る 人 と の 会 話 ，「 Non-Verbal 
Communication」といわれる人と向き合うことで見ることのできるジェスチャーや顔の表
現の 2 つの要素が含まれると述べている。さらに，10 代後半の社会化過程における他者と
のコミュニケーションのあり方は，その後の社会的態度の形成や行動に影響を与えること
も指摘されている（Dawson，Prewitt，& Dawson，1977）。社会化過程とは，他者との
関わりを通じて，われわれが社会的に適切な行動パターンを発達させていく過程のことで
ある。これまでの指摘から，社会化の発展途上過程にある青年期の若者たちにとってのコ
ミュニケーションには，言葉だけでなく口調や表情などといった言葉以外の要素が含まれ
ていることが重要であるとされている。 
われわれのパーソナル・ネットワークは，同質性や親密性の高い比較的少人数の“強い
紐帯”といわれる他者と，異質性が高く親密性の低い比較的多人数の“弱い紐帯”といわ
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れる他者との二重のネットワークによって構成されているとされる（Fischer，1982）。ケ
ータイメールは，“強い紐帯”によって結ばれる友人とは，より強固な人間関係を築くため
に，一方の“弱い紐帯”によって結ばれる相手とは，直接対面によらないことから対人緊
張を強いられないという理由から，どちらも積極的に利用されており（例えば，黒葛原，
2004 ; 赤坂ら，2005），若者たちのパーソナル・ネットワークを構築し発展させるうえで
大きく役立っている。 
では，現代の若者たちが頻繁に行っているケータイを介した対面によらないコミュニケ
ーションのあり方は，若者たちの対人関係のあり方にどのような影響をもたらすのであろ
うか。下田（2004）は，現代の若者にとってのケータイは，人間関係を構築し維持したり
人間関係を作り直したりするための道具である一方，その相手とつながる過程で発生する
自己確認や自己表現の快楽を味わうためのファッションの一部ともなっていると述べてい
る。さらにケータイの魅力について，自分の好きなときにコミュニケーション回路を遮断
することができ，自分がつながりたい相手とだけつながることのできる自己中心的な使い
方を可能にするメディアであると指摘している。この指摘にみられるようなケータイの機
能は“選択的，情報管理的メディア機能”と呼ばれ，ケータイは，自分にとって心地よい
関係性だけを維持し，興味をわかちあうことができる相手とだけつきあい，それ以外の他
者や公とはかかわりをもたないで過ごすことのできる私生活主義を促進するメディアとさ
れている。このようなメディアに媒介されて築かれる人間関係のあり方は“選択的人間関
係”と呼ばれ，自分と自分の仲間との関係だけに関心を閉じていく傾向をもち，その結果
として，非常に排他性の強い閉鎖的人間関係をつくりあげるといわれている（松田，2002）。
池田（2005）も，ケータイメールによるコミュニケーション（以後，ケータイメールを介
したコミュニケーションのあり方をケータイメール・コミュニケーションとよぶ）の大き
な特徴は“私性”にあり，ケータイメールでのネットワークは広がりをもたず“内輪的”
に構成され，親しい他者との頻繁なやりとりはパーソナル・ネットワークの広がりを限定
し，同質性をもった他者とのコミュニケーションに大きく偏らせるとの意見を述べている。
さらに池田（2005）は，同質性の高い親しい他者との関係を強化することは，異質な他者
とのコミュニケーションを減少させ，外集団に対する寛容性の低下や私生活に閉じこもる
結果を招く危険性があると主張している。これらの言説をまとめると，ケータイメール・
コミュニケーションのあり方は，他者との関係において選択性や排他性をもたらし，若者
たちのコミュニケーションのあり方に負の影響を及ぼしているのではないかと考えられる。 
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Kraut，Patterson，Lundmark，Kiesler，Mukhopadhyay，& Scherlis（1998）は，
ケータイメールが精神的健康や孤独感にどのような影響を及ぼすかについて調べるために，
二度にわたる調査を行った。はじめの調査では，ケータイメールの利用頻度が高い人ほど
抑うつ傾向や孤独感が増すことが示されたが，その後のフォローアップ調査では，ケータ
イメールの利用頻度が高い人は，その利用をくり返すうちに満足度が増して抑うつ傾向や
孤独感は減少することを見出している（Kraut et al.，1998）。この結果は，精神的健康に
負の影響を及ぼす環境下にあっても，その環境や状況に慣れることで感覚的に麻痺し，負
が正に転じてしまうことを示しており，このような心理は，ケータイ依存症などをはじめ
とする様々な精神的依存症の発生メカニズムに通底する部分があると考えられている。 
内閣府（2014）の調査によれば，高校生のインターネット利用目的の第一位には 81.0%
の者が「メール」を挙げている。このように，現代の若者たちは昼夜を問わずケータイを
携行し，ケータイメールによって友人関係を築き維持している。現代社会の時と場所を選
ばず，ケータイメールによって友人らとコミュニケーションを図るという状況は，若者た
ちに広く普及し一般化している。そればかりか，個人対個人でやり取りを行うケータイメ
ールのほかにも，複数の相手と同時に会話を楽しむことができる SNS の利用も，あらゆ
る年齢層で年々人気を高めている。性別，年代別の SNS 利用率は，15-19 歳では男性 64.9%，
女性 79.3%となっており，この年齢層での利用があらゆる年齢層のなかで最も高い（野村
総合研究所，2013）。特に，ケータイから SNS を利用する者は 61.6%と最も高く，現代の
未成年者のソーシャルメディアユーザーは，ケータイから自分の身の回りのことを書き込
むことによって交友関係の拡大をはかっており，未成年者のケータイ利用時間は，1 日あ
たり 2 時間以上の者が 72.2%にも上ることが示されている（野村総合研究所，2013）。こ
のような調査結果からも，現代の若者たちは，友人とのコミュニケーションをはかるため
にケータイを利用し，多くの時間をケータイメールによるやり取りに費やしていることが
わかる。  
ケータイやケータイメールを通じて形成される親密なコミュニケーションの場は，「フ
ルタイム・インティメイト・コミュニティ」と呼ばれ，普段からよく会っている親しい仲
間との絆を一層深め，24 時間をとおして一緒にいるような気持になれるといわれている 
（吉井，2000）。このようなケータイやケータイメールがつくる人間関係の特徴は，友人
と異なる空間にいながら相手とつながることができるという精神的安心感と，相互の親密
度の強化をもたらしていることにあるといわれている。黒葛原（2004）は，ケータイメー
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ル・コミュニケーションの特徴について，モバイル性という特質から（1）いつでも，ど
こでもコミュニケーションを行うことができる（2）自分が話したい相手とダイレクトに
つながることができる（3）周囲の人や時間に関係なく気軽に利用することができる（4）
相手を選択しながら自分の気持ちを優先して送受信することができるという 4 つを挙げて
いる。このように，ケータイメール・コミュニケーションは，常時接続とでもいうべき状
況を発生させ，若者たちの日常生活はその中で成立し，時間，場所，人物，ネットワーク
の 4 局面において生活の多様化をもたらした（橋元・吉井，2005）。 
生まれたときからインターネットやパソコンのある生活環境下で育ってきた世代は，
「デジタルネイティブ」と呼ばれている（総務省，2010）。このような世代は，幼い頃か
らケータイやインターネットなどに触れてきており，さまざまなソーシャルメディアを活
用したり使いこなしたりすることができる。現代の若者たちはとりもなおさずデジタルネ
イティブであり，このような時代を背景に，ケータイやケータイメールによって相手とコ
ミュニケーションを図ろうとすることはごく自然の流れであろう。しかし，1.1.2 でも述べ
たが，橋元（2011）が主張したように，ケータイメール・コミュニケーションなどの新し
いメディア環境のもとで育った現代の若者たちが，これまでにないほどの深刻なミーイズ
ムに陥り，心理的巣籠り現象を起こしているとすれば，将来にわたる大きな社会問題の一
つに発展しかねないといえよう。 
ここで，ケータイメール・コミュニケーションのあり方を考えてみたい。ケータイメー
ル機能の特徴について中村（2001）は，手軽に行うことができる“簡便化”，直接本人と
繋がることができる“直接化”，いつでも気兼ねなく行うことのできる“常態化”の 3 つ
を挙げた。三宅（2000）は，挨拶なしでいきなり本題に入ることができること，文章は会
話形式で成り立っていること，リアルタイムで同期的なコミュニケーションをとることが
できることなどをその特徴として挙げている。このように，現代の若者たちは，いつでも
どこでも手軽に“メールでおしゃべり”といった，その時々に起こったことを相互に共有
して楽しもうとするような利用をケータイメールに求めているといわれ，そこでやり取り
される文章表現も非常に会話的であるといわれる（例えば，三宅，2002）。飯田（2004）
は，文字で表現することができない感情表現には絵文字を用い，それによって相手と気持
ちや感情の共有を図ろうとしていると述べているが，いくら絵文字を使用したところで対
面によるコミュニケーションのように自然に表出される非意図的な感情ではないために，
ケータイメール・コミュニケーションには様々な問題が潜在しているとの指摘も多い。ケ
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ータイメールは「用事は通じるが気持ちは通じない」と揶揄されるが，自分を全部さらけ
出すと仲よくつき合えないが，ケータイメールだときれい事だけで済むという理由から，
現代の若者には，重要な要件の伝達もケータイメールでかまわないと考える者も多いとい
われ，このような友人関係のあり方は，“向こう側の世界の友だちとの関係”と称されてい
る（斎藤，2003）。また，このようなケータイメール・コミュニケーションのあり方に対
して飯田（2004）は，自分の意志を伝えるには直接会って話すよりもケータイメールの方
が伝えやすいと感じている者が多いという風潮には問題があると述べている。このような
問題を背景とした現代人のケータイメール・コミュニケーションのあり方は，機械文明そ
のものに対する問題提起でもある。 
1.2.2 でも述べたように，われわれが社会生活を営み，他者との関係を構築するうえで重
要なコミュニケーションのあり方は，対面によるコミュニケーションが基本であると一般
的には考えられている。しかし，このようなコミュニケーションのあり方について中津
（2010）は，言葉による対面コミュニケーションは，あくまでコミュニケーションの一形
態であり，理想のコミュニケーションとする考えは必ずしも正しいものではなく，メール・
コミュニケーションは，対面によるコミュニケーションとは本質的に異なるまったく新し
いコミュニケーションであるとの見解を提示した。これは，ケータイメール・コミュニケ
ーションのあり方に新たな視点を組み入れたという点で，ケータイやケータイメールにつ
いて今後行われようとする研究のあり方に対して，大きな示唆を投げかけているといえよ
う。 
いずれにせよ，青年期におけるコミュニケーションのあり方がその後の社会化に影響を
及ぼし，心理的発達の面からも特に重要であるとすれば，若者たちがケータイメールによ
ってコミュニケーションを行う態度の背景にはどのような心理が作用しているのかを検討
することは大変重要であり，現代青年の心理を理解しようとするうえでは相応の意義をも
つと考えられる。 
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1.3   ケータイメール利用が現代青年の心理的発達に及ぼす影響 ―  友人関係構築の視点
から ― 
 
本研究の主要な問題関心は，現代青年がケータイメールを行っているときに，「相手に
どのような意識を向けているか」や「自己の内面にどのような意識をはたらかせているか」
といった点にある。この問題に迫るためには，まずケータイメールの利用と人間構築のあ
り方について把握しておく必要がある。本節では，ケータイメールの利用が現代青年の心
理的発達にどのような影響を及ぼしているかについて，先行研究をもとに友人関係の視点
からまとめる。そのうえで，本研究で扱う研究テーマとなる現代青年の「ケータイメール
利用と相手意識」，「ケータイメール利用と孤独感」，「ケータイメール利用とストレス」に
ついて述べる。また，学校の教育現場におけるケータイの取り扱いの現状についても触れ
る。 
 
 
1.3.1   現代青年のケータイメール利用と友人関係構築のあり方 
 
文部科学省（2002）は，ケータイが若者たちに広がりをみせはじめた段階で「高校生で
は，携帯電話依存がもう始まっている」と警鐘を鳴らし，それらへの依存の問題を指摘し
た。この頃から，ケータイやケータイメールなどに頼らなければ他者との関係を構築する
ことができない若者たちの様相が社会問題の一つとして取り上げられるようになった。そ
の後も，ケータイを片時も手放せなくなったり，ケータイメールが気になって日常生活に
支障をきたしたりするといったそれらへの精神的依存の問題は，対人コミュニケーション
との関連から研究者の注目を集めている。 
小・中学生を中心とした子どもたちとケータイメールのつながりが，様々な問題に結び
ついている様子が朝日新聞の朝刊に掲載された（稲垣・高橋，2010）。その様子は様々な
学校に勤務する教員から報告されたものであり，現代に生活する若年層の子どもたちとケ
ータイメールとの関係性を浮き彫りにするものであった。そこには，“即レス症候群”と呼
ばれるメールを受信したら食事中はもちろんのこと風呂やトイレの中からでも返信しよう
とする子どもたちや，“メール友”と呼ばれるメールを介した友人や相手には，実際に会っ
たことのない実態の見えない相手も多くいるなどといった実例が挙げられていた。また，
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大阪府の教員グループが小・中学生を対象として大々的に行った調査結果では，ケータイ
メールの利用頻度の高い児童生徒ほど就寝時間が遅く，23 時を過ぎても 80%の者はその
やり取りを繰り返しており，疲れている，イライラするなどのストレス症状を訴える者が
そうではない者の 1.5 倍に上ったことも報告されていた。高校生を対象とした調査結果と
して竹内（2014）は，スマートフォン利用者で午前 1 時以降に就寝する者はおよそ 3 人に
1 人の割合でおり，その多くが睡眠不足に陥っていることや，5 人に１人はイライラする
ことがよくあると回答していることを報告している。しかし一方，ベネッセ教育総合研究
所（2014）は，中・高生では，学習を進めるうえでわからないところが出てきたときはケ
ータイを辞書代わりに利用したり，ケータイメールによって友人たちに質問することで疑
問を解決したりしようとする者が大変多くなっているといった，ケータイメール利用にお
ける有益性を捉えた報告がなされている。このように，現代青年のケータイやケータイメ
ールの利用方法は多様化しており，使い方次第では利便性の高いケータイやケータイメー
ルではあるが，その一方では子どもたちの生活に負の影響を及ぼしていることも事実であ
り，若年者とケータイのあり方は，諸刃の剣の様相を呈しているようである。 
また，青年期の心理的発達の立場から，ケータイの技術発展やケータイメール利用によ
る影響を問題視する指摘が近年では散見されるようになった。例えば，ケータイに依存す
る生活は自我と向き合う時間を奪い，アイデンティティの確立を阻害するといった主張や
（黒葛原，2004），ケータイによるコミュニケーションは，いつでもどこでも本能に従い
親しい人とのつながりを求め，親への依存から独立へと移行する人間の成長を妨げている
とする意見などである（中津，2010）。これらはいずれも，ケータイやケータイメールが
利用者のパーソナリティに負の影響を及ぼしているとする指摘とみなせる。この他にも，
ケータイメール・コミュニケーションは言葉を断片的にして会話の成立を妨げ，言語表現
能力を低下させるとする主張や（柳田，2005），ケータイの出現は青少年の無気力や自尊
感情，社会不適応，思考力の低下などをもたらしたとする考察（森光・関，2004）にみら
れるように，ケータイやケータイメールそのものの存在を否定するような指摘もある。し
かし一方では，このような意見は新しいメディアに対する懸念からか議論が先走っている
観があり，実際の利用者に対して悪影響を及ぼしているのかどうかについての調査や実験
などに裏付けられたものは少ないとする主張もある（赤坂，2011）。このように，ケータ
イメール・コミュニケーションの是非については，現在のところ賛否両論がくりひろげら
れており一定の見解を得るには至っていない。 
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ケータイメールによって 24 時間をとおして誰かとつながることが可能となった現代社
会に生活する若者たちは，自己と対峙する時間や一人で過ごす孤独な時間を経験すること
が少なくなり，常にだれかとのつながりを求めるようになったといわれて久しい。ケータ
イやケータイメールが，そのような欲求を満たす役割を担っていることは容易に推測する
ことができる。このような時代に生活する若者たちは，ケータイが登場する前の若者たち
と比べて，対人関係構築や友人関係のあり方，心理面など様々な面において大きく変化し
たといわれている。例えば，現代青年の友人関係に関して小林・池田（2007）は，ケータ
イメールによって少人数の限定された友人とは親密な関係を築くことができる一方で，そ
れ以外の他者とは深いかかわりを避けた表面的なつき合いをしている状況を報告し，ケー
タイメールはやりとりの多い相手との同質性は高めるが，そうではない他者に対する寛容
性は低下させると結論づけた。また中村（2000）は，大学生対象の調査結果から，ケータ
イメールは通話よりもリアリティの共有を目的としており，内容はその時々に起こったこ
とを相互に共有しようとするものが多く，相手には常によく会う友人が選ばれ，友人と別
れた後もケータイメールによってつながり，フルタイム化した親密で濃厚な関係が形成さ
れていると考察している。しかし一方で松田（2000）は，このように友人との関係が親密
であっても，相互のアイデンティティをぶつけあうような深い交流はなるべく避けて，自
己の一部分だけを出すことで成立する表面的なつき合い方へと友人関係が変化してきてい
るとの知見を示した。そして，現代の若者たちはケータイメールで深い感情交流を行って
いるわけではなく，共通の時間や経験を共有することを目的としたコミュニケーションを
行っていると結論づけた。自己の一部だけを出してその場の状況に応じた人間関係を築こ
うとする自我は，「マルチプル・アイデンティティ」と呼ばれる。黒葛原（2004）は，こ
のような友人関係の背景には，豊かな社会で傷つくことが少なく育ったことで，相手と深
く関わることによって相手から傷つけられることを避けようとする自己防衛的な心理が作
用していると主張している。 
ケータイメールを介した現代の若者たちの人間関係のあり方や心理面に着目した先行
研究からも，肯定的見解と否定的見解がともに提出されている。まず，ケータイメールが
友人関係のあり方や心理面に及ぼす肯定的見解を概観する。 
Computer-Mediated-Communication（CMC）は，自分が望んだとおりの自己呈示が可
能であるために自己の印象をコントロールしやすく，これによってお互いの好意は高まり，
親密な関係になりやすいことから（Walther，1996），CMC 状況下では相手との関係が親
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密になりやすいと考えられる。とりわけケータイメールでは，この特徴が顕著であるとい
われている（McKenna，Green，& Gleason，2002）。また，ケータイメール・コミュニ
ケーションは対人圧力が低いことから対人緊張を低下させ（都築・木村，2000），自己開
示傾向を高めるとする指摘や（古谷・坂田・高口，2005），ケータイは外向性の高さと関
係し，ケータイメール量の多い人は対人関係が積極的で高い社交性や社会性を有するとす
る指摘（Butt，& Phillips，2008）を挙げることができる。この他にも，本音を言える友
人関係への満足感が高いほどケータイメールの利用が活発に行われていることや（赤坂ら，
2005），ケータイメールは主に親和感情に関係するコミュニケーションに用いられ，孤独
を和らげて相手を身近に感じる感情に結びついていること（都築ら，2000），親密性が高
いほどケータイメールをよく利用し，対面上での自己開示が多く（木内・鈴木・大貫，2008），
深い人間関係を好むこと（中村，2003）が報告されている。これらの肯定的知見に共通す
る点は，ケータイメールは対人関係における緊張を低下させたり緩和したりすることで相
手との親和感情の向上に寄与するというものである。 
これに対して否定的な見解としては，自尊感情が低い者は心理的に不安定であるために，
他者とつながることを満たす目的でケータイを過剰に利用し，ケータイ依存を引き起こす
可能性があることや（Bianchi，& Phillips，2005），衝動性の高い人はすぐにケータイメ
ールをしようとする傾向が強く，ケータイメールを過剰に行うことでケータイ依存を引き
起こす可能性があること（Billieux，Van der Linden，D’Acremont，Ceschi，& Zermatten，
2007）などを挙げることができる。このほかにも，自分を全部さらけ出すと仲よくつきあ
えないが，ケータイメール・コミュニケーションであればきれい事を取り交わすだけで済
むという理由からケータイメールを利用する若者が多く，このような使い方に慣れた生活
をしていると本質的に情感を受け取ることが苦手になってしまうといった主張や（斎藤，
2003），ケータイメールは相手とつながること自体に意味があるために，ポジティブで親
密なつながりを志向するとは限らず，孤独の顕在化を避けようとする目的で利用されるネ
ガティブな依存を伴う面があるとする指摘（辻，2006）を見つけることができる。さらに，
情緒不安定性や調和性の高い者ほどケータイメールへの依存傾向を高めることや
（Ehrenberg，2008），ケータイメールの多用は人と会って話すことに対する抵抗や緊張
を高めるために，対面でのコミュニケーションを苦手にするなども報告されている（柴田・
菅，2012）。さらに，一日をとおしてケータイと向き合うようになったことで，社会に出
る前に必要な自我と向き合う時間が奪われ，アイデンティティの確立が阻害されている可
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能性を指摘した知見（飯田，2004）のように，ケータイメールの利用は人格の形成上，負
の影響を及ぼしているといったものも多い。 
また，Ehrenberg et al.（2008）や Butt et al.（2008）などでは，外向的な者は対人関
係も積極的でケータイメールを積極的に行い，そこから刺激を受けることを好む傾向があ
る反面，情緒不安定性の高い者は自分で情緒を安定させることが難しく，誰かとつながっ
ていたいという欲求が高まることからケータイメールの利用が多くなり，ケータイへの依
存傾向を高めるとの指摘がなされている。さらに，調和性の低い人は，対面でのコミュニ
ケーションよりもケータイメールでのコミュニケーションの方が行いやすいという理由か
ら，ケータイメールの利用が多くなるとの知見も示されている。すなわち，これらの知見
が示唆することは，ケータイメール利用による様々な影響は利用者のパーソナリティによ
って左右されるというものであり，ケータイメール利用にみられる負の影響は社会全体と
いうよりは個人レベルの問題と考えられているということである。また，越智（2002）は，
ケータイやケータイメールの負の影響については，これまでテレビやテレビゲームなどの
新しいメディアが登場し，普及するたびに問題視されてきたことと同じであり，新しいメ
ディアに対する不安から生じているとの見解を示している。 
上でみてきたように，ケータイメールを介した人間関係のあり方の是非については肯定
的見解と否定的見解の双方が混在している。これと同様に，現代青年の人間関係の“希薄
さ”や“表面化”をケータイメール・コミュニケーションのあり方が助長しているのでは
ないかという主張と，そのようなことはないという主張も混在している。例えば，古谷ら
（2006）は，大学生にとってのケータイメールは対人関係の希薄化をもたらし，表面上の
つき合いだけを実現するためには有効な道具であると述べている。これに対して山本ら
（2008）は，ケータイメールは対面によるコミュニケーションを補完するものであり，対
人関係の希薄化をもたらしているようなことはないと主張している。一方，中村（2003）
は，ケータイ・メディアの影響により若者の人間関係が表面化しているという議論そのも
のが，実証的知見に基づかない思い込みの議論に終始していると指摘している。同様に赤
坂（2011）も，ケータイメールの積極的な利用の背景には相手との親密性や密着性を志向
する傾向があり，通説のように友人関係を希薄化させているといった悪影響は必ずしも認
められず，希薄化の概念は新しいメディアに対する漠然とした警戒心から生じるネガティ
ブなイメージによるところが大きいと主張している。 
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1.3.2   学校教育とケータイのあり方 
 
これまで述べてきたように，現代に生活する若者のコミュニケーションのあり方の様々
な面において，その利用に関する賛否両論が繰り広げられているケータイメールであるが，
学校における教育現場にも次第に様々な影響が表出している。例えば，ケータイやケータ
イメールによって，児童や生徒がいじめや詐欺，性犯罪などといった事件を起こしたり巻
き込まれたりする事件は大きな社会問題となり，ケータイやケータイメールの取り扱いに
苦慮する学校や教師も多いといわれている。このような現状を踏まえて，青年期の若者た
ちの多くが所属している学校とケータイやケータイメールのあり方を述べる。 
前節の冒頭でも述べたように，文部科学省（2002）はケータイが発売されたわずか 3 年
後には，すでに高校生の 90.5％の生徒がケータイを所有し，毎日のように利用していると
いう実態を報告し，ケータイ依存が高校生の間ですでに認められるとの警鐘をならした。
その後も高校生のケータイ所持率は年々増加し，現在では小学生や中学生に至るまでその
所持が拡大している。2002 年から数年の時を経て，ケータイの所持やその利用実態を調査
した文部科学省（2009a）は，高校 2 年生でのケータイ所持率は 95.9%（男子 93.1%，女
子 98.1%），一日あたりの平均メール送受信回数は“10 回未満”が 41.3%（男子 51.3%，
女子 33.7%），“30 件未満”にまで範囲を広げると 72.0%（男子 78.6%，女子 67.1%）と，
女子が男子よりもケータイの所持率やケータイメールの送受信回数が多いという調査結果
を報告した。また，ケータイの利用場面は，「自分の部屋など一人でいるとき」が最も多く
89.4%を占め，23 時以降の深夜の利用率も 70.9%と高い数値を示し，全体の 89.0%の者が
その利用については，“よいことが多い”または“どちらかといえばよいことが多い”と高
い評価を示していることを報告した。 
このように，若年層でのケータイ普及が進むに伴い，学校現場ではその取り扱いやイン
ターネット利用に対する指導に苦慮する場面が多くみられるようになったといわれている。
このような状況を踏まえて文部科学省は，2008年に全国の公立の小学校，中学校，高等学
校，さらには都道府県教育委員会，市町村教育委員会を対象に「学校における携帯電話等
の取扱い等に関する調査」を実施した。その調査内容の概要（文部科学省，2009b）は，
小・中・高等学校に対しては，「学校が校則等により児童生徒による学校への携帯電話の
持ち込みを原則禁止しているか否か」と「学校における携帯電話の取扱いをどのようにし
ているのか」についての2点，都道府県教育委員会・市町村教育委員会に対しては，「教
26 
 
育委員会において，所管学校に対する指導方針として児童生徒による学校への携帯電話の
持ち込み禁止等を定めているか否か」と「教育委員会の方針はどのようなものか」につい
ての2点の質問であった。その調査結果の概要（文部科学省，2009c）を，表1-2「学校に
おける携帯電話等の取扱い等に関する調査結果」にまとめた。 
 
 
 
表 1-2  学校における携帯電話等の取扱い等に関する調査結果 
（文部科学省「学校における携帯電話等に関する調査について（概要）」，2009 より作成） 
取組状況 結果の概要 
 
1.学校 1. 小学校 
学校への携帯電話の持込み原則禁止 :  94%（20,527 校） 
2. 中学校 
学校への携帯電話の持込み原則禁止 : 99%（9,936 校） 
3. 高等学校 
学校への携帯電話の持込み原則禁止 :  20%（887 校） 
持込みは可だが，授業中の使用禁止 :  57%（2,525 校） 
持込みは可だが，校内での使用禁止 :  18%（798 校） 
 
2.都道府県教育委員会 1. 教育委員会として携帯電話の持込み等についての指導 
  方針を定めている :  約 51%（24 教育委員会） 
2. 1 のうち原則持込み禁止としている教育委員会 
   小学校          : 約 29%（7 教育委員会） 
  中学校          : 約 33%（8 教育委員会） 
  高等学校  : 約 13%（3 教育委員会） 
 
3.市町村教育委員会 1. 教育委員会として携帯電話の持込み等についての指導 
      方針を定めている :  約 28%（510 教育委員会） 
2. 1 のうち原則持込み禁止としている教育委員会 
  小学校         : 約 90%（461 教育委員会） 
  中学校         : 約 90%（460 教育委員会） 
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表 1-2 から，小学校，中学校のほとんどが学校へのケータイ持込みを原則禁止している
が，高等学校で持込みを原則禁止しているのは 20%にすぎず，授業中の使用禁止や校内で
の使用禁止などのルールを定めている学校が圧倒的に多いことがわかる。高等学校の対応
からは，学校へのケータイ持込みを禁止したところでその効果は低く，それよりは，学校
への持ち込みを認めたうえでルールに従った利用をさせた方が教育的な効果は高いであろ
うとする学校側の意図がみてとれる。また，教育委員会としてケータイの持込み等につい
ての指導方針を定めているとする都道府県 は約 51%，市町村は約 28%と低い。これらの数
字から，ケータイの校内持込みは教育現場である各学校の判断で行うべきであるという考
え方が強いことや，一定の基準が示されていないことによって，学校現場における教師間
のケータイの取扱いは温度差が生じ，教師たちはその指導のあり方に苦慮している様子が
うかがえる。 
このような調査結果を受けて文部科学省（2009c）は，「学校における携帯電話等の取扱
い等について（通知）」を，各都道府県教育委員会教育長や各都道府県知事らに通知した。
その通知に示されていた内容を，表 1-3 に「学校における携帯電話等の取扱い等の指針」
にまとめた。この内容は「学校における携帯電話の取扱いについて」と「学校における情
報モラル教育の取組について」，「ネット上のいじめ等に関する取組の徹底について」，「家
庭や地域に対する働きかけについて」の 4 つの内容から構成されている。この通知によっ
て，国家レベルにおいて学校におけるケータイの取扱いについての指針を示し，公立の小
学校から高等学校に通うすべての児童生徒に対して周知徹底をはかろうとしたのである。 
 高等学校の教科に定められている「情報」の目標には，情報化が社会に及ぼす影響の理
解と情報機器などを適切に利用し，効果的にコミュニケーションを行う能力を育成すると
謳われており，そこには情報通信ネットワーク上のルールやマナー，情報の安全性を習得
させるといったねらいが定められている（文部科学省，2010a）。また，文部科学省（2010b）
は，児童生徒の規範意識や倫理観の低下に伴う問題行動に対する指針として生徒指導提要
をまとめている。そこには，インターネット・携帯電話にかかわる課題として，それらの
使いすぎや学校などへの持込みなどに対する注意喚起や，安全な利用や危険回避などとい
った情報モラル教育の必要性が取りあげられている。このような文部科学省の動向からう
かがえることは，青年期の若者たちのケータイ所持や利用の問題は，教育現場である学校
においても重要視される問題であり，国家が関与しなければならないほど深刻化している
ということである。 
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表 1-3 学校における携帯電話等の取扱い等の指針 
（文部科学省「学校における携帯電話等の取扱い等について（通知））」，2009 より作成） 
標題 内容の概要 
 
1.学校における携帯電話
の取扱いについて 
（1）小学校及び中学校 
学校への携帯電話の持込みは原則禁止。やむを得ず学校
に携帯電話を持込む場合は，許可制とする。ただし，校
内での使用は禁止する。 
 
（2）高等学校 
学校への携帯電話の持込みは禁止するものではないが，
校内での使用を制限する。 
 
（3）教育委員会 
所管の学校に対して（1）,（2）を徹底させる。 
 
2.学校における情報モラ
ル教育の取組について 
標題 1 のような携帯電話の使用制限だけでは「ネット上の
いじめ」などから児童生徒を守ることができないので，情報
化の影の部分への対応として，他人への影響を考えて行動す
ることや有害情報への対応などの情報モラルをしっかりと
教えることが重要である。 
 
3.「ネット上のいじめ」
等に関する取組の徹底
について 
 
 
標題 2 の充実とともに「ネット上の」いじめを含むいじめ
等に対する取組の更なる徹底を進める。 
 
4.家庭や地域に対する働
きかけについて 
携帯電話を児童生徒に所持させるかどうかについて，まず
は保護者がその利便性や危険性について十分理解したうえ
で判断する。所持させる場合は，利用に関するルールづくり
を行うなど，身近な大人が児童生徒を見守る体制づくりを行
う必要がある。 
学校や教育委員会は，保護者や関係者に対して携帯電話等
を通じた有害情報の危険性や対応策についての啓発活動を
積極的に行い，家庭での携帯電話利用に関するルールづくり
などに努める。 
 
 
 
 
29 
 
「学校における携帯電話等の取扱い等の指針」が出された背景には，児童生徒のインタ
ーネット利用によるトラブル等を未然に防止し，ネット社会のなかで生活する子どもたち
が被害者にも加害者にもならないような対策を国家レベルで講じる必要に迫られたためと
考えられる。しかし，この通知内容は，ある程度明確な方向性を示すことはできたものの，
内容が抽象的でその目的を達成するための具体性に欠けていることは否めず，高等学校に
ついていえば，ケータイの取扱いの最終的判断を各学校に委ねるとする結論にとどまって
いた。結局のところ，この指針によってもケータイの取扱いに関しての明確な方向性が確
立されることはなく，いまだに各学校，各教師ともにその対応には苦慮しているのが実態
のようである。 
この通知でも触れられている若年者のネット被害については，多くの都道府県がその被
害実態を調査している。東京都教育委員会（2008）の調査結果を例に挙げると，ケータイ
を所持している小学生の11.9％，中学生の23.4％，高校生の29.2％の児童生徒が，チェー
ンメールや出会い系サイトなどの様々なネット被害にあった経験があるという実態を報告
している。また，ケータイメールの内容がいじめにつながる可能性や，校内でケータイを
所持していること自体が紛失，盗難などのトラブル発生源になることも警告している。ネ
ットトラブルへの対応ついては，「喫緊の課題」と回答した学校は52.4％，「重要な課題」
であると回答した学校は47.6％と，すべての学校が強い問題意識を持っていることがわか
った。しかし，この強い問題意識とは裏腹に，ネットトラブルの対応方法についておよそ
7割の教員は「困っている」と回答し，ネットトラブルを未然に防止する教育のあり方の
困難さが浮き彫りにされる結果となった。 
わが国のこのような現状からも，本研究が目的とする現代の若者たちと密接な関係にあ
るケータイやケータイメールの利用実態や利用時の心理的背景を実証的知見に基づいて明
らかにしようとするアプローチは相応の意義を持つと考えられ，そこから導き出される知
見は，学校現場に対しても有益な示唆を与えるものと期待できる。 
 
 
1.3.3   本研究が着目した心理概念 
 
若者のケータイメール利用時の心理的背景を探るために本研究で着目した鍵概念は，
「相手意識」，「孤独感」，「ストレス」の 3 つである。この理由を以下で述べる。 
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すでに述べてきたように，現代の若者の間では，友人との親密性や密着性を確認したり
維持したりするためにケータイメールが頻繁に利用されている。青年期は自我を確立する
時期でもあるために心理的にも不安定であり，自己を安定させるには友人との関係を安定
させることが重要である。青年期は，友人との心理的距離が非常に接近するとされ，この
段階では密着性が強く，相手から嫌われないように気を遣う傾向があり（長沼ら，1998），
この時期の友人との密着性は同調性の高さとなって表出するともいわれる（上野ら，1994）。
このような指摘からも，青年期における友人とのケータイメールによるやり取りは，相手
の気持ちや感情をかなり意識し，相手から嫌われたり仲間外れにされたりしないように気
遣いながら行われていることが推察される。また，このような意識や気遣いのもとでケー
タイメールが頻繁に取り交わされているとすれば，そこにはストレスが発生し，若者たち
はストレスを抱えながらもケータイメールを利用している可能性が考えられる。しかも，
ケータイメールは対面によるコミュニケーションとは異なり相手が見えないところでのや
り取りであるだけに，その場で相手の反応を瞬時に判断することができずに，そのやり取
りには齟齬や誤解が発生している可能性がある。そうした齟齬や誤解を避けるために，ケ
ータイメールのやり取りには相手に対する気遣いの意識がはたらき，このような意識が強
まることによってストレスが発生するのではないかと推察される。 
また，青年期の自我の確立に付随して生じる代表的な感情の一つに孤独感が挙げられる
（加藤，1987 ; 落合，1993）。ケータイやケータイメールによって一日をとおして時と場
所を選ばず相手とつながることが可能となった現代社会では，孤独の体験，すなわち自己
の内面に対峙する自分一人だけの時間を十分に確保することは困難であると推察される。
もしケータイメールの利用が青年期の若者の多くから孤独を体験する機会を奪う要因の一
つとなっているのであれば，それは，青年期の若者の心理的発達に大きな負の影響を及ぼ
す状況として危惧される。 
ケータイやケータイメールの急激な普及は，若者の対人コミュニケーションのあり方に
相応の影響を及ぼしつつあることが指摘され，青年期の若者たちとケータイメールについ
てはこれまでも様々な角度からの検討がなされてきている。例えば，ケータイメール利用
とメール依存との関連や，親子関係のあり方，コミュニケーション能力，社会的ネットワ
ークとの関連など多岐にわたっている。しかし，これまでのケータイメールにおける関連
研究では，利用者個人の性格傾向などについて論じられているものが多く，それぞれの研
究は断片的であり体系立てて進められてきたものはほとんど見あたらない。これまで述べ
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てきたように，青年期は身体的・精神的成熟に伴い，それまでに発生したことのない様々
な感情や意識が発生し，これに伴って情緒性の高まりや心理的・人格的変化が認められる
時期である。これまでに経験したことのない感情が発生し，心理的混乱をもたらす青年期
を乗り切るためには自己と社会との健全なあり方が重要で，そこには，自己受容や他者受
容あるいは自己概念と対人態度などとともに，対人態度や情動的共感性，独立意識，社会
認知などが深く関わっているといわれている（加藤，1987）。現代社会でケータイやケー
タイメールは，人と人ばかりでなく人と社会を結ぶために大きく役立つ“道具”となって
いる。Vygotsky（1979）は，“道具”は単に物理的なものだけをさすのではなく，言語を
介して書いたり書かれたりした文章や手紙なども含まれ，これを“心理的道具”と呼ぶこ
とができると主張した。Vygotsky（1979）の時代にケータイメールは存在しなかったが，
ケータイメールにより送受信される文章なども“心理的道具”に含めることができよう。
このように考えると，ケータイメールを行う際は様々な感情や意識が伴っていると推測さ
れるが，これまでのケータイやケータイメールにおける先行研究には，情緒的な面にまで
踏み込んで検討されたものはあまり見あたらない。ケータイメールと情緒との関連では，
自尊感情や価値観，友情と愛情，攻撃性と愛他性など様々な視点からの研究が可能であろ
う。しかし，これらを言及しようする際は，ケータイメールの利用時に相手や自己の内面
にどのような感情や意識が向けられているかといった心理の理解が先行すると考えられる。
そこで，本研究では情緒面を扱う心理特性のなかから，相手に向けられる意識として「相
手意識」，自己の内面に向けられる意識として「孤独感」と「ストレス」に着目してこれら
を扱うことにした。特に「孤独感」は青年期の代表的感情であり，「ストレス」は自己の内
面や友人との距離のとり方などに影響を及ぼしていることが考えられる。これら 3 つの鍵
概念に着目することによって，ケータイメール利用が現代青年の友人関係構築や心理的発
達に及ぼす影響について多面的に検討することが可能となり，これから行われようとする
ケータイメールと友人関係のあり方に関する様々な研究の道標になると期待される。次節
では，本研究で扱うそれぞれの心理特性について詳述する。 
 
 
1.3.4   現代青年のケータイメール利用と相手意識 
 
1.2.1 や 1.2.2 でもすでに述べてきたとおり，ケータイの利用目的の第一位には「メール」
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が挙げられ，13-19 歳と 20-29 歳の両年齢層での利用が際立って高い。このように，現代
の若者たちは昼夜を問わずケータイを携行し，ケータイメールを用いて友人関係を築いて
いる。このような動向に伴い，若者の日常生活がケータイやケータイメール中心に成立す
ることで，それらへの依存の問題が社会問題の一つとして認識されるようになって久しい
ことはすでに述べてきた。今やケータイは，若者が友人をはじめとする他者とのコミュニ
ケーションを行うために必要不可欠なものであり，特にケータイメール利用が対人コミュ
ニケーションのあり方に様々な面から影響を及ぼしていることは，多くの研究者が指摘し
ているとおりである。また，ケータイの出現が若者たちにもたらした心理的影響や，ケー
タイによるイジメなどの事例は，学校現場だけに限らず大きな社会問題として取りあげら
れていることも事実である。これらの問題に適切に対処するためには，若者たちのケータ
イメール・コミュニケーションのあり方やケータイメールがもたらす心理的影響を十分に
理解しておく必要がある。現代青年のケータイメール・コミュニケーションに関するこれ
までの先行研究では，利用者個人の性格傾向やソーシャルスキルとの関連が多く論じられ
ることによって，ケータイメールとコミュニケーションのあり方やパーソナル・ネットワ
ークとの関係などが次第に明らかとなってきている。しかし，ケータイメールを行なって
いる時に相手や自己の内面にどのような感情や意識が向けられているかといった，利用者
の情緒的な面にまで踏み込んだ研究はほとんど見当らない。 
文部省（1999）による小学校学習指導要領では，「これからの情報化社会でのコミュニ
ケーションには，互いの考えを尊重し正確に相手を理解しようとする意識が必要である」
として，コミュニケーション時におけるこれらの意識の育成を，学校教育の重要課題とし
て位置づけた。本研究では，ケータイメールによってコミュニケーションを行う際に相手
に向けられるこのような意識を，“相手意識”と呼ぶことにする。相手と円滑な意思疎通を
はかるためには，自分の考えを的確に伝えることだけでなく，相手の言葉を正確に受け止
めて共有しようとする能力が必要となる。しかし，ケータイメールは言葉を断片的にして
会話の成立を妨げ，言語表現力の低下を招くといったコミュニケーションの根幹に関わる
主張があることも事実である（柳田 , 2005）。また大坊（2006）も，対人関係を円滑に進
めるためには，臨機応変に社会的スキルを活用する必要があり，そのスキルにはメタ・コ
ミュニケーションと呼ばれる，その場の雰囲気を察知するなどの高度なコミュニケーショ
ン能力が含まれると述べている。そして，対人コミュニケーションの基本は，自分のメッ
セージを適切に表出するばかりでなく，他者からのメッセージを的確に把握して，その両
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者を正確に活性化させることが基本であり，チャネルが一つしか使えないケータイメール
での相互作用は困難であると大坊（2006）は結論づけた。 
言葉以外の手段によるコミュニケーションは“非言語コミュニケーション”，これによ
って送られる情報は“非言語情報”と称される。“非言語情報”には，顔の表情や身振り手
振りといった身体伝達行動や，声のリズムやトーンといった周辺言語などが含まれる。中
津（2010）は，コミュニケーションが行われる際に相手に伝わる情報は，身体伝達行動に
よるものが 65%程度であり，言語情報（意味の情報）だけでは 5%程度しか伝わらないと
述べている。また，対面による会話表現は対話者の情緒に影響を及ぼすことから，非言語
的行動は意図的に用いられているとの指摘もある（桑原・西田・浦・榧野，1989）。これ
らの知見をまとめると，コミュニケーションによって意志を正確に伝達するためには，非
言語的行動が含まれていることが必要不可欠であり，非言語的行動のなかに重要な意味や
感情が込められているということである。従って，相手と円滑な人間関係を形成するため
には，非言語的行動を含むコミュニケーションによって相手をよく理解し，自分も相手か
らしっかり理解してもらうことが重要となるが，文字情報のやり取りに基づくケータイメ
ール・コミュニケーションでは，自分が意図する正確な意志や情報を相手に伝えていくこ
とは難しいと考えられる。先述の柳田（2005）や大坊（2006）の主張が正ければ，ケータ
イメール・コミュニケーションでは相互の意思疎通や理解をはかっていくことは困難であ
り，自分の意志や意図が相手には正確に伝わらない事態を招く恐れがあるということにな
る。また，学校教育では対話のある授業を成立させることが大切であり，このためには教
師と生徒との感情交流が必要不可欠となり，両者の相互理解と自己開示が重要な役割をも
つといわれている（岸，2004）。しかし，ケータイメールが若者のコミュニケーションの
一般的な様態となるにつれて，教師と生徒間の感情交流を支えたり相互理解を図ったりす
ること自体が困難になり，教育のあり方そのものにも負の影響を及ぼす可能性がある。ケ
ータイの所持が年々低年齢化してきている現況を踏まえると，若者のケータイメール・コ
ミュニケーションの特徴や，その根底にある相手意識のあり方を十分に理解しておくこと
は，青年期の心理特性の理解のみならず，現代の学校教育のあり方を考えるうえでも非常
に重要であると考える。 
さて，本研究で扱う鍵概念の一つである相手意識については様々な観点からの検討が可
能であろうが，本研究では対人コミュニケーションに影響すると考えられる心理特性の中
から，「他者意識」，「情動的共感性」，「間人度」，「集団主義」の 4 つに着目した。 
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「他者意識」とは，辻（1989）によって堤示された概念であり，他者の容姿容貌や一挙
手一投足に注目し，相手の表情や態度が何を意味しているのかを気にかけ，心の中の思考
や感情に思いをはせるような他者に向けられる注意や関心などをさす。この意識は，他者
を意識して行う自己呈示や，他者への愛他的行動，他者を前にしたときに生じる対人不安
などを理解するうえで不可欠の概念とされている。 
「情動的共感性」とは，加藤・高木（1980a）によって示された概念であり，社会生活
を営み相手との関わりを円滑に進めていくために必要とされる，相手の行動や感情をどれ
だけ理解しようとしているか，相手にどれだけ共感しようとしているかなどの対人認知の
あり方をさす。 
「間人度」とは，濱口・古川（1987）が構成した間人モデルにあてはまる度合いのこと
である。間人モデルとは，間人主義に基づく対人関係観であり，日本人に多くみられるよ
うな相手と親しい関係を築くことによって安定した自己が確保されるといった考え方，す
なわち相互の“きずな”を重視しその維持につとめようとする対人関係観をさす。 
「集団主義」とは，山口・岡・丸岡・渡辺・渡辺（1988）によって示された概念であり，
個人の利益を犠牲にしてまでも集団の意向を尊重しようとする傾向をさす。自分の意見や
行動傾向が他者と一致するかどうかは，自己の意見や行動が集団の中で適切であるかどう
かや，集団成員と共有されているかどうかを反映する指標として重要である。このような
社会的比較は，自分の意見や行動は適切であるという自信や，さらにそれを深めていきた
いという欲求に深く関わっているとされている。 
本研究では，相手意識の異なる側面を反映すると考えられるこれら 4 つの心理特性に着
目して，青年期の若者たちのケータイメールへの依存の程度（以後，ケータイメール依存
度とよぶ）と相手意識のあり方との関連性を検討することを試みた。 
 
 
1.3.5   現代青年のケータイメール利用と孤独感 
 
青年期は，それまでに経験したことのない感情が発生する時期であり，その代表的なも
のが孤独感である（加藤，1987）。青年期は友人への親和欲求が高まる一方で孤独感が発
生する時期でもあり（工藤・熊取谷・西川，1986），青年期の孤独感はアイデンティティ
の確立には必要不可欠であるといわれている（諸富，2001）。多くの若者がケータイメー
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ルによって，一時も途切れることなく友人とのつながりを求めようとする現代社会では，
彼らが孤独を感じたり，一人だけの時間に自己と向き合ったりする経験がはたしてどの程
度できているのであろうか。また，青年期の若者が一日をとおしてケータイメールを頻繁
に利用し，自己と対峙したり孤独を感じたりする経験が少ないとすれば，彼らの心理的発
達や人間関係構築のあり様にケータイメールはどのような影響を及ぼすのであろうか。 
ケータイメール利用と孤独感の関連を検討した先行研究によれば，社交性が高くケータ
イメールを多用する人の孤独感は低いことや（北村，2005），ケータイメールは対人緊張
や孤独を和らげることが報告されている（都築ら，2000）。これらは，ケータイメール利
用と孤独感の関連性におけるポジティブな側面を示した知見であるといえる。しかしその
一方では，孤独に対する耐性の低い者ほど友だちとの間でケータイメールのやりとりが多
くなることや（中村，2003），孤独感解消の目的でケータイメールはくり返されているこ
と（辻，2005）などを示したネガティブな主張も多い。このように，現代の若者たちのケ
ータイメール利用と孤独感ついては，肯定的影響と否定的影響がともに指摘されており，
見解の一致をみていない。 
孤独感という概念の説明や定義に関しては，これまでにいくつかの見解が提示されてい
る。なかでも代表的なものとして，Perlman，& Peplau（1981）や落合（1982），Sermat
（1978）などを挙げることができる。Perlman et al.（1981）は，孤独感を「人の社会的
ネットワークが，量的あるいは質的に不足したときに生じる不快な経験」と定義し，落合
（1983）は，「親密な関係を持とうとしながらそれが実現しない場合，人間同士の理解や
共感は難しく自分は一人だと感じる心性であり，それは，自分を含む人間の個別性に気づ
くことで変化する」，Sermat（1978）は，「個人がその時点で知覚している対人関係と，
過去の経験からこうありたいと望んでいる関係，あるいは，実際に経験したことのない理
想的な関係との食い違い」とそれぞれに定義している。Perlman et al.（1981）や Sermat
（1978）は，孤独感は社会的関係の不足やズレから発生するものと定義しており，孤独感
は対人的感情から実存的感情に変化するとした落合（1983）の定義とは質的に異なる部分
があるといえる。このような定義に基づいて落合（1982）は，孤独感は人との関係に関す
る対他的次元 U 因子（以後，LSO-U とよぶ）と，自己のあり方の意識に関する対自的次
元 E 因子（以後，LSO-E とよぶ）の二因子から構成されるとして，対他的次元と対自的
次元は心理的発達に伴って変化することによって孤独感の構造は変化して成熟すると結論
づけた。 
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また，青年期の孤独感は，独立意識と関連することが指摘されている。例えば，青年が
自律性を身につけて独立する過程には孤独感が伴うことや（工藤ら，1986），成熟した孤
独感を感じている者ほど独立意識が高いといったものである（吉山，1992）。独立意識と
は，親への依存から脱却して自立していこうとする意識をさすが，ケータイメールによっ
て一日中誰かとつながることが可能となった現代社会では，ケータイメールの利用が青年
期の独立意識にも影響を及ぼしている可能性がある。しかし，ケータイメールの利用が孤
独感の成熟と独立意識にどのような影響を及ぼしているかといった視点からの研究は，こ
れまでのところ見当たらない。ケータイメールの利用と孤独感がどのように関わっている
かを検討しようとすることは，現代青年の友人関係のあり方を捉えたりアイデンティティ
確立の問題を理解したりするうえでも意義があり，若者たちの心理的発達を捉えようとす
る際に多くの示唆を与えてくれるものと期待される。 
さらに，孤独感は効用認知の影響を受けると考えられる。効用認知とは，ケータイメー
ルの利便性をいかに評価し，それにどのような効用を期待するかといった，ケータイメー
ルに対する態度や捉え方である。五十嵐・吉田（2003a）は，大学新入生を対象とした調
査結果から，ケータイメールの利便性や親和充実性を高く認知している人ほど孤独感は軽
減されることを見出している。現代の若者たちにケータイやケータイメールがこれだけ急
速に普及した背景には様々な要因が挙げられるだろうが，孤独感とケータイメール利用の
関係に効用認知といった視点を組み入れることによって，ケータイメールが若者たちに与
える影響をより多角的に捉えることができると期待される。 
 
 
 1.3.6   現代青年のケータイメール利用とストレス 
 
現代青年は，相手との親密な関係を願う一方で傷つけあうことを恐れているといわれて
おり（藤井，2001），このような他者との心理的距離をめぐる葛藤は，青年期の重要なテ
ーマの一つとされている（岡田，1995）。ケータイメールの利用は情緒的不安定をもたら
す（Ehrenberg et al.，2008）など，ケータイメールとストレスとの結びつきを予見させ
る指摘も近年では多い。ケータイメール・コミュニケーションでは，対面場面よりも相手
の気持ちや状況に配慮したやり取りが行われているといわれることもあるが（高橋，2003），
ケータイメールのやり取りでは相手が見えないために，顔の表情など言葉以外の要素の伝
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達が困難であり，どれだけ注意を払っても齟齬や誤解を招く可能性がある。この点に関連
して大渕（2003）は，日本人が生来有している対立や葛藤の顕在化を避けようとする傾向
は，対人ストレスに結びつく可能性があると主張している。香山（2012）は，対面による
コミュニケーションでは相手の反応に即座に合わせることができても，SNS では返事がか
えってくるまで相手の反応がまったくわからず，相手にあわせた反応を瞬時にとっていく
ことは難しいと述べている。このように，相手が見えないケータイメールによって，友人
との結びつきを希求しようとする若者たちの常態は，ストレスを誘発する要因となってい
る可能性がある。しかし，青年期の若者を対象に，ケータイやケータイメールの利用とス
トレスについて実証的に検討した研究はこれまでのところほとんど見あたらない。 
青年期の若者たちは，友人とのやり取りから社会的スキルを身につけ（大坊，2006），
その後はそのスキルをもとに感情や情緒を喚起するようになるといわれている（斎藤，
1986）。青年期の友人とのやり取りが人間関係構築の礎を築くとすれば，若者たちに頻繁
かつ日常的に利用されているケータイメールとストレスとの関連性を探ることは，現代の
若者たちの友人関係のあり方や，若者たちの心理的発達や人格形成の視点からも大きな意
義があり，現代の若者たちの心性を理解するうえでも多くの示唆を与えてくれるものと期
待される。 
 
 
 
 1.4   研究目的 
 
 
  1.4.1   問題意識と研究課題 
 
 本研究は，このわずか十数年間で高校生と大学生を中心とする若者たちの間で急速な普
及をみせたケータイメールが，彼らの友人関係構築とどのように関わっているかについて，
実証的な見地から検討しようとするものである。現代の若者たちにとって，他者と自分と
を結ぶケータイは必要不可欠なツールであり，ケータイを中心に日常生活が成り立ち，ケ
ータイメールによって友人や他者とコミュニケーションをはかっている。ケータイは，自
己と他者を結ぶ利便性の高いツールではあるが，その利用の仕方によっては，ケータイが
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手元にないと生活が成立しないなど，それへの依存の問題にまで発展する可能性が高い。 
青年期は親から独立して自我を形成する時期であり，この時期をどのように過ごして乗
り越えていくかは，心理的発達の面からも重要な問題となる。青年期における重要な他者
は友人であり，友人との深い関わりを通じて若者たちは精神的に成長し，親からの自立を
果たしていく。しかし，現代の若者たちは自立性が低いために，友人との人間関係は必ず
しも成熟した関係ではないといわれている（上野ら，1994）。この他にも，現代の若者た
ちの交友関係の特徴に関しては，相互の全人格的アイデンティティをぶつけあうような交
流は減少し，相手によっては自己の一部分のみでつき合うように変化してきていること  
や（飯田，2004），仲間外れにされたり所属する集団から外されたりしないようにと，自
分を集団や仲間に合わせようとする消極的同調がみられるなどといった指摘も多い（上野
ら，1994）。 
以上から，若者たちの友人関係は，ケータイメールの利用頻度によって様々な影響を受
けることが予想されるため，現代の若者たちの友人関係のあり方を理解しようとするため
には，ケータイやケータイメール利用の実態や，それらの利用時の心理を検討することは
必要不可欠であると考えられる。  
1.3.4 でも触れたように，ケータイメールは言語表現力の低下を招くことや（柳田，2005），
ケータイメールでは相互のコミュニケーションをはかることが困難であるという主張（大
坊，2006）の背景には，ケータイメールによる文字だけのやり取りでは，対面によるコミ
ュニケーションとは大きく異なり，相手の表情や機微を察知することが困難であることや，
相手との間に齟齬や誤解が生じる可能性への不安があると考えられ，その延長上には，ケ
ータイメール・コミュニケーションは，若者たちの心理的成長に大きな負の影響をもたら
すのではないかという懸念があると想像できる。しかし，ケータイの存在やケータイメー
ル・コミュニケーションのあり方を否定したところで，これだけケータイやケータイメー
ルが現代の若者たちに支持されている以上いかなる意味もなさない。重要なことは，若者
たちがケータイメールを行うときの心理を理解し，ケータイやケータイメールが現代の若
者たちにとって有益に作用するためには，どのような利活用のあり方が重要なのかを提言
することである。柳田（2005）や大坊（2006）の主張が正しいとすれば，このような提言
をすることは急務であると考える。よって本研究では，現代の若者たちのケータイやケー
タイメールの利用実態を調査するとともに，ケータイメールが友人関係構築に及ぼす心理
的影響を解明することを研究課題とし，そこから得られた知見をもとに，ケータイやケー
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タイメールの利活用が現代青年に有益に作用するための提言も行っていく。 
 
 
 1.4.2   調査対象者 
 
 本研究が行う調査や分析の対象者は，青年期の若者である。青年期と称される年齢層の
幅は広いが，本研究では中学生を調査の対象から外して，高校生と大学生を対象に行った。
中学生を調査対象から外した理由は 2 つある。その一つは，4 章「青年期のケータイメー
ルと孤独感[研究 2]」で詳細を述べるが，中学生以前と高校生以後では孤独感の構造が大き
く異なることが指摘されていることと，もう一つは，本調査を開始した時期のケータイ所
持率は，現在の状況とは異なり，高校生の 92.3％に対して中学生ではその約半数の 47.8％
程度であった（ベネッセ教育総合研究所，2008）。このような実情から，中学生を調査対
象に含めると，中学生や青年期の実態に歪みを生じさせる可能性があったためである。し
かしながら，高等学校を卒業した若者たちがすべて大学に進学するとは限らない。青年期
の若者たちとは称しても，本研究の調査対象者には十代の若者のある層（高校卒業後すぐ
に仕事に就く者やフリーアルバイター等）が含まれていない点に留意しておく必要があり，
本研究における青年期の若者たちの範疇には限定的な一面があることは否定できない。 
また，1.3.1 では，朝日新聞の朝刊に掲載された小・中学生を中心とした子どもたちとケ
ータイメールのつながりが様々な問題に結びついている様子や（稲垣ら，2010），竹内（2014）
による高校生とスマートフォンとの関わりから発生する問題を述べた。そこには，“即レス
症候群”に陥ったり“ストレス症状”を訴えたりする子どもたちの実態が浮き彫りにされ
ていた。精神的発達の途上段階にある若年者ほどケータイやケータイメールから受ける影
響は大きく，将来にわたって大きな影を落としかねない。このような状況から，稲垣ら
（2010）が報告しているような児童生徒や特殊なケースに焦点をあてた研究も大切であり，
若者たちとケータイやケータイメールなどの新しいメディアとの関係性を検討するうえで
は大きな示唆を与えてくれるに違いない。2.3.7 で詳細を示したが，本調査の結果，一日あ
たりの総送受信回数が 101 回以上と回答した者は全調査者 2,183 名中 16 名で，その割合
は 0.7%であった。この者たちの中には，ケータイ依存症に陥っている者が含まれている可
能性は否定できない。精神医学の分野などでは，ケータイ依存症に陥ってしまった者たち
に対する研究が進められている。学校の情報モラル教育で問題となるのは，一般的な利用
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ではないケータイ依存症に陥ったような逸脱した生徒たちである可能性が大きい。しかし，
これまでも述べてきたように，ケータイメール利用と青年期の若者たちの心理的な面に焦
点をあてた研究には，これまで体系立てて行われてきたものはほとんど見あたらず，現代
青年とケータイメールの関係性について十分に検討されているとは言い難い。このような
理由から，本研究は一般的な若者たちのケータイメール利用と友人関係構築のあり方を検
討しようとしているために，逸脱した生徒を対象とはせず一般的な利用の仕方をしている
平均的な生徒たちを対象として行うことにした。 
 
 
  1.4.3   研究の目的と意義 
 
本研究は，ケータイの利用目的のなかで常に最も高い割合を占めているメールに着目し，
ケータイの利用実態とケータイメール利用時の心理に着目して，その利用が友人関係構築
にどのような心理的影響を及ぼすかについて探ることを目的とした。また，そこから得ら
れた知見より，その利活用が有益に作用するための提言を行うことを目指す。本研究の目
的を達成するために，ケータイの利用実態と，先述した「相手意識」，「孤独感」，「ストレ
ス」という鍵概念となる心理特性との関連を調べるために質問紙調査を行った。その調査
内容を以下に要約しておく。 
 
（1）ケータイの利活用とケータイメールの利用実態調査 
ケータイの利活用とケータイメールの利用実態を検討するために，つぎの 12 項目に
ついて質問し回答を得た。 
a. ケータイ所持の有無 
b. ケータイで最もよく利用する機能上位 3 位 
c. ケータイメール機能付属の有無 
d. 最もよく用いるケータイメール機能 
e. ケータイメールの開始年齢 
f. ケータイメールアドレスの登録件数 
g. 頻繁にケータイメールをやり取りする相手上位 3 人 
h. 頻繁にケータイメールをやり取りする友人数 
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i.   最もケータイメールをやり取りする友人との関係性 
j.  頻繁にケータイメールをやり取りする相手とのケータイメールの一日あたりの送受
信回数 
k.  ケータイメールの一日あたりの総送受信回数 
l. ケータイメールでの受信から送信までに要する時間 
（2）ケータイメールを行っているときに相手に向けられる意識（相手意識）の調査 
ケータイメールへの依存度と「他者意識」，「情動的共感性」，「間人度」，「集団主義」
との関係性を検討した。 
（3）ケータイメールと孤独感についての調査 
現代青年の孤独感の成熟の度合いに着目しながら，ケータイメールへの依存度と「孤
独感」，「ケータイメールの効用認知」，「独立意識」との関係性を検討した。 
（4）ケータイメールとストレスについての調査 
現代青年の友人関係のあり方に着目しながら，ケータイメールへの依存度と「友人
関係」，「対人ストレスイベント」，「山アラシ・ジレンマ」，「親和動機」との関係性を検
討した。 
 
健全かつ良好な社会生活を営み，友人を含む他者と円滑な人間関係を形成するためには，
コミュニケーションによって相手を理解すると同時に，自分も相手から理解してもらうこ
とが大切である。また，青年期の若者たちの多くが所属する学校では，より効率的な教育
を行うためにも教師と生徒や学生との感情交流が大切であり，それは，コミュニケーショ
ンをとおした相互理解から生まれる。現代の若者たちはケータイを常に携行し，ケータイ
メールを用いて人間関係を構築している。しかも彼らの人間関係は，“希薄さ”や“表面的” 
という言葉で表現されるようになって久しく，このような人間関係をケータイやケータイ
メールが助長しているとの指摘も後を絶たない。しかし，これらの主張は必ずしも確かな
データに基づいたものではなく，あくまでも推測にすぎないといった反論も多くなされて
いる。また，青年期における重要な課題は，親からの自立や自我の形成にある。このよう
な課題をこなしていくためには，自己と対峙していくことが必要不可欠になる。しかし，
いつでもどこにいてもケータイによって相手とつながることが可能となった現代社会では，
自己と対峙するための十分な時間を確保することが困難な状況にあり，自我の形成にも大
きな負の影響を及ぼしかねない。また，ケータイメール・コミュニケーションが，言語能
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力の発達にも負の影響を及ぼすとすれば，将来にわたるコミュニケーション能力の低下を
まねく可能性も否定できない。そればかりか，青年期の若者たちの多くが所属する学校で
も，教師と生徒，生徒同士の相互理解を図ることに困難をきたし，教育そのものにも影響
を及ぼしかねない。このような現在の状況を鑑みると，現代青年がケータイメールによっ
てコミュニケーションを行う際の心性を調査検討し，ケータイメールが現代の若者たちに
有益に作用する利活用のあり方を提言することは相応の意義を持つと考えられる。ケータ
イの所持が年々低年齢化している現況を踏まえると，ケータイメール・コミュニケーショ
ンあり方や利用時における利用者の心性の特徴を把握し，様々な対応につなげていくこと
がますます重要となろう。 
 
 
 
 1.5   本論文の構成 
 
 
本論文は，質問紙調査に基づく定量的アプローチを用いて，現代青年のケータイメール
の利用実態を把握するとともに，相手に向けられる意識と自己に向けられる意識に着目し，
青年期の若者がケータイメールを行う際の心理，特に友人関係構築に及ぼす影響について
中心的に検討したものであり，全 7 章からなる。以下，各章の目的および概要について述
べる。 
 
第Ⅰ部 序論 
1 章では，研究の背景として，青年期の心理面における発達的特徴およびコミュニケー
ションとしてのケータイの普及実態について述べ，ついでケータイメールの利用が現代青
年の心理的発達に及ぼす影響について述べた。そのうえで，本研究の研究課題を明示し，
研究の目的と意義を提示した。 
 
第Ⅱ部 実証的研究 
2 章では，「現代青年のケータイの利活用とケータイメール利用実態の把握」に関する調
査結果を報告した。目的に続き，ケータイメールの利用実態を調査するための質問紙につ
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いての構成を述べた。本章を論じるために，高校生 1,036 名（男子 543 名，女子 493 名）
と大学生 1,147 名（男子 487 名，女子 660 名）の合計 2,183 名（男子 1,030 名，女子 1,153
名）を対象として，ケータイメール利用に関する質問紙調査を行った。その調査結果を調
査項目ごとにまとめて，現代青年のケータイメールの利用実態について分析した。 
3 章では，「青年期のケータイメールと相手意識［研究 1］」と題して，青年期のケータ
イメールと相手意識の関連について論じた。そのために，高校生 389 名（男子 216 名，女
子 173 名）と大学生 385 名（男子 123 名，女子 262 名）の合計 774 名（男子 339 名，女
子 435 名）に対して，対人コミュニケーションに影響すると考えられる心理特性の中から，
「他者意識」，「情動的共感性」，「間人度」，「集団主義」の 4 つの相手意識に着目し，これ
らがケータイメールへの依存度の高低とどのような関係があるかについて調査し分析した。
そしてその分析結果に基づき，ケータイメールの利用頻度とそれぞれの相手意識の関係に
ついて立てた仮説との妥当性について検討した。 
4 章では，「青年期のケータイメールと孤独感［研究 2］」と題して，青年期のケータイ
メールと孤独感について論じた。そのために，高校生 326 名（男子 165 名，女子 161 名）
と大学生 383 名（男子 191 名，女子 192 名）の合計 709 名（男子 356 名，女子 353 名）
を対象として現代青年の孤独感の成熟について，また， ケータイメールへの依存度の高低
と「孤独感」との間に，どのような関係があるかについて調査し分析した。また，ケータ
イメールへの依存度の高低と「効用認知」や「独立意識」との関係についても同様の分析
を行った。その分析結果に基づき，それぞれについて立てた仮説との妥当性について検討
した。 
5 章では，「青年期のケータイメールとストレス［研究 3］」と題して，青年期のケータ
イメールとストレスについて論じた。そのために，高校生 321 名（男子 162 名，女子 159
名）と大学生 379 名（男子 173 名，女子 206 名）の合計 700 名（男子 335 名，女子 365
名）を対象として現代青年の友人関係のあり方，また，ケータイメールへの依存の高低と
「対人ストレスイベント」との間に，どのような関係があるかについて調査し分析した。
また，ケータイメールへの依存度の高低と「友人関係」や「山アラシ・ジレンマ」，「親和
動機」との関係についても同様の分析を行った。そして，その分析結果に基づき，それぞ
れについて立てた仮説との妥当性について検討した。 
なお，3 章から 5 章についての記述は，それぞれ以下の研究論文に加筆修正を加えて再
構成したものである。 
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3 章（研究 1）:  神野・和田（2013）による「青年期のケータイ・メールと相手意識」
を再構成したものである。 
4 章（研究 2）:  神野・和田（2015）による「青年期のケータイ・メールと孤独感」を
再構成したものである。 
5 章（研究 3） :  神野・和田（投稿中）による「青年期のケータイ・メールとストレス」
を再構成したものである。 
また，2 章（現代青年のケータイの利活用とケータイメール利用実態の把握）の内容は，
3 章から 5 章の調査で得られた結果を統合して，再分析したものである。 
 
第Ⅲ部 本研究のまとめ 
6 章では，「総合的考察」として，本研究の目的やそれぞれの調査や分析で得られた結果
をまとめ，青年期のケータイメール利用時の心性を踏まえながら，青年期の若者たちの友
人関係構築にケータイメールがどのような心理的影響を及ぼしているかについて述べた。 
 7 章では，「本研究の結論と提言及び今後の課題」として，これまでの記述を総合して結
論を述べるとともに，ケータイメールが現代の若者たちに有益なツールとなり，少しでも
負の影響を及ぼさないようにするために考えられる提言を行った。さらに，本研究に残さ
れた課題についても述べた。 
 加えて，付録 1 から付録 4 には，調査で用いた質問紙調査票を添付した。 
 以上の本研究における各章の構成を簡略化して示したものが，図 1-5「本研究の構成」
である。 
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第Ⅱ部   実証的研究 
 
 
 
2 章   現代青年のケータイの利活用とケータイメール利用実態の把握 
 
 
2.1   本章の目的と方法 
 
 
2.1.1   目的  
 
 本章では，高校生と大学生を対象に，ケータイの利活用とケータイメール利用に関する
実態を把握することを目的とし，その調査結果を述べることにより，現代青年のケータイ
の利活用とケータイメール利用に関する現状を把握した。 
 
 
  2.1.2   方法 
 
高校生と大学生のケータイおよびケータイメールの利活用実態の概要を把握するため
に，質問紙調査を行った。ケータイの利活用とケータイメールの利用実態について，高校
生と大学生（以後，高校生と大学生を合わせて学校種という），男子と女子（以後，男子と
女子を合わせて性別という）に区分して，それぞれどのような違いがみられるかを分析し
た。以後 2.2 では「質問紙調査の実施」，2.3 では「ケータイの利活用とケータイメールの
利用実態調査の結果」，2.4 では「2 章のまとめ」について述べる。また，2.3 は，「青年期
のケータイメールと相手意識（3 章）」，「青年期のケータイメールと孤独感（4 章）」，「青
年期のケータイメールとストレス（5 章）」のそれぞれの研究を行った際に使用した質問紙
において，共通して設定されている質問 12 項目を統合して一つにまとめて分析を行った。
それぞれの研究を行う際に使用した質問紙は，ケータイおよびケータイメールの利活用を
広く把握する目的で作成されている。 
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2.2   質問紙調査の実施 
 
 
2.2.1   質問紙の構成 
 
ケータイの利活用とケータイメール利用の実態を把握するための質問紙調査を実施し
た。質問紙は，構造化された設問を中心に構成されており 12 の設問からなる。設問内容
の概要を表 2-1「質問紙内容の概要」に示した。また，これらの質問項目は，高等学校及
び心理系大学教員，心理系大学院生の協力を得て作成した。質問紙の質問項目作成の際の
ポイントについては，質問内容ごとに説明する。また，質問項目は，3 章から 5 章を構成
するすべての質問紙に共通したものである。 
 
 
 
表 2-1 質問紙内容の概要  
質問内容  回答方法  
付録 2-4 の  
質問紙内での  
対応設問番号  
1 
インフォーマ
ントについて  年齢，学校種，学年，性別  
選択回答  
・自由記述  
研究 1-3 で用いた
全質問紙に共通  
1. (1)-(3) 
2 
ケータイにつ
いて  
ケータイ所持の有無，ケータイで最
もよく利用する機能，メール利用の
可否  
選択回答  
・自由記述  
研究 1-3 で用いた
全質問紙に共通  
2. (1)-(3) 
3 
ケータイメー
ルについて  
 最も利用するメール機能，メールの
開始時期，メールアドレスの登録件
数，頻繁にやり取りする相手，頻繁
にやり取りする友人数，頻繁にやり
取りする友人との関係性，頻繁にや
り取りする友人との一日あたりの送
受信回数，一日当たりの総送受信回
数，受信から返信までに要する時間  
選択回答  
・自由記述  
研究 1-3 で用いた
全質問紙に共通  
2. (4)-(12) 
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1. インフォーマントについて 
プライバシー保護に関する一般的目的に合わせて，校名や氏名，住所などの個人情
報に関する質問を避けて，学校種と学年，年齢，性別のみを尋ねた。 
2. ケータイについて 
    ケータイに関する質問としては，具体的に，ケータイを所持しているか否かについ
ての質問，ケータイ所持者にはケータイでよく利用する機能について上位 3 位までを
自由に記述してもらった。また，ケータイを所持している者には，メールの送受信機
能が付属しているか否かについて尋ねた。 
3. ケータイメールについて 
ケータイメールに関する質問は，ケータイの所持者でメールの送受信機能が付属し
ていると回答した者に対して行った。具体的には，最もよく利用するメール機能，ケ
ータイメールの開始年齢，ケータイに登録しているメールアドレスの件数，頻繁にメ
ールをやり取りする相手や友人数，その友人との関係性，その相手との一日あたりの
ケータイメールのやり取り回数を尋ねた。さらに，一日あたりのケータイメールの総
送受信回数，親しい相手とあまり親しくない相手にわけて，受信してから返信するま
でに要する時間を尋ねた。 
 
 
 2.2.2    インフォーマント 
 
 1 都 3 県に通学する男女高校生と大学生を対象に調査を実施した。本調査（研究 1 から
研究 3）の結果，未記入や欠損値が認められた回答はすべて分析の対象から外した。分析
データとして使用したインフォーマントを，表 2-2「インフォーマントの構成（研究 1 か
ら研究 3）」に示した。 
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表 2-2  インフォーマントの構成（研究 1 から研究 3） 
  高校生  大学生  計  
  男子  女子  計  男子  女子  計  男子  女子  計  
研究 1 N 216 173 389 123 262 385 339 435 774 
研究 2 N 165 161 326 191 192 383 356 353 709 
研究 3 N 162 159 321 173 206 379 335 365 700 
計  N 543 493 1,036 487 660 1,147 1,030 1,153 2,183 
単位（人）  年齢層  : 15-25 歳  ，平均年齢  : 18.3 歳（SD＝2.0）  
 
 
 
 
2.2.3   調査時期と実施方法 
 
 ケータイの利活用とケータイメール利用に関する実態を把握するための調査は，研究 1
から研究 3 の調査を行うと同時に実施した。研究 1 は 2009 年 1 月から 2010 年 6 月，研
究 2 は 2012 年 9 月から 12 月，研究 3 は 2013 年 9 月から 11 月にかけて実施し，調査は
すべて授業時間を利用して行った。 
 
 
2.2.4   分析対象の質問内容 
 
質問票は巻末の付録 2 から付録 4 に付したものを用いたが，分析対象とした質問は，ケ
ータイの利活用とケータイメールとそれに関連する利用実態についての全 12 項目であっ
た。それぞれの質問項目について，ケータイ所持ならびにケータイメール利用の有無，ケ
ータイメールの利用状況について分類してまとめたものを，表 2-3「分析対象とする質問
内容」に示す。 
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表 2-3 分析対象とする質問内容 
質問内容  
 
1. ケータイの所持と  
ケータイメール利  
用の有無について  
（付録 1, 2 (1) - (3)） 
2（1）常に自分のためだけに使えるケータイを所持しているか  
 （いる，いない）  
 
2（2）よく利用するケータイの機能は何か（上位 3 位までを自由
記述）  
 
2（3）所持しているケータイにはメールの送受信機能がついてい
るか（いる，いない）  
 
2. ケータイメールの  
利用状況について  
（付録 1,  
2 (4) - (12)）  
2（4）最もよく用いるメール機能は何か（E-メール，ショートメ
 ー ル，その他  （その他を選択した者は自由記述））  
 
2（5）ケータイメールの開始時期（小学校から大学までの学校種
の選択，学年を自由記述）  
 
2（6）所持しているケータイには何件のメールアドレスが登録さ
          れているか（20 件以内，21-40，41-60，61-80，81-100，
                                         101-150，151-200，201 件以上（201 件以上を選択した者
                                         は件数を自由記述））  
 
2（7）頻繁にケータイメールのやり取りをする相手（上位 3 位ま
でを自由記述）  
 
2（8）いつもケータイメールをやり取りする友人数（自由記述) 
 
2（9）最もよくケータイメールのやり取りをする相手（選択肢 4
つから 1 つ選択）  
 
2（10）2（8）で選択した相手との一日あたりのメールの送受信
回数（10 回以内，11-20，21-30，31-40，41-50，51 回以
上（51 回以上を選択した者は回数を自由記述））  
 
2（11）  2（8）で選択した相手も含めたケータイメールの一日あ
たりの総送受信回数（10 回以内，11-20，21-30，31-50，
51-100，101 回以上（101 回以上を選択した者は回数を自
由記述））  
 
2（12）ケータイメールの受信から送信までに要する時間（親し
い相手と必ずしも親しくない相手に分けて分単位で自由
記述）  
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2.3   ケータイの利活用とケータイメールの利用実態調査の結果 
 
 
2.3.1    ケータイ所持の有無とケータイメール利用の有無 
 
自分のためにだけに利用することができるケータイを所持しているかどうかについて，
学校種，性別に分けて調査した結果を，表 2-4「学校種，性別ごとの自分のためだけに使
えるケータイ所持者数と割合(%)」に示した。また，ケータイ所持者で日常的にメールのや
り取りをしている人数とその割合について，学校種，性別に分けて調査した結果を，表 2-5
「日常的にケータイメールのやり取りをしている相手人数と割合(%)」に示した。 
 
 
 
表 2-4  学校種，性別ごとの自分のためだけに使えるケータイの所持者数と割合(%) 
  男子  女子  合計  
高校生  N 521 486 1,007 
 % 95.9 98.6 97.2 
大学生  N 481 657 1,138 
 % 98.8 99.5 99.2 
合計  N 1,002 1,143 2,145 
 % 97.3 99.1 98.3 
割合（%）は，ケータイ所持者／調査対象者  
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表 2-5  日常的にケータイメールのやり取りをしている相手人数と割合(%) 
  男子  女子  合計  
高校生  N 521 486 1,007 
 % 100.0 100.0 100.0 
大学生  N 481 657 1,138 
 % 100.0 100.0 100.0 
合計  N 1,002 1,143 2,145 
 % 100.0 100.0 100.0 
割合（%）は，ケータイメールのやり取りをしている人数／ケータイ所持者  
 
 
 
表 2-4 に示したとおり，自分のためだけに使えるケータイを所持している者の割合は，
高校生よりも大学生，男子よりも女子の方が若干多いという違いはみられたが，ほぼ全員
ともいえる 98.3%の者がケータイを所持していた。また，表 2-5 に示したとおり，学校種
や性別に関係なく，ケータイ所持者の全員（100.0%）がケータイメールを日常的に行って
いることが示された。これらにより，現代青年のほとんどの者はケータイを日常的に携行
し，その全員がケータイメールのやり取りを行っていることがわかった。高校生のケータ
イ所持率は，文部科学省（2009a）の調査結果（高校 2 年生に限定）によれば 95.9%（男
子 93.1%，女子 98.1%），竹内（2014）による結果では 96.4%（男子 94.1%，女子 98.1%）
であることがそれぞれ報告されている。本章の結果はこれらをいずれも上回る結果を示し
たが，高校生のケータイ所持はすでに飽和状態化していると考えられる。 
 
 
2.3.2   ケータイで最もよく利用する機能 
 
 ケータイで最もよく利用する機能について，学校種，性別ごとに分けて調査した結果を，
表 2-6「学校種，性別ごとのケータイで最もよく利用する機能別割合(%)」に示した。 
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表 2-6  学校種，性別ごとのケータイで最もよく利用する機能別割合(%) 
  メール  ネット  ゲーム  電話  写真  その他  
高校生  男子  52.4 16.3 17.0 6.5 1.3 6.5 
 女子  75.7 12.8 5.1 2.6 0.6 3.2 
 計  64.1 14.6 11.0 4.5 1.0 4.8 
大学生  男子  54.1 22.9 14.1 5.9 0.6 2.4 
 女子  73.7 18.3 5.0 1.5 0.0 1.5 
 計  64.9 20.4 9.1 3.5 0.3 1.8 
総計  男子  53.3 19.8 15.5 6.2 0.9 4.3 
 女子  74.5 15.9 5.1 2.0 0.3 2.2 
 計  64.4 17.8 9.9 4.0 0.6 3.3 
単位（%）    メールには LINE や SNS と回答した者を含む。  
 
 
 
表 2-6 に示したとおり，ケータイで最もよく利用されている機能は，学校種，性別を問
わず SNS を含むメールで（高校生では男子 52.4%，女子 75.7%，大学生では男子 54.1%，
女子 73.7%），ネット，ゲームがこれに続いた。また，ケータイメールの利用は男子より
も女子に多く，ネットやゲームの利用は女子よりも男子に多かった。それとは逆にケータ
イで電話（会話）をするという者は，女子よりも男子で多かったものの，男子と女子とも
に全体に占める割合は低かった（男子 6.2%，女子 2.0%）。従来の携帯電話は，いつでもど
こでも“電話でコミュニケーション”と，電話での会話を目的として開発されたものであ
ったが，時代の流れとともにその利用目的が“メールでコミュニケーション”へと大きく
移行したことがわかる。 
文部科学省（2009a）は，高校生対象のケータイの利活用実態調査結果として，「メール
利用」は 91.3％と，第 2 位以下を大きく上回り第 1 位であったと発表しているが，本章の
結果では 2.3.1 でも示したとおり，ケータイの所持者で毎日メールを行っている者は全員
の 100％であった。これらより，現代の若者たちは相手とつながるために，ケータイメー
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ルを積極的に行っている様子がうかがえた。 
 
 
2.3.3   ケータイメールの開始年齢 
 
ケータイメールの開始年齢について，学校種，性別に分けて調査した結果を，表 2-7「学
校種，性別ごとのケータイメールの開始年齢とその割合(%)」，これを分布化したものを図
2-1「学校種，性別ごとのケータイメールの開始年齢分布」に示した。また，ケータイメー
ルを開始した平均年齢について，学校種，性別に分けて算出した結果を，表 2-8「学校種，
性別ごとのケータイメールの開始平均年齢」に示した。 
 
 
 
 
 
表 2-7  学校種，性別ごとのケータイメールの開始年齢とその割合(%) 
学校種  小学  中学  高校  大学   
学年  ～4 5 6 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 不
明  年齢  ～9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21～ 
高校生 男子 1.6 3.8 2.6 13.7 11.5 17.7 47.0 1.5 0.2 －  －  －  －  0.4 
 女子 7.5 6.3 7.1 13.1 14.5 12.2 38.1 1.2 0.0 －  －  －  －  0.0 
 計  4.5 5.0 4.8 13.4 12.9 15.1 42.6 1.4 0.1 －  －  －  －  0.2 
大学生 男子 0.6 1.4 1.2 4.5 12.6 26.0 46.9 3.1 1.9 0.8 0.2 0.0 0.2 0.6 
 女子 2.4 2.6 5.0 10.3 18.3 19.9 36.6 2.0 1.2 0.6 0.4 0.3 0.2 0.2 
 計  1.6 2.1 3.4 7.9 15.8 22.5 41.0 2.5 1.5 0.7 0.3 0.2 0.2 0.3 
合計  男子 1.2 2.6 2.0 9.3 12.0 21.6 47.0 2.2 1.0 0.4 0.1 0.0 0.1 0.5 
 女子 4.6 4.2 5.9 11.5 16.6 16.6 37.2 1.6 0.7 0.4 0.3 0.2 0.1 0.1 
 計  3.0 3.5 4.1 10.5 14.5 19.0 41.6 1.9 0.8 0.4 0.2 0.1 0.1 0.3 
単位（%）  
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表 2-8  学校種，性別ごとのケータイメールの開始平均年齢  
 男子  女子  合計  
高校生  13.8（1.7）  13.1（2.1）  13.5（1.9）  
大学生  14.3（1.4）  13.8（1.9）  13.8（1.7）  
合計  14.0（1.6）  13.5（2.0）  13.7（1.8）  
単位（歳）  （ ）内は SD 
 
 高校生 大学生  
(%) 50 40 30 20 10 0 0 10 20 30 40 50 (%) 
   男子    女子     ～9        単位（歳）   
            10             
            11             
            12             
            13             
            14             
            15             
            16             
            17             
            18             
            19             
            20             
            21             
            不明              
図 2-1 学校種，性別ごとのケータイメールの開始年齢分布 
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表 2-7 や図 2-1 に示したとおり，学校種，性別ごとのケータイメールの開始年齢で最も
割合が高かったのは，学校種，性別に関係なく中学 3 年生（14 歳）から高校 1 年生（15
歳）にかけてであった（高校生では男子 64.7%，女子 50.3%，大学生では男子 72.9%，女
子 56.5%）。おそらくこの時期は，高校の入学時期と一致するのではないかと推察される。
しかし，表 2-8 に示したように，ケータイメールの開始平均年齢は大学生の男子を除いて
いずれも 13-14 歳であり，中学 1-2 年生にかけてケータイを所持する者の割合も相当数に
のぼっていた（高校生では男子 25.2%，女子 27.6%，大学生では男子 17.1%，女子 28.6%）。
ケータイメールの開始時期は，ケータイの所持時期と一致すると考えられるため，現代の
若者たちの多くは，中学生から高校の入学時にかけてケータイを所持しケータイメールを
開始していることや，表 2-7 や図 2-1，表 2-8 からも明らかなように，学校種によらず，
女子の方が男子よりもケータイを所持し始めた年齢が低いことが示された。 
これらをまとめると，学校種を問わず女子のケータイ所持年齢は男子よりも早いこと，
高校への入学時頃にケータイを所持する者の割合が最も多いものの中学 1-2 年生頃からケ
ータイを所持する者もかなりおり，全体としてケータイ所持の低年齢化の様子をうかがい
知ることができた。これらより，ケータイの原型ともいえる携帯電話が発売された 1999
年以降，これまでのわずかな期間にケータイは若年層を中心に広く浸透したことがわかる。 
 
 
2.3.4   ケータイメールアドレスの登録件数 
 
ケータイに登録してあるメールアドレスの件数について，学校種，性別に分けて調査し
た結果を，表 2-9「学校種，性別ごとのケータイに登録しているメールアドレス件数の割
合(%)とその累計」に示した。ここでの登録件数は，本調査が独自に区分したものである。 
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表 2-9  学校種，性別ごとのケータイに登録しているメールアドレス件数 
の割合(%)とその累計  
 高校生  大学生  総計  
登録件数 男子  女子  計  男子  女子  計  男子  女子  計  
0-20 20.9 8.7 13.4 6.9 2.1 5.1 14.9 4.5 9.3 
 （－）  （－）  （－）  （－）  （－）  （－）  （－）  （－）  （－）  
21-40 16.6 13.7 16.2 16.0 6.8 10.0 15.2 11.3 13.1 
 (37.5) (22.4) (29.6) (22.9) (8.9) (15.1) (30.1) (15.8) (22.4) 
41-60 17.3 19.4 16.0 14.9 11.0 14.8 18.3 12.9 15.4 
 (54.8) (41.8) (45.6) (37.8) (19.9) (29.9) (48.4) (28.7) (37.8) 
61-80 6.7 13.1 8.5 10.1 13.1 13.1 9.9 11.6 10.8 
 (61.5) (54.9) (54.1) (47.9) (33.0) (43.0) (58.3) (40.3) (48.6) 
81-100 17.1 14.4 14.8 12.8 11.0 12.5 15.8 11.8 13.6 
 (78.6) (69.3) (68.9) (60.7) (44.0) (55.5) (74.1) (52.1) (62.2) 
101-150 15.3 18.0 19.5 22.8 28.1 23.7 16.6 24.9 21.4 
 (93.9) (87.3) (88.4) (83.5) (72.1) (79.2) (90.7) (77.0) (83.6) 
151-200 4.2 11.2 8.7 12.8 16.7 14.2 7.6 14.7 11.3 
 (98.1) (98.5) (97.1) (96.3) (88.8) (93.4) (98.3) (91.7) (94.9) 
201～  1.7 1.2 2.7 3.6 11.0 6.5 1.4 7.9 4.8 
 (99.8) (99.7) (99.8) (99.9) (99.8) (99.9) (99.7) (99.6) (99.7) 
不明  0.2 0.3 0.2 0.1 0.2 0.1 0.3 0.4 0.3 
 (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 
単位（%）     （ ）内は学校種，性別登録件数割合の累計を示す。  
 
 
 
表 2-9 に示したとおり，学校種，性別にみたメールアドレスの登録件数で最も多い区分
は，高校生では男子が 0-20 件（20.9%），女子では 41-60 件（19.4%），大学生では男子，
女子ともに 101-150 件（男子 22.8%，女子 28.1%）であった。本調査では，メールアドレ
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スの登録件数について具体的な件数の記述を求めていないために，学校種，性別それぞれ
についての平均値を算出することは不可能である。しかし，メールアドレス登録件数の
50%タイル値が，高校生では男子で 21-60 件，女子で 41-80 件，大学生では男子で 61-100
件，女子で 81-150 件にある。これらより，メールアドレスの登録件数は女子の方が多い
と推察され，男子よりも女子の対人関係が広いこと，男子，女子ともに，高校生から大学
生へと学年が進むにつれて対人関係が広がりをみせていく様子が確認された。 
 
 
 2.3.5   頻繁にケータイメールをやり取りする相手と友人関係 
 
頻繁にケータイメールのやり取りを行っている相手数について，学校種，性別に分けて
調査した結果を，表 2-10「学校種，性別ごとの頻繁にケータイメールのやり取りをする平
均相手数」と表 2-11「学校種，性別ごとの頻繁にケータイメールのやり取りをする相手数
とその割合(%)」に示した。さらに，学校種，性別ごとの頻繁にケータイメールのやり取り
をする相手数の分布を，図 2-2「学校種，性別ごとの頻繁にケータイメールのやり取りを
する相手数分布」に示した。  
また，頻繁にケータイメールのやり取りをするのはどのような相手かについて，学校種，
性別に分けて調査した結果を，表 2-12「学校種，性別ごとの頻繁にケータイメールのやり
取りをする相手とその割合(%)」に示した。また，頻繁にケータイメールのやり取りをする
友人は，どのような関係性にある友人かについて，学校種，性別に分けて調査した結果を，
表 2-13「学校種，性別ごとの頻繁にケータイメールのやり取りをする友人との関係性につ
いての割合(%)」に示した。 
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表 2-11  学校種，性別ごとの頻繁にケータイメールのやり取りをする 
相手数とその割合(%) 
 人数  0 1 2 3 4 5 6 7 8 9～  不明  
高校生  男子  12.0 9.0 16.6 19.7 7.8 16.6 3.2 1.9 0.4 11.7 1.1 
 女子  7.8 8.8 16.8 26.6 6.7 17.3 1.2 2.9 2.0 8.1 1.8 
 計  10.0 8.9 16.7 22.8 7.3 17.0 2.3 2.4 1.2 9.9 1.5 
大学生  男子  10.8 11.0 15.0 19.6 8.5 19.9 2.3 1.7 1.4 9.2 0.6 
 女子  4.0 9.6 18.3 25.9 11.8 17.4 2.3 0.9 0.9 8.7 0.2 
 計  6.9 10.2 16.9 23.1 10.4 18.4 2.3 1.2 1.2 8.9 0.5 
合計  男子  11.5 10.0 15.8 19.5 8.2 18.1 2.8 1.8 0.9 10.5 0.9 
 女子  5.6 9.3 17.6 26.1 9.6 17.3 1.8 1.8 1.4 8.5 1.0 
 計  8.4 9.6 16.8 23.0 8.9 17.7 2.3 1.8 1.2 9.4 0.9 
単位（%）  
 
 
 
表 2-10  学校種，性別ごとの頻繁にケータイメールの 
やり取りをする平均相手数  
 男子  女子  合計  
高校生  4.0（3.7）  4.0（4.0）  4.0（3.9）  
大学生  4.0（3.8）  3.8（3.7）  3.9（3.6）  
合計  4.0（3.7）  3.9（3.8）  3.9（3.8）  
単位（人） （ ）内は SD 
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 高校生  大学生   
(%) 50 40 30 20 10 0 0 10 20 30 40 50 (%) 
   男子    女子     0        単位（人）   
            1             
            2             
            3             
            4             
            5             
            6             
            7             
            8             
            9～             
            不明              
図 2-2  学校種，性別ごとの頻繁にケータイメールのやり取りをする相手数分布  
 
 
 
 
 
表 2-12  学校種，性別ごとの頻繁にケータイメールのやり取りをする 
相手とその割合(%) 
  
同性の  
友人  
異性の  
友人  母親  父親  
兄弟  
姉妹  その他  
高校生  男子  53.7 16.6 2.8 12.3 14.6 0.0 
 女子  58.7 16.1 7.8 7.7 8.4 1.3 
 計  56.3 16.3 5.0 10.4 11.4 0.6 
大学生  男子  60.3 25.9 3.6 6.0 3.0 1.2 
 女子  57.7 25.6 7.5 1.3 4.9 3.0 
 計  58.9 25.7 7.4 1.5 4.1 2.4 
合計  男子  57.1 21.5 2.9 9.1 8.5 0.9 
 女子  58.2 21.5 9.9 1.8 6.4 2.2 
 計  57.6 21.5 7.2 4.7 7.4 1.6 
単位（%）  
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表 2-13  学校種，性別ごとの頻繁にケータイメールのやり取りをする 
友人との関係性についての割合(%) 
  
人格的  
結合  
同好的  
結合  
同志的  
結合  
その他  
の結合  不明  
高校生  男子  41.1 36.8 18.4 3.7 0.0 
 女子  46.8 33.8 15.6 2.5 1.3 
 計  44.0 35.3 17.0 3.1 0.6 
大学生  男子  46.3 32.3 17.9 2.2 1.3 
 女子  58.3 29.8 9.9 0.5 1.5 
 計  55.4 31.4 10.8 0.3 2.1 
合計  男子  47.0 34.8 14.8 1.7 1.7 
 女子  53.5 31.6 12.5 1.4 1.0 
 計  50.1 33.2 13.7 1.6 1.4 
 単位（%）  
 
 
 
表 2-10 に示したとおり，頻繁にケータイメールのやり取りをしている相手数は，学校
種や性別に関係なくほぼ 4 人であることがわかった。しかし，表 2-11 からも明らかなよ
うに，頻繁にケータイメールのやり取りをしている相手数は，大学生の男子で 5 人と回答
した者が最も多かった（19.9%）他は，いずれも 3 人と回答した者が最も多かった（高校
生では男子 19.7%，女子 26.6%，大学生の女子 25.9% ）。しかし，大学生の男子で 3 人と
回答した者は 19.6%で最多の 5 人（19.9%）とはほとんど差がみられないことから，ケー
タイメールのやり取りを行っている相手数はおおよそ 3 人から 4 人程度と考えられ，その
コミュニケーションサイズは必ずしも大きなものではないといえよう。 
また，表 2-12 に示したとおり，頻繁にケータイメールのやり取りをする相手で最も多
かったのは学校種や性別によらず「同性の友人」であり，それに「異性の友人」と続いた。
これら両者を合わせると，高校生では男子の 70.3%，女子の 74.8%，大学生では男子の
86.2%，女子の 83.3%の者が，頻繁にメールのやり取りをする相手は「友人」と回答した
ことになる。ここからも，現代の若者たちにとってのケータイメールは，友人との人間関
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係を構築したり維持したりするために利用されていることがわかる。 
また，表 2-13 に示した友人との関係性は，津留（1955）によって分類されたものであ
る。“人格的結合”とは，信じあった友で自分の希望や心配事，成功や失敗など何でも話す
ことができる親密な関係にある相手，“同好的結合”とは，趣味や興味が同じかよく似てい
るなどの理由によって，大変気のあう仲よしな関係にある相手，“同志的結合”とは，部活
動など同じ集団に所属していて，共通の理想や目的などをもっている仲間意識を重視する
関係にある相手，“その他の結合”とは，家庭環境が類似しているなど，心の結びつきなど
をあまり重視しない関係にある相手のことである。相手との心理的距離や結合は，“人格的
結合”が最も近くて強く，“同好的結合”，“同志的結合”，“その他の結合”と続く。表 2-13
からも明らかなように，現代の若者たちがケータイメールをやり取りする友人との関係性
で最も多いのは，相手との心理的距離や結合が最も近くて強い“人格的結合”の関係にあ
る友人であり，学校種，性別を問わず全体のおよそ半数を占め，これに“同好的結合”，“同
志的結合”の友人と続いた。心理的距離が近く親密度が最も高いとされる“人格的結合”
による相手とケータイメールのやり取りをしている割合は，男子よりも女子で多いことが
示された。これらの結果より，現代の若者たちの多くは，心理的距離が近くて親密度の高
い友人とケータイメールによって人間関係を構築している様子をうかがい知ることができ
た。現代青年にとってのケータイは，親しい友人との関係を維持するために必要不可欠な
ツールであり，ケータイメールは友人関係を維持するために大きく役立っていることが本
調査の結果から示唆された。 
Fischer（1982）は，われわれのパーソナル・ネットワークは，同質性や親密性が高い
比較的少人数の“強い紐帯”とされる他者と，異質性が高く親密性が低い比較的多人数の
“弱い紐帯”とされる他者との二重のネットワークによって構成されていると述べている。
また，ケータイメールは“強い紐帯”によって結ばれる友人とはさらに強固な人間関係を
築く目的で積極的に多用されているといった知見がある（赤坂ら，2005）。これらの知見
より，本研究で用いた津留（1955）による“人格的結合”の関係にある友人は，Fischer
（1982）による“強い紐帯”といわれる友人と同意であると考えられる。ここで，現代の
若者たちの多くが，心理的距離が近く親密な関係にある友人を相手にケータイメールを行
っているという本章の結果とともに考えると，今まで以上の強固な人間関係を構築しよう
とする意識をもってケータイメールのやり取りがくり返されていると推測され，また，そ
の傾向は男子よりも女子で強く認められる。 
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2.3.6    頻繁にケータイメールをやり取りする友人との一日あたりの送受信回数 
 
頻繁にケータイメールのやり取りをする友人と，一日あたりどの程度のやり取りを行っ
ているかについて，学校種，性別に分けて調査した結果を，表 2-14「頻繁にケータイメー
ルのやり取りをする友人との一日あたりの送受信回数の割合(%)とその累計」に示した。こ
こでの送受信回数は，本研究が独自に区分したものである。 
 
 
 
表 2-14  頻繁にケータイメールのやり取りをする友人との 
      一日あたりの送受信回数の割合(%)とその累計  
 
 高校生  大学生  総計  
送受信回数  男子  女子  計  男子  女子  計  男子  女子  計  
0-10 67.3 63.4 65.5 57.6 56.8 57.2 62.7 59.8 61.2 
 (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) 
11-20 16.4 16.0 16.2 18.9 23.2 21.4 17.6 20.1 18.9 
 (83.7) (79.4) (81.7) (76.5) (80.0) (78.6) (80.3) (79.9) (80.1) 
21-30 5.9 8.8 7.3 11.2 10.5 10.8 8.4 9.7 9.1 
 (89.6) (88.2) (89.0) (87.7) (90.5) (89.4) (88.7) (89.6) (89.2) 
31-50 5.3 5.0 5.1 5.6 5.8 5.7 5.4 5.4 5.4 
 (94.9) (93.2) (94.1) (93.3) (96.3) (95.1) (94.1) (95.0) (94.6) 
51- 4.2 5.8 4.9 4.6 3.2 3.8 4.4 4.3 4.3 
 (99.1) (99.0) (99.0) (97.9) (99.5) (98.9) (98.5) (99.3) (98.9) 
不明  0.9 1.0 1.0 2.1 0.5 1.1 1.5 0.7 1.1 
 (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 
101 回以上  
と回答した者 
0 3 3 0 0 0 0 3 3 
0.0 0.6 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 
単位（%） （ ）内は学校種，性別登録件数割合の累計を示す。  
101 回以上と回答した者については，上段は人数，下段はそれぞれに占める割合(%)を示す。 
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表 2-14 において高校生と大学生，男子と女子を比較してみると，そこから得られた結
果にはそれぞれ大きな違いがみられずほぼ同様の傾向を示した。これより，一日当たりの
送受信回数では，“10 回以下”の者の占める割合が 61.2%（男子 62.7%，女子 59.8%）と最
も多く，80.1%（男子 80.3%，女子 79.9%）の者は“20 回以下”であることが示された。ま
た， 頻繁にケータイメールをやり取りする友人と，一日あたり 101 回以上の送受信行って
いると回答した者は，全体では 3 名で 0.1%（高校生は 3 名で 0.3%，大学生は 0 名で 0.0%）
であった。 
2.3.5 からは，現代の若者たちが頻繁にケータイメールのやり取りを行う友人は，3 人か
ら 4 人程度の親密性が高い“強い紐帯”で結ばれる関係にあることが示されている。全体
の約 8 割の者の一日あたりの送受信回数が“20 回以下”でその相手数は 3-4 人ということ
から考えれば，一人の相手とのやり取りは多くてもおよそ 6 回程度，自分から相手に送信
する回数はその半数の 3 回程度となる。比較する対象がないために，この回数が多いか少
ないかについて言及することは難しいが，この回数は必ずしも多いとはいえないだろう。
これらの結果から推察されることは，日常生活で一緒に行動することの多い親密な関係に
ある相手と一日数回程度ずつ行われているケータイメールは，物理的に離れた後でも対面
によるコミュニケーションを補完したり（山本ら，2008），相互の親密さを確認したりし
ようとする目的で利用されている（隅田・島谷，2008）ということである。換言すれば，
現代青年のケータイメールのやり取りの背景には，対面によるコミュニケーションを代替
し強化しようとする心理があると考えられる。 
 
 
2.3.7    ケータイメールの一日あたりの総送受信回数 
 
ケータイメールを総数で一日あたりどの程度送受信しているかについて，学校種，性別
に分けて調査した結果を，表 2-15「学校種，性別ごとのケータイメールの一日あたりの総
送信受信回数の割合(%)とその累計」示した。ここでの送受信回数区分は，本研究が独自に
区分したものである。 
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表 2-15  学校種，性別ごとのケータイメールの一日あたりの 
総送受信回数の割合(%)とその累計  
 
 高校生  大学生  総計  
送受信回数  男子  女子  計  男子  女子  計  男子  女子  計  
0-10 69.0 63.7 66.5 61.1 62.9 62.1 65.3 63.3 64.3 
 (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) 
11-20 16.6 18.6 17.6 19.4 23.2 21.6 17.9 21.2 19.7 
 (85.6) (82.3) (84.1) (80.5) (86.1) (83.7) (83.2) (84.5) (84.0) 
21-30 4.2 6.7 5.4 9.4 8.0 8.6 6.7 7.5 7.1 
 (89.8) (89.0) (89.5) (89.9) (94.1) (92.3) (89.9) (92.0) (91.1) 
31-50 4.8 4.7 4.7 3.9 3.3 3.6 4.4 3.9 4.1 
 (94.6) (93.7) (94.2) (93.8) (97.4) (95.9) (94.3) (95.9) (95.2) 
51～  2.8 4.5 3.6 3.5 2.0 2.6 3.1 3.0 3.1 
 (97.4) (98.2) (97.8) (97.3) (99.4) (98.5) (97.4) (98.9) (98.3) 
不明  2.6 1.8 2.2 2.7 0.6 1.5 2.6 1.1 1.7 
 (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 
101 回以上  
と回答した者 
2 7 9 7 0 7 9 7 16 
0.4 1.4 0.9 1.4 0.0 0.6 0.9 0.6 0.7 
単位（%） （ ）内は学校種，性別登録件数割合の累計を示す。  
101 回以上と回答した者については，上段は人数，下段はそれぞれに占める割合(%)を示す。 
 
 
 
表 2-15 において高校生と大学生，男子と女子を比較すると，その結果には大きな違い
がみられずほぼ同様の傾向を示した。この結果より，一日当たりの総送受信回数では，“10
回以下”の者の占める割合が 64.3%（男子 65.3%，女子 63.3%）と最も多く，84.0%（男
子 83.2%，女子 84.5%）の者は“20 回以下”であることがわかった。また，  一 日 あ た り
101 回以上の送受信を行っていると回答した者は，全体では 16 名で 0.7%（高校生は 9 名
で 0.9%，大学生は 7 名で 0.6%）であった。この結果と頻繁にケータイメールをやり取り
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する友人との一日あたりの送信受信回数を示した 2.3.6 の結果を比較してみると，そこに
はほとんど差がみられないことがわかる。ここから，現代の若者たちが日常的かつ頻繁に
ケータイメールのやり取りを行っている相手は，親密性の高い親しい関係にある友人が主
であり，それ以外の相手とのやり取りはあまり行われていないことがうかがえる。 
高校 2 年生を調査対象に，ケータイメールのやり取りを行う一日当たりの回数について
調査した文部科学省（2009a）の報告がある。そこには，一日あたりの平均メール送受信
回数は，“ほとんど使わない”を含めて“10 回未満”が 41.3%（男子 51.3%，女子 33.7%）
であり，“30 回未満”まで範囲を広げると 72.0%（男子 78.6%，女子 67.1%）であること，
また，女子の方が男子よりもメールの送受信頻度が高いことが示されている。本章でも高
校生 2 年生だけを抽出して同様の比較をしてみると，“10 回未満”が 65.5%（男子 67.3%，
女子 63.4%），“30 未満”では 89.0%（男子 89.6%，女子 88.2%）という結果を示し，一日
あたりの平均メール送受信回数は文部科学省（2009a）の結果よりも少なく，しかも送受
信の頻度は男子，女子ともにほぼ同じであった。本章の結果の限りにおいては，文部科学
省（2009a）の報告とは必ずしも同様ではなく，女子が男子よりもケータイメールの送受
信頻度が高いという傾向も認められなかった。多くの若者たちはケータイメールを頻繁に
行い，その利用頻度は相当高いというイメージが先行している向きがある。文部科学省
（2009a）は，一日あたりの平均メール送受信件数で 50 回以上と回答した者が小学 6 年生
で 4.8%，中学 2 年生で 20.1%，高校 2 年生で 14.3%いたと報告している。おそらく多く
の若者たちがケータイに依存しケータイメールを頻繁に行っているというイメージの背景
の一つには，利用頻度の高い者たちを強調した報道（例えば，朝日新聞，2013）のあり方
があり，それが全体のイメージに結びついているのではないかと推測される。本章の結果
は，高校生では一日あたり 20 通程度のケータイメールのやり取りが行われているという
藤川（2011)の報告と整合しているといえよう。 
 
 
2.3.8   ケータイメールでの受信から送信までに要する時間 
 
ケータイメールを受信してから送信するまでに要する時間について，親しい相手とあま
り親しくない相手にわけて自由に記述してもらった結果を，学校種，性別ごとにまとめた
ものが，表 2-16「学校種，性別ごとのケータイメールでの受信から送信までに要する時間
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とその割合(%)」である。ここでの時間区分は，本研究が独自に区分したものである。さら
にこの結果を詳細に検討するために，「60 分以内に返信する」と回答した者には，受信し
てから返信するまでの時間を具体的に記載してもらったが，その平均時間を相手との関係
性にわけて，学校種，性別ごとにまとめた結果が，表 2-17「60 分以内に返信する者にお
ける相手との関係性別平均時間」である。 
 
 
 
表 2-16  学校種，性別ごとのケータイメールでの受信から送信までに 
要する時間とその割合(%) 
時間  
(分) 相手との関係性  
高校生  大学生  総計  
男子  女子  計  男子  女子  計  男子  女子  計  
即時  親しい  14.3 13.4 14.0 20.6 18.1 19.3 17.4 12.2 16.7 
 あまり親しくない  11.4 8.9 10.3 13.1 5.4 9.0 12.2 6.9 9.6 
～10 親しい  52.4 35.7 44.9 48.0 38.3 42.8 50.2 37.6 43.8 
 あまり親しくない  37.8 22.3 30.9 37.2 23.0 29.6 37.6 22.7 30.2 
11-20 親しい  3.6 8.3 5.7 5.7 6.9 6.3 4.6 4.3 6.0 
 あまり親しくない  2.6 4.5 3.4 6.3 5.4 5.8 4.3 5.0 4.6 
21-30 親しい  10.9 14.6 12.6 11.4 13.2 12.4 11.1 11.1 12.5 
 あまり親しくない  10.9 11.5 11.1 11.4 22.5 17.4 11.1 17.7 14.4 
31-60 親しい  11.4 17.8 14.3 8.6 16.1 12.7 10.1 16.0 13.4 
 あまり親しくない  16.6 33.7 24.3 15.4 30.9 23.7 16.0 32.2 24.0 
61～  親しい  6.2 9.6 7.7 4.0 6.9 5.5 5.2 13.9 6.6 
 あまり親しくない  14.0 14.0 14.0 13.7 11.3 12.4 13.9 12.5 13.2 
不明  親しい  1.2 0.6 0.8 1.7 0.5 1.0 1.4 4.9 1.0 
 あまり親しくない  6.7 5.1 6.0 2.9 0.5 2.1 4.9 3.0 4.0 
単位（%）  
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表 2-17  60 分以内に返信する者における相手との関係性別平均時間 
  親しい相手  あまり親しくない相手  
  男子  女子  合計  男子  女子  合計  
高校生  Mean 14.0 20.8 17.4 17.9 31.9 25.1 
 SD 18.9 21.6 20.4 20.6 25.0 24.0 
大学生  Mean 13.8 18.7 16.4 18.5 30.9 25.2 
 SD 17.6 21.2 19.6 20.1 22.7 22.4 
合計  Mean 13.9 18.3 16.9 19.6 31.3 25.1 
 SD 18.1 20.3 20.0 21.4 23.7 23.1 
単位（分）  
 
 
 
表 2-16 より，受信から返信までに要する時間は，相手が“親しい相手”である場合，
学校種，性別を問わず“即時”を含めて“10 分以内”という者の割合が最も多いことがわ
かる（高校生では男子が 66.7％，女子が 49.1％，大学生では男子が 68.6％，女子が 56.4％）。
これに対して“あまり親しくない相手”の場合，男子では高校生と大学生ともに，“即時”
を含めて“10 分以内”という者の割合が最も多かった（高校生 49.2％，大学生 50.3％）
のに対して，女子では高校生と大学生ともに“31-60 分以内”が最も多かった（高校生 33.7％，
大学生 30.9％）。これらの結果より，学校種や相手との関係性によらず，男子よりも女子
の方が受信から返信までの時間が長いことが示された。 
 また，相手との関係性によって比較した表 2-17 からもわかるように，現代の若者たち
は，メールを受信してから比較的短時間のうちに返信している。受信してから返信するま
での平均時間は，性別によらず“親しい相手”の方が“あまり親しくない相手”よりも短
く，相手との関係性によらず，男子の方が女子よりも短いことが示された。相手が“親し
い相手”であれば男子で 13.9 分，女子で 18.3 分，“あまり親しくない相手”であっても男
子では 19.6 分，女子では 31.3 分で返信していることが示された。 
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2.4   2 章のまとめ 
 
 
本章の目的は，高校生と大学生を対象に，ケータイの利活用とケータイメール利用に関
する実態を把握することであった。ケータイの利用に関する質問紙調査の回答結果をもと
に，現代青年のケータイ所持や利活用，ケータイメールの利用実態の把握を試みた。そこ
から得られた結果を要約したものが，以下の 6 項目である。 
 
（1）現代青年のほとんどの者はケータイを所持し，日常的にケータイメールのやり取り
を行っている。 
（2） ケータイで最も利用されている機能はメールであり，ネット，ゲームがこれに続く。 
（3） ケータイメールの開始年齢は 14 歳から 15 歳が最も多く，女子の方が男子よりも早
い傾向にあり，全体的に低年齢化の様相が認められる。 
（4） 頻繁にケータイメールのやり取りをする相手は，3 人から 4 人程度の心理的距離が近
く親密度の高い同性の友人である。 
（5）頻繁にケータイメールのやり取りをする友人との一日あたりの送受信回数は，10 回
以下が最も多く，ほとんどの者は 20 回以下である。また，ケータイメールは，物理
的に離れた後も親密な関係を確認したり維持したりするために利用されており，親
密な関係にある友人以外とのやり取りはあまり行われていない。 
（6）受信から送信までに要する時間は 10 分以内の者が最も多く，ケータイメールは即時
性を特徴とするコミュニケーションツールである。返信までの平均時間は，女子よ
りも男子，相手との関係性が親しいほど短い。 
 
 以上の結果をまとめると，現代の若者たちのほぼ全員がケータイを所持し，同性の友人
を中心に相互の心理的距離が近く親密性の高い友人たちと，ケータイメールによって日常
的にコミュニケーションを行っている。さらに，彼らのケータイには，数十から百数十件
のアドレスが登録されているが，頻繁にケータイメールのやり取りを行う相手は 3 人から
4 人程度であり，そのコミュニケーションサイズは比較的小さい。ケータイメールは 2 人
から 5 人の比較的少ない人数の親しい友だちとの間で非常に高い頻度で交わされるのが典
型的であるといった報告があるが（Miyata，Wellman，Boase，& Ikeda，2005），本章の
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結果もこの知見と整合するものであった。また，ケータイメールのやり取りの回数は一日
あたり 20 回以内と回答した者がほとんどであり，割合的には 10 回以内の者が最多を占め
た。さらに，受信してから返信するまでに要する時間は 10 分以内という者が最も多く，
女子よりも男子，相手との関係性が親しいほど短い。受信から返信までの時間が男子より
も女子で長いという結果は，女子は男子とは異なり感情を正確に伝えるように表現を工夫
しながらメールを書いているという知見（森山・川上・上之園・中原，2011）から解釈可
能である。すなわち，感情を正確に伝えようとする女子の姿勢は，文章内容や表現には細
心の注意を払いながらメールを書くという態度に結びつき，その結果として，返信までの
時間が男子よりも多くかかっているのではないかと考えられる。このように，ケータイメ
ールの返信時間には性差がみられるものの，性別を込みにした全体平均で受信してから
25.1 分という比較的短時間のうちに返信しているという結果は，ケータイメールの即時性
は利用者にとっては共通のマナーとして認識されているという知見（五十嵐，2004）を支
持し，ケータイメールは即時性や利便性に優れた特性をもっており（林・宮田・林，2004），
即時充足的に利用されているといったこれまで報告されている知見（三宅，2002）とも整
合する。ここからも現代の若者たちはケータイを常に携行し，ケータイメールを受信すれ
ば比較的短時間のうちに返信している様子がうかがえ，ケータイメールによって友人たち
とのコミュニケーションをリアルタイムでやり取りしている様子がわかる。 
 以上より，ケータイメールでのやり取りは，日常生活において一緒に行動することの多
い親しい友人と，物理的に離れた後もその親密な関係を確認したり維持したりしようとす
る目的で行われており，対面によるコミュニケーションを代替し強化する目的をもって利
用されていることが示唆される。現代の若者にとって，改めていうまでもなく，ケータイ
メールは親しい友人とのつながりに必要不可欠な存在となっていると結論づけられよう。
池田（2005）は，ケータイメールのやり取りの相手は親しい友人の比率が高く，そのネッ
トワークはあまり広がりもたず内輪的であり，そのやり取りは親しい他者とのつながりを
強化すると述べているが，本章の結果はこの知見と一致するものであった。 
青年期における親密な友人関係や親交関係は，青年の自己概念に大きな影響を与えるこ
とや（Blieszner，1994），青年期における重要な他者が青年の人生の選択の幅を広げ，自
我同一性の探究に積極的に関与することによってさらに重要な意味づけが与えられること
が指摘されている（Waterman，1993）。青年期の友人との親密な関係は，自己を確立して
いくうえで必要不可欠であり，若者たちは友人との間に親密な交友関係を希求している。
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ケータイメールが出現するまでは，友人とのコミュニケーションのあり方は，対面による
ものが中心であったが，今やケータイメールへと移行した。青年期の友人とのつながりは，
男女ともに高校生までは親和欲求が高く，大学生ではさらに相互依存欲求も高まるといわ
れるが（榎本，2000），ケータイメールによる即時性や利便性は，青年期の若者たちが友
人関係に求める様々な欲求を満たすために大きく役立っているといえる。  
文化的側面から自己観を比較した辻本（2005）は，欧米とは異なり東洋では，自己は他
者と深く結びついた関係にあり，他者との調和を重視し相互に協調しながら生活を営もう
とする自己観が存在していると述べている。青年期は心理的にも非常に不安定な時期であ
り，そのような自己を安定させるためにも親しい友人との調和をはかることは大切であり，
このような意味においてもケータイメールは積極的に利用されているといえる。 
先述のとおり，ケータイメールによるやり取りは，内輪的で親しい相手とのつながりを
強化するという知見を池田（2005）が示してからおよそ 10 年が経過し，ほぼ 100％の若
者がケータイメールを利用するようになった状況下で行われた本章の結果でも，池田
（2005)と同様の結論に至った。また，閉鎖的な中で友人とやり取りするケータイメール
は，相互の親密さを確認したり，実際の対面場面における親密確認行動の機会を強化した
りするために役立っているという知見（隅田ら，2008）を本章の結果は支持すると考えら
れる。本章で得られた知見は，ケータイの普及やケータイメールの利用が青年期の若者た
ちの友人との親密な関係構築に大きく関わっていることを示唆するものであった。 
そこで次章以降では，若者たちのコミュニケーションのあり方を大きく変えたとされる
ケータイメールに着目し，現代青年のケータイメール利用とそれに関連する様々な心理的
側面に焦点をあてて行った調査結果を詳細に述べていく。 
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3 章   青年期のケータイメールと相手意識 [研究 1] 
 
 
3.1   本章の目的と方法 
 
 
 3.1.1   目的 
 
現代の若者たちは昼夜を問わずケータイを携行し，親しい友人をはじめとする他者との
コミュニケーションをはかるためにケータイメールが必要不可欠なものとなっていること
は，2 章「現代青年のケータイの利活用とケータイメール利用実態の把握」でも示してき
たとおりである。このような動向に伴い，若者の日常生活がケータイやケータイメール中
心に成立するといった，それらへの依存が社会問題の一つとされるようになってきている
（例えば，文部科学省, 2002）。10 代後半の社会化過程における他者とのコミュニケーシ
ョンのあり方は，その後の社会的態度の形成や行動に影響を及ぼすといわれ（Dawson et 
al.，1977），ケータイメールは，対人コミュニケーションのあり方に大きな影響を及ぼす
可能性が指摘されている。特に，青年期の心理的発達の視点から，ケータイやケータイメ
ールが現代の若者たちに及ぼす負の影響を指摘する知見が散見される。例えば，ケータイ
メールを日常的に行うことによって相手から伝わる言葉以外の情報を的確に察知すること
が困難になるとする主張や（斎藤，2003），ケータイは私生活主義を促進するメディアで
あり，ケータイメールによる人間関係の構築は非常に排他性の強い閉鎖的人間関係を導き
かねないといった警鐘（松田，2002）がこれにあたる。また，ケータイメールによって私
生活志向を高める傾向は，コミュニケーションの相手を同質性の高い他者に偏らせ，社会
的領域から個人を退却させるとする指摘や（池田，2005），ケータイメールの相手には同
質性の高い人が選択されやすく ,異なる価値観をもつ他者への寛容性が低下するといった
意見（小林ら，2007）も見つけることができる。このように，現代青年のケータイメール・
コミュニケーションに関するこれまでの先行研究では，利用者個人の性格傾向やソーシャ
ルスキルとの関係などが多く論じられ，ケータイメールとコミュニケーションのあり方や
パーソナル・ネットワークとの関係などが次第に明らかとなってきている。しかしながら，
ケータイメールを行なっている時に，相手にどのような意識が向けられているかなどとい
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った情緒的内面にまで踏み込んだ研究はほとんど見当らない。 
ところで，文部省（1999）は，情報化社会でのコミュニケーションには互いの考えを尊
重し，正確に相手を理解しようとする意識が必要であるとして，コミュニケーション時に
おけるこれらの意識の育成を学校教育の重要課題として位置づけた。これを受けて本章で
は，コミュニケーション時における相手に向けられる意識を“相手意識”と呼ぶことにす
る。相手との円滑な意思疎通には，自分の考えを的確に伝えることだけでなく，相手の言
葉を正確に受け止めて共有しようとする能力が必要になる。このような状況を受けて，ケ
ータイメールの利用は言葉を断片的にして会話の成立を妨げ，言語表現力の低下を招く恐
れがあるといったコミュニケーションの根幹に関わる主張（柳田, 2005）があることも事
実である。 
そこで本章では，高校生と大学生を対象に,ケータイメールへの依存度と相手意識との間
にどのような関係があるかを検討することを目的として質問紙調査を行った。本章で注目
する相手意識という概念については，様々な観点からの検討が可能であろうが，本章では
対人コミュニケーションに影響を及ぼすと考えられる心理特性の中から，「他者意識」，「情
動的共感性」，「間人度」，「集団主義」の 4 つに着目した。 
「他者意識」（辻，1989）とは，他者の容姿容貌や一挙手一投足に注目し，相手の表情
や態度が何を意味しているのかを気にかけるといった，相手に向けられる直接的な意識，
相手の思考や感情に思いをはせるような空想的意識や関心のことをさす。 
「情動的共感性」（Meharabian，& Epstein，1972）とは，他者の感情状態を弁別する
だけでなく，他者の立場で考えたり想像したりするという役割取得の要素や，他者の感情
を共有したり経験したりするなどの情動的要素を含む相手に向けられる理解や共感である。 
「間人度」（柿本，1995）とは，濱口ら（1987）が構成した間人モデルに合致する度合
いをいう。間人モデルとは，日本人の集団主義に対して提起されたものであり，他者との
関係を自己の一部に取り込み，相手と親しい関係を築くことによって安定した自己が確保
されるといった対人関係観をさす。 
「集団主義」とは，山口ら（1988）によって示された概念であり，個人の利益を犠牲に
してまでも集団の意向を尊重し従おうとする傾向である。 
本章では，相手意識の異なる側面を反映すると考えられるこれら 4 つの心理次元に着目
することで，ケータイメールへの依存の程度が相手意識のあり方とどのように関連するの
かを検討する。 
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 3.1.2    方法 
 
高校生と大学生のケータイメール依存度と，他者意識，情動的共感性，間人度，集団主
義といった相手意識との関係を探るために，質問紙調査を行った。それによって，それぞ
れの相手意識が，学校種や性別の違いとケータイメール依存度の高低によってどのような
違いがみられるかを分析した。 
以下，3.2 では質問紙調査の実施概要を説明する。3.3 ではそれぞれ 4 つの相手意識ごと
に，ケータイメール依存度の高低によってどのような違いがみられるかについての仮説を
設定し，3.4 では分析の結果，3.5 では分析結果に基づいた考察をそれぞれ述べる。最後の
3.6 では，3 章全体のまとめを行う。 
 
 
 
3.2   質問紙調査の実施 
 
 
 3.2.1    質問紙の概要 
 
ケータイメールへの依存の程度と相手意識を測定するための質問紙調査を実施した。本
章で用いた質問紙は巻末の付録 2 に付したが，設問内容の概要を表 3-1「質問紙内容の概
要（研究 1）」に示した。 
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表 3-1 質問紙内容の概要（研究 1）  
質問内容  回答方法  
付録 2 の  
質問紙内での  
対応設問番号  
a 
ケータイの利活用
とケータイメール
利用の実態を把握
するための質問紙  
表 2-1 と同一の質問によって構成さ
れる  
選択回答  
・自由記述  
質問紙 1 
1. (1)-(3) 
2. (1)-(12) 
b 
携帯メール依存尺
度  
ケータイメールへの依存度を測定す
るための尺度で，全 20 項目の質問
から構成される  
選択回答  
（5 件法）  
質問紙 2 
(1)-(20) 
c 他者意識尺度  
他者に向けられる関心や意識を測定
するための尺度で，全 15 項目の質
問から構成される  
選択回答  
（5 件法）  
質問紙 3 
(1)-(15) 
d 情動的共感性尺度  
  他者の情動や感情に対する共感性
を測定するための尺度で，全 25 項
目の質問から構成される  
選択回答  
（7 件法）  
質問紙 4 
(1)-(25) 
e 間人度尺度  
他者との絆に努め，他者との関係を
自己の一部として取り込もうとする
対人態度を調べるための尺度で，全
36 項目の質問から構成される  
選択回答  
（5 件法）  
質問紙 5 
(1)-(36) 
f 集団主義尺度  
個人よりも集団の意向を尊重しよう
とする傾向をみるための尺度で，全
14 項目の質問から構成される  
選択回答  
（5 件法）  
質問紙 6 
(1)-(14) 
 
 
 
 
  3.2.2   インフォーマント  
 
1 都 3 県に通学する男女高校生と大学生を対象に調査を実施した。本調査の結果，未記
入や欠損値が認められた回答は，すべて分析の対象から外した。本調査の結果，分析デー
タとして使用したインフォーマントを，表 3-2「インフォーマントの構成（研究 1）」に示
した。 
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表 3-2  インフォーマントの構成（研究 1） 
 男子  女子  計  
高校生  216 173 389 
大学生  123 262 385 
計  339 435 774 
単位（人）    年齢層  : 15-25 歳  ，平均年齢  : 17.8 歳（SD＝1.8） 
 
 
 
 
3.2.3   調査時期と実施方法  
 
2009 年 1 月から 2010 年 6 月にかけて調査を実施した。調査はすべて授業時間を利用し
て実施した。   
 
 
 3.2.4   質問紙の構成 
 
質問票は巻末の付録 2 に付したものを用いたが，ここでは，ケータイメールへの依存度
と相手意識に関する他者意識，情動的共感性，間人度，集団主義の 5 つの尺度の内容につ
いて述べる。表 3-1 における質問内容 a「ケータイの利活用とケータイメール利用の実態
を把握するための質問紙」の質問項目の詳細については付録 2 を参照されたい。 
 
a. ケータイの利活用とケータイメール利用の実態を把握するための質問 
ケータイの利活用とケータイメール利用の実態を把握するための質問は，高等学校及び
心理系大学教員，心理系大学院生の協力を得て作成した。大きくはインフォーマント，ケ
ータイ，ケータイメールについての質問からなる。インフォーマントについては「年齢」
や「学年」など 3 つの質問，ケータイについては「所持の有無」や「最もよく利用する機
能」など 3 つの質問からなる。また，ケータイメールについては「最も利用するメール機
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能」や「メールの開始時期」など 9 つの質問からなる。 
b. ケータイメールへの依存度を測定する尺度 
 ケータイメールへの依存度を測定する尺度は，Young（1998）が作成したインターネッ
ト中毒尺度を和田（2002）が携帯メール依存尺度として改定したものを用いた。「思った
よりも長くメールをしていた経験がありますか」や，「友人と仲良くするよりも，メールで
得られる刺激の方を求めることがありますか」など，全 20 項目の質問からなり，「まった
くない」から「つねにそうだ」までの 5 件法により回答を得る。得点範囲は 20-100 点で
ある。和田（2002）は，得点合計が 20-39 点を平均的ユーザー，40-69 点をメール中毒経
験者，70-100 点をメール中毒者とした。本章で得られた結果について平均値を求めたとこ
ろ，男子が 38.2（SD＝11.9），女子が 39.1（SD＝11.6），全体で 38.6（SD＝11.8）であっ
た。また，中央値を求めたところ男子，女子，全体ともに 38 であった。これらより，本
章でもこの和田（2002）の基準に準じて，20-39 点をケータイメール依存度低群，40-100
点をケータイメール依存度高群として，高・低 2 水準で検定を行うことにした。 
c. 他者意識尺度 
他者意識とは，他者を意識して行う自己呈示や，他者への愛他的行動などを理解するう
えで不可欠のものとされる概念であり，他者の容姿変貌や一挙手一投足に注目し，相手の
表情や態度が何を意味しているかを気にかけたり，相手の思考や感情に思いをはせたりす
るような，他者へ向けられる注意や関心，意識をさす（辻，1989）。さらに辻（1989）は，
相手を正しく認知しようとする意識に注目して，他者意識を“他者への直接的な意識や関
心”と“回想的あるいは空想的な意識や関心”の2つに大別し，“他者への直接的な意識や
関心”は，他者の内面に向けられる“内的他者意識”と外面に向けられる“外的他者意識”
の2つに分類できるとした。このような他者意識を測定するための尺度が，他者意識尺度
である（辻，1989）。本尺度は，相手からの情報を敏感に察知し，相手を理解しようとす
ることで相手の内面への関心を示す“内的他者意識”（項目例：「人の外見に気をとられや
すい」），服装や体形など相手の外面への関心を示す“外的他者意識”（項目例:「人のこと
にしばしば思いをめぐらす」），目の前にいない相手を正しく理解しようとして相手に空想
をめぐらせようとする“空想的他者意識”（項目例:「他者のちょっとした表情の変化でも
見逃さない」）の3つの下位尺度から構成される。全15項目の質問からなり,「全くちがう」
から「全くそうだ」までの5件法により回答を得る。得点範囲は，内的他者意識7-35点，
外的他者意識4-20点，空想的他者意識4-20点，尺度全体で15-75点である。 
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d. 情動的共感性尺度 
われわれが社会生活を送るうえで他者との関係を円滑に進めるためには，相手の行動や
感情を正しく理解することが必要であるとされるが，そこに共感するという要素が加われ
ば，さらに相手に対する適切な態度や行動が生じやすくなるといわれている（加藤ら，
1980a）。共感性とは，他者の経験を自分が代理的に共有したり経験したりする心性である
（Stotland，1969 ; Feshbach，1982）。共感性には，他者の感情状態を正確に弁別したり
相手の立場で考えたり予想するという要素や，他者の感情を共有し経験するという情動的
要素が含まれ，これらは特に情動的共感性と呼ばれている（Mehrabian et al.，1972）。こ
のような情動的共感性を測定するために作成されたものが Mehrabian et al.（1972）によ
る情動的共感性尺度であり，これを日本語版として発展させたものが加藤ら（1980a）に
よる情動的共感性尺度である。本尺度は，明朗性や友好性，情緒性と関連をもつ“感情的
暖かさ”（項目例:「私は映画を見るとき，つい熱中してしまう」），反社会性と関連を持つ
“感情的冷淡さ”（項目例:「私は人がうれしくて泣くのを見ると，しらけた気持ちになる」），
孤立性や意欲・活動性の低さと関連をもつ“感情的被影響性”（項目例:「私は感情的にま
わりの人からの影響を受けやすい」）の 3 つの下位尺度から構成される。全 25 項目の質問
からなり,「全く違うと思う」から「全くそうだと思う」までの 7 件法により回答を得る。
得点範囲は，感情的暖かさ 10-70 点，感情的冷淡さ 10-70 点，感情的被影響性 5-35 点，
尺度全体で 25-175 点である。 
e. 間人度尺度 
間人度とは，濱口ら（1987）が構成した間人モデルにあてはまる度合いのことである。
間人とは，自己と他者の生活空間は相互に交わり，対人関係はその共有された生活空間か
ら成り立つとする考え方であり，両者の生活空間は別個に切り離されて存在するとする“個
人”とは対局した対人関係のあり方として定義される（濱口，1985）。日本人は個人よりも
集団の立場や考え方を重視しようとする集団主義志向が強いとされ，他者との関係性を自
己から切り離すのではなく，自己の一部として取り込もうとする考え方が間人モデルであ
る（濱口，1985）。このような他者との絆の維持に努め，他者との関係を自己の一部とし
て取り込もうとする間人モデルにあてはまる対人態度を調べるために作成されたのが，柿
本（1995）による間人度尺度である。本尺度は，相手との親しい関係を維持するためには，
自分よりも相手を優先することが先決であり，そうすることによって自己の安定が成立す
るとする“間人主義”（項目例:「私の場合，事がうまくいった時，それは誰かのおかげだ
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と思う」），集団や組織よりも自己の権利が優先であり，いかなる集団や組織も自己の権利
を侵害することは許されないとする“個人主義”（項目例:「私の場合，他人の気持ちをあ
まり考えず，自分の思い通りにすることがたびたびある」）の 2 つの下位尺度から構成さ
れる。全 36 項目の質問からなり,「全くちがうと思う」から「そう思う」までの 5 件法に
より回答を得る。得点範囲は，間人主義 16-90 点，個人主義 20-100 点，尺度全体は 36-180
点である。 
f. 集団主義尺度 
自分の意見や行動傾向が他者と一致するかどうかは，自分の意見や行動を決定する際の
適切さを決定するための指標となり（Festinger，1954），多くの状況下でわれわれは，
他者の意見や行動傾向などに関心を抱くようになる。また，われわれには自分と違った相
手よりも自分に似た相手と一緒にいたり行動したりしようとする傾向があり，そのような
相手とは同様の意見を持ちやすくなるといわれている（Ross，Green，& House，1977）。
集団主義とは，個人の利益を犠牲にしてまでも集団の意向を尊重しようとする考え方のこ
とであり，このような集団主義を測定するために作成されたものが， Yamaguchi, 
Kuhlman, & Sugimori（1995）による集団主義尺度（項目例:「友人集団の仲間と意見の
不一致を生じさせないようにする」）である。全 14 項目の質問からなり，「全くちがうと
思う」から「そう思う」までの 5 件法により回答を得る。下位尺度は設定されておらず，
得点範囲は 14-70 点である。 
 
 
 
3.3   仮説 
 
 
本章では，高校生と大学生のケータイメール依存度と，他者意識，情動的共感性，間人
度，集団主義といった相手意識との関係を探るために質問紙調査を行った。それぞれの相
手意識が，学校種，性別，ケータイメール依存度の高低によってどのような違いがみられ
るかについて，以下の仮説 1 から仮説 4 の仮説を設定し，それぞれの仮説が支持されるか
どうかを検証した。 
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  3.3.1   ケータイメールへの依存度と他者意識 （仮説 1） 
 
他者意識とは，相手の思考や感情などに思いをはせるような他者への関心や意識をさす
（辻，1989）。ケータイメール・コミュニケーションの特徴として，非言語的手がかりが
ないことや，返信メールの即時性が原因で対人トラブルを生じさせがちであること（小林，
2001），相手が何を言わんとしているかなどをよく考えて相手の気持ちを理解しようとす
ることが，ケータイメールでは特に大切なスキルとなることなどが指摘されている（原田・
平川・境泉，2011）。さらに，ケータイメールは文面をどのように読み取るかによって，
相手との関係が密接になることもあれば逆に行き違いも発生しやすいために，それを解消
したり相手との気持ちや感情の共有をはかろうとしたりする目的で絵文字が積極的に用い
られているといわれている（飯田，2004）。これらの知見より，ケータイメールを打って
いるときは，相手の様子やメールを読んでいるときの反応などに様々な思いをめぐらせて，
相手の気持ちや感情に強い意識を働かせながら行っていると推察される。 
以上，ここでの仮説はつぎのようになる。『ケータイメールへの依存度が高い者ほど他
者意識は強いであろう（仮説 1）』。 
ここで仮説 1 が正しければ，具体的に以下のような結果が予想される。 
ケータイメール依存度高群は，ケータイメール依存度低群に比べて他者意識尺度得点が
高くなるであろう。また，他者意識尺度の下位尺度に関して，相手からの情報を敏感に察
知し相手を理解しようとする“内的他者意識”と，目の前にいない相手に空想をめぐらせ
ようとする“空想的他者意識”については，ケータイメール依存度高群はケータイメール
依存度低群よりもそれぞれの得点は高くなるであろう。残る，服装や体形など相手の外面
への関心を示す“外的他者意識”は，本来は目の前にいる相手に対して向けられる意識で
ある。しかし，ケータイメールは相手が目の前にいるかのように想像しながら行っている
と考えられるため，相手が目の前にいるかどうかに関わらず“外的他者意識”も“内的他
者意識”や“空想的他者意識”と同様にケータイメール依存の程度の影響を受けると考え
られる。よって，ケータイメール依存度高群はケータイメール依存度低群よりも，“内的
他者意識”，“外的他者意識”，“空想的他者意識”のそれぞれの得点は高くなるであろ
う。 
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  3.3.2   ケータイメールへの依存度と情動的共感性 （仮説 2） 
 
他者との関係を円滑に進めるためには，相手の感情を理解し共感しようとすることが重
要であり（加藤ら, 1980a），相手の心情を推し測ろうとすることは，相手と良好な関係を
築くために必要である。また， ケータイメールは強い紐帯関係にある相手と積極的に行
われているといわれているが（池田，2005），ケータイメールのやり取りを行うときには
相手が目の前にいないために，相手の気持ちを推知したり感情や気持ちを理解し共感した
りしようとしながら行われているのではないかと考えられる。この点に関して高橋（2003）
も同様の指摘を行っており，ケータイメール・コミュニケーションでは，対面場面よりも
相手に配慮した反応をしたり相手の気持ちを読みとろうとしたりするなかで行われている
と述べている。 
以上，ここでの仮説はつぎのようになる。『ケータイメールへの依存度が高い者ほど情
動的共感性は強いであろう（仮説 2）』。 
ここで，仮説 2 が正しければ，具体的に以下のような結果が予想される。 
ケータイメール依存度高群は，ケータイメール依存度低群に比べて情動的共感性尺度得
点は高くなるであろう。それぞれの下位尺度については，明朗性や友好性，情緒性と関連
をもつ“感情的暖かさ”と，孤立性や意欲，活動性の低さやと関連をもつ“感情的被影響
性”については，ケータイメール依存高群はケータイメール依存低群よりもそれぞれの意
識得点は高くなるが，反社会性と関連を持つ“感情的冷淡さ”は，ケータイメール依存の
程度の影響は受けないであろう。 
 
 
3.3.3   ケータイメールへの依存度と間人度 （仮説 3） 
 
間人度とは，安定した自己を確保するためには相手との親しい関係を樹立することが何
よりも大切であるとする対人関係観のことである。親からの自立を図ろうとする青年期の
若者は，精神的にも不安定であり，その不安定さを少しでも和らげて自己の安定をはかる
ためには，友人との親しい関係を築くことが重要で必要不可欠となる。 頻 繁 に 行 わ れる
ケータイメールの相手には同質性の高い者が選択され （小林ら，2007），そのような相手
との信頼感は相互の人間関係を円滑にするといわれる（濱口ら，1987）。また，青年期に
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おける同性の友人とのつきあい方の発達的変化は，年齢が増すにつれて互いに自己開示を
して，積極的に相互理解をはかろうとするつき合い方に変化するといわれている（落合・
佐藤，1996）。このように， 青年期の若者たちは相互の結びつきや維持に努めようとしな
がらケータイメールを行っており，同質性の高い相手とのやり取りは不安定な青年期の若
者たちの心理を安定させるために大いに役立っていると考えられる。 
以上，ここでの仮説はつぎのようになる。『ケータイメールへの依存度が高い者ほど間
人度は高いであろう（仮説 3）』。 
ここで，仮説 3 が正しければ，具体的に以下のような結果が予想される。 
ケータイメール依存度高群は，ケータイメール依存度低群に比べて間人度尺度得点は高
くなるであろう。また，下位尺度のなかで，相手との親しい関係を維持することが自己の
安定に結びつくとする“間人主義”は，ケータイメール依存度高群の方がケータイメール
依存度低群よりもその得点は高く，集団や組織よりも自己の権利が優先されるとする“個
人主義”は，ケータイメール依存度低群の方がケータイメール依存度高群よりもその得点
は高くなるであろう。 
 
 
  3.3.4   ケータイメールへの依存度と集団主義 （仮説 4） 
 
青年期は，自らが属する集団の意向を重視し，自分の言動を集団と一致させ（山口ら，
1988），仲間外れにならないように心がけて仲間と一緒に行動するような強い同調が如実
に示される時期である（福富，1997）。岡田（1993）も現代青年の友人関係の特徴として，
身近な集団に受容されることに強迫的な努力と気遣いをして，仲間外れになることを極度
に恐れ，実際以上に明るく振舞ったり深刻な話題を避けようとしたりする傾向がみられる
と述べている。また，このような集団に対して同調的な行動をとろうとする青年期の交友
関係は，仲間集団への密着性を示すともいわれている（上野ら，1994）。これらの知見を
踏まえると，親しい友人たちとの間で行われるケータイメールは，相手との仲間意識を確
認し友人集団から外されないようにしようとする意識が強く働くなかで行われていると推
察される。 
以上，ここでの仮説はつぎのようになる。『ケータイメールへの依存度が高い者ほど集
団主義は強いであろう（仮説 4）』。 
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ここで，仮説 4 が正しければ，具体的に以下のような結果が予想される。 
ケータイメール依存度高群は，ケータイメール依存度低群に比べて集団主義尺度得点は
高くなるであろう。 
 
 
 
3.4   結果 
 
ここでは，ケータイメールへの依存度と学校種や性別との関連を検討するために，ケー
タイメール依存度を従属変数として，学校種（高校生，大学生）×性別（男子，女子）の
2 要因分散分析を行った。また，相手意識を測定する他者意識，情動的共感性，間人度，
集団主義のそれぞれの尺度とケータイメール依存度との関連を検討するために，下位尺度
得点を含む相手意識を測定するそれぞれの尺度得点を従属変数として，学校種（高校生，
大学生）×性別（男子，女子）×ケータイメール依存度（低群，高群）の 3 要因分散分析
を行った。そして，そこから得られた，学校種，性別，ケータイメール依存度の違いによ
って，それぞれの相手意識を測定する尺度について，どのような違いがみられたかについ
ての結果を述べる。それぞれの分散分析の結果を示した表では，有意差が認められた要因
の結果のみを記載し，下位検定の結果は本文中に記載した。また，多重比較を行った際は，
すべてライアン法（α＝.05）を用いた。 
 
 
  3.4.1   ケータイメールへの依存の程度 
 
ケータイメールへの依存度と学校種や性別との関連を検討するために行った分析の結
果を，表 3-3「学校種・性別によるケータイメール依存度得点」に示した。 
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表 3-3  学校種・性別によるケータイメール依存度得点 
  男子  女子  
高校生  Mean 34.5 39.1 
 SD 10.9 12.7 
大学生  Mean 36.6 39.1 
 SD 10.4 10.8 
主効果  性別  : F（1,770）＝18.06∗∗∗∗ 
∗∗∗∗p＜ .001 
 
 
 
分析の結果，携帯メール依存度得点については，性別の主効果が有意であり（F（1,770）
＝18.06，p<.001），女子が男子に比べて有意に高いことが示された。  
 
 
  3.4.2   ケータイメールへの依存度と他者意識 
 
下位尺度を含めた，ケータイメールへの依存度と他者意識得点について分析した結果を，
表 3-4「学校種・性別による他者意識尺度得点」に示した。 
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表 3-4 学校種・性別による他者意識尺度得点  
  高校生  大学生  
  男子  女子  男子  女子  
≪他者意識尺度得点≫  
ケータイメール依存度低群  Mean 46.0 49.5 48.4 50.7 
 SD 9.5 10.0 9.0 9.0 
ケータイメール依存度高群  Mean 53.3 54.1 56.0 54.8 
 SD 9.3 8.2 7.2 8.2 
主効果    学校種 :F（1,766）＝5.87∗，ケータイメール依存度 :F（1,766）＝70.53∗∗∗∗ 
交互作用  性別×ケータイメール依存度 :F（1,766）＝4.71∗ 
＜内的他者意識＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 23.8 24.9 24.8 25.6 
 SD 5.5 5.0 5.6 4.9 
ケータイメール依存度高群  Mean 26.1 26.6 26.6 26.6 
 SD 5.2 4.0 4.8 4.5 
主効果   ケータイメール依存度 :F（1,766）＝18.98∗∗∗∗ 
＜外的他者意識＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 11.7 12.8 11.7 12.9 
 SD 3.3 3.7 3.2 3.6 
ケータイメール依存度高群  Mean 14.2 14.4 14.7 14.7 
 SD 3.4 3.3 3.1 3.2 
主効果   性別 :F（1,766）＝5.25∗，ケータイメール依存度 :F（1,766）＝69.74∗∗∗∗ 
＜空想的他者意識＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 10.5 11.8 11.8 12.2 
 SD 3.7 4.2 4.0 3.6 
ケータイメール依存度高群  Mean 13.0 13.1 14.7 13.4 
 SD 4.1 3.4 3.2 3.6 
主効果   学校種 :F（1,766）＝10.50∗∗∗，ケータイメール依存度 :F（1,766）＝45.81∗∗∗∗  
交互作用           学校種×性別 :F（1,766）＝4.02∗，  
性別×ケータイメール依存度 :F（1,766）＝5.52∗ 
∗p＜ .05， ∗∗p＜ .01，∗∗∗p＜ .005，∗∗∗∗p＜ .001 
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分析の結果，他者意識尺度の全体得点に関しては，学校種とケータイメール依存度の主
効果が有意であり（F（1,766）＝5.87，p<.05 ; F（1,766）＝70.53，p<.001），大学生は高校生より，
ケータイメール依存度高群はケータイメール依存度低群より他者意識尺度得点が高いこと
が示された。また，性別×ケータイメール依存度の交互作用が有意であった（F（1,766）＝4.71，
p<.05）。そこで交互作用の単純主効果をみるために下位検定を行なったところ，ケータイ
メール依存度低群における性別，男子におけるケータイメール依存度，女子におけるケー
タイメール依存度の単純主効果検定の結果が有意であった（F（1,766）＝8.40，p<.005 ; F（1,766）
＝55.84，p<.001 ; F（1,766）＝19.40，p<.001）。これより，ケータイメール依存度低群では女
子が男子より，男子，女子ともにケータイメール依存度高群がケータイメール依存度低群
より他者意識尺度得点が高いことが示された。しかし，性別の主効果及び性別×ケータイ
メール依存度以外の交互作用については 1次，2次のいずれにおいても有意ではなかった。  
次に本尺度の下位尺度得点を対象に同様の分析を行ったところ，“内的他者意識”につ
いては，ケータイメール依存度の主効果が有意であった（F（1,766）＝18.98，p<.001）。これ
より，ケータイメール依存度高群がケータイメール依存度低群より内的他者意識得点が高
いことが示された。しかし，学校種，性別の主効果及び交互作用については 1 次，2 次の
いずれにおいても有意ではなかった。  
“外的他者意識”については，性別とケータイメール依存度の主効果が有意であった
 （F（1,766）＝5.25，p<.05 ; F（1,766）＝69.74，p<.001）。これより，女子が男子より，ケータ
イメール依存度高群がケータイメール依存度低群より外的他者意識得点が高いことが示さ
れた。しかし，学校種の主効果及び交互作用については 1 次，2 次のいずれにおいても有
意ではなかった。  
“空想的他者意識”については，学校種とケータイメール依存度の主効果が有意であり
（F（1,766）＝10.50，p<.005 ; F（1,766）＝45.81，p<.001），大学生が高校生より，ケータイメー
ル依存度高群がケータイメール依存度低群より空想的他者意識得点が高いことが示された。
また，学校種×性別，性別×ケータイメール依存度の交互作用が有意であった（F（1,766）
＝4.02，p<.05 ; F（1,766）＝5.52，p<.05）。そこで交互作用の単純主効果をみるために，学校
種×性別の交互作用について下位検定を行なったところ，男子における学校種の単純主効
果検定の結果が有意であった（F（1,766）＝13.75，p<.001）。これより，男子では大学生が高
校生より空想的他者意識得点が高いことが示された。また，性別×ケータイメール依存度
の交互作用について下位検定を行なったところ，男子におけるケータイメール依存度，女
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子におけるケータイメール依存度の単純主効果検定の結果が有意であった（F（1,766）＝41.56，
p<.001 ; F（1,766）＝9.76，p<.005）。これより男子，女子ともにケータイメール依存度高群が
ケータイメール依存度低群より空想的他者意識得点が高いことが示された。しかし，性別
の主効果及び学校種×ケータイメール依存度，学校種×性別×ケータイメール依存度の交
互作用についてはいずれも有意ではなかった。 
 
 
  3.4.3    ケータイメールへの依存度と情動的共感性 
 
下位尺度を含めた，ケータイメールへの依存度と情動的共感性得点について分析した結
果を，表 3-5「学校種・性別による情動的共感性尺度得点」に示した。 
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表 3-5 学校種・性別による情動的共感性尺度得点  
  高校生  大学生  
  男子  女子  男子  女子  
≪情動的共感性尺度得点≫  
ケータイメール依存度低群  Mean 98.5 101.9 100.9 103.3 
 SD 12.9 11.7 10.6 9.9 
ケータイメール依存度高群  Mean 103.6 104.9 106.7 105.3 
 SD 12.1 11.5 9.9 9.1 
主効果    学校種 :F（1,766）＝4.29∗，ケータイメール依存度 :F（1,766）＝20.92∗∗∗∗ 
＜感情的暖かさ＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 46.5 49.6 50.6 54.6 
 SD 9.3 9.2 9.9 7.1 
ケータイメール依存度高群  Mean 50.1 52.7 56.2 55.4 
 SD 7.6 8.0 6.7 6.5 
主効果    学校種 :F（1,766）＝48.07∗∗∗∗，性別 :F（1,766）＝11.79∗∗∗∗，  
ケータイメール依存度 :F（1,766）＝25.82∗∗∗∗ 
交互作用     性別×ケータイメール依存度 :F（1,766）＝4.46∗ 
＜感情的冷淡さ＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 31.3 31.2 30.7 26.7 
 SD 8.7 9.8 10.4 8.4 
ケータイメール依存度高群  Mean 31.2 28.7 27.5 26.3 
 SD 10.6 10.2 8.3 8.4 
主効果     学校種 :F（1,766）＝14.63∗∗∗∗，性別 :F（1,766）＝7.34∗∗，  
                                                                        ケータイメール依存度 :F（1,766）＝4.55∗ 
＜感情的被影響性＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 20.7 21.1 19.6 22.0 
 SD 4.4 4.0 5.9 4.9 
ケータイメール依存度高群  Mean 22.3 23.6 22.9 23.7 
 SD 5.0 4.5 4.9 4.2 
主効果    性別 :F（1,766）＝11.27∗∗∗∗，ケータイメール依存度 :F（1,766）＝37.96∗∗∗∗ 
∗p＜ .05， ∗∗p＜ .01，∗∗∗p＜ .005，∗∗∗∗p＜ .001 
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分析の結果，情動的共感性尺度の全体得点に関しては，学校種とケータイメール依存度
の主効果が有意であり（F（1,766）＝4.29，p<.05 ; F（1,766）＝20.92，p<.001），大学生が高校生
より，ケータイメール依存度高群がケータイメール依存度低群より情動的共感性尺度得点
が高いことが示された。しかし，性別の主効果及び交互作用については 1 次，2 次のいず
れにおいても有意ではなかった。  
次に，本尺度の下位尺度得点を対象に同様の分析を行ったところ，“感情的暖かさ”につ
いては，学校種，性別，ケータイメール依存度のいずれの主効果も有意であった（F（1,766）
＝48.07，p<.001 ; F（1,766）＝11.79，p<.001 ; F（1,766）＝25.82，p<.001）。これより，大学生が
高校生より，女子が男子より，ケータイメール依存度高群がケータイメール依存度低群よ
り感情的暖かさ得点が高いことが示された。また，性別×ケータイメール依存度の交互作
用が有意であった（F（1,766）＝4.46，p<.05）。そこで下位検定を行なったところ，ケータイ
メール依存度低群における性別，男子におけるケータイメール依存度，女子におけるケー
タイメール依存度の単純主効果検定の結果が有意であった（F（1,766）＝15.38，p<.001 ; F（1,766）
＝25.87，p<.001 ; F（1,766）＝4.41，p<.05）。これより，ケータイメール依存度低群では女子
が男子より，男子，女子ともにケータイメール依存度高群がケータイメール依存度低群よ
り感情的暖かさ得点が高いことが示された。しかし，性別×ケータイメール依存度以外の
交互作用については，1 次，2 次のいずれにおいても有意ではなかった。 
“感情的冷淡さ”については，学校種，性別，ケータイメール依存度のいずれの主効果も
有意であった（F（1,766）＝14.63，p<.001 ; F（1,766）＝7.34，p<.01 ; F（1,766）＝4.55，p<.05）。
これより，高校生が大学生より，女子が男子より，ケータイメール依存度低群がケータイ
メール依存度高群より感情的冷淡さ得点が高いことが示された。しかし，交互作用につい
ては 1 次，2 次のいずれにおいても有意ではなかった。  
“感情的被影響性”については，性別，ケータイメール依存度の主効果が有意であった
 （F（1,766）＝11.27，p<.001 ; F（1,766）＝37.96，p<.001）。これより，女子が男子より，ケー
タイメール依存度高群がケータイメール依存度低群より感情的被影響性得点が高いことが
示された。しかし，学校種の主効果及び交互作用については 1 次，2 次のいずれにおいて
も有意ではなかった。  
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 3.4.4    ケータイメールへの依存度と間人度 
 
下位尺度を含めた，ケータイメールへの依存度と間人度得点について分析した結果を，
表 3-6「学校種・性別による間人度尺度得点」に示した。 
 
 
 
表 3-6 学校種・性別による間人度尺度得点  
  高校生  大学生  
  男子  女子  男子  女子  
≪間人度尺度得点≫  
ケータイメール依存度低群  Mean 115.2 117.4 118.0 122.7 
 SD 11.9 13.1 17.1 12.0 
ケータイメール依存度高群  Mean 117.4 121.8 122.1 124.7 
 SD 12.2 13.7 13.2 11.4 
主効果    学校種 :F（1,766）＝15.10∗∗∗∗，性別 :F（1,766）＝11.74∗∗∗∗，  
ケータイメール依存度 :F（1,766）＝9.96∗∗∗ 
＜間人主義＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 51.6 53.1 55.1 56.5 
 SD 8.0 8.6 10.3 7.4 
ケータイメール依存度高群  Mean 54.4 55.6 57.8 58.4 
 SD 9.4 8.5 7.6 7.7 
主効果   学校種 :F（1,766）＝25.17∗∗∗∗，ケータイメール依存度 :F（1,766）＝14.39∗∗∗∗ 
＜個人主義＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 63.6 64.3 62.9 66.2 
 SD 8.1 8.7 9.1 8.0 
ケータイメール依存度高群  Mean 63.0 66.2 64.4 66.3 
 SD 7.9 7.7 7.8 6.9 
主効果   性別 :F（1,766）＝13.17∗∗∗∗ 
∗p＜ .05， ∗∗p＜ .01，∗∗∗p＜ .005，∗∗∗∗p＜ .001 
91 
 
分析の結果，間人度尺度の全体得点に関しては，学校種，性別，ケータイメール依存度
のいずれの主効果も有意であった（F（1,766）＝15.10，p<.001 ; F（1,766）＝11.74，p<.001 ; F（1,766）
＝9.96，p<.005）。これより，大学生が高校生より，女子が男子より，ケータイメール依存
度高群がケータイメール依存度低群より間人度得点がそれぞれ高いことが示された。しか
し，交互作用については 1 次，2 次のいずれにおいても有意ではなかった。  
次に，本尺度の下位尺度得点を対象に同様の分析を行ったところ，“間人主義”について
は，学校種，ケータイメール依存度の主効果が有意であった（F（1,766）＝25.17，p<.001 ; 
 F（1,766）＝14.39，p<.001）。これより，大学生が高校生より，ケータイメール依存度高群が
ケータイメール依存度低群より間人主義得点が高いことが示された。しかし，性別の主効
果及び交互作用については 1 次，2 次のいずれにおいても有意ではなかった。  
“個人主義”については，性別の主効果が有意であった（F（1,766）＝13.17，p<.001）。これ
より，女子は男子より個人主義得点が高いことが示された。しかし，性別以外の主効果及
び交互作用については 1 次，2 次のいずれにおいても有意ではなかった。  
 
 
 3.4.5    ケータイメールへの依存度と集団主義 
 
ケータイメールへの依存度と集団主義得点について分析した結果を，表 3-7「学校種・
性別による集団主義尺度得点」に示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
92 
 
表 3-7 学校種・性別による集団主義尺度得点 
≪集団主義尺度得点≫  
  高校生  大学生  
  男子  女子  男子  女子  
ケータイメール依存度低群  Mean 42.2 40.5 39.1 40.6 
 SD 5.1 4.8 6.4 6.2 
ケータイメール依存度高群  Mean 43.1 43.0 43.0 42.3 
 SD 5.4 4.6 5.2 5.4 
主効果   学校種 :F（1,766）＝5.29∗，ケータイメール依存度 :F（1,766）＝27.11∗∗∗∗ 
交互作用  学校種×性別×ケータイメール依存度 :F（1,766）＝5.00∗ 
∗p＜ .05， ∗∗p＜ .01，∗∗∗p＜ .005，∗∗∗∗p＜ .001 
 
 
 
分析の結果，集団主義尺度に関しては，学校種，ケータイメール依存度の主効果が有意
であった（F（1,766）＝5.28，p<.05 ; F（1,766）＝27.11，p<.001）。これより，高校生が大学生よ
り，ケータイメール依存度高群がケータイメール依存度低群より集団主義得点が高いこと
が示された。また，学校種×性別×ケータイメール依存度の交互作用が有意であった（F（1,766）
＝5.00，p<.05）。そこで交互作用の単純交互作用をみるために下位検定を行なったところ，
ケータイメール依存度低群における学校種×性別，男子における学校種×ケータイメール
依存度の単純交互作用の結果が有意であった（F（1,766）＝6.82，p<.01 ; F（1,766）＝6.35，p<.05）。
そこで単純交互作用の単純・単純主効果をみるために下位検定を行なったところ，男子の
ケータイメール依存度低群における学校種，高校生の女子におけるケータイメール依存度，
大学生の男子におけるケータイメール依存度，大学生の女子におけるケータイメール依存
度の単純・単純主効果の結果が有意であった（F（1,766）＝13.39，p<.001 ; F（1,766）＝8.28，
p<.005 ; F（1,766）＝20.85，p<.001 ; F（1,766）＝3.89，p<.05）。これより，男子のケータイメー
ル依存度低群では高校生が大学生より集団主義得点が高いことが示された。また，高校生
の女子，大学生の男子と女子のいずれにおいてもケータイメール依存度高群がケータイメ
ール依存度低群より集団主義得点が高いことが示された。しかし，性別の主効果及び 1 次
の交互作用についてはいずれも有意ではなかった。  
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3.5   考察 
 
 
  3.5.1    ケータイメールへの依存の程度 
 
ケータイメールへの依存の程度を検討した 3.4.1 の結果から，女子のケータイメール依
存度得点が男子に比べて有意に高いことが示された。青年期の女子が男子に比べてケータ
イメールを積極的に利用しようとする姿勢が強く認められることは，これまで数多く示さ
れてきた。例えば，ケータイメールの社会的ネットワークにおいては，関係の初期の段階
から女性の方が男性よりも活発な対人関係を営んでいることや（五十嵐・吉田，2003b），
一日あたりのケータイメールの送受信回数は女性の方が男性よりも多く，女子高校生での
コミュニケーション行動はケータイメールにかなり依存していること（黒葛原，2004），
大学生でケータイメールに依存する割合は，男性よりも女性よりも有意に高いことなどが
報告されている（吉田・高井・元吉・五十嵐，2005）。本章の結果は，これらの知見と一
致するものであった。一方，男子のケータイメール利用や依存についての報告は少なく，
例えば，吉田ら（2005）が，大学生でケータイメールに依存する割合は，男性は女性より
も個人差が大きいと述べている程度にすぎない。これらを踏まえると，女子の方が男子に
比べてケータイメールを多く用いており，結果としてケータイメールに依存するリスクも
高くなるといえよう。このような性差の背景には，自己開示や他者に依存しようとする姿
勢の違いなどといった青年期女子の心理的発達上の特徴が関係している可能性がある。そ
れを予見させる知見としては，思春期の女子がメールを行うことは同性友人と内面的な話
をすることが目的であり，相互の親密さを深めようとする思いがあることや（隅田ら，
2008），女性は男性と比べてケータイメールが対人関係の強化に役立つと考える傾向が強
く，相手に対して人生や生きがいなどといった自己開示が多くなることなどを挙げること
ができる（黒角・深田，2005）。また泊（2004）は，大学生対象の調査結果として，女子
は友人からケータイメールで相談されることによって人間関係が活性化し，それが孤独感
やアパシー傾向の抑制につながっていると指摘し，佐藤（1995）は，女子高校生の友人関
係には一人で浮いた存在になりたくないという感情と，複数の友人に支えられたいという
気持ちが同時に作用していると述べている。さらに，青年期女子の他者との密着性に関す
る指摘として，青年期女子の自己形成の特徴は他者から分離せずに自己を確立しようとす
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るところにみられ，日本の女子は母親と密接に結びつくことで心理的安定を得ているとす
る報告もある（三田，2004）。このような指摘とともに，ケータイメールへの依存傾向が
女子で強く認められたという結果を考えると，青年期女子の自己形成過程には他者との密
接な結びつきが重要であり，他者との密着性をもとに自我を形成するという青年期の女子
に特有の心性が，ケータイメールを頻繁に行う行動に結びついていると推察できる。時と
場所を選ばずに一日をとおして相手とつながることができるケータイメールは，一人でい
るときでも簡単に相手とのつながりを確認することができ，自己を安定させるといった心
理的欲求を充足させるためには便利なツールとなっている。青年期の若者たち，とりわけ
女子では，これまで述べてきた青年期特有の心理がケータイメールの頻繁な利用を惹起し，
結果としてケータイメールへの依存性を高めていると考えられる。 
 
 
  3.5.2    ケータイメールへの依存度と他者意識 （仮説 1 について） 
 
他者意識尺度の全体得点については，大学生は高校生より，男子，女子ともにケータイ
メール依存度高群はケータイメール依存度低群よりもその尺度得点が高いことが示された。 
それぞれの下位尺度については，“内的他者意識”，“外的他者意識”，“空想的他者
意識”のいずれにおいても，ケータイメール依存度高群はケータイメール依存度低群より
もそれぞれの尺度得点が高いことが示された。これらの結果は，青年期の若者がケータイ
メールを行うときは目の前にいない相手の気持ちや思考，感情などに思いをめぐらせなが
ら行われていることや，ケータイメールを頻繁に行う者ほどこの傾向が強いことを示唆し
ている。しかし，それはあくまでも相手の感情や意識を察しようとするこちら側から相手
側に向けられる片側方向の意識である。ケータイメールは，顔の表情や身振りや手振りな
どの社会的手がかりをまったく持たないために，メール内容の解釈に際して誤解や齟齬が
生じやすいことも事実である。感情が社会的機能を果たすためには，相手にわかるように
感情が表現され，表現された感情が適切に理解されることが必要であるといわれる（真覚，
2005）。ケータイメール・コミュニケーションは，相手と直接対面していないために，相
手との関係やコミュニケーションを円滑なものにすべく，対面でのコミュニケーション以
上に相手の心中を察しながら行われていると推察される。これに関して，大貫・鈴木（2007）
は，高校生対象の調査から，ケータイメールは相手の気持ちに配慮して，会話時以上に慎
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重に言葉を選びながら行われていると述べている。2.3.8 の結果から，女子の方が男子より
も文章内容や表現には細心の注意を払いながらケータイメールを書こうとしている可能性
を指摘したが，このことは，他者意識は男子よりも女子に強いという本章の結果とも整合
する。 
以上をまとめると，本章の結果は数多く報告されてきたこれまでの知見を支持するもの
であり，ケータイメールの利用頻度の高い者は，相手とのやり取りから軌道を外さないよ
うに様々な注意を払い，齟齬や誤解を生じさせたりしないようにするなどの相手に向けら
れる配慮の意識が強くはたらいているといえよう。  
以上のことから，『ケータイメールへの依存度が高い者ほど他者意識は強いであろう』
と予測した仮説 1 は，支持されたといえる。 
 
 
  3.5.3    ケータイメールへの依存度と情動的共感性 （仮説 2 について） 
 
情動的共感性については，男子，女子ともにケータイメール依存度高群はケータイメー
ル依存度低群より，大学生は高校生よりその尺度得点が高いことが示された。われわれが
社会生活を営むうえで他者と関わることは不可避である。他者との関係を円滑に進めるた
めには，相手の行動や感情を理解し，相手に共感しようとする意識や態度が大切になる（加
藤ら，1980a）。また，相手の視点でものごとを考えたり感情を共有したりしようとするこ
とは，円滑な人間関係を構築するために重要である（明田，1990）。ケータイは私生活主
義を促進するメディアであり，自分にとって心地よい関係性のみを維持し，興味をわかち
あうことのできる相手とだけつきあうことを可能にするといったと指摘や（松田，2002），
ケータイメールの相手には親しい友人が選ばれ，相手との関係は内輪的であるとの言及（池
田，2005）なども多い。これらの知見を総合すると，選択性の高いケータイメール・コミ
ュニケーションは，親しい相手とは密接につながることによって心地よさや心理的安定を
もたらすが，これを可能とするためには相手との関係をより良好なものにしていく必要が
あることがわかる。こうした意味においてもケータイメールでのやり取りには，相手の感
情をより正確に理解しようと努めたり，相手に共感したりしようとする意識や態度が必要
となると考えられる。 
ケータイメール依存度高群がケータイメール依存度低群よりも情動的共感性得点が高
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いことを示した本章の結果は，ケータイメールを頻繁に行う者ほど相手の立場で考えたり
感情を共有したりしようとしながら行っているということを示唆するものである。ケータ
イメールを頻繁にやり取りすることは，青年期の若者にとって同質性の高い仲間と感情を
共有し合い，相互の関係性を確認するための行為であるということは，2.4 でも述べたと
おりである。これらより，同質性の高い親しい友人と頻繁に行われるケータイメールは，
相手の感情を理解したり相手に共感したりしようとしながら行われていると考えられる。 
大学生が高校生よりも情動的共感性得点が高かったことについては，大学生の友人関係
は相互の信頼に基づく心理的な支えとなるような深い関係にあるとの知見（落合ら，1996）
から解釈可能である。すなわち，大学生の年齢ともなれば，より相手の立場で物事を考え
たり，相手と感情を共有したりしようとしたりすることが高校生よりもできるようになっ
ていると考えられ，このような心理的がこの結果に結びついたのではないかと考えられる。
それぞれの下位尺度については，自己概念における明朗性や友好性，情緒性などと関連す
る“感情的暖かさ”や反社会性と関連する“感情的冷淡さ”，孤立性や意欲，活動性の低さ
と関連する“感情的被影響性”のいずれにおいても，女子は男子よりそれぞれの得点が高
いという結果が得られた。この性差による結果は，本尺度を開発した加藤ら（1980a）に
よる結果とも一致した。加藤ら（1980a）の調査時期にはケータイやケータイメールが存
在していなかったことから考えて，下位尺度を含む情動的共感性の結果は，ケータイメー
ルの存在にかかわらない青年期特有の心理ではないかと推察される。 
尺度全体及び下位尺度の“感情的暖かさ”と“感情的被影響性”が，ケータイメール依
存度高群はケータイメール依存度低群よりも高かったという結果は，ケータイメールを頻
繁に行う者ほど相手の感情を正確に理解しようとしたり，相手の立場で考えようとしたり
する心理が作用するなかでケータイメールは行われていることを示唆している。他者に向
けて積極的な態度を示す行動は，向社会的行動と呼ばれている（富原・大田原，2003）。
ケータイメールを積極的に行う行為は向社会的行動の表れであり，相手との友好関係を維
持し，情緒的結びつきを積極的に求めようとする態度と密接に結びついていると考えられ
る。このように，ケータイメールを頻繁に行う行為は，他者に向けられる積極的な態度を
反映したものであると考えられ，今回の結果から，ケータイメール依存度高群ほどそのよ
うな志向が強いことが示唆される。  
以上をまとめると，ケータイメールの利用頻度の高い者は，相手の立場で考えたり感情
を共有したりしようとしながらケータイメールを行っているといえよう。  
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以上のことから，『ケータイメールへの依存度が高い者ほど情動的共感性は強いであろ
う』と予測した仮説 2 は，概ね支持されたといえる。  
情動的共感性やその下位尺度である“感情的暖かさ”や“感情的被影響性”から得られ
た結果もこの仮説と一致した。ただし，“感情的冷淡さ”については，ケータイメールへの
依存の程度の影響は受けないと当初仮定したが，他の下位尺度と同様にケータイメールの
影響を受けていたことが明らかとなった。  
 
 
  3.5.4   ケータイメールへの依存度と間人度 （仮説 3 について） 
 
間人度については，大学生は高校生より，女子は男子より，ケータイメール依存度高群
はケータイメール依存度低群よりその得点が高いことが示された。自己が所属する集団の
成員を他の集団の成員よりも好意的に評価する傾向は，文化の違いを超えて広くみられる
事象であるといわれている（柿本，1995）。なかでも日本人の対人関係観は，相手と強い
心の結びつきを求めようとする間人意識が強いとされ，そのような意識は自己を存立させ
るために重要であり，自分では操作することのできない尊いものであるとされている（濱
口ら，1987）。このような間人意識は，われわれ日本人における他者との関わり方と深い
関係性を持っており，日本人にとっての自己と他者の関係性は個別に存在するものではな
く，自己の一部として取り込んでいくような対人関係のあり方として特徴づけられよう。 
ケータイメール依存度高群の間人度得点が高いという結果は，ケータイメールを頻繁に
行う者ほど，相手を自分のことのように考えながらそのやり取りを行っていることを示し
ており，このことから，ケータイメールを頻繁に利用する者には相手と心の結びつきを希
求しようとする意識がはたらいていることが示唆される。  
下位尺度である“間人主義”については，大学生は高校生より，ケータイメール依存度
高群はケータイメール依存度低群よりもそれぞれ得点が高いことが示された。間人主義に
は社会生活では相互扶助や信頼関係が重要であるとされる価値観が含まれていることから
（濱口ら，1987），ケータイメールを頻繁に行う行為は，相手との間に信頼関係を希求した
り構築したりしようとする心理が反映されていると解釈することができる。また，大学生
の得点が高校生に比べて高かったことについては，大学生が高校生よりも相互扶助や信頼
性の構築が重要であると考えていることが反映していると考えられる。大学生の友人関係
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の特徴は，相互の信頼に基づく心理的な支えとなるような深い関係であるという知見（落
合ら，1996）とも一致する。  
一方“個人主義”については，女子が男子よりもその得点が高いという結果が得られた
が，ケータイメール依存度の影響は認められなかった。青年期女子における友人関係のあ
り方については，友人との親交を深めたいという思いと，友人とはある程度の距離をおき
たいと思うアンビバレンスな欲求が混在しているという指摘がある（隅田ら，2008）。こ
のような心理が，女子における“個人主義”の結果に結びついていたのではないかと推察
される。 
青年期の若者たちにとって，相手と親しい関係を樹立し維持することは何よりも大切で
あり，そのような両者の関係を築くことによって安定した自己が確保され維持されること
は，これまでも述べてきたとおりである。このような心性をあらわす間人度やその下位尺
度である“間人主義”は，ケータイメールの利用頻度の影響を受けることが示され，ケー
タイメールの利用頻度が高い者ほど，相手と親しい関係を樹立し維持しようとする心理が
強いことがうかがえた。しかし，集団や組織よりも自己の権利が優先するという“個人主
義”については，ケータイメールの利用頻度の影響を受けないことが示された。  
以上のことから，『ケータイメールへの依存度が高い者ほど間人度は高いであろう』と
予測した仮説 3 は，部分的に支持されたといえる。  
 
 
  3.5.5   ケータイメールへの依存度と集団主義 （仮説 4 について） 
 
集団主義については，高校生は大学生より，ケータイメール依存度高群はケータイメー
ル依存度低群よりその得点が高いことが示された。 
集団主義とは，個人の利益よりも集団の意向を尊重し（山口ら，1988），他者と同調す
る態度を意味する（上野ら，1994）。本章の結果から，青年期の若者たちは集団の意向を
尊重し，同調的なつき合い方をしようとしながらケータイメールを行っていること，しか
も，高校生だけでなく大学生においても仲間集団に対する同調意識が高いレベルで継続し
ている可能性を示すものであった。これは，思春期は同質性重視で仲間集団への強い同調
が如実に示される時期であるといった知見（福富, 1997）とも整合する。しかし，高校生
の男子はケータイメールの影響を受けなかった。性差からみた友人関係のあり方に関して
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は，友人との親密さを女子では「話題や会話の量」，男子では「一緒に何かをすること」か
ら見出しているという知見や（Duck，1991），女子では感情の伝達を重視しているのに対
して男子は利便性を重視しているという報告（森山ら，2011）のほかに，青年期の男子は
女子とは異なり，友だちと自分は異なる存在であるという認識をもちながら友だちづきあ
いをしていることなど（落合ら，1996）がこれまで報告されている。これらの知見から考
えると，高校生男子がケータイメールの影響を受けなかったという結果は，高校生の男子
は感情の伝達を含むコミュニケーションの手段としてケータイメールをあまり重んじてい
ないことや，集団との結びつき自体をそれほど重視していないことを反映している可能性
がある。  
以上をまとめると，集団主義はケータイメール依存度の影響を受けることが示され（た
だし高校生男子の結果を除く），ケータイメールの利用頻度の高い者は，集団の意向を尊重
し同調的なつき合い方をしようとしているといえよう。  
以上のことから，『ケータイメールへの依存度が高い者ほど集団主義は強いであろう』
と予想した仮説 4 は，支持されたといえる。  
 
 
 
 3.6   3 章のまとめ 
 
 
本章の目的は，高校生と大学生のケータイメールへの依存度とケータイメールを行なう
際の心理的特性である相手意識との関係性について検討することであった。そこから得ら
れた結果を要約したものが，以下の 5 項目である。 
 
（1）ケータイメールへの依存は，女子が男子よりも強い。  
（2）ケータイメールの利用頻度の高い者はそうではない者に比べて，相手に対して様々
な注意や関心を向け，相手を強く意識している。  
（3）  ケータイメールの利用頻度の高い者はそうではない者に比べて，相手の立場で考え
て感情を共有しようとしている。  
（4）  ケータイメールの利用頻度の高い者はそうではない者に比べて，相手との親しい関
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係構築を希求しようとしている。  
（5）  ケータイメールの利用頻度の高い者はそうではない者に比べて，集団の意向を尊重
し同調的なつき合い方をしようとしている。  
 
本章の結果をケータイの利活用とケータイメール利用実態の把握を示した 2 章の結果と
ともに考えると，青年期特有の不安定な心理を安定させるためには，相手との親しい関係
を構築し維持していくことが重要であり，ケータイメールはその実現のために積極的に利
用されており，この傾向は男子よりも女子で強く認められるとまとめることができる。ケ
ータイメールは，相手から嫌われたり仲間外れにされたりすることのないように，相手や
仲間の意向を尊重したり同調的にかかわろうとしながら行われていると考えられる。ケー
タイメールに対するこのような姿勢が，ケータイメールを行う際に相手に様々な注意や関
心を向け，相手の心情を強く意識したり感情の共有化をはかろうとしたりする意識となっ
て表れていることが本章の結果からうかがえた。しかもこの傾向はケータイメールへの依
存度が高い者ほど強く，このような様相は高校生だけでなく大学生にも認められた。大学
生相当の年齢層における発達課題の一つは，自己を他者から分離して独立した存在として
捉えられるようになることであるとされている（福丸，2006）。本章の結果より，大学生
の時期になってもケータイメールに依存し，それによって支えられるコミュニケーション
スタイルを維持していることが示されたが，このような事態は自我の確立という観点から
すれば憂慮されるべき問題といえる。なぜなら，ケータイメールは一日をとおして絶え間
なく行われていることから，ケータイとともに生活する現代の若者は，常に他者の存在を
意識し続けなければならず，自己とじっくり対峙する時間を持つことが難しいと考えられ
るからである。独りでいられる能力の発達は学習や思考などを含むあらゆる自己の可能性
や発達を促進するという Storr（1988）の指摘からも，このような常態は青年期の若者の
心理的発達を遅滞させる要因の一つとなっている可能性を推察させる。しかし，現代の若
者を取り巻くこのような状況が，他者との関係構築や維持といった心理面にいかなる影響
を及ぼすかについては，これまでのところあまりよくわかっていない。中津（2010）が主
張しているように，ケータイメールが新しいコミュニケーションの一形態であるならば，
このようなコミュニケーションのあり方が，ユーザーである若者の心理面にどのような影
響を及ぼすかについて検討していくことは，心理的発達のみならず教育的視点からも重要
な課題となるであろう。教師は，生徒や学生をよく理解するためにもケータイとともに生
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活を送る若者たちの心性や現状を十分に理解しておく必要があり，このためにも，今回の
ような研究は今後盛んに行われる必要があり時代の要請でもあろう。ケータイの所持が
年々低年齢化している現状から，若年者のうちから常に他者を意識し続けなければならな
いような環境にいることは，健全な精神的発達にも負の影響を及ぼす可能性がある。また，
相手の立場でものごとを考えたり集団の意向を尊重しようとしたりすることは，円滑な人
間関係を構築したり維持したりするために大切であろうが，このような心理が過度に作用
することは成長段階にある青年期の若者たちの思考に制限を加えることにもなりかねない。
このような状況から考えると，友人とのコミュニケーションをケータイメールに依存しな
がら行おうとする態度には様々な問題が潜んでいる可能性が大きく，青年期の若者たちの
健全な精神的発達に負の影響を及ぼしかねないと結論づけられる。  
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4 章   青年期のケータイメールと孤独感 [研究 2] 
 
 
4.1   本章の目的と方法 
 
 
 4.1.1   目的 
 
青年期における発達課題の一つとされる自我の発見には，大きな孤独の体験が伴うとい
われている（加藤，1987）。また，孤独感の体験は人間の存在に必然的に備わっているも
ので，自我を意識し自立へと向かう時期には非常に強い孤独感に襲われるとされ（河合，
1987），思春期の年代ではすでに経験されているといわれている（Sullivan，1953）。この
ように，孤独感は青年期の心理的発達課題と非常に深い関わりをもつ感情であり，青年期
は他の年齢層よりも孤独感を生起しやすく（落合，1989），青年期が一生の各時期のなか
では最も孤独感を強く感じるといわれている（Rubinstein，Shaver，& Peplau，1979）。
一人でいることができる能力や，思考を深めて自己の内面に向き合う姿勢は，孤独でいる
ことによって促進される（Storr，1988）。  
青年期は，それまでに経験したことのない感情が多く発生する時期であり，その代表的
な感情の一つに孤独感が挙げられることは先述のとおりである。このような孤独感に関す
る概念の説明や定義に関しては 1.3.5 でも述べたとおりであるが，わが国の孤独感研究で
は，Russell，Peplau，& Cutrona（1980）または落合（1982）に従うものが多い。Russell 
et al.（1980）は，「人間関係において，こうありたいと願う願望が十分に満たされないよ
うなときに感じる感情」と孤独感を定義し，孤独感を一次元的に捉えた。これに対して落
合（1983）は，「親密な関係を持とうとしながらそれが実現しない場合，人間同士の理解
や共感は難しく，自分は一人だと感じる心性であり，それは，自分を含む人間の個別性に
気づくことによって変化する」と多次元的に定義した。このように落合（1982）は，“人
間同士は共感することができるかどうか”と“人間の個別性の自覚がなされているかどう
か”についての 2 つの軸から孤独感を捉え，これらを組み合わせることによって孤独感を
4 つのタイプ（以後，孤独感タイプとよぶ）に分類し，高校生を境に孤独感の質は大きく
変化すると結論づけた（孤独感の詳細については，4.2.4「質問紙調査の構成  c 孤独感の
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類型判別尺度」で詳しく述べる）。心身ともに急激な成長を呈する青年期の孤独感に着目す
るといった観点から，本章で扱う孤独感の定義は，心理的発達に伴う孤独感の変化を仮定
した落合（1982）の見解に依拠するものとした。 
ここで，ケータイメールの利便性をいかに評価し，そこにどのような効用を期待するか
といった効用認知の個人的捉え方は，ケータイメール利用のあり方や孤独感タイプに依存
したかたちでの個人差が存在する可能性が考えられる。五十嵐ら（2003a）は，大学新入
生を対象とした調査の結果として，ケータイメールの機能的利便性や親和充実機能を高く
認知している人ほど孤独感は軽減されると報告している。現代の若者にケータイメールが
これだけ急速に広まった背景には様々な要因が挙げられるだろうが，孤独感とケータイメ
ール利用の関係を検討する枠組みのなかに，効用認知といった視点を組み入れることによ
って，ケータイメールが若者たちに与える影響をより多角的に捉えることができるものと
期待される。  
青年期の孤独感の役割については，これまでに多くの指摘がなされてきている。例えば，
孤独の体験こそが自我の自律のための原体験となることや（小此木，1979），自分の内面
を見つめることで自我の目覚めが起こること（落合，1974），青年期の孤独感はアイデン
ティティの確立に必要不可欠なものであることなどである（諸富，2001）。また，青年期
の孤独感は，親への依存から脱却し自立しようとする独立意識と深く関連することが多く
指摘されている。例えば，青年が自律性を身につけて独立する過程には，孤独感が大きく
伴うことや（工藤ら，1986），成熟した孤独感を感じている者ほど独立意識が高いこと（吉
山，1992）などである。このように，孤独感を抱くことは，青年期の若者たちにとって自
我を発見し親の依存から離れる過程で避けることができない感情であり，重要な意義をも
つといわれている。青年期の若者たちが孤独感に浸りながらじっくりと自分に向き合い，
自我を模索し自立していくことは，発達心理学や青年心理学の立場からも強調されている。 
このように，青年期の自我形成過程には孤独の体験が伴うとされているが，彼らの心理
的発達や人間関係の構築にケータイメールはどのような影響を及ぼしうるのであろうか。
ケータイメールの存在は常に誰かとの時間を共有させ，物理的には一人でいたとしても心
理的には完全に一人になることを不可能にする（正高，2006）。ケータイメールによって
一時も途切れることなく友人とのつながりを求めようとする態度は，自分だけの時間を確
保しじっくりと自己に対峙して孤独を感じる機会を奪っているのではないだろうか。 
ケータイメールの利用と孤独感の関連を検討した先行研究によれば，社交性の高い人ほ
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どケータイメールを多用し孤独感が低いことや（北村，2005），ケータイメールが対人緊
張や孤独を和らげるうえで有効であることなど（都築ら，2000），孤独感に対するケータ
イメールのポジティブな効果に焦点をあてた報告がある。しかしその一方では，孤独に対
する耐性の低い者ほど友だちとのケータイメールのやりとりが多いことや（中村，2003），
孤独を解消する目的でケータイメールはくり返し行われているなどのように（辻，2005），
ネガティブな側面に焦点をあてた報告も多い。近年では，青年期の若者たちの精神的な発
達とケータイメールの関係から，ケータイの急速な普及を問題視する指摘が多くなされて
いる。例えば，ケータイメールによる絶え間のないつながりがアイデンティティを不安定
にする可能性を指摘したものや（辻，2005），ケータイメールによる対人関係は，依存から
独立へと移行する人間の心理的成長を妨げるなどといった主張である（中津，2010）。 
このように，現代の若者たちのケータイメール利用と孤独感や独立意識との関連につい
ては，肯定的知見と否定的知見がともに指摘されており，現在のところ共通の見解は得ら
れていない。ケータイメールの利用が孤独感タイプと独立意識にどのような影響を及ぼし
ているのかについて検討することは，現代青年を理解するうえで相応の意義を持つと考え
られる。 
以上の議論より，本章では高校生と大学生を対象に，ケータイメールの利用と孤独感の
成熟やケータイメール利用の効用認知，独立意識といった心理特性との関連性を探ること
を目的とした。 
ところで，これまでの青年期のケータイメール利用と孤独感に関する研究の多くは，大
学生が調査対象の中心となっている点にも触れておきたい。青年期と称される時期には広
い年齢層が含まれ，現代ではほとんどの高校生がメールを行なっている現状（文部科学省，
2009a）を鑑みると，青年期のケータイメール利用と孤独感の関係を探るうえでは，心理
的な発達に伴う孤独感の様相の変化を考慮するためにも，大学生だけでなくさらに広い年
齢層を調査対象に含める必要があると考えられる。ここで，落合（1982）は，孤独感の構
造に関して，対他的次元と対自的次元の 2 次元から構成されるのは高校生以降であり，中
学生段階での孤独感は対他的次元のみから成っていると述べている。この理由から，本章
では，次元構造が異なるとされる中学生を除外し，高校生と大学生を対象に研究を進める
ことにした。また，落合（1983）による孤独感の構造に関する一連の研究では，性差につ
いては論じられていない。しかし，これまでも述べてきたように，ケータイメールの過剰
利用や依存傾向には性差が認められており，例えば，大学生では女性は男性よりもケータ
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イメールを対人関係の強化に役立てていることを示した報告（黒角ら，2005）のように，
ケータイメールの利活用をめぐる研究には，ユーザーの性差について論じたものも散見さ
れる。そこで本章では，他章と同様に性差要因も分析対象に加えることにした。 
 
 
 4.1.2   方法 
 
高校生と大学生を対象に，ケータイメール利用と孤独感の成熟や効用認知，独立意識と
いった心理特性との関係を探るために，質問紙調査を行った。 
以下，4.2 では質問紙調査の実施概要を説明する。4.3 では孤独感，ケータイメールの効
用認知，独立意識のそれぞれごとに，学校種，性別にケータイメール依存度の高低によっ
てどのような違いがみられるかについての仮説を設定し，4.4 では分析の結果，4.5 では分
析結果に基づいた考察をそれぞれ述べる。最後の 4.6 では，4 章全体のまとめを行う。 
 
 
 
4.2   質問紙調査の実施 
 
 
   4.2.1   質問紙の概要 
 
ケータイメールへの依存の程度と孤独感の類型判別，ケータイメールの効用認知，独立
意識を測定するための質問紙調査を実施した。本章で用いた質問紙は巻末の付録 3 に付し
たが，設問内容の概要を表 4-1「質問紙内容の概要（研究 2）」に示した。 
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表 4-1 質問紙内容の概要（研究 2）  
質問内容  回答方法  
付録 3 の  
質問紙内での  
対応設問番号  
a 
ケ ー タ イ の 利 活
用 と ケ ー タ イ メ
ー ル 利 用 の 実 態
を 把 握 す る た め
の質問紙  
表 2-1 と同一の質問によって構成さ
れる  
選択回答  
・自由記述  
質問紙 1 
1. (1)-(3) 
2. (1)-(12) 
b 
携 帯 メ ー ル 依 存
尺度  
ケータイメールへの依存度を測定す
るための尺度で，全 15 項目の質問
から構成される  
選択回答  
（5 件法）  
質問紙 2 
(1)-(15) 
c 
携帯メールの効
用認知尺度  
ケータイメール利用が，実際の対人
関係の様態などにどのような影響を
与えているかを測定するための尺度
で，全 16 項目の質問から構成され
る  
選択回答  
（5 件法）  
質問紙 3 
(1)-(16) 
d 
孤独感の類型判
別尺度  
孤独感を成熟の程度によって類型化
しようとするための尺度で，全 16
項目の質問から構成される  
選択回答  
（5 件法）  
質問紙 4 
(1)-(16) 
e 独立意識尺度  
 親からの心理的独立過程における
独立意識を測定するための尺度で，
全 20 項目の質問から構成される  
選択回答  
（5 件法）  
質問紙 5 
(1)-(20) 
 
 
 
 4.2.2   インフォーマント 
 
1 都 3 県に通学する男女高校生と大学生を対象に調査を実施した。本調査の結果，未記
入や欠損値が認められた回答はすべて分析の対象から外した。本調査の結果，分析データ
として使用したインフォーマントを表 4-2「インフォーマントの構成（研究 2）」に示した。 
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表 4-2 インフォーマントの構成（研究 2） 
 男子  女子  計  
高校生  165 161 326 
大学生  191 192 383 
計  356 353 709 
単位（人）    年齢層  : 15-25 歳 ，平均年齢  : 18.4 歳（SD＝2.1） 
 
 
 
4.2.3   調査時期と実施方法  
 
2012 年 9 月から 12 月にかけて調査を実施した。調査はすべて授業時間を利用して実施
した。  
 
 
4.2.4   質問紙の構成 
 
質問票は巻末の付録 3 に付したものを用いたが，ここでは，ケータイメールへの依存度，
孤独感の類型判別，ケータイメールの効用認知，独立意識を測定するための 4 つの尺度の
内容について述べる。表 4-1 における質問内容 a「ケータイの利活用とケータイメール利
用の実態を把握するための質問紙」の質問項目の詳細については付録 3 を参照されたい。 
 
a. ケータイの利活用とケータイメール利用の実態を把握するための質問 
ケータイの利活用とケータイメール利用の実態を把握するための質問は，研究 1 で用い
たものと同一のものである。大きくはインフォーマント，ケータイ，ケータイメールにつ
いての質問からなり，インフォーマントについては「年齢」や「学年」など 3 つの質問，
ケータイについては「所持の有無」や「最もよく利用する機能」など 3 つの質問からなる。
また，ケータイメールについては「最も利用するメール機能」や「メールの開始時期」な
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ど 9 つの質問からなる。 
b. ケータイメールへの依存度を測定する尺度 
研究 1 では，Young（1998）が作成したインターネット中毒尺度を和田（2002）が携帯
メール依存尺度として改定したものを用いたが，本章では，吉田ら（2005）によって作成
された「携帯メール依存尺度短縮版」を用いた。本尺度も研究 1 で用いた携帯メール依存
尺度と同様，Young（1998）によるインターネット依存の考え方に基づいて吉田ら（2005）
が，Armstrong，Phillips，& Saling（2000），Morahan-Martin，& Chumacher（2000），
Wang（2001），Caplan（2002）による既存の 4 つのインターネット依存尺度を参考に作
成したものである。研究 1 で用いた尺度には下位尺度が設定されていないが，本尺度は“情
動的な反応”，“過剰な利用”，“脱対人コミュニケーション”の 3 つの下位尺度から構成さ
れているために，ケータイメール依存のあり方を多面的に捉えることが可能になる。ケー
タイメール利用と依存との関連や，本章が扱う心理や感情をより詳細に検討し理解しよう
とするためには，研究 1 で用いた尺度より本尺度の方が適していると考えることから，本
章では吉田ら（2005）による本尺度を用いた。 
本来の携帯メール依存尺度は全 56 項目からなるが，本来の尺度と変わらない精度でよ
り簡便に調査できるように改良されたものが，本章で用いた携帯メール依存尺度短縮版で
ある。本尺度は，ケータイメールの利用に伴って変化する情動をみようとする“情緒的な
反応”（項目例:「相手からなかなかメールの返事が来ないと，不安になる」），ケータイメ
ールの過剰な利用をみようとする“過剰な使用”（項目例:「人と話しながらでも，メール
を打つことがある」），対面コミュニケーションを代替し強化するものとして利用している
かどうかをみる“脱対人コミュニケーション”（項目例:「メールでしか自分の本心を相手
に伝えられない」） の 3 つの下位尺度から構成される。全 15 項目の質問からなり,「全く
あてはまらない」から「常にあてはまる」までの 5 件法により回答を得る。得点範囲は，
各下位尺度が 5-25 点，尺度全体で 15-75 点である。ここで尺度全体を単純加算し平均値
を求めたところ 34.9 点，中央値が 35 点であったことより，15-34 点をケータイメール依
存度低群，35-75 点をケータイメール依存度高群として，高・低 2 水準で検定を行った。 
c.  携帯メールの効用認知尺度 
本尺度は，ケータイメールの利用が，実際の対人関係の様態などにどのような影響を与
えているかを測定するための尺度であり，五十嵐ら（2003a）が大学新入生を対象に，ケ
ータイメールの利用が入学後の孤独感にどのような影響を与えるかを検討する目的で作成
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されたものである。本尺度は，ケータイメールへの効用認知が社会的ネットワークに変化
をもたらし，その結果として孤独感が変化するというモデルに依拠して開発された。ケー
タイメールによって友人関係の形成や親密感の増大が円滑に行われるかどうかをみようと
する“親和充実”（項目例:「携帯電話のメールを使っていると，友だちの存在がより身近
になる」），周囲の人に知られることなく，相手とミュニケーションがとれたりしているか
どうかをみようとする“利便性”（項目例:「携帯電話のメールを使うと，周りの人に知ら
れずにやり取りができるので，便利である」），自分の行動が見張られたり，他人から束縛
されたりしていると感じるかどうかの程度をみようとする“束縛・不快感” （項目例:「携
帯電話のメールによって，自分の行動が常に他人に見張られている気がする」）の 3 下位
尺度から構成される。全 16 項目の質問からなり,「全くそう思わない」から「非常にそう
思う」までの 5 件法により回答を得る。得点範囲は，親和充実 9-45 点，利便性 4-20 点，
束縛・不快感 3-15 点，尺度全体で 16-80 点である。 
d. 孤独感の類型判別尺度 
1.3.5 でも述べたように，孤独感の捉え方の違いによって孤独感を測定するための尺度も
いくつか開発されている。孤独感関連の研究では，孤独感を一次元的に測定しようとした
Perlman et al.（1981）と，多次元的に捉えようとした Schmidt，& Sermat（1983）や
落合（1983）による測定尺度が多く用いられている。本章では，心身ともに急激な成長を
呈する青年期の孤独感に着目するといった観点から，孤独感が対人的感情から実存的感情
へと変化することに着目した落合（1982）による孤独感の定義に依拠して検討を進めるこ
とにした。具体的には，孤独感を測定する尺度としては，孤独感を成熟の程度によって類
型化した落合（1982）による孤独感の類型判別尺度（LSO）を用いた。LSO は，孤独感
を“人間同士は共感することができるかどうか”という，人との関係に関わる対他的次元
U 因子（以後，LSO-U と呼ぶ）と“人間の個別性の自覚がなされているかどうか”という，
自己のあり方についての意識に関する対自的次元 E 因子（以後，LSO-E と呼ぶ）の 2 つ
の次元から構成されている。これら対他的次元と対自的次元は心理的発達に伴って変化し，
孤独感の構造もそれに伴って成熟するとされている。LSO は，こうした成熟する孤独感を
判別し類型化するための尺度である。LSO の尺度得点によって分類される孤独感の類型に
ついては，表 4-3「LSO の尺度得点による孤独感の類型」に示したとおりである。 
LSO は，「人間は，他人の喜びや悩みを一緒に味わうことができると思う」などの質問
からなる“LSO-U”，「結局，自分は一人でしかないと思う」などの質問からなる“LSO-E”
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の全 16 項目からなり，「いいえ」から「はい」までの 5 件法により回答を得る。LSO-U
は 9 項目からなり－18 から 18 点，LSO-E は 7 項目からなり－14 から 14 点で得点化され
る。LSO-U と LSO-E から得られた得点を，それぞれ 0 点を基準として二分した後，それ
ぞれを組み合わせることによって，孤独感は A 型から D 型までの 4 タイプに分類される。
4 類型に分類される孤独感のあり方は，次のとおりであるが，LSO-U または LSO-E にお
いてそれぞれ 0 点を示した場合は，4 タイプのいずれにも属さないことから分析の対象に
は含めない。 
A 型 : 自分の周りに人がいないなど，一人ぼっちの状態で寂しさを感じる最も次元の低
い孤独感。 
B 型 : 自分の周りに人がいるのにもかかわらず，その人と心が通じないとか，自分をわ
かってくれる人がいないなどと感じる孤独感。 
C 型 : 表面的にはうまくつき合っているようでも自分からは心を開かず，他者から孤絶
した状態で感じる孤独感。 
D 型 : 運命的諦観から孤独を感じて認識しながらも，他者との連帯を重視しようとする
最も高い次元で感じる孤独感。 
このように 4 タイプに分類される孤独感だが，落合（1999）は，孤独感が対人的感情か
ら実存的感情へと変化することに着目し，心理的発達に伴い孤独感は A 型から B 型，C 型
の順序を経て D 型ヘと変化するとの帰結をみている。 
本章で調査対象者を分類した結果，B 型を示した女子が 18 名（全体に占める割合が 3.0%）
と非常に少なかったことと，本章では孤独感が B 型から C 型を経て成長するといった成熟
の順序に固持するものではないことから，孤独感の成熟過程で中間の位置を占める B 型と
C 型を統合して，孤独感の成熟途上段階とみなして分析を進めることにした。この手続き
により，A 型を「未成熟型の孤独感（以後，未成熟型とよぶ）」，B 型と C 型をあわせて「成
熟途上型の孤独感（以後，成熟途上型とよぶ）」，D 型を「成熟型の孤独感（以後，成熟型
とよぶ）」と孤独感タイプを改めて 3 分類化したうえで分析を行った。落合（1983）は，
本来，孤独感が A 型から D 型へと“変化する”過程を“成熟する”という表現は用いてい
ない。しかし吉山（1992）は，LSO との関連が予想される青年期の傾性を研究した際に，
D 型を“成人として成熟した特性を備えた孤独感のタイプ”であると述べている。これを
もとに本研究では D 型を「成熟型」，これに対極する A 型を“成人として成熟した特性を
まだ備えていない孤独感”という意味において「未成熟型」，B 型と C 型を“成人として
111 
 
成熟する途中過程にある孤独感”という意味において「成熟途上型」とよぶことにした。 
落合（1999）は中学生までと高校生以降の孤独感とではその構造が大きく異なると述べ
ていることから，本章の調査対象者から中学生を除外したことは，すでに述べたとおりで
ある。しかし，高校生とはいえ中学生と同様の孤独感構造を示す者のいる可能性は否定で
きない。このような可能性から，高校生と大学生とを同一の尺度を用いて同一の次元で比
較したり検討したりすることの妥当性に疑問を呈する向きもあるかもしれない。しかし，
落合（1999）は，高校生と大学生との孤独感の構造について比較検討を行った結果，高校
生と大学生とはほぼ同様の構造を示しており中学生のそれとは異なると述べていることか
ら，高校生と大学生の孤独感を一律に比較検討することに問題はないと判断した。  
 
 
 
表 4-3 LSO の尺度得点による孤独感の類型  
 
    LSO-E 
人間の個別性に気づいている  
 LSO-U 気づいていない  （－14～－1 点）  
気づいている  
（1～14 点）  
人間同士は理解・共
感できると思って
いる  
できると思っている  
（1～18 点）  A 型  D 型  
できないと思っている 
（－18～－1 点）  B 型  C 型  
 
 
 
 
e. 独立意識尺度 
本尺度は，加藤・高木（1980b）によって作成された，親から心理的に独立しようとす
る過程での意識を測定するための尺度である。本尺度は，自分の人生は自らが築こうとす
る程度をみる“独立性”（項目例:「自分の人生を自分で築いていく自信がある」），親から
の心理的独立が図られているかどうかをみる“親への依存”（項目例:「親といるだけで何
となく安心できる」），親や教師など周囲の大人に反抗したくなるかどうかをみる“反抗・
内的混乱”（項目例:「親を理解しようと思うのだが，つい反抗し，けんかになることが多
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い」）の 3 尺度から構成される。“独立性”は意欲性や活動性，“親への依存”は几帳面さ
や誠実さ，“反抗・内的混乱”は反社会性にそれぞれ関係するとされている（加藤ら，1980b）。
全 20 項目の質問からなり,「全く自分にあてはまらない」から「全く自分にあてはまる」
までの 5 件法により回答を得る。得点範囲は，独立性 10-50 点，親への依存 5-25 点，反
抗・内的混乱 5-25 点，尺度全体で 20-100 点である。 
 
 
 
4.3   仮説 
 
 
本章では，高校生と大学生を対象に，孤独感のタイプや学校種，性別の違いがケータイ
メール依存度やケータイメールの効用認知にどのように関係しているか，また，孤独感の
タイプの違いやケータイメールへの依存度の高低が独立意識にどのように関係しているか
について，以下のように仮説 5 から仮説 7 を設定し，それぞれの仮説が支持されるかどう
かについて検証した。 
 
 
 4.3.1   ケータイメールへの依存度と 孤独感タイプ （仮説 5） 
 
ケータイメールと孤独感との関係については，これまで多くの知見が示されている。例
えば，ケータイメールの利用頻度と孤独不安とは正の相関を示すことや（辻，2006），ケ
ータイメール・コミュニケーションは孤独を和らげ，相手を身近に感じる親和感情に結び
ついているという指摘（都築ら，2000）のように，ケータイメールと孤独感との間のポジ
ティブな関連性を強調したものがあるのに対して，ケータイメール利用は内容よりもやり
取りをすること自体が重要であり，つながりの空白や孤独の顕在化を避けようとするネガ
ティブな依存を伴うとする見解（辻，2006）のように，ネガティブな面を強調したものも
ある。 
また，ケータイメールの利用が孤独感に及ぼす影響として，ケータイメールの利用頻度
が高い若者ほど孤独に対する耐性と孤独感がともに低いことや（中村，2003），高校生で
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孤独感の高い者はケータイメールの利用頻度が高いこと（緒方・和泉・北池，2006）など
といった知見が報告されている。また，ケータイメールと孤独感の関連性からはやや離れ
るが，孤独感が未成熟な者には自己に対する理解者の欠如感を抱いている者が多いことや
（落合，1974），理解者の欠如により孤独感に非常に隣接した感情である疎外感を感じる
ようになること（杉浦，2000），大学生の性差を扱った研究では，女子は男子よりも束縛
を強く感じながらケータイを行っているとする知見（石川，2006）なども報告されている。 
ケータイメールの利用頻度が高い者はそうではない者と比べると，誰かとつながってい
る時間が長く，明らかに一人ぼっちになって孤独を体験したり，自己と対峙したりする時
間が奪われている。よって，ケータイメールの利用頻度が高い者ほど，自己の内面にじっ
くり向き合う時間が少ないことが予想される。さらに，このような傾向は，孤独感が未成
熟な者ほど強いことが推察される。また，性差を扱った研究では，女子高校生は複数の友
人に支えられたいという心理から，一人でいることに対して恐れの感情を抱いているとす
る指摘（佐藤，1995）などが報告されている。これらは，男子に比べて女子においてケー
タイメール利用と孤独感との関連が顕著に認められる可能性を予見させる。 
以上，ここでの仮説はつぎのようになる。『孤独感が未成熟な者は，ケータイメールへ
の依存度が高く，ケータイメールの利用頻度は高いであろう。また，この傾向は，男子よ
り女子で強いであろう（仮説 5）』。 
ここで，仮説 5 が正しければ，具体的に以下のような結果が予想される。 
孤独感が未成熟な者は，成熟した者と比べてケータイメールへの依存が高く，ケータイ
メールの利用頻度は高くなるであろう。それぞれの下位尺度については，ケータイメール
の“過剰な使用”得点は，先行研究で多く指摘されているように，女子が男子よりも高く
なるであろう。“脱対人コミュニケーション”得点については，孤独感が成熟した者は未成
熟な者よりも高くなるであろう。しかし，“情動的な反応”得点については，これだけケー
タイが普及している状況を考えれば，孤独感の成熟による影響は受けないであろう。 
 
 
4.3.2    孤独感タイプとケータイメールの効用認知 （仮説 6） 
 
これまでに，ケータイメールの利用が多い若者ほど孤立を恐れる心理が強いことや（中
村，2003），ケータイメールは人間関係を広くしたり深めたりするために有用なコミュニ
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ケーションツールであること（足立・高田・雄山・松本，2003），ケータイメール利用に
は強い親和感情が伴うことなどの知見（都築ら, 2000）が報告されている。また，性差を
扱った研究では，女性は男性と比べてケータイメールが対人関係の強化に役立つと考える
傾向が強いことが見出されている（黒角ら，2005）。これらの知見を踏まえた上で，孤独
感とケータイメール利用における効用認知との関連性について考えられることは，低い次
元で孤独感を感じている者ほど孤独感を解消しようとする目的でケータイメールを行い，
相手との親和充実をはかることによって孤独から自己を守り精神的な安定を保とうとして
いるのではないかということである。換言すれば，孤独感の成熟とケータイメールの効用
認知は相互に関連し，孤独感が未成熟な者ほど孤独から自己を守るためにケータイメール
を積極的に利用することが予想される。また，女子は男子よりもケータイメールを積極的
に利用しているという実態から，ケータイメール利用の効用認知には性差による違いが認
められる可能性がある。 
以上，ここでの仮説はつぎのようになる。『孤独感の発達が未成熟な者ほど，ケータイ
メールの効用をよく認知しているであろう。また，女子の方が男子よりも認知しているで
あろう（仮説 6）』。 
ここで，仮説 6 が正しければ，具体的に以下のような結果が予想される。 
ケータイメールの多用者は孤独感が低く，孤独に耐える力が欠如しているといわれてい
ることから（中村，2003），孤独感が未成熟な者ほどケータイメールによっていつでも誰
かとつながることで孤独を回避しようとする傾向が強いのではないかと考えられる。よっ
て，孤独感が未成熟な者ほど，ケータイメールは孤独から自分を守るために役立っている
といった効用をよく認識しながらケータイメールを利用しているのではないかと考えられ
る。これに対して孤独感が成熟した者は，孤独に対する耐性も備わっており，一人でいる
ことに対して孤独感が未成熟な者よりも不安を感じることは少ないと考えられる。これよ
り，孤独感が未成熟な者は，成熟している者よりもケータイメールに期待する意識は高い
と考えられるため，孤独感が未成熟な者ほどケータイメール効用認知尺度得点は高くなる
であろう。また，女子は男子よりも積極的にケータイメールを利用している現状から，女
子は男子よりもケータイメールをより認知した状況下で利用していると予想される。これ
らの傾向は，本尺度の下位尺度である“親和充実”についても同様に認められるであろう。
しかし，下位尺度の“利便性”や“束縛・不快感”については，これだけケータイやケー
タイメールが一般的に普及し，身近で少人数の親しい友人との間でやりとりが行われてい
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る現状から考えて，現代の若者たちがケータイメールに対して束縛感や不快感を抱いてい
るとは考え難い。また，とりたててケータイメールに利便性を感じながらそのやり取りが
行われているとも考え難い。よって，下位尺度の“利便性”や“束縛・不快感”は，孤独
感タイプの影響は受けないと予想される。 
 
 
 4.3.3   独立意識のあり方とケータイメール依存度と孤独感タイプ （仮説 7） 
 
青年期の自我の形成に関して落合（1974）は，自己の内面をじっくり見つめることによ
って自我の目覚めが起こると述べ，小此木（1979）も孤独感を抱えながらもそれに耐え続
け，自己の存在を意識する結果として自我が発見されると述べている。このように，孤独
感を抱えながら自己に対峙する姿勢は，青年期の若者たちが自我を確立して親から独立し
ていく過程では避けることができないものである。一方，1.1.1 でも述べたように，青年期
の不安定な自己を安定させるために重要な他者は友人であり，その友人とは親密性中心の
関係を築き（Damon，1983），その関係のなかから自己を発見していくといわれている（長
沼ら，1998）。このように，青年期の若者が自我を発見し親から独立する過程では，友人
との親密な関係が必要不可欠であることがわかる。 
現代社会での友人関係は，ケータイメールを介して構築されることも多く，自我の形成
や親からの独立といった青年期における重要な課題を成し遂げるために，ケータイメール
が大きく関わっていると考えられる。ケータイメールの利用が多い若者は，外向的で対面
コミュニケーションも活発であり，友人も多く深い人間関係を好むといわれている（橋元，
1998 ; 中村，2003）。また，高校生の女子では，親への依存性と親からの独立性がともに
強まることや（加藤ら，1980b），青年期の女子は男子よりも，同性の友人に自己開示する
ことや相互依存することを望んでいるなどの報告がなされている（和田，1993）。 
これらの知見より，独立意識のあり方とケータイメール依存度や孤独感との関連性に関
して以下のような仮説を設定した。まず，孤独感が成熟した者ほど孤独感などの否定的感
情に対する耐性が強いためにケータイメールへの依存が少なく，必要に応じたケータイメ
ールの利用の仕方をしていると考えられる。逆に，孤独感が成熟していない者は孤独に耐
えることができずに，メールの利用頻度は高まると考えられる。また，このように考える
と，孤独感が成熟した者は友人たちと適度な距離を適切に保ちながら自立し独立していく
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ことが可能であると考えられることから，孤独感が成熟した者ほど独立意識は高いのでは
ないかと予想される。 
以上，ここでの仮説はつぎのようになる。『孤独感が成熟し，かつ，ケータイメールへ
の依存度が高い者ほど独立意識は低いであろう（仮説 7）』。 
ここで，仮説 7 が正しければ，具体的に以下のような結果が予想される。 
青年期において，親から独立し自立していこうとする際に発生する不安定さを緩和する
のは友人との良好な関係である。この考えに基づくと，独立が十分になされずに不安定な
心理状態にある者ほど友人とのつながりを強く希求していると考えられる。また，孤独感
の成熟と独立意識は大きく関係していると考えられ，ケータイメールへの依存度が高い者
ほど独立意識は低く，また，孤独感が成熟した者ほどケータイメールへの依存度は低くな
るであろう。下位尺度である“独立性”については，ケータイメールへの依存が高い者ほ
どその得点は低く，また，孤独感が成熟した者ほどその得点は高くなり，“親への依存”と
“反抗・内的混乱”は，ケータイメールへの依存度が高く，孤独感が未成熟な者ほどその
得点は高くなるであろう。 
 
 
 
4.4   結果 
 
 
以下では，まず，孤独感を成熟の度合いによって分類した孤独感のタイプ別構成割合を，
落合（1999）の調査結果とともに示す。続いて，孤独感タイプとケータイメール利用が，
ケータイメールへの依存度やケータイメールの効用認知に及ぼす影響を検討するために，
ケータイメール依存度，効用認知を従属変数として，学校種（高校生，大学生）×性別（男
子，女子）×孤独感タイプ（未成熟型，成熟途上型，成熟型）の 3 要因分散分析を行った
結果を述べる。また，独立意識のあり方が，ケータイメールへの依存度や孤独感タイプの
違いとどのように関連するかについて検討するために，独立意識を従属変数としたケータ
イメール依存度（低群，高群）×孤独感タイプ（未成熟型，成熟途上型，成熟型）の 2 要
因分散分析を行った。そして，そこから得られたケータイメール依存度，孤独感タイプの
違いが独立意識とどのように関係していたかについての結果を述べる。なお，それぞれの
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分散分析の結果を示した表では，有意差が認められた要因の結果のみを記載し，下位検定
の結果は本文中に記載した。また，多重比較を行った際は，すべてライアン法（α＝.05）
を用いた。 
 
 
  4.4.1   孤独感のタイプ別構成割合 
 
落合（1983）が示した分類方法に従い，4.2.4 でも述べた理由により，LSO による A 型
を“未成熟型”，LSO による B 型と C 型を“成熟途上型”，LSO による D 型を“成熟型”
の 3 タイプに再分類した。学校種，性別による構成割合は，表 4-4「学校種・性別による
孤独感のタイプ別人数と構成割合(%)」のとおりである。ここで，学校種，性別ごとの人数
を合計すると 4.2.2 の人数よりも少なくなる。これは，上述のとおり，LSO を分類する際
に LSO-U，LSO-E それぞれの得点を合計した際に 0 点を示した者を除外したことによる。
以降の孤独感に関連する分析におけるサンプルサイズは，表 4-4 に示した人数となる。 
 
 
 
表 4-4  学校種・性別による孤独感のタイプ別人数と構成割合（%） 
   男子    女子   
  
未成熟型 
（A 型）  
成熟途上 型 
（B 型＋C 型）  
成熟型  
（D 型）  
未成熟型 
（A 型）  
成 熟 途上 型 
（B 型＋C 型）  
成熟型  
（D 型）  
高校生  N 39 75 22 54 52 28 
 % 28.7 55.1 16.2 40.3 38.8 20.9 
大学生  N 60 70 39 50 58 54 
 % 35.5 41.4 23.1 30.9 35.8 33.3 
合計  N 99 145 61 104 110 82 
 % 32.5 47.5 20.0 35.1 37.2 27.7 
単位（%），割合は学校種と性別ごとに占める割合  
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表 4-4 に示したとおり，孤独感のタイプ別構成割合は，高校生では孤独感が未成熟型の
者の割合は男子で 28.7%，女子で 40.3%，孤独感が成熟型の者の割合は男子で 16.2%，女
子で 20.9%であり，孤独感が未成熟型，成熟型ともに女子の割合が男子よりも多かった。
また，大学生では孤独感が未成熟型の者の割合が男子で 35.5%，女子で 30.9%，孤独感が
成熟型の者の割合が男子で 23.1%，女子で 33.3%と，孤独感が未成熟型の者は女子よりも
男子の方が多く，成熟型の者は男子よりも女子の方が多かった。ここで女子は，高校生か
ら大学生へと移行するのに伴って孤独感が未成熟型の者が 40.3%から 30.9%へと減少し，
成熟型の者は 20.9%から 33.3%へと増加した。しかし男子では，孤独感が成熟型の者が
16.2%から 23.1%へと増加したものの，未成熟型の者も 28.7%から 35.5%へと増加した。 
孤独感は高校生から大学生の時期にかけて大きく成熟するといわれているが（落合，
1999），落合（1999）は性差による比較は行っていない。本章の結果から推測されること
は，高校生から大学生にかけての孤独感の成熟は，女子の方が男子よりも早いのではない
かということである。また，大学生の段階で孤独感が成熟している者は，おおよそ男子で
は 4 人に 1 人，女子でも 3 人に 1 人の割合にすぎなかった点も注目に値する。 
落合（1999）は，高校 2 年，大学 2 年，大学 4 年生を対象に調査した孤独感のタイプ別
割合を示している。そこで，本章でも同一学年で行った調査の結果を，落合（1999）の調
査結果と比較する形で表 4-5「落合と本研究における学年ごとの孤独感タイプ別構成割合
(%)の比較」にまとめた。また，それを図式化したものが，図 4-1「落合と本研究における
学年ごとの孤独感タイプ別構成割合(%)の比較図」である。ここでも落合（1999）は，性
別による区分をしていないために，本章もそれに従って男子と女子を加算することによっ
て示すことにした。また落合（1999）の結果には，A 型（本研究での未成熟型）と D 型（本
研究での成熟型）については示されているものの，その中間に位置する B 型と C 型（本研
究での成熟途上型）については示されていない。そこで，落合（1999）の B 型と C 型に
ついては，全体から A 型と D 型を減算することによって算出した。 
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表 4-5  落合と本研究における学年ごとの孤独感タイプ別構成割合(%)の比較 
 
未成熟型  
（A 型）  
成熟途上型  
（B 型＋C 型）  
成熟型  
（D 型）  
 落合  本研究  落合  本研究  落合  本研究  
高校 2 年生  32.5 51.0 30.5 20.6 37.0 28.4 
大学 2 年生  13.0 51.5 22.5 14.2 64.5 34.3 
大学 4 年生  9.1 22.7 11.2 27.3 79.7 50.0 
単位（%）  割合は各学年に占める孤独感タイプの割合  
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図 4-1  落合と本研究における学年ごとの孤独感タイプ別構成割合(%)の比較図  
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表 4-5 と図 4-1 からも明らかなように，孤独感の成熟に関しては，落合（1999）と本調
査の結果には大きな乖離がみられた。落合（1999）の調査結果では，学年の進行とともに
未成熟型の者が 32.5%から 9.1%と減少するのに伴い，成熟型の者が 37.0%から 79.7%と増
加した。大学 4 年生ともなれば，10 人のうちおよそ 8 人は孤独感の成熟がなされ，未成熟
な者は 10 人のうち 1 人に満たないという結果を示している。しかし，本調査の結果では，
学年の進行とともに未成熟型の者は 51.0%から 22.7%と減少し，一方，成熟型の者は 28.4%
から 50.0%と増加して，ともに落合（1999）の結果と同じような傾向を示したが，大学 4
年生では，10 人のうち 5 人しか孤独感の成熟がなされていない結果となった。また，最も
孤独感が成熟していると考えられる大学 4 年生で比較すると，孤独感が成熟した成熟型を
示した者の数は，落合（1999）の調査結果を基準にとると本調査の結果は 0.63 倍と低く，
成熟していない未成熟型の数は 2.49 倍と高い割合を示した。このように，ケータイやケー
タイメールが存在していなかった時期の落合（1999）の調査と，それから十数年の時を経
た本調査の結果を比較すると，このように大きな乖離の存在が確認でき，現代の若者たち
の孤独感の成熟速度が遅くなっていることがわかった。 
 
 
  4.4.2    ケータイメールへの依存度と孤独感タイプ 
 
ケータイメールへの依存度と 孤独感タイプに及ぼす影響を検討するために，ケータイメ
ール依存度を従属変数として，学校種（高校生，大学生）×性別（男子，女子）×孤独感
タイプ（未成熟型，成熟途上型，成熟型）の 3 要因分散分析を行った。その結果を，表 4-6
「学校種・性別・孤独感タイプ別による携帯メール依存尺度得点」に示した。 
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表 4-6  学校種・性別・孤独感タイプ別による携帯メール依存尺度得点 
   男子    女子   
  未成熟型 成熟途上型 成熟型  未成熟型 成熟途上型 成熟型  
≪携帯メール依存尺度得点≫  
高校生  Mean 35.3 34.4 29.8 38.1 32.8 33.2 
 SD 10.8 11.2 9.1 10.6 9.7 8.5 
大学生  Mean 36.9 34.0 32.7 35.7 36.2 35.0 
 SD 11.2 9.2 8.1 9.8 9.9 9.3 
主効果  孤独感タイプ :F（2,589）＝6.44∗∗∗ 
＜情動的な反応得点＞  
高校生  Mean 12.2 12.8 10.7 13.0 11.3 12.1 
 SD 5.2 4.7 4.0 5.0 4.7 4.0 
大学生  Mean 13.1 12.1 11.7 12.4 12.8 11.6 
 SD 5.3 4.7 4.1 5.1 4.6 3.9 
＜過剰な使用得点＞  
高校生  Mean 14.6 11.6 11.0 15.3 12.6 12.8 
 SD 5.0 4.3 4.2 4.1 4.3 3.8 
大学生  Mean 14.7 11.8 13.1 14.5 13.6 14.4 
 SD 5.3 5.2 4.6 4.7 4.0 4.4 
主効果  性別 :F（2,589）＝6.85∗∗，孤独感タイプ :F（2,589）＝13.17∗∗∗∗ 
＜脱対人コミュニケーション得点＞  
高校生  Mean 8.5 10.0 8.1 9.8 8.9 8.3 
 SD 3.9 4.1 3.1 4.2 3.6 3.3 
大学生  Mean 9.1 10.1 7.9 8.8 9.8 9.0 
 SD 3.8 4.0 2.6 3.3 4.0 3.4 
主効果  孤独感タイプ :F（2,589）＝5.85∗∗∗ 
∗p＜ .05， ∗∗p＜ .01， ∗∗∗p＜ .005， ∗∗∗∗p＜ .001 
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分析の結果，携帯メール依存尺度全体に関しては，孤独感タイプの主効果が有意（F（2,589）
＝6.44，p＜.005）であった。多重比較を行った結果，未成熟型は成熟途上型より，未成熟
型は成熟型よりもそれぞれ携帯メールの依存尺度得点が高かった。これより，未成熟型の
者のケータイメール依存尺度得点が孤独感タイプの中では最も高いことが示された。 
しかし，孤独感以外の主効果及び交互作用については 1 次，2 次のいずれにおいても有意
ではなかった。 
続いて，下位尺度得点に関しても同様の分析を行った。その結果，“情緒的な反応”に
関しては，いずれの主効果，交互作用も有意ではなかった。  
“過剰な使用”については，性別の主効果が有意（F（1,589）＝6.85，p＜ .01）であり，女
子は男子よりも“過剰な使用”得点が高いことが示された。また，孤独感タイプの主効果
も有意（F（2,589）＝13.17，p＜ .001）であり，多重比較を行った結果，未成熟型の者は成熟
途上型より，未成熟型の者は成熟型の者よりもそれぞれ“過剰な使用”得点が高かった。
これより，未成熟型の者の“過剰な使用”得点が孤独感タイプの中では最も高いことが示
された。しかし，学校種の主効果及び交互作用については 1 次，2 次のいずれにおいても
有意ではなかった。  
“脱対人コミュニケーション”については，孤独感タイプの主効果が有意（F（2,589）＝5.85，
p＜.005）であり，多重比較を行った結果，未成熟型の者の“脱対人コミュニケーション”
得点は成熟途上型の者よりも低いことが示された。しかし，孤独感以外の主効果及び交互
作用については 1 次，2 次のいずれにおいても有意ではなかった。  
以上の結果をまとめると，携帯メール依存尺度全体では，未成熟型の者にケータイメー
ル依存が認められた。それぞれの下位尺度については，女子は男子より，また，孤独感が
未成熟な者ほどケータイメールを過剰に利用していることが認められた。さらに，孤独感
が未成熟な者は，対面コミュニケーションを代替したり強化したりするものとしてケータ
イメールを利用している訳ではなく，対面で行われるコミュニケーションと同じような意
識でケータイメールを利用しているのではないかと考えられる。  
 
 
  4.4.3   孤独感タイプとケータイメールの効用認知 
 
孤独感タイプとケータイメールの効用認知に及ぼす影響を検討するために，ケータイメ
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ールの効用認知を従属変数として，学校種（高校生，大学生）×性別（男子，女子）×孤
独感タイプ（未成熟型，成熟途上型，成熟型）の 3 要因分散分析を行った。その結果を，
表 4-7「学校種・性別・孤独感タイプ別による携帯メールの効用認知尺度得点」に示した。 
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表 4-7  学校種・性別・孤独感タイプ別による携帯メールの効用認知尺度得点 
   男子   女子    
  未成熟型 成熟途上型 成熟型  未成熟型 成熟途上型 成熟型  
≪携帯メールの効用認知尺度得点≫  
高校生  Mean 42.1 41.4 41.0 44.5 38.0 44.7 
 SD 12.5 10.5 10.2 10.4 11.1 8.4 
大学生  Mean 44.1 43.9 40.8 42.0 39.7 42.5 
 SD 13.4 11.0 10.8 10.0 11.8 10.2 
交互作用  性別×孤独感タイプ:F（2,589）＝3.78∗ 
＜親和充実得点＞  
高校生  Mean 24.8 24.1 24.3 26.4 21.4 26.3 
 SD 9.2 7.3 7.7 7.6 7.3 6.4 
大学生  Mean 26.3 25.2 22.9 24.5 22.3 25.0 
 SD 9.2 7.5 7.6 7.0 7.9 7.3 
主効果   孤独感タイプ :F（2,589）＝3.77∗ 
交互作用  性別×孤独感タイプ:F（2,589）＝4.26∗ 
＜利便性得点＞  
高校生  Mean 12.7 12.1 12.1 12.8 11.5 12.7 
 SD 3.6 3.4 3.8 3.1 4.0 2.7 
大学生  Mean 12.6 12.6 13.1 12.2 11.7 12.6 
 SD 4.3 3.5 3.7 3.6 4.1 3.3 
＜拘束感・不快感得点＞  
高校生  Mean 4.6 5.2 4.7 5.4 5.1 5.8 
 SD 2.0 2.3 1.8 2.0 2.3 2.1 
大学生  Mean 5.1 6.1 4.9 5.3 5.8 4.9 
 SD 2.4 2.5 2.5 1.8 2.5 2.2 
∗p＜ .05， ∗∗p＜ .01， ∗∗∗p＜ .005， ∗∗∗∗p＜ .001 
 
125 
 
分析の結果，携帯メールの効用認知尺度全体に関しては，性別×孤独感タイプの交互作
用が有意（F（2,589）＝3.78，p＜.05）であった。そこで，交互作用の単純主効果をみるため
に下位検定を行なったところ，女子における孤独感タイプの単純主効果が有意（F（2,589）
＝4.99，p＜ .01）であり，多重比較を行った結果，女子では成熟型の者は成熟途上型の者
より，未成熟型の者は成長途上型の者より携帯メールの効用認知度尺度得点がそれぞれ高
いことが示された。これより女子では，成熟型と未成熟型の携帯メール効用認知尺度得点
が成熟途上型に比べて高いことが示された。しかし，いずれの主効果及び性別×孤独感タ
イプ以外の交互作用については 1 次，2 次のいずれにおいても有意ではなかった。  
続いて，携帯メール効用認知尺度の下位尺度得点に関しても同様の分析を行った。その
結果，“親和充実”については，孤独感タイプの主効果が有意であり（F（2,589）＝3.77，        
 p＜.05），多重比較を行った結果，孤独感タイプのなかでは未成熟型が最も“親和充実”得
点が高いことが示された。また，性別×孤独感タイプの交互作用が有意（F（2,589）＝4.26，
p＜.05）であった。そこで交互作用の単純主効果をみるために下位検定を行なったところ，
女子における孤独感タイプの単純主効果が有意（F（2,589）＝6.65，p＜ .005）であり，多重
比較を行った結果，成熟型は成熟途上型より，未成熟型は成熟途上型よりそれぞれ“親和
充実”得点が高いことが示された。これより，女子における孤独感タイプでは成熟型と未
成熟型の“親和充実”得点が成熟途上型よりも高いことが示された。しかし，孤独感タイ
プ以外の主効果及び性別×孤独感タイプ以外の交互作用については 1 次，2 次のいずれに
おいても有意ではなかった。  
“利便性”および“束縛・不快感”の下位尺度得点に関しては，いずれの主効果，交互
作用も有意ではなかった。  
以上の結果をまとめると，携帯メール効用認知尺度全体では，女子の未成熟型と成熟型
の者は，ケータイメールを利用する際にケータイメールは実際の対人関係にさまざまな影
響を与えるという意識やケータイメールを行う際の利便性をよく認知しながら利用してい
ることが認められた。それぞれの下位尺度については，未成熟型の者は，ケータイメール
によって友人関係の形成や親密感が円滑に増大する感覚を強く抱いていることが示された。
また，女子の成熟型の者でも同様にこの感覚が強いことが示された。しかし，利便性や束
縛・不快感については，孤独感の成熟とは関係していなかった。 
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4.4.4   独立意識のあり方とケータイメール依存度と孤独感タイプ 
 
独立意識のあり方が，ケータイメールへの依存の程度や孤独感タイプの違いとどのよう
に関連するかについて検討するために，独立意識を従属変数としたケータイメール依存度
（低群，高群）×孤独感タイプ（未成熟型，成熟途上型，成熟型）の 2 要因分散分析を行
った。その結果を，表 4-8「ケータイメール依存度・孤独感タイプ別による独立意識尺度
得点」に示した。 
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表 4-8  ケータイメール依存度・孤独感タイプ別による独立意識尺度得点 
  未成熟型  成熟途上型  成熟型  
≪独立意識≫  
ケータイメール依存度低群  Mean 66.8 65.1 60.7 
 SD 6.1 7.3 8.0 
ケータイメール依存度高群  Mean 59.6 63.7 63.7 
 SD 7.0 8.4 6.0 
主効果   ケータイメール依存度 :F（1,595）＝9.24∗∗∗ 
交互作用  ケータイメール依存度×孤独感タイプ :F（2,595）＝22.87∗∗∗∗ 
＜独立性＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 38.3 35.6 31.5 
 SD 6.6 6.0 6.5 
ケータイメール依存度高群  Mean 30.2 34.1 34.4 
 SD 6.1 8.0 6.1 
主効果   ケータイメール依存度 :F（1,595）＝16.08∗∗∗∗ 
交互作用  ケータイメール依存度×孤独感タイプ :F（2,595）＝32.04∗∗∗∗ 
＜親への依存＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 15.5 15.5 14.8 
 SD 3.1 3.3 3.5 
ケータイメール依存度高群  Mean 14.6 15.6 15.9 
 SD 3.1 3.3 2.9 
交互作用  ケータイメール依存度×孤独感タイプ :F（2,595）＝4.55∗ 
＜反抗・内的混乱＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 12.9 14.0 14.3 
 SD 3.3 3.4 2.8 
ケータイメール依存度高群  Mean 14.7 13.9 13.4 
 SD 2.6 3.2 3.0 
交互作用  ケータイメール依存度×孤独感タイプ :F（2,595）＝9.32∗∗∗∗ 
∗p＜ .05， ∗∗p＜ .01， ∗∗∗p＜ .005， ∗∗∗∗p＜ .001 
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分析の結果，独立意識尺度の全体得点に関しては，ケータイメール依存度の主効果が有
意であり（F（1,595）＝9.24，p＜.005），ケータイメール依存度低群がケータイメール依存度
高群よりも独立意識尺度得点が高いことが示された。また，ケータイメール依存度×孤独
感タイプの交互作用が有意（F（2,595）＝22.87，p＜ .001）であった。そこで交互作用の単純
主効果をみるために下位検定を行ったところ，ケータイメール依存度高群における孤独感
タイプの単純主効果が有意（F（2,595）＝9.81，p＜.001）であり，多重比較を行った結果，
未成熟型の者は成熟途上型の者より，未成熟型の者は成熟型の者よりそれぞれ独立意識尺
度得点が低いことが示された。これより，ケータイメール依存度高群では，孤独感が未成
熟型の者の独立意識尺度得点が孤独感タイプの中では最も低いことが示された。しかし，
孤独感タイプの主効果については有意ではなかった。  
続いて，独立意識尺度の下位尺度得点に関しても同様の分析を行った。その結果，“独
立性”については，ケータイメール依存度の主効果が有意であり（F（1,595）＝16.08，p＜ .001），
ケータイメール依存度低群がケータイメール依存度高群よりも独立性得点が高いことが示
された。また，ケータイメール依存度×孤独感タイプの交互作用が有意（F（2,595）＝32.04，
p＜.001）であった。そこで交互作用の単純主効果をみるために下位検定を行ったところ，
ケータイメール依存度高群における孤独感タイプの単純主効果が有意（F（2,595）＝11.46，
 p＜.001）であり，多重比較を行った結果，ケータイメール依存度高群では，未成熟型の者
は成熟型の者より，未成熟型の者は成熟途上型の者よりそれぞれ“独立性”得点が低いこ
とが示された。これより，ケータイメール依存度高群では孤独感が未成熟な者の“独立性”
得点が最も低いことが示された。しかし，孤独感タイプの主効果については有意ではなか
った。  
“親への依存”については，ケータイメール依存度×孤独感タイプの交互作用が有意
 （F（2,595）＝4.55，p＜.05）であった。ここで交互作用の単純主効果をみるために下位検定
を行ったところ，ケータイメール依存度高群における孤独感タイプの単純主効果が有意
 （F（2,595）＝4.00，p＜.05）であり多重比較を行った結果，ケータイメール依存度高群の者
では，未成熟型の者は成熟型の者より，未成熟型の者は成熟途上型の者よりそれぞれ“親
への依存”得点が低いことが示された。これより，ケータイメール依存度高群の者では未
成熟型の者の“親への依存”得点が孤独感タイプの中では最も低いことが示された。しか
し，主効果についてはケータイメール依存度と孤独感タイプのいずれも有意ではなかった。 
“反抗・内的混乱”については，ケータイメール依存度×孤独感タイプの交互作用が有
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意（F（2,595）＝9.32，p＜ .001）であった。ここでの交互作用の単純主効果をみるために下
位検定を行ったところ，ケータイメール依存度高群における孤独感タイプの単純主効果が
有意（F（2,595）＝4.26，p＜.05）であり，多重比較を行った結果，ケータイメール依存度高
群では孤独感が成熟した者は未成熟な者よりも“反抗・内的混乱”得点が低いことが示さ
れた。しかし，主効果についてはケータイメール依存度と孤独感タイプのいずれも有意で
はなかった。  
以上の結果をまとめると，独立意識とケータイメール依存度は関連することが示された。
独立意識尺度全体からは，ケータイメール依存度低群がケータイメール依存度高群よりも
独立意識尺度得点が高いことが示された。また，独立意識尺度全体とその下位尺度である
“独立性”は同様の結果を示し，ケータイメール依存度高群では孤独感が未成熟な者の独
立意識尺度得点が最も低いことが示された。これに対して，“反抗・内的混乱”は 尺度全
体及び“独立性”とは逆の結果が得られ，ケータイメール依存度高群では孤独感が成熟し
た者の得点が未成熟な者よりも低いことが示された。さらに，“親への依存”は，ケータイ
メール依存度高群の者では，孤独感が未成熟な者の得点が最も低いことが示された。  
 
 
 
4.5   考察 
 
 
 4.5.1   現代青年と孤独感 
 
4.4.1 で取りあげた 孤独感のタイプに関する分析では， 孤独感のタイプ別構成割合をケ
ータイメールの普及前と普及後の現在で比較したところ，普及後の現在の方が孤独感の成
熟速度が遅くなっていることが示された。また，女子が男子よりも孤独感の成熟が幾分早
い傾向が認められたものの，成熟した者の割合が，男子と女子を合わせても高校生では
18.5%，大学生では 24.0%にしかすぎず，高校生ではおよそ 10 人に 8-9 人，大学生でも
10 人に 7-8 人は孤独感の成熟がなされていないことが示された。 
ここで，青年の孤独感の成熟に関して，落合（1999）と本調査の結果（2012 年）との
間には大きな乖離がみられた点に着目する。落合（1999）は高校 2 年，大学 2 年，大学 4
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年生を対象に調査した孤独感のタイプ別割合を示している。本章でも同一学年を抽出して
同様の比較を行った結果，各学年を比較すると学年の進行とともに未成熟型の者が減少し，
成熟型の者が増加するという傾向は同じであった。しかし，最も学年が進んだ大学 4 年生
について比較してみると，落合（1999）の調査結果に比べて本調査の結果は，孤独感が未
成熟な者の割合が 2.49 倍であったのに対して成熟した者の割合は 0.63 倍にすぎなかった。
ケータイやケータイメールが普及する前の落合（1999）の調査時よりも本調査の時期の方
が，明らかに孤独感が未成熟な者の割合が増え，その成熟が遅くなっていることが示され
たといえる。ケータイやケータイメールの出現によって，若者たちのコミュニケーション
や友人関係のあり方が大きく変容し，一日をとおして誰かとつながることが可能となった
ことによって，一人だけの時間を過ごしたり自己に対峙したりする時間が減少したことは
事実であろう。ケータイメールをよく利用する若者は孤独感が低く，孤独に対する恐怖感
や孤独に耐える力が欠如しているという指摘や（中村，2003），ケータイメールは社会に
出る前に必要な自我と向き合う時間や孤独になる時間を奪い，アイデンティティの確立を
阻害しているなどの主張がなされている（飯田，2004）。本章の結果からも，孤独感が未
成熟な者は，ケータイメールを過剰に利用していることや，独立意識が低いことが示され
た。換言すれば，孤独感の醸成が進んでいない者ほどケータイメールとの関わりが強く，
それが独立意識にまで影響を及ぼしているということである。本調査の結果とこれらの指
摘を合わせて考えると，現代の若者の孤独感のあり様に影響を及ぼす要因の一つに，若者
世代に急激に普及したケータイによる一日を通した絶え間のない結びつきがあると推察さ
れる。 
ところで，高校生から大学生へと移行するのに伴い，孤独感が未成熟型の者が減少し成
熟型の者が増加するのが一般的であると考えられる。しかし，本章の結果では，女子では
そのような結果が示されたが，男子では逆に成熟型の者の割合も未成熟型の者と同様に減
少した。現代社会では，高校生までの発達課題を達成しないで大学に進学する学生が多く
おり，それが原因となって友人関係や大学生活などに不安を抱え不適応を起こすケースが
増加しているといわれている（及川・坂本，2008）。そればかりでなく，集団に溶け込め
ずに対人不安意識を強く抱いている大学生や（堀井，2002），周囲からの視線に恐怖を抱
いている男子大学生が増加しているともいわれている（堀井・小川，1995）。本研究では，
大学生の調査対象者に対して親元から通学しているのか一人暮らしをしているのかについ
ては尋ねていないため，以降の議論は想像の域を脱しないが，高校生のほとんどは親元か
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ら通学し，大学生では相当多くの者が一人暮らしをしていると考えて進めることにする。
先行知見とともに考えると，発達課題を十分に達成しないで一人暮らしを始めた男子大学
生は，大学生活や対人関係などに不安を抱えながら日常生活を送っているといった状況が
孤独感を高め，本章のような結果をもたらしたのではないかと推測される。 
ただし，本章の結果からは，孤独感の醸成とケータイメール利用の因果関係，すなわち
若者の孤独感の有り様が従前に比べてより未成熟な方向へと変わってきたことが，ケータ
イメール・コミュニケーションへの偏向を生じさせているのか，あるいは，ケータイやケ
ータイメールの普及が孤独感の有り様を変容させてきているのかといった点にまで踏み込
んだ考察を加えることは難しい。この点を実証的に探っていくことは，今後の課題の一つ
となる。 
 
 
4.5.2   ケータイメールへの依存度と孤独感タイプ （仮説 5 について） 
 
分析の結果，孤独感が未成熟型の者は，携帯メール依存尺度得点とその下位尺度である
“過剰な使用”得点が孤独感タイプのなかでは最も高く，“脱対人コミュニケーション”は
最も低いことが示された。また，女子は男子よりも“過剰な使用”得点が高かった。未成
熟型の者は，物理的に一人ぼっちの状況下で寂しさを感じるといった孤独感のレベルが最
も低く，孤独に対して否定的感情を抱いているとされている（落合，1974）。現代の若者
のケータイによるコミュニケーションのあり方は，孤独を避ける目的で行われる自己防衛
的な行動に近いという主張や（黒葛原，2004），孤独に対する耐性の欠如や恐れがメール
の利用頻度を高めているなどの指摘（中村，2003）がある。また，孤独感が未成熟な者は，
自分と他者との個別性が自覚されておらず，人間同士は理解・共感しあえると考えている
といわれている（落合，1974）。これらの知見と本章の結果を合わせて考えると，孤独感
が未成熟な者のケータイメールの過剰利用の背景には，孤独に対する否定的感情や，孤独
になることを恐れたり回避したりしようとする心理が作用していることが推察される。す
なわち，孤独感の成熟が進んでいない者は，孤独に対する耐性も低く，常に誰かとつなが
ることで孤独は回避されるという心理がケータイメールを頻繁に行う行動の背景にあるの
ではないかということである。また，脱対人コミュニケーションの結果から，未成熟型の
者ほどケータイメールは対面コミュニケーションを代替し強化するものとは捉えていない
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ことが確認できた。脱対人コミュニケーションは，社会的スキルの低さと関連するといわ
れていることから（吉田ら，2005），未成熟型の者は対面コミュニケーションの代替とし
てというよりも，単に緊張を伴う対面コミュニケーションよりは気軽に行うことができる
という理由からケータイメールを利用しているといういわば消極的な理由から，ケータイ
メールを利用しているのではないかと考えられる。 
また，ケータイメールの過剰利用は，男子よりも女子に認められた。青年期女子の自己
形成は親密な他者と心理的に密着するなかで行われていることや（三田，2004），ケータ
イメールの多用者は，深い人間関係を求めているといった知見（中村，2003）を踏まえる
と，女子が頻繁にケータイメールを行う背景には，青年期の女子特有の自己形成のあり方
が関わっており，親密な友人と密着し深い人間関係を求めようとする心理がそこには作用
していると考えられる。さらに，本章の結果から，女子では孤独感が成熟した者，未成熟
な者ともにケータイメールによって友人関係の形成や，親密感が円滑に増大するといった
感覚を強く抱いていることが示された。この知見から，青年期女子のケータイメールは相
手との関係をより円滑にするために有益に作用しており，このような心性が女子でのケー
タイメールの過剰使用の背景にあることが示唆される。 
以上のことから，『孤独感が未成熟な者は，ケータイメールへの依存度が高く，ケータ
イメールの利用頻度は高いであろう。また，この傾向は，男子より女子で強いであろう』
と予測した仮説 5 は，支持されたといえる。 
 
 
4.5.3   孤独感タイプとケータイメールの効用認知 （仮説 6 について） 
 
分析の結果，孤独感が成熟型と未成熟型の女子では，実際の対人関係にケータイメール
は役立ち，友人関係の形成や親密感が円滑に増大するといった肯定的感情を強く抱いてい
ることが認められた。しかし，両者のケータイメールの効用認知には異なる側面があるの
ではないかと考えられる。思春期の女子がメールを行う背景には，相互の親密さを深めよ
うとする思いがあり，実際の対面場面における親密確認行動の機会を強化するのに役立っ
ているという知見や（隅田ら，2008），孤独感が未成熟な者は情緒的感情と依存的感情と
が融合状態にあり自分の悩みや問題は自分で解決しようとする意識が低く，相手に自分を
理解して欲しいと願っているという知見（落合，1974）が示されている。これらの知見よ
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り，孤独感が成熟した女子のケータイメール利用の背景には，親密な友人と密着すること
でさらに安定した人間関係を構築しようとする心情が存在するのに対して，孤独感が未成
熟な女子のそれには，積極的に友人関係を築き親密感を深めることで，自分自身のことを
さらに理解してもらおうとする心情が存在するといった推測が可能であろう。もっとも，
青年期女子で孤独感が成熟している者と未成熟な者とでは，ケータイメールに対する効用
認知が異なっている可能性が考えられるものの，ケータイメールは友人関係の構築や親和
的感情を増大させるために役立っていると認識している点では共通性が認められるといえ
る。このことは，女子にケータイメールの過剰利用がみられるという結果とも整合的に解
釈可能であり，青年期女子は，相互の安定した友人関係を構築するために役立つツールと
してケータイメールを肯定的に認知し積極的に利用しているといえよう。 
以上のことから，『孤独感の発達が未成熟な者ほど，ケータイメールの効用をよく認知
しているであろう。また，女子の方が男子よりも認知しているであろう』と予測した仮説
6 は，支持されたといえる。 
 
 
4.5.4   独立意識のあり方とケータイメール依存度と孤独感タイプ （仮説 7 について） 
 
分析の結果，ケータイメール依存度低群の者は，ケータイメール依存度高群の者よりも
独立意識が高いことが示された。すでに 4.4.2 では，孤独感が未成熟型の者のケータイメ
ールへの依存度は孤独感タイプの中では最も高いことが示されている。青年期は，親や友
人と一定の距離を保ち，ほどよく依存し合うことで自分の進むべき道を歩もうとする時期
である（渡辺，2002）。LSO を用いた調査の結果から，孤独感が成熟した者は独立意識も
高く一人でいることに充実感を感じ不安感も低いと報告している（吉山，1992）。これら
の知見から，孤独感が成熟した者は未成熟な者よりも孤独に対する耐性が強く，不安感も
低いために，孤独という状態にあっても心理的に安定した状態を保つことが可能であると
考えられる。この考えを踏まえると，孤独感が成熟した者は，孤独に対する耐性が強く不
安感も低いことから，友人との間に一定の距離を置いたり保ったりすることができ，ケー
タイメールの利用もそれほど多くないとの解釈が成り立つのではないだろうか。また，ケ
ータイメール依存度高群の者でも孤独感が成熟した者は，反抗・内的混乱が少ないとの結
果も得られた。これは，成熟型の者は未成熟型の者よりも精神的に安定していることから，
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親から独立しようとする過程での心理的混乱が少ないためではないかと考えられる。親へ
の依存については，ケータイメール依存度高群の者では，孤独感が成熟型の者の方が未成
熟型の者よりも親への依存が強いとの結果が得られた。加藤（1987）は，大学生ともなれ
ば，独立性の意識にふさわしい実質的成長が認められると述べる一方，現代社会では，親
から独立していく時期が遅くなっていると指摘している。4.5.1 でも示したように，わずか
十数年前と比べても現代青年の孤独感の成熟速度はかなり遅くなっている。この結果とと
もに考えると，孤独感タイプが成熟型に分類された大学生とはいえ，まだ親からの庇護の
もとにある学生であり，親からの独立が十分になされているとはいい難く，今回の結果と
結びついた可能性がある。 
以上のことから，『孤独感が成熟し，かつ，ケータイメールへの依存度が高い者ほど独
立意識は低いであろう』と予測した仮説 7 は，支持されたといえる。 
 
 
 
 4.6   4 章のまとめ 
 
 
本章の目的は，高校生と大学生を対象に，ケータイメール利用と青年期の孤独感や効用
認知，独立意識との関係について検討することであった。そこから得られた結果を要約し
たものが，以下の 4 項目である。 
 
（1）現代青年の孤独感の成熟速度は，ケータイやケータイメールの普及前と比べて遅く，
高校生では 10 人に 8 人から 9 人，大学生の段階でも 10 人に 7 人から 8 人は成熟し
ていない。 
（2）孤独感が未成熟な者ほどケータイメールに依存し，過剰な使用が認められる。また，
ケータイメールの過剰利用は，男子より女子に認められる。 
（3）女子は，友人関係の形成や親密感が円滑に増大するといったケータイメールの利用
が実際の対人関係に与える影響をよく認知している。 
（4）ケータイメールへの依存が高い者の独立意識は低い。 
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諸富（2001）は，青年期に徹底的に一人でものを考えることは，親から自立し自我を形
成していくうえで計り知れない程の意義があるとして，一人でいる時間を確保し，孤独で
いることのできる力こそ青年期には必要だと述べている。この十数年間に若者たちの間に
急速に広まったケータイは，確実に若者たちから一人でいる時間を奪っている。これまで
述べてきたように，青年期の若者とケータイメールの関係については，人間関係構築に有
益とする肯定的立場と，心理的発達の視点から問題とする否定的立場が混在しており，ケ
ータイメールは，若者の心理的発達や人間関係の構築にポジティブにもネガティブにも作
用し得る。本章の結果からも，ケータイメールは友人関係の構築や親和的感情を増大させ
るという肯定的側面と，孤独感の成熟が十分になされていない者では，孤独を恐れたり回
避したりしようとする心理から，ケータイメールの利用頻度が高くなり，ケータイメール
依存につながる可能性があるといった否定的側面があることが指摘された。また，孤独感
が未成熟の者は，ケータイメールへの依存が高いことが示された。これらより，ケータイ
メールが青年期の若者たちにとって有用なツールとなり得るには，孤独感が健全に醸成さ
れている必要があるといえる。 
本章では，孤独感の成熟とケータイメール利用との間には大きな関連性があることが示
された。しかしここでの調査においては，中学生までの孤独感は対他的次元のみからなり，
対自的次元が加わるのは高校生以降であるという次元性の問題から中学生を除外した。こ
のため，一般的に中学生から大学生頃までの約十年間をさすといわれる青年期を，全体的
に網羅できたわけではない。また，本章で用いた孤独感の測定尺度は，今からおよそ 30
年前に作成されたものであり，現代の若者が抱く孤独感の特性を的確に測定するという点
に関して，社会的環境が当時とは異なっているという不可避な問題がある。今後は，本章
で得られた結果や知見をもとに，青年期の孤独感をより正確に捉えるための新たな尺度開
発も含めて，若者の孤独感とケータイメール利用の関連性をより詳細に検討し発展させて
いく必要があると考える。 
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5 章   青年期のケータイメールとストレス [研究 3] 
 
 
5.1   本章の目的と方法 
 
 
5.1.1   目的 
 
青年期は，親から心理的に離別する時期であり，その過程では長い時間を自分自身と向
き合って過ごすようになり，この時期の自己愛傾向は対人関係にも影響を及ぼすといわれ
ている（Jacobson，1964）。また，青年期の友人関係のあり方は，高校生の時期を中心に，
“広く浅い”つきあい方から“狭く深い”つきあい方へと転換するといわれている（落合
ら，1996）。親から自立して自我を形成する時期の友人との親密な関係は，若者の不安を
軽減するばかりでなく，自己の安定にも重要な役割をもたらす（岡田，1993）。しかし一
方では，1.1.2 でも述べたように，1980 年代頃から若者たちの対人関係は，“希薄さ”や“表
面的”などといった言葉で表現されるようになってきている（松下ら，2007）。現代の若
者たちの友人とのつきあい方の特徴は，相手と距離をおいた温かな関係と表現され，その
背後には，相手から拒否されて傷つくことを恐れる心性があるといわれる（杉浦，2000）。
現代青年のケータイメールと友人関係のあり方について言及した先行研究は，これまでも
数多く報告されており，現代の若者たちは昼夜を問わずケータイメールによって友人関係
を築き，今やケータイメールは，友人と自分とを結ぶために必要不可欠な存在となってい
る。さらに，友人との心理的距離は高校生頃に最も近づくために，この年代では友人との
密着性が非常に強くなり，相手から嫌われないよう気遣うつき合い方をする傾向がみられ
（長沼ら，1998），虚構の心理的一体感や情緒的依存が高ければ高いほど，友人とのケー
タイメールのやり取りが増えるなどといった報告（赤坂・坂元，2008）もある。これらの
知見から現代青年の友人関係のあり方を考えると，限定された友人とはケータイメールに
よって親密な関係を築いているが，あまり親しくない相手とは深い関わりを避けた表面的
なつき合い方をしているという様相が浮かんでくる。また，現代の青年は，相手との親密
な関係を願う一方で傷つけあうことを恐れているといわれ（藤井，2001），このような他
者との心理的距離をめぐる葛藤は，青年期の重要なテーマの一つとされている（岡田，
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1995）。また，ケータイメールの利用は情緒的不安定をもたらすなど，ケータイメールの
利用と心理的ストレスとの結びつきを予見させる指摘も近年では多くみられるようになっ
てきた。例えば，Ehrenberg et al.（2008）や Butt et al.（2008）は，情緒的に不安定な
者は自分の力で情緒を安定させることが難しく，これを補うために誰かとつながっていた
いという欲求が高まることからケータイメールに依存しやすくなることや，調和性の低い
者はその手軽さからケータイメール利用が増えるなどの知見を見出している。ケータイメ
ール・コミュニケーションでは相手が見えないために顔の表情など言葉以外の要素の伝達
が困難であり，どれだけ注意を払っても齟齬や誤解が誘引される可能性がある。こうした
問題に関連して大渕（2003）は，日本人はもともと対立や葛藤の顕在化を避けようとする
傾向が強く，このような心理は対人ストレスに直結すると指摘している。また，香山（2012）
は，SNS などでは声の調子や表情，仕草などの社会的手がかりがなく，それがストレスの
発生に結びついていると述べている。 
もちろん，ストレスは必ずしも不適応的で有害なものとは限らず，時として人の強さを
獲得させ成長させる場合もあるが（Lazarus，& Folkman，1984），相手が見えないケー
タイメールによって友人とつねに結びついていようとする若者たちの状況は，一方では彼
ら彼女らにとってのストレス源となっている可能性があり，ケータイメールの利便性とは
表裏一体の関係にあると考えられる。しかし，これまでのところ，ケータイメールの利用
が青年期の若者たちにとってのストレス要因になっているかどうかについて，実証的な見
地から検討を加えた研究はみられない。 
青年期の若者たちは，友人とのやり取りを通じて社会的スキルを身につけ（大坊，2006），
青年期以降の思考や情緒の喚起などは，青年期に獲得したスキルをもとに行われるように
なるといわれている（斎藤，1986）。青年期の友人とのやり取りがその後の人間関係構築
の礎を築くとすれば，ストレスや友人関係のあり方とケータイメールの関連を探ることに
は相応の意義があり，“希薄さ”や“表面的”とされる現代の若者たちの心理や友人関係の
あり方を理解するうえでも多くの示唆を与えてくれるものと期待される。そこで本章は，
ケータイメールの利用が青年期の若者たちに及ぼすストレスに着目し，ケータイメールの
利用がストレスとどのように関わっているのか，また，それは友人関係のあり方とどのよ
うに関連するかについて検討することを目的とした。 
対人ストレスについて Bolger，DeLongis，Kessler，& Schilling（1989）は，日常のス
トレッサーのなかで対人ストレッサーは最も苦痛を感じさせるものであり，そのネガティ
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ブな影響は，他のストレッサーよりも持続すると述べている。橋本（2003）は，対人スト
レスの定義について，「広義には対人関係に起因するストレスだが，狭義にはストレッサー
としての対人的相互作用である」と述べている。本章では，対人関係を友人との間に限定
し，ここでの対人ストレスの定義を橋本（2003）の定義に準じ，「日常生活における友人
とのやり取りから生じるストレス」と定義する。さらに，友人との間で行われるケータイ
メールに起因するストレスを「ケータイメールストレス」と呼ぶことにする。 
現代の若者たちが，友人と良好な関係を構築しようとしてケータイメールを頻繁に行い
ながらも，相手との関係が“希薄さ”で表現されるような関係に置かれているとすれば，
ケータイメールでのやり取りには，様々なストレスが内在していると考えられる。そこで
本章では，橋本（1997）によるストレスの 3 類型，すなわち，相手との好ましくない相互
作用から発生する顕在的な対人衝突事態である“対人葛藤”，相手とうまく関わることに対
する不安など，社会的スキルの欠如によって誘発される“対人劣等”，相手に対する配慮や
気遣いなどに伴い，対人関係を円滑に進めようとすることによって引き起こされる“対人
摩耗”に依拠しながら，ケータイメールの利用が友人関係のあり方やストレスとどのよう
に関わっているかを検討する。 
 
 
5.1.2   方法 
 
高校生と大学生のケータイメール利用と友人関係，対人ストレスイベント，山アラシ・
ジレンマのパターン，親和動機との関係を探るために質問紙調査を行った。それぞれの意
識が，学校種，性別，ケータイメール依存度の高低によってどのような違いがみられるか
を分析した。 
以下，5.2 では質問紙調査の実施概要を説明する。5.3 では友人関係，対人ストレスイベ
ント，山アラシ・ジレンマのパターン，親和動機のそれぞれごとに，学校種，性別にケー
タイメール依存度の高低によってどのような違いがみられるかについての仮説を設定し，
5.4 では分析の結果，5.5 では分析結果に基づいた考察をそれぞれ述べる。最後の 5.6 では，
5 章全体のまとめを行う。 
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5.2   質問紙調査の実施 
 
 
 5.2.1   質問紙の概要 
 
ケータイメールへの依存の程度と，友人関係，対人ストレスイベント，山アラシ・ジレ
ンマのパターン，親和動機を測定するための質問紙調査を実施した。本章で用いた質問紙
は巻末の付録 4 に付したが，設問内容の概要を表 5-1「質問紙内容の概要（研究 3）」に示
した。 
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表 5-1 質問紙内容の概要（研究 3）  
質問内容  回答方法  
付録 4 の  
質問紙内での  
対応設問番号  
a 
ケ ー タ イ の 利 活
用 と ケ ー タ イ メ
ー ル 利 用 の 実 態
を 把 握 す る た め
の質問紙  
表 2-1 と同一の質問によって構成さ
れる  
選択回答  
・自由記述  
質問紙 1 
1. (1)-(3) 
2. (1)-(12) 
b 
ケータイメール
ストレスの有無
と具体的事由  
ケータイメールの利用に際してスト
レスを感じるか否かについてと，ス
トレスを感じるときの事由  
選択回答  
（5 件法）  
・自由記述  
質問紙 1 
2. (13)-(14) 
c 
携 帯 メ ー ル 依 存
尺度  
ケータイメールへの依存度を測定す
るための尺度で，全 15 項目の質問
から構成される  
選択回答  
（5 件法）  
質問紙 2 
(1)-(15) 
d 友人関係尺度  
友人関係のあり方を分類するための
尺度で，全 26 項目の質問から構成
される  
選択回答  
（5 件法）  
質問紙 3 
(1)-(26) 
e 
対人ストレスイ
ベント尺度  
 対人関係におけるストレスを測定
するための尺度で，全 24 項目の質
問から構成される  
選択回答  
（4 件法）  
質問紙 4 
(1)-(24) 
f 
山アラシ・ジレン
マのパターン尺
度  
 友人関係おける心理的葛藤のあり
方を測定するための尺度で，全 38
項目の質問から構成される  
選択回答  
（5 件法）  
質問紙 5 
(1)-(38) 
g 親和動機尺度  
他者と友好的になり，それを維持し
ようとする欲求を測定するための尺
度で，全 18 項目の質問から構成さ
れる  
選択回答  
（5 件法）  
質問紙 6 
(1)-(18) 
 
 
 
 5.2.2   インフォーマント 
 
1 都 3 県に通学する男女高校生と大学生を対象に調査を実施した。調査の結果，未記入
や欠損値が認められた回答はすべて分析の対象から外した。本調査の結果，分析データと
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して使用したインフォーマントを，表 5-2「インフォーマントの構成（研究 3）」に示した。 
 
 
 
表 5-2 インフォーマントの構成（研究 3） 
 男子  女子  計  
高校生  162 159 321 
大学生  173 206 379 
計  335 365 700 
単位（人）    年齢層  : 15-24 歳  ，平均年齢  : 18.8 歳（SD＝2.2）  
 
 
 
 
5.2.3    調査時期と実施方法  
 
2013 年 9 月から 11 月にかけて調査を実施した。調査はすべて授業時間を利用して実施
した。  
 
 
5.2.4   質問紙の構成 
 
質問票は巻末の付録 4 に付したものを用いた。ここでは，ケータイメールへの依存度，
友人関係，対人ストレスイベント，山アラシ・ジレンマのパターン，親和動機を測定する
ための 5 つの尺度の内容について述べる。表 5-1 における質問内容 a「ケータイの利活用
とケータイメール利用の実態を把握するための質問紙」の質問項目の詳細については付録
4 を参照されたい。また，本章では，ケータイメールの利用によって感じるストレスの具
体的事由を自由記述で求めた。 
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a. ケータイの利活用とケータイメール利用の実態を把握するための質問 
ケータイの利活用とケータイメール利用の実態を把握するための質問は，研究 1 と研究
2 で用いたものと同じのものである。大きくはインフォーマント，ケータイ，ケータイメ
ールについての質問からなり，インフォーマントについては「年齢」や「学年」など 3 つ
の質問，ケータイについては「所持の有無」や「最もよく利用する機能」など 3 つの質問
からなる。また，ケータイメールについては「最も利用するメール機能」や「メールの開
始時期」など 9 つの質問からなる。 
b. ケータイメールストレスの有無と具体的事由 
 ケータイメールのやりとりをしているときに，ストレスを感じることがあるかどうかに
ついて「感じない」から「感じる」までの 5 件法で回答を求めた。さらに，「ケータイメ
ールを行っていてストレスを感じるのはどのようなときか」という質問に自由記述での回
答を求めた。 
c. ケータイメールへの依存度を測定する尺度 
本章で用いたケータイメールへの依存度を測る尺度は，研究 2 で用いた尺度と同一のも
のであり，吉田ら（2005）によって作成された携帯メール依存尺度短縮版である。本尺度
は，ケータイメールの利用に伴って変化する情動をみようとする“情緒的な反応”（項目例:
「相手からなかなかメールの返事が来ないと，不安になる」），ケータイメールの過剰な利
用をみようとする“過剰な使用”（項目例:「人と話しながらでも，メールを打つことがあ
る」），対面コミュニケーションを代替し強化するものとして利用しているかどうかをみる
“脱対人コミュニケーション”（項目例:「メールでしか自分の本心を相手に伝えられない」） 
の 3 つの下位尺度から構成される。全 15 項目の質問からなり,「全くあてはまらない」か
ら「常にあてはまる」までの 5 件法により回答を得る。得点範囲は，各下位尺度が 5-25
点，尺度全体で 15-75 点である。ここで単純加算し平均値を求めたところ 35.6 点，中央
値が 35 点であったことより， 15-35 点をケータイメール依存度低群，36-75 点をケータ
イメール依存度高群として，高・低 2 水準で検定を行った。 
d. 友人関係尺度 
本尺度は小塩（1998）により，自己愛傾向と自尊感情が青年期の友人関係とどのように
関連しているかを検討する過程から作成されたものである。その検討過程において，友人
関係は，広さの次元（広い・狭い）と浅さの次元（浅い・深い）からなることが見出され，
その 2 つの次元の組み合わせによって友人関係は 4 類型化される。本尺度の“広い・狭い”
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関わりは，“積極的楽しさ”（項目例:「冗談を言って相手を笑わせる」），“集団同調”（項目
例:「一人の友だちと特別親しくするよりはグループで仲良くする」），“自己開示的関わり”
（項目例:「心を打ち明けて話をする」）の 3 つの下位尺度，“深い・浅い”関わりは，“気
遣い”（項目例:「互いに傷つけないように気をつかう」），“一線を引いたつきあい方”（項
目例:「お互いのプライバシーには入らない」）の 2 つの下位尺度から構成される。“積極的
楽しさ”は，友だちづきあいのなかで自らが積極的にその場を楽しい雰囲気にしようとす
る友人関係，“集団同調”は，個人個人がバラバラに活動するよりもグループで親しくみん
なと一緒に何かを行おうとする友人関係，“自己開示的関わり”は，心を打ち明けて真剣に
議論しようとするような友人関係である。また，“気遣い”は，友だちからの評価を気にか
けてお互いに気遣いあうことで深い関係になることを避けようとする友人関係，“一線を引
いたつきあい方”は，自分は自分，他人は他人といった，お互いに深いところまでは立ち
入ろうとしない友人関係のあり方である。全 26 項目の質問からなり,「いいえ」から「は
い」までの 5 件法で回答を得る。得点範囲は，“積極的楽しさ”が 3-15 点，“集団同調”
が 4-20 点，“自己開示的関わり”が 3-15 点，さらにこれらを単純加算することによって
“広い・狭い”関わりは 10-50 点となる。また同様に，“気遣い”は 10-50 点，“一線を引
いたつきあい方”は 6-30 点，さらにこれらを単純加算することによって“深い・浅い”
関わりは 16-80 点となる。 
ここで，友人タイプを分類するために，“広い・狭い”関わり得点と“深い・浅い”関
わり得点のそれぞれについて平均点と中央値を求めた。その結果，“広い・狭い”関わりに
ついては，平均値が 32.7 点，中央値が 33 点であったことから，10-32 点を“広い・狭い”
関わり低群，33-50 点を“広い・狭い”関わり高群とした。また，“深い・浅い関わり”に
ついては，平均値が 50.3 点，中央値が 50 点であったことから，16-50 点を“深い・浅い
関わり”低群，51-80 点を“深い・浅い関わり”高群とした。その後，高・低 2 水準に分
けたそれぞれの関わり方を組み合わせることによって，友人関係のあり方を 4 つの型に分
類した。その組み合わせ方法と友人タイプは表 5-3「友人関係のあり方の分類」に示した
とおりであるが，友人関係のあり方は，それぞれのつきあい方によって，A 型（広く浅い），
B 型（広く深い），C 型（狭く浅い），D 型（狭く深い）の 4 類型に分類することができ，
それぞれのタイプ別友人関係のあり方（小塩，1998）は以下のようになる。 
A 型（広く浅い）: みんなと一緒に楽しくつき合ってはいるが，自分の本音を出さず表面
的で互いに気遣いあう友人関係。 
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B 型（広く深い）: 自分の考えを相手に積極的に伝えて，みんなと一緒に楽しく互いにわ
かり合おうとする友人関係。 
C 型（狭く浅い）: みんなと一緒につき合うというよりも，狭く限定された友人との関係
を重視しながらも一線を引いた友人関係。 
D 型（狭く深い）: 限定された友人と互いにわかり合おうとする友人関係。 
これらの友人関係について小塩（1998）は，友人関係は学年が進むにつれて A 型から B
型と C 型を経て D 型へと変化すると述べている。しかし，B 型と C 型については，A 型
から D 型に移行する過程の途中に位置するというだけであり，B 型から C 型に変化するの
か，はたまた C 型から B 型に変化するのか，その順序は必ずしも一定ではないとしている。
そこで本章では，友人関係のあり方の変化に伴うケータイメールとストレスの様態に着目
するという理由から，順序が一定ではない B 型と C 型を統合して一つのタイプとみなして
分析を進めることにした。以後，A 型を“未成長型”，B 型と C 型をあわせて“中間型”，
D 型を“成長型”と呼ぶことにする。 
 
 
 
表 5-3  友人関係のあり方の分類 
 “広い・狭い”つきあい方  
低群  高群  
“深い・浅い”
つき合い方  
低群  C 型  （ “狭く浅い”つき合い方）  
A 型  
（ “広く浅い”つき合い方）  
高群  D 型  （ “狭く深い”つき合い方）  
B 型  
（ “広く深い”つき合い方）  
 
 
 
 
e. 対人ストレスイベント尺度 
本尺度は，橋本（1997）によって作成された，対人関係に由来するストレスを測定する
ためのものであり，“対人葛藤”（項目例:「友だちから無理な要求をされた」），“対人劣等”
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（項目例:「友だちが自分のことをどう思っているのか気になった」），“対人摩耗”（項目例:
「テンポの合わない人と会話した」）の 3 下位尺度から構成される。“対人葛藤”とは，社
会規範から逸脱した顕在的な対人衝突事態のことであり，具体的には，相手との対立やお
せっかいなどの，好ましくない相互作用から発生するストレス，“対人劣等”とは，社会的
スキルが欠如することなどによって劣等感を触発する事態のことであり，具体的には，他
者と関わることへの不安や実際にうまく関われないなどの，好ましい交互作用の欠如や不
足から発生するストレス，“対人摩耗”とは，対人関係を円滑に進めようとすることによっ
て気疲れを引き起こす事態のことであり，具体的には，社会規範から逸脱してはいないが，
相手に対する配慮や気遣いから発生するストレスのことである。全 24 項目の質問からな
り，調査時点からさかのぼって 3 か月以内に友人との間でどれだけの頻度で起こったかを
「全くなかった」から「しばしばあった」までの 4 件法で回答する。得点範囲は，“対人
葛藤”と“対人劣等”はそれぞれ 9-36 点，“対人摩耗”は 6-24 点，尺度全体で 24-96 点
である。 
f. 山アラシ・ジレンマのパターン尺度 
 山アラシ・ジレンマとは，Schopenhauer（1851）の寓話をもとにした人間関係のあり
方についての例え話である。その内容は，『山アラシが冬を過ごそうとしている。一匹では
寒いので近くにいる山アラシと密着して暖をとろうとするが，近づきすぎると針が刺さっ
て痛いので近づけない。しかし，離れすぎると寒いので離れられない。このような相手と
のジレンマに苦しみながらも，どうにかこうにかしているうちに，互いに適度な距離を保
って寄り添うことができた。』というものである。このような寓話をもとに，適度な心理
的距離をめぐる他者との葛藤を表現する言葉として，Bellak（1970）が山アラシ・ジレン
マと名づけた。 
Erikson（1968）は，青年期のアイデンティティが混乱している状態下で発生する問題
の一つに，対人関係における心理的距離の保持能力失調を挙げている。人間関係での相手
との適度な心理的距離のとり方や親密さをめぐる葛藤は，現代の若者たちの重要なテーマ
となっており，現代青年は相手との心理的距離を大きく保つことによって，相互に傷つけ
たり傷つけられたりしないようにしようとする傾向があるといわれている（岡田，1995）。
このような，他者との心理的距離をめぐる葛藤を測定しようとする本尺度は藤井（2001）
によって作成されたものであり，友人関係で発生する山アラシ・ジレンマのあり方を測定
する。 
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本尺度は，“近づきたい－近づきたくないジレンマ”と“離れたい－離れたくないジレ
ンマ”の 2 つの下位尺度から構成される。さらに“近づきたい－近づきたくないジレンマ”
は，“自分が傷つくことの回避（以後，自傷回避とよぶ）”（項目例:「相手から甘えられる
ことで重荷を背負いたくない」）と“相手を傷つけることの回避（以後，他傷回避とよぶ）”
（項目例:「踏み込みすぎて相手を傷つけたくない」），“離れたい－離れたくないジレンマ”
は“自分が寂しい思いをすることの回避（以後，自寂回避とよぶ）”（項目例:「自分がさみ
しい思いをしたくない」）と“相手が寂しい思いをすることの回避（以後，他寂回避とよぶ）”
（項目例:「相手につらい思いをさせたくない」）のそれぞれ 2 つの下位尺度からなる。“自
傷回避”は，相手に近づいて親しい関係になりたいが，近づきすぎることで自分が相手か
ら傷つけられることは回避したいという欲求，“他傷回避”は，相手に近づきたいが，近づ
きすぎることで相手を傷つけることは回避したいという欲求，“自寂回避”は，相手から少
し距離をおきたいが，離れすぎることで自分が相手から嫌われたり寂しい思いをしたりす
ることは回避したいという欲求，“他寂回避”は，相手から少し距離をおきたいと思うが，
離れすぎることで相手に寂しい思いをさせることは回避したいという欲求である。さらに，
“自傷回避”と“自寂回避”をあわせて“対自的要因”，“他傷回避”と“他寂回避”を合わ
せて“対他的要因”と呼んでいる。“対自的要因”は，自分が傷ついたり寂しい思いをする
といった，自分が受ける被害を回避しようとする欲求，“対他的要因”は，相手を傷つけた
り寂しい思いをさせるといった，相手に及ぼす加害を回避しようとする欲求である。全 38
項目の質問からなり,「まったく感じない」から「非常によく感じる」までの 5 件法で回答
を得る。得点範囲は“自傷回避”が 11-55 点，“自寂回避”が 9-45 点，“他傷回避”が 8-40
点，“他寂回避”が 8-40 点だが，本尺度は全体得点を問わない。 
g. 親和動機尺度 
親和動機とは，対人的関わりのなかで生じる孤独感や不安感などの否定的感情を回避し
ようとする心理であり（宮下・小林，1981），他者と友好的になりそれを維持しようとす
る欲求である。親和動機は，“拒否不安”と“親和傾向”の 2 つの下位尺度から構成され
る。“拒否不安”とは，分離不安から生じる相手から拒否されて一人ぼっちになることを避
けようとする恐れや心理であり（Sipley，& Voroff，1952），“親和傾向”とは，相手から
拒否されるという恐れや不安を抱くことなく人と一緒にいて，親密な関係を維持したいと
考える心理をさす（Atkinson，Heyns，& Veroff，1954）。このような親和動機を測定す
るための本尺度は，杉浦（2000）によって作成されたものであり，他者から拒否されるこ
147 
 
とを恐れる“拒否不安”（項目例:「友だちと対立しないように注意している」），相手から
拒否されるという不安や恐れなしに，人と一緒にいたいと願う“親和傾向”（項目例:「人
とつきあうのが好きだ」）の 2 つの下位尺度から構成される。全 18 項目の質問からなり，
「あてはまらない」から「あてはまる」までの 5 件法で回答を得る。得点範囲は，各下位
尺度ともに 9-45 点であり，全体で 18-90 点となる。 
 
 
 
5.3   仮説 
 
 
高校生と大学生のケータイメール利用と友人関係，対人ストレスイベント，山アラシ・
ジレンマのパターン，親和動機との関連を探るうえで，学校種，性別にケータイメール依
存度の高低といった要因も考慮に入れながら，以下に挙げる仮説 8 から仮説 10 を設定し，
それぞれの仮説が支持されるかどうかを検証した。ここで性差を要因に加えた理由を述べ
ておく。性差を扱った研究では，女性は男性と比べて相手に対して人生や生きがいなどの
自己開示をすることが多いことや（黒角ら，2005），一日あたりのメールの送受信回数は
女性の方が男性よりも多く，その内容は，そのときあった出来事や気持ちの伝達といった
コンサマトリーな内容が多いこと（黒葛原，2004）が報告されている。このような理由か
ら，本章の分析結果に性差がみられる可能性があるので，他章と同様に性差も分析の要因
に加えた。 
 
 
  5.3.1   ケータイメールへの依存度と対人ストレス （仮説 8） 
 
ケータイメールは人間関係を広くしたり深くすることができ（足立ら，2003），空間や
時間を超えて個人と個人を結ぶ，即時性，利便性に優れた特性をもつコミュニケーション
ツールである（林ら，2004）。また，青年期は対人ストレスが頻発する時期でもある
（Seiffge-krenke，& Shulman，1993）。ケータイメールと対人ストレスとの関係につい
ては，ケータイメールには非言語的手がかりがないことや，返信メールの即時性などが原
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因となって，対人トラブルを生じさせがちであることや（小林，2001），ケータイメール
では，自分が相手とつながっているかどうかという不安や，相手から忘れられたり仲間外
れにされたりしていないかなどを終始気にかけているといった報告（正高，2006）も多く
なされている。これらの報告から，若者たちが頻繁に行っているケータイメールのやり取
りには相応のストレスが伴っている可能性が示唆される。 
以上，ここでの仮説はつぎのようになる。『ケータイメールへの依存度が高い者は，ケ
ータイメールの相手との間に葛藤や劣等，摩耗などの対人ストレスを多く抱いているであ
ろう（仮説 8）』。 
ここで，仮説 8 が正しければ，具体的に以下のような結果が予想される。 
ケータイメールは文字でのやりとりだけに，ケータイメールだけでは十分な意思疎通を
はかることが難しく齟齬や誤解を招きやすいことから，相手との対人関係におけるストレ
スの発生頻度を高めると考えられる。また，相手との関係が深まっていなかったりケータ
イメールの利用頻度が高かったりすれば，より相手との関係性にかかわるストレスの発生
頻度は高まると考えられる。これらより，ケータイメール依存度高群はケータイメール依
存度低群より，また，ケータイメールの相手との間に深い友人関係ができていない者ほど，
対人ストレスイベント尺度とその各下位尺度得点は高くなるであろう。しかも，女子は男
子よりもケータイメールの利用頻度が高いことから，女子の方が男子よりもストレスを多
く抱えながらケータイメールを行っていると推察されるので，女子でも同様の結果が得ら
れるであろう。 
 
 
5.3.2   ケータイメールへの依存度と心理的葛藤 （仮説 9） 
 
菅（1994）は，女子高校生のグループ内でのつき合い方について，グループ内には微妙
な葛藤が存在し，毎日神経をすり減らしながらつきあっていると述べている。このような
背景には，集団的なつき合いや仲間集団への同調が重視され，仲間外れにならないように
しようとする心理があると考えられる。また，現代の若者は深くかかわることによって相
手から傷つけられることを避けようとするために，自分にも相手にも優しい自己防衛的行
動をとっているといわれている（黒葛原，2004）。このような知見を踏まえると，若者た
ちのケータイメールのやり取りには相手との心理的距離を模索し，相手の気持ちに配慮し
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ながら慎重に言葉を選択することなどで生じるストレスが伴っていると考えられる。また，
対人葛藤は，対人関係が親密であればあるほど生起する頻度は高まるといわれている
（Coser，1956）。これは，親しい者同士のつき合いでは一緒に食事をしたり助け合ったり
と快適な経験が増える一方で，一緒にいる時間が長くなることによって不愉快な経験も増
えるためであると説明されている（大渕，2003）。さらに，大学生対象の調査から，女子
は対人摩耗によるストレス，男子は気遣いによるストレスを強く感じていることが報告さ
れている。このようなストレスの背景には，相手から嫌われたり避けられたりすることに
よって，自分が寂しい思いをしたくないという強い思いがあると考えられている（上山・
米澤，2006）。 
以上，ここでの仮説はつぎのようになる。『広く浅い関係にある相手と頻繁にケータイ
メールを行っている者は，相手との心理的距離を模索するための葛藤を多く抱いているで
あろう（仮説 9）』。 
ここで，仮説 9 が正しければ，具体的に以下のような結果が予想される。 
ケータイメール依存度高群の者はケータイメール依存度低群の者より，また，友人関係
が深まっておらず広く浅い関係にある者ほど，ケータイメールの相手との間に発生する心
理的葛藤は強いであろう。また，ケータイメールの利用頻度は女子で高いという指摘や，
女子がメールを行うことは同性の友人と内面的な話をすることに目的があり，相互の親密
さを深めようとする思いがあるなどといわれていることから（隅田ら，2008），女子は男
子よりも相手との間に葛藤を多く抱えながらケータイメールを行なっていることが予想さ
れる。 
 
 
5.3.3   ケータイメールへの依存度と親和動機 （仮説 10） 
 
青年期における親密な友人関係や親交関係は青年の自己概念に大きな影響を与えるこ
とが指摘されており（Blieszner，1994），青年期の重要な他者が人生の選択幅を広げ，自
我同一性を探究したり人格を形成したりするうえで重要な意味をもつ（Waterman，1993）。
また，友人との心理的距離は高校生の頃に最も近いといわれ，この時期には相手から嫌わ
れないように気遣うつき合い方がみられるといわれている（長沼ら，1998）。ケータイメ
ールの利用と親和感情については，ケータイメールの利用が多い若者は，対面関係も活発
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で友人の数も多いことや（中村，2003），高校生では親密性が高いほどケータイメールを
よく利用し，対面上での自己開示が増えるなどの知見（木内ら，2008）が示されている。
また，自分とケータイメール相手との親和感情にズレがある場合は，送られてくるケータ
イメールの頻度などによって急激に接近される感じや，逆に嫌われている感じを抱くこと
があるといわれている（小林，2001）。このように，心理的発達の途上段階にある青年期
の若者たちにとって，友人と適度な心理的距離を保ちながら上手につき合うことは容易で
なく，相手への親密感を維持したり強化したりしようとする心理と相手からの拒否を避け
ようとする心理が共存するなかでケータイメールは行なわれていると考えられる。 
以上，ここでの仮説はつぎのようになる。『ケータイメールへの依存度が高い者は，親
密な関係を維持しようとする気持ちと，相手からの拒否を回避しようとする気持ちが作用
しているであろう（仮説 10）』。 
ここで，仮説 10 が正しければ，具体的に以下のような結果が予想される。 
ケータイメールへの依存度が高い者や友人関係が十分に成長していない者ほど，親和動
機尺度得点は高くなり，しかもその下位尺度である“親和傾向”と“拒否不安”得点はと
もに高くなるであろう。 
 
 
 
5.4   結果 
 
 
はじめに，友人関係尺度得点を小塩（1998）による方法に従って分類した友人関係のタ
イプ別構成割合と，友人関係のタイプ別にみたケータイメール依存度構成割合を示すとと
もに，ケータイメールストレスの有無とその具体的事由についてまとめた。 
続いて，友人タイプとメール依存との関連を検討するために，メール依存尺度得点を従
属変数として，学校種（高校生，大学生）×性別（男子，女子）×友人タイプ（未成長型，
中間型，成長型）の 3 要因分散分析を行った。また，対人ストレス，山アラシ・ジレンマ，
親和動機のそれぞれが，友人タイプやケータイメール依存の違いとどのように関連するか
について検討するために，下位尺度を含む対人ストレスイベント尺度得点，山アラシ・ジ
レンマのパターン尺度，親和動機尺度得点をそれぞれ従属変数として，性別（男子，女子）
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×メール依存（高群，低群）×友人タイプ（未成長型，中間型，成長型）の 3 要因分散分
析を行った。 
それぞれの分散分析の結果を示した表では，有意差が認められた要因の結果のみを記載
し，下位検定の結果は本文中に記載した。また，多重比較を行った際は，すべてライアン
法（α＝.05）を用いた。 
 
 
5.4.1   友人関係のタイプ別構成割合 
 
友人関係尺度得点に基づく友人タイプの分類方法については，小塩（1998）によって作
成された友人関係尺度に基づいたが，5.2.4 でも述べたように，本章では，友人関係が“広
く浅い”関係にある者を「未成長型」，“広く深い”と“狭く浅い”関係にある者を合わせ
て「中間型」，“狭く深い”関係にある者を「成長型」と呼ぶことにした。ここで，“広い－
浅い”を高群と低群に区分するために，男子と女子それぞれの得点について平均点（男子
32.7 点，女子 32.6 点）と中央値（男子，女子ともに 33.0 点）を求め，男子，女子ともに
10-32 点を低群，33-50 点を高群とした。同様に“浅い－深い”の区分については，平均
点（男子 50.8 点，女子 49.9 点）と中央値（男子，女子ともに 50.0 点）より，男子は 16-50
点を低群，51-90 点を高群，女子は 16-49 点を低群，50-90 点を高群として，それぞれを
組み合わせることで友人タイプを分類した。その構成割合を表 5-4「学校種・性別による
友人関係のタイプ別構成割合(%)」，これを図式化したものを図 5-1「学校種・性別による
友人関係のタイプ別構成割合(%)の比較図」に示した。 
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表 5-4  学校種・性別による友人関係のタイプ別構成割合(%) 
   未成長型  中間型  成長型  
高校生  男子  N 38 92 32 
  % 23.5 56.8 19.7 
 女子  N 49 74 36 
  % 30.6 46.5 22.9 
大学生  男子  N 70 80 23 
  % 40.5 46.2 13.3 
 女子  N 67 100 39 
  % 32.4 48.5 19.1 
割合（%）は，学校種・性別に占める割合 
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図 5-1 学校種・性別による友人関係のタイプ別構成割合(%)の比較図  
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30.6               46.5                              22.9 
32.4                  48.5                                    19.1 
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学校種・性別による友人関係構成割合を表 5-4 と図 5-1 に示した。学校種・性別に関係
なく，友人関係が“広く深い”と“狭く浅い”中間型の者の占める割合が最も多く（高校
生の男子で 56.8%，女子で 46.5%，大学生の男子で 46.2%，女子で 48.5%），いずれにお
いてもほぼ半数を占めていた。また，学校種・性別に関係なく，友人関係が“広く浅い”
という未成長型の者の占める割合が，“狭く深い”という成長型の者よりも多かった（高校
生の男子では，未成長型 23.5%，成長型 19.7%，女子では，未成長型 30.6%，成長型 22.9%，
大学生の男子では，未成長型 40.5%，成長型 13.3%，女子では，未成長型 32.4%，成長型
19.1%）。しかも，男子，女子ともに学校種が進むにつれて，友人関係が未成長型の者の占
める割合が増加し，成長型の者の占める割合が減少した。 
 
 
5.4.2   ケータイメールストレスの有無と具体的事由 
 
 ケータイメールストレスの有無について，学校種・性別に分けて調査した結果を，表 5-5
「学校種・性別によるケータイメールストレスの有無」に示した。ここで，表 5-5 でケー
タイメールによるストレスを“感じる”または“少し感じる”と回答した者をあわせてケ
ータイメールストレスを“受ける者”，“感じない”または“あまり感じない”と回答した
者をあわせてケータイメールストレスを“受けない者”として図式化したものが図 5-2「学
校種・性別によるケータイメールストレスの有無の分布」である。図 5-2 では，比較対象
となるケータイメールストレスを“受ける者”と“受けない者”の割合のみを表示した。
また，ケータイメールをしていてストレスを感じるのはどのようなときかについて質問し，
自由記述によって回答を得た。その具体的事由については KJ 法による定性分析を行い，
その結果を表 5-6「ケータイメールストレスの具体的事由」に示した。 
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表 5-5  学校種・性別によるケータイメールストレスの有無 
   感じない あまり  感じない 
どちらとも 
いえない 
少し  
感じる  感じる  無回答  
高校生  男子  N 63 40 24 23 11 1 
  % 38.7 24.8 15.0 14.4 6.5 0.6 
 女子  N 29 41 30 47 12 0 
  % 18.5 25.5 19.1 29.3 7.6 0.0 
大学生  男子  N 46 33 20 47 25 2 
  % 26.6 19.1 11.5 27.2 14.4 1.2 
 女子  N 34 33 25 86 27 1 
  % 16.5 16.0 12.1 41.8 13.1 0.5 
割合（%）は，学校種・性別ごとに占める割合   
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図 5-2 学校種・性別によるケータイメールストレスの有無の分布  
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表 5-5 に示したとおり，ケータイメールストレスを“受ける”と回答した者は，高校生
の男子で 20.9%，女子で 36.9%，大学生の男子で 41.6%，女子で 54.9%であった。これに
対して，ケータイメールストレスを“受けない”と回答した者は，高校生の男子で 63.5%，
女子で 44.0%，大学生の男子で 45.7%，女子で 32.5%であった。このように男子では，高
校生から大学生へと進むにつれて，ケータイメールストレスを“受けない者”とケータイ
メールストレスを“受ける者”との差は縮まるが，高校生，大学生ともにケータイメール
ストレスを“受けない者”は“受ける者”の割合を上回った。しかし，女子では，高校生
表 5-6  ケータイメールストレスの具体的事由 
具体的事由 N % 
1.「自分自身」に関すること   
（1）タイミングがつかめず，終わりたいのに終われないとき 103 27.9 
（2）自分の時間を犠牲にしてでも返信しなければならないとき 61 16.5 
（3）返信すること自体が面倒だと感じたとき 30 8.1 
2.「相手との関係性」に関すること   
（1）送信してもすぐに返事がこないときや時間がかかりすぎるとき 58 15.7 
（2）やり取りの内容がかみ合わないとき 18 4.9 
（3）親しくない相手とメールのやり取りをしなければならないとき 8 2.2 
（4）相手の顔が見えないと感じたとき 6 1.6 
3.「メール内容」に関すること   
（1）自分の気持ちがうまく表現できないとき 25 6.8 
（2）ネガティブ，傷つく，乱暴な内容が送られてきたとき 25 6.8 
（3）メール（文章）から相手の気持ちが読みとれないとき 24 6.5 
（4）どのような絵文字を選択すればよいか迷ったとき 6 1.6 
（5）文章を考えるよりも電話で話した方が手っ取り早いと感じたとき 5 1.4 
割合（%）は，事由全体に占める割合    
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から大学生に移行するに従い，ケータイメールストレスを“受ける者”が“受けない者”
の割合を上回るようになった。これらより，高校生，大学生ともに，ケータイメールスト
レスを“受ける”者の割合は，男子よりも女子に多く，男子，女子ともに，高校生から大
学生へと進むにつれてケータイメールストレスを“受ける者”の割合が増加することが示
された。 
 ケータイメールストレスの具体的事由については表 5-6 に示したとおりで，「自分自身」
に関する内容 3 項目で全体の 52.5%を占め，「相手との関係性」に関する内容が 4 項目で
24.4%，「メール内容」に関連する内容が 5 項目で 23.1%と続いた。このなかで「自分自身」
に関する内容では，“タイミングがつかめず，終わりたいのに終われないとき”や“自分の
時間を犠牲にしてでも返信しなければならないとき”などといった，『時間の拘束』に関連
するストレスが特に高かった。「相手との関係性」では，“送信してもすぐに返事がこない
ときや時間がかかりすぎるとき”という『即時性』に関連するストレス，「メール内容」で
は，“自分の気持ちがうまく表現できないとき”や“メール（文章）から相手の気持ちが読
みとれないとき”などといった『感情伝達』に関連するストレスが多くみられた。また，
ケータイメールストレス事由で割合の多い順から上位 3 項目で 60.1%を占めたが，そこに
は，“すぐに返事がこない，返信までの時間がかかりすぎる”という事由とともに，“終わ
りたいのに終われない”といった，ケータイメールによるやり取りにはアンビバレンスな
心理が共存していることがわかった。 
 
 
  5.4.3   ケータイメールへの依存度と友人関係のタイプ別構成割合 
 
友人タイプの分類は，5.4.1 と同様の方法に従ったが，これをさらにケータイメールへの
依存度の高低別に分類したものが，表 5-7 に示した「学校種・性別によるケータイメール
への依存度と友人関係のタイプ別構成割合(%)」である。 
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表 5-7 学校種・性別によるケータイメールへの依存度と 
友人関係のタイプ別構成割合(%) 
   ケータイメール依存度低群 ケータイメール依存度高群 
   未成長型 中間型  成長型  未成長型 中間型  成長型  
高校生  男子  N 13 53 17 25 39 15 
  % 7.8 32.6 10.5 15.7 24.2 9.2 
 女子  N 18 48 20 31 26 16 
  % 11.3 30.1 12.6 19.5 16.4 10.1 
大学生  男子  N 27 40 11 43 40 12 
  % 15.6 23.1 6.4 24.9 23.1 6.9 
 女子  N 25 59 20 42 41 19 
  % 12.1 28.6 9.7 20.5 19.9 9.2 
割合（%）は，学校種・性別に占める割合  
 
 
 
表 5-7 によると，学校種・性別に関わらず，友人関係が未成長型の者はケータイメール
への依存度が高く，しかも高校生よりも大学生にその割合が高いことがみてとれる（高校
生の男子では 15.7%，女子では 19.5%，大学生の男子では 24.9%，女子では 20.5%）。こ
れに対して，ケータイメール依存度低群の者については，男子と女子ともに高校生では成
長型の者が未成長型の者よりも多いが（男子では成長型 10.5%，未成長型 7.8%，女子では
成長型 12.6%，未成長型 11.3%），大学生になるとその割合は逆転し，未成長型が成長型よ
りも多くなった（男子では成長型 6.4%，未成長型 15.6%，女子では成長型 9.7%，未成長
型 12.1%）。これらをまとめると，高校生のケータイメール依存度低群を除いて，友人関
係が未成長型の者の割合は成長型の者の割合を上まわり，特にこの傾向は，ケータイメー
ル依存度高群の者で顕著にみられたと要約できる。友人関係が深まっていない者ほどケー
タイメールを頻繁に利用し，友人とのコミュニケーションをはかろうとしている様子がう
かがわれる。 
 
158 
 
5.4.4   ケータイメールへの依存度と友人タイプ 
 
 友人タイプとケータイメール依存度との関連を検討するために，学校種，性別，友人タ
イプによる分析を行った。その結果を，表 5-8「学校種・性別による友人タイプ別携帯メ
ール依存度尺度得点」に示した。 
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表 5-8 学校種・性別による友人タイプ別携帯メール依存度尺度得点 
   男子    女子   
  未成長型 中間型  成長型  未成長型 中間型  成長型  
≪携帯メール依存尺度得点≫  
高校生  Mean 36.2 32.9 28.7 41.5 34.7 34.2 
 SD 9.1 11.3 9.9 12.4 10.9 12.4 
大学生  Mean 36.3 35.1 30.7 41.3 37.4 36.5 
 SD 9.7 9.3 8.3 8.7 8.9 9.6 
主効果   性別 :F（1,675）＝28.58∗∗∗∗，友人タイプ :F（2,675）＝21.19∗∗∗∗ 
＜情動的な反応得点＞  
高校生  Mean 13.1 11.3 9.9 14.5 11.7 12.3 
 SD 4.1 4.6 4.6 5.0 4.5 4.9 
大学生  Mean 13.6 12.6 10.3 14.7 12.6 13.3 
 SD 4.6 4.7 4.0 4.1 4.2 4.5 
主効果   性別 :F（1,675）＝15.54∗∗∗∗，友人タイプ :F（2,675）＝18.89∗∗∗∗ 
交互作用  性別×友人タイプ :F（2,675）＝4.25∗ 
＜過剰な使用得点＞  
高校生  Mean 13.7 12.8 11.1 15.7 13.5 13.1 
 SD 4.6 5.1 4.3 4.8 4.9 5.3 
大学生  Mean 13.6 13.3 12.7 15.5 14.6 13.6 
 SD 5.1 5.0 4.5 4.1 4.2 3.9 
主効果     性別 :F（1,675）＝16.05∗∗∗∗，友人タイプ :F（2,675）＝10.27∗∗∗∗ 
＜脱対人コミュニケーション得点＞  
高校生  Mean 9.4 8.8 7.7 11.3 9.5 8.8 
 SD 3.7 4.2 3.3 4.5 4.3 4.1 
大学生  Mean 9.1 9.2 7.7 11.0 10.1 9.6 
 SD 3.6 3.5 3.4 3.8 3.5 3.0 
主効果    性別 :F（1,675）＝21.65∗∗∗∗，友人タイプ :F（2,675）＝11.05∗∗∗∗ 
∗p＜ .05， ∗∗p＜ .01， ∗∗∗p＜ .005， ∗∗∗∗p＜ .001 
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友人タイプとケータイメール依存度との関連を検討するために，携帯メール依存尺度得
点を従属変数として，学校種（高校生，大学生）×性別（男子，女子）×友人タイプ（未
成長型，中間型，成長型）の 3 要因分散分析を行った。 
その結果，携帯メール依存尺度得点全体については，性別の主効果が有意であり（F（1,675）
＝28.58，p＜.001），女子は男子よりも携帯メール依存尺度得点が高いことが示された。ま
た，友人タイプの主効果も有意（F（2,675）＝21.19，p＜ .001）であった。多重比較を行った
結果，未成長型，中間型，成長型の順に携帯メール依存尺度得点が高いことが示された。
しかし，学種の主効果及び交互作用については 1 次，2 次のいずれにおいても有意ではな
かった。 
次に，下位尺度についても同様の分析を行ったところ，“情動的な反応”については，性
別の主効果が有意であり（F（1,675）＝15.54，p＜.001），女子は男子よりも“情動的な反応”
得点が高いことが示された。また，友人タイプの主効果が有意であり（F（2,675）＝18.89，     
p＜.001），多重比較を行った結果，未成長型の者は中間型の者より，未成長型の者は中間
型の者よりそれぞれ“情動的な反応”得点が高いことが示された。これより，友人タイプ
では，未成長型の者の“情動的な反応”得点が最も高いことが示された。また，性別×友
人タイプの交互作用が有意であった（F（2,675）＝4.25，p＜.05）。ここで交互作用の単純主
効果をみるために下位検定を行ったところ，未成長型における性別，成長型における性別
の単純主効果がそれぞれ有意であり（F（1,675）＝4.06，p＜.05 ; F（1,675）＝19.86，p＜ .001），
未成長型と成長型ともに女子は男子より“情動的な反応”得点が高いことが示された。ま
た，男子と女子それぞれにおける友人タイプの単純主効果がともに有意であり（F（2,675）
＝14.52，p＜ .001 ; F（2,675）＝8.63，p＜.001），性別ごとに多重比較を行った結果，男子では
未成長型，中間型，成長型の順で，女子では未成長型が中間型や成長型よりも“情動的な
反応”得点が高いことが示された。これより，男子，女子ともに未成長型の者の“情動的
な反応”得点が友人タイプの中では最も高いことが示された。しかし，学種の主効果及び
性別×友人タイプ以外の交互作用については 1 次，2 次のいずれにおいても有意ではなか
った。 
“過剰な使用”については，性別の主効果が有意であり（F（1,675）＝16.05，p＜.001），女
子は男子よりも“過剰な使用”得点が高いことが示された。また，友人タイプの主効果が
有意であり（F（2,675）＝10.27，p＜.001），多重比較を行った結果，未成長型，中間型，成
長型の順に“過剰な使用”得点が高いことが示された。しかし，学種の主効果及び交互作
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用については 1 次，2 次のいずれにおいても有意ではなかった。 
“脱対人コミュニケーション”については，性別の主効果が有意であり（F（1,675）＝21.65，
p＜.001），女子は男子より“脱対人コミュニケーション”得点が高いことが示された。ま
た，友人タイプの主効果も有意であり（F（1,675）＝11.05，p＜.001），多重比較を行った結果，
未成長型，中間型，成長型の順に“脱対人コミュニケーション”得点が高いことが示され
た。しかし，学種の主効果及び交互作用については 1 次，2 次のいずれにおいても有意で
はなかった。 
以上の結果より，ケータイメール依存度は友人タイプの影響を受けることが示された。
携帯メール依存尺度全体と下位尺度である“過剰な使用”，“情動的な反応”，“脱対人コミ
ュニケーション”すべての結果から，女子は男子より，友人タイプでは未成長型の者ほど
ケータイメールに依存し過剰に利用していることが示された。同様に，女子は男子より，
友人タイプでは未成長型の者ほどケータイメールを利用する際に，情動的な変化が起こり
やすいこと，また，対面コミュニケーションを代替し強化しようとする目的でケータイメ
ールを利用していることが示された。 
 
 
5.4.5   ケータイメールへの依存度と対人ストレス 
 
 対人ストレスがケータイメールへの依存度や友人タイプの違いとどのように関連するか
を検討するために，性別，ケータイメール依存度，友人タイプによる分析を行った。その
結果を，表 5-9「学校種・性別・友人タイプ別対人ストレスイベント尺度得点」に示した。 
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表 5-9  学校種・性別・友人タイプ別対人ストレスイベント尺度得点 
   男子    女子   
  未成長型 中間型  成長型  未成長型 中間型  成長型  
≪対人ストレスイベント尺度得点≫  
ケータイメール依存度低群  Mean 43.9 44.3 38.5 46.6 45.9 44.0 
 SD 12.7 14.7 11.6 14.3 13.3 13.9 
ケータイメール依存度高群  Mean 50.0 48.9 44.9 51.5 49.0 46.8 
 SD 16.2 16.5 14.9 14.8 13.2 15.6 
主効果   ケータイメール依存度 :F（1,675）＝16.41∗∗∗∗，友人タイプ :F（2,675）＝5.44∗∗∗  
＜対人葛藤得点＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 13.7 15.4 12.4 14.5 14.4 13.9 
 SD 5.5 6.5 4.3 5.6 5.7 5.8 
ケータイメール依存度高群  Mean 17.0 16.6 15.6 17.0 15.5 15.8 
 SD 7.0 6.7 6.4 6.5 5.9 7.2 
主効果   ケータイメール依存度 :F（1,675）＝20.00∗∗∗∗ 
＜対人劣等得点＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 18.4 17.1 14.5 18.5 18.4 17.4 
 SD 6.7 6.7 4.8 6.1 6.3 6.2 
ケータイメール依存度高群  Mean 19.8 18.2 16.5 21.2 19.5 17.5 
 SD 7.2 6.9 6.0 6.5 6.0 6.4 
主効果   性別 :F（1,675）＝6.74∗∗，ケータイメール依存度 :F（1,675）＝7.86∗∗ 
友人タイプ :F（2,675）＝11.72∗∗∗∗ 
＜対人摩耗得点＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 11.9 11.8 11.6 13.6 13.1 12.7 
 SD 4.9 4.7 5.0 5.2 4.7 4.3 
ケータイメール依存度高群  Mean 13.2 14.1 12.8 13.3 14.0 13.5 
 SD 4.8 5.3 5.1 4.5 4.5 4.1 
主効果   性別 :F（1,675）＝4.28∗，ケータイメール依存度 :F（1,675）＝7.49∗∗ 
∗p＜ .05， ∗∗p＜ .01， ∗∗∗p＜ .005， ∗∗∗∗p＜ .001 
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対人ストレスがケータイメール依存度や友人タイプの違いとどのように関連するかに
ついて検討するために，対人ストレスイベント尺度得点を従属変数として，性別（男子，
女子）×ケータイメール依存度（高群，低群）×友人タイプ（未成長型，中間型，成長型）
の 3 要因分散分析を行った。 
その結果，対人ストレスイベント尺度全体の得点については，ケータイメール依存度の
主効果が有意であり（F（1,675）＝16.41，p＜.001），ケータイメール依存度高群はケータイ
メール依存度低群より対人ストレスイベント尺度得点が高いことが示された。また，友人
タイプの主効果も有意であった（F（2,675）＝5.44，p＜ .005）。多重比較を行った結果，成長
型の者は未成長型の者より，成長型の者は中間型の者よりそれぞれ対人ストレスイベント
尺度得点が低いことが示された。これより，成長型の者の対人ストレスイベント尺度得点
が友人タイプの中で最も低いことが示された。しかし，性別の主効果及び交互作用につい
ては 1 次，2 次のいずれにおいても有意ではなかった。 
次に，下位尺度得点に関しても同様の分析を行ったところ，“対人葛藤”については，ケ
ータイメール依存度の主効果が有意であり（F（1,675）＝20.00，p＜.001），ケータイメール
依存度高群はケータイメール依存度低群よりル“対人葛藤”得点が高いことが示された。
しかし，ケータイメール依存度以外の主効果及び 1 次，2 次のいずれの交互作用も有意で
はなかった。 
“対人劣等”については，性別とケータイメール依存度の主効果がそれぞれ有意であり
（F（1,675）＝6.74，p＜ .01 ; F（1,675）＝7.86，p＜.01），女子は男子より，ケータイメール依存
度高群はケータイメール依存度低群より“対人劣等”得点が高いことが示された。また，
友人タイプの主効果も有意であり（F（2,675）＝11.72，p＜ .001），多重比較を行った結果，成
長型の者は未成長型の者より，成長型の者は中間型の者よりそれぞれ“対人劣等”得点が
低いことが示された。これより，成長型の者の“対人劣等”得点が友人タイプの中で最も
低いことが示された。しかし，交互作用については 1 次，2 次のいずれにおいても有意で
はなかった。 
“対人摩耗”については，性別とケータイメール依存度の主効果がそれぞれ有意であり
（F（1,675）＝4.28，p＜ .05 ; F（1,675）＝7.49，p＜.01），女子は男子より，ケータイメール依存
度高群はケータイメール依存度低群より“対人摩耗”得点が高いことが示された。しかし，
友人タイプの主効果及び交互作用については 1 次，2 次のいずれにおいても有意ではなか
った。 
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以上の結果より，対人ストレスは友人タイプやケータイメール依存度の影響を受けてい
ることが示された。対人ストレスイベント尺度全体からは，ケータイメール依存度高群は
ケータイメール依存度低群よりも，友人タイプでは未成長型の者ほどケータイメールによ
る対人ストレスが高いことが認められた。それぞれの下位尺度である“対人葛藤”，“対人
劣等”，“対人摩耗”のいずれにおいても，ケータイメール依存度高群はケータイメール依
存度低群よりも得点が高いことが認められ，ケータイメールの利用頻度が高いほど様々な
ストレスの影響を受けていることが示された。また，“対人劣等”と“対人摩耗”に関して
は，女子が男子よりもそれぞれの得点が高いことが示され，女子では相手と関わることに
対する不安や相手に対する気遣いといったストレスが強いことが確認された。 
本章の結果より，青年期の若者のケータイメール利用にはストレスが伴っていることが
示され，友人とのケータイメールのやり取りによるストレスは，健全な精神的発達にも負
の影響を及ぼしている可能性が示唆された。しかし，現状では，ケータイメールがどのよ
うな形でストレスを及ぼしているかといった因果関係にまで踏み込んで論じることは難し
い。この点に関しては今後の課題となろう。 
以上のことから，『ケータイメールへの依存度が高い者は，ケータイメールの相手との
間に葛藤や劣等，摩耗などの対人ストレスを多く抱いているであろう』と予想した仮説 8
は，支持されたといえる。 
 
 
  5.4.6   ケータイメールへの依存度と心理的葛藤 
 
相手との心理的な距離を模索して抱く葛藤が，友人タイプやケータイメール依存度の違
いとどのように関連を検討するために，山アラシ・ジレンマのパターン尺度における「近
づきたい－近づきたくない」ジレンマと「離れたい－離れたくない」ジレンマの下位尺度
の組み合わせから構成される“対自的要因”と“対他的要因”のそれぞれの得点について，
性別，ケータイメール依存度，友人タイプ別による分析を行った。その結果を，表 5-10「学
校種・性別・友人タイプ別山アラシ・ジレンマのパターン尺度得点」に示した。 
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表 5-10  学校種・性別・友人タイプ別山アラシ・ジレンマのパターン尺度得点 
   男子    女子   
  未成長型 中間型  成長型  未成長型 中間型  成長型  
≪「近づきたい－近づきたくない」パターン得点≫  
ケータイメール依存度低群  Mean 66.8 62.1 58.3 65.7 61.8 58.2 
 SD 11.8 15.0 14.1 8.2 11.3 12.2 
ケータイメール依存度高群  Mean 65.9 61.8 61.2 63.7 63.8 63.4 
 SD 12.3 12.2 10.3 8.3 10.3 7.1 
主効果   友人タイプ :F（2,675）＝10.97∗∗∗∗ 
＜自分が傷つくことの回避得点＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 33.9 32.1 30.6 33.5 31.1 29.9 
 SD 8.5 9.7 7.9 6.3 8.3 6.8 
ケータイメール依存度高群  Mean 34.0 31.9 33.3 31.0 33.1 33.2 
 SD 8.7 7.7 7.3 6.5 6.9 5.6 
交互作用  ケータイメール依存度×友人タイプ :F（2,675）＝3.81∗ 
＜相手を傷つけることの回避得点＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 32.8 30.0 27.7 32.2 30.7 28.2 
 SD 5.4 8.0 8.2 4.6 5.3 7.7 
ケータイメール依存度高群  Mean 31.9 30.0 27.9 32.8 30.7 30.2 
 SD 6.2 6.3 7.1 4.8 5.6 4.6 
主効果   友人タイプ :F（2,675）＝20.14∗∗∗∗ 
≪「離れたい－離れたくない」パターン得点≫  
ケータイメール依存度低群  Mean 60.0 54.7 41.3 59.6 52.8 50.7 
 SD 11.1 14.0 13.9 12.2 10.1 13.1 
ケータイメール依存度高群  Mean 61.9 56.3 49.7 63.5 60.0 50.5 
 SD 12.0 12.9 13.8 10.1 11.2 13.3 
主効果   性別 :F（1,675）＝5.01∗，ケータイメール依存度 :F（1,675）＝15.45∗∗∗∗ 
友人タイプ :F（2,675）＝61.46∗∗∗∗ 
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＜自分が寂しい思いをすることの回避得点＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 33.9 30.1 21.6 33.1 28.8 27.8 
 SD 7.1 8.9 8.4 8.2 6.9 8.0 
ケータイメール依存度高群  Mean 34.2 30.8 27.9 35.8 34.0 30.0 
 SD 8.0 8.3 7.7 6.4 7.0 6.6 
主効果   性別 :F（1,675）＝9.12∗∗∗，ケータイメール依存度 :F（1,675）＝22.25∗∗∗∗ 
友人タイプ :F（2,675）＝48.21∗∗∗∗ 
交互作用     性別×友人タイプ :F（2,675）＝3.66∗ 
＜相手が寂しい思いをすることの回避得点＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 26.1 24.6 19.6 26.5 23.9 22.8 
 SD 5.9 6.7 7.0 5.6 4.8 6.4 
ケータイメール依存度高群  Mean 27.7 25.5 21.8 27.7 26.0 20.4 
 SD 5.4 5.9 6.8 5.2 5.4 7.8 
主効果   ケータイメール依存度 :F（1,675）＝3.86∗，友人タイプ :F（2,675）＝50.45∗∗∗∗ 
∗p＜ .05， ∗∗p＜ .01， ∗∗∗p＜ .005， ∗∗∗∗p＜ .001 
 
 
 
山アラシ・ジレンマが，友人タイプやケータイメール依存度の違いとどのように関連す
るかについて検討するために，山アラシ・ジレンマのパターン尺度における「近づきたい
－近づきたくない」ジレンマと「離れたい－離れたくない」ジレンマ得点と，“対自的要因”
と“対他的要因”に含まれる尺度得点（“対自的要因”は“自傷回避”と“自寂回避”，“対
他的要因”は“他傷回避”と“他寂回避”から構成される）をそれぞれ従属変数として，
性別（男子，女子）×ケータイメール依存度（高群，低群）×友人タイプ（未成長型，中
間型，成長型）の 3 要因分散分析を行った。 
その結果，「近づきたい－近づきたくない」ジレンマについては，友人タイプの主効果
が有意（F（2,675）＝10.97，p＜ .001）であり，多重比較を行った結果，未成長型の者は成長
型の者より，未成長型の者は中間型の者より「近づきたい－近づきたくない」ジレンマ得
点が高いことが示された。これより，友人タイプの中では未成長型の者の「近づきたい－
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近づきたくない」ジレンマ得点が最も高いことが示された。しかし，友人タイプ以外の主
効果及び交互作用については 1 次，2 次のいずれにおいても有意ではなかった。  
また，「離れたい－離れたくない」ジレンマについては，性別，ケータイメール依存度
の主効果が有意であり（F（1,675）＝5.01，p＜ .05 ; F（1,675）＝15.45，p＜ .001），女子は男子よ
り，ケータイメール依存度高群はケータイメール依存度低群よりも「離れたい－離れたく
ない」ジレンマ得点が高いことが示された。また，友人タイプの主効果が有意であり（F（2,675）
＝61.46，p＜ .001），多重比較を行った結果，未成長型，中間型，成長型の順に「離れたい
－離れたくない」ジレンマ得点が高いことが示された。しかし，交互作用については 1 次，
2 次のいずれにおいても有意ではなかった。 
“対自的要因”については，下位尺度の一つである“自傷回避”では，ケータイメール
依存度×友人タイプの交互作用が有意であった（F（2,675）＝3.81，p＜.05）。そこで，交互作
用における単純主効果をみるために下位検定を行なったところ，成長型のケータイメール
依存度の単純主効果が有意であり（F（1,675）＝7.67，p＜ .01），成長型では，ケータイメー
ル依存度高群がケータイメール依存度低群よりも“自傷回避”得点が高いことが示された。
また，ケータイメール依存度低群における友人タイプの単純主効果が有意であり （F（2,589）
＝5.25，p＜.01），多重比較を行った結果，ケータイメール依存度低群では，未成長型は成
長型よりも“自傷回避”得点が高いことが示された。しかし，ケータイメール依存度×友
人タイプ以外の交互作用については 1 次，2 次のいずれにおいても有意ではなく，主効果
についてはいずれも有意ではなかった。 
さらにもう一方の下位尺度である“自寂回避”については，性別，ケータイメール依存
度の主効果が有意であり（F（1,675）＝9.12，p＜ .005 ; F（1,675）＝22.25，p＜.001），女子は男
子より，ケータイメール依存度高群はケータイメール依存度低群よりも“自寂回避”得点
が高いことが示された。また，友人タイプの主効果が有意であり（F（2,675）＝48.21，     
 p＜.001），多重比較を行った結果，未成熟型，中間型，成熟型の順で“自寂回避”得点が
高いことが示された。さらに，性別×友人タイプの交互作用が有意であった（F（2,675）＝3.66，
p＜.05）。そこで，交互作用における単純主効果をみるために下位検定を行なったところ，
男子における友人タイプ，女子における友人タイプの単純主効果がともに有意であり   
（F（2,675）＝38.50，p＜ .001 ; F（2,675）＝13.36，p＜ .001），性別ごとに多重比較を行った結果，
男子，女子ともに未成長型，中間型，成長型の順に“自寂回避”得点が高いことが示され
た。しかし，性別×友人タイプ以外の交互作用については 1 次，2 次のいずれにおいても
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有意ではなかった。 
“対他的要因”については，下位尺度の一つである“他傷回避”では，友人タイプの主効果
が有意であり（F（2,675）＝20.14，p＜.001），多重比較を行った結果，未成長型，中間型，
成長型の順で“他傷回避”得点が高いことが示された。しかし，友人タイプ以外の主効果
及び交互作用については 1 次，2 次のいずれにおいても有意ではなかった。 
さらにもう一方の下位尺度である“他寂回避”については，ケータイメール依存度の主
効果が有意であり（F（1,675）＝3.86，p＜.05），ケータイメール依存度高群がケータイメー
ル依存度低群よりも“他寂回避”得点が高いことが示された。また，友人タイプの主効果
も有意であり（F（2,675）＝50.45，p＜.001），多重比較を行った結果，未成長型，中間型，
成長型の順に“他寂回避”得点が高いことが示された。しかし，性別の主効果及び交互作
用については 1 次，2 次のいずれにおいても有意ではなかった。 
以上の結果より，山アラシ・ジレンマは友人タイプやケータイメール依存度の影響を受
けていることが示された。「近づきたい－近づきたくない」ジレンマと「離れたい－離れた
くない」ジレンマからは，友人関係が成長していない者は成長している者と比べて，これ
ら両者のジレンマがそれぞれ強いことが示された。これより，友人関係が成長していない
者が相手との関係を構築しようとするときは，近づきたいが近づきすぎることに対する抵
抗と，離れたいが離れすぎたくないという抵抗が混在し，相手との心理的距離を模索して
いることが示唆された。なかでも，相手と離れたいが離れすぎたくないというジレンマは，
女子とケータイメール依存度高群の者で高いことが示された。さらに，ケータイメール依
存度高群の者と友人関係が未成長型の者は，自分が寂しい思いをすることに対する回避欲
求，また，未成長型の者ほど，相手を傷つけることに対する回避欲求，ケータイメール依
存度高群の者と未成長型の者は，相手に寂しい思いをさせることに対する回避欲求がそれ
ぞれ強いことが示された。これらより，ケータイメールへの依存度が高い者や友人関係が
深まっていない者ほど，相手に近づきすぎたり，相手から離れすぎたりしようとすること
によって相手を傷つけたり自分が傷ついてしまうことに対する恐れを抱いており，このよ
うなストレスを抱えたなかでケータイメールは行われていることが示唆される。 
以上のことから，『広く浅い関係にある相手と頻繁にケータイメールを行っている者は，
相手との心理的距離を模索するための葛藤を多く抱いているであろう』と予測した仮説 9
は支持されたといえる。 
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5.4.7   ケータイメールへの依存度と親和動機 
 
 親和動機がケータイメールへの依存度や友人タイプの違いとどのように関連するかを検
討するために，性別，ケータイメール依存度，友人タイプによる分析を行った。その結果
を，表 5-11「学校種・性別・友人タイプ別親和動機尺度得点」に示した。 
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表 5-11  学校種・性別・友人タイプ別親和動機尺度得点 
   男子    女子   
  未成長型 中間型  成長型  未成長型 中間型  成長型  
≪親和動機尺度得点≫  
ケータイメール依存度低群  Mean 67.5 60.4 46.3 68.1 58.6 54.8 
 SD 10.7 11.7 13.5 9.9 11.5 12.8 
ケータイメール依存度高群  Mean 70.6 63.7 57.4 71.6 65.7 56.0 
 SD 11.4 11.3 12.1 11.1 9.5 12.9 
主効果   ケータイメール依存度  F（1,675）＝28.17∗∗∗∗，友人タイプ :F（2,675）＝97.06∗∗∗∗  
交互作用     性別× ケータイメール依存度  ×友人タイプ :F（2,675）＝5.00∗∗ 
＜拒否不安得点＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 32.1 27.5 19.0 32.4 26.7 23.1 
 SD 7.0 8.3 7.1 6.5 7.1 7.2 
ケータイメール依存度高群  Mean 33.6 28.8 25.5 33.7 30.7 25.1 
 SD 6.9 8.0 7.1 6.3 6.6 8.7 
主効果   ケータイメール依存度 :F（1,675）＝22.68∗∗∗∗，友人タイプ :F（2,675）＝94.90∗∗∗∗ 
交互作用     性別× ケータイメール依存度×友人タイプ :F（2,675）＝3.29∗ 
＜親和傾向得点＞  
ケータイメール依存度低群  Mean 35.4 32.9 27.3 35.7 31.9 31.7 
 SD 5.7 7.4 9.0 6.0 7.6 8.1 
ケータイメール依存度高群  Mean 37.0 34.9 32.0 37.9 35.1 30.9 
 SD 6.5 7.2 7.6 6.2 6.1 7.2 
主効果   ケータイメール依存度 :F（1,675）＝14.13∗∗∗∗，友人タイプ :F（2,675）＝36.82∗∗∗∗ 
∗p＜ .05， ∗∗p＜ .01， ∗∗∗p＜ .005， ∗∗∗∗p＜ .001 
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相手と友好的になりそれを維持しようとする欲求である親和動機が，友人タイプやケー
タイメール依存度の違いとどのように関連するかを検討するために，親和動機尺度の得点
を従属変数として，性別（男子，女子）×ケータイメール依存度（高群，低群）×友人タ
イプ（未成長型，中間型，成長型）の 3 要因分散分析を行った。 
その結果，親和動機尺度の全体得点については，ケータイメール依存度の主効果が有意
であり（F（1,675）＝28.17，p＜ .001），ケータイメール依存度高群はケータイメール依存度
低群より親和動機尺度得点が高いことが示された。また，友人タイプの主効果も有意であ
り（F（2,675）＝97.06，p＜.001），多重比較を行った結果，未成長型，中間型，成長型の順
に親和動機尺度得点が高いことが示された。さらに，性別×ケータイメール依存度×友人
タイプの交互作用が有意であった（F（2,675）＝5.00，p＜ .01）。そこで，交互作用の単純交
互作用をみるために下位検定を行ったところ，ケータイメール依存度低群における性別×
友人タイプ，男子におけるケータイメール依存度×友人タイプが有意であった（F（2,675）
＝5.63，p＜.005 ; F（2,675）＝4.07，p＜.05）。さらに単純・単純主効果をみるために下位検定
を行ったところ，男子でケータイメール依存度低群における友人タイプ，男子でケータイ
メール依存度高群における友人タイプ，女子でケータイメール依存度低群における友人タ
イプが有意であった（F（2,675）＝45.01，p＜.001 ; F（2,675）＝16.80，p＜.001 ; F（2,675）＝18.19，
p＜.001）。これらについて多重比較を行った結果，男子でケータイメール依存度低群とケ
ータイメール依存度高群の者，女子でケータイメール依存度低群の者では，友人タイプが
未成長型，中間型，成長型の順に親和動機尺度得点が高いことが示された。しかし，性別
の主効果及び 1 次の交互作用についてはいずれにおいても有意ではなかった。 
次に，親和動機尺度の下位尺度得点についても同様の分析を行ったところ，“拒否不安”
については，ケータイメール依存度の主効果が有意であり（F（1,675）＝22.68，p＜.001），
ケータイメール依存度高群はケータイメール依存度低群より“拒否不安”得点が高いこと
が示された。また，友人タイプの主効果も有意であり（F（2,675）＝94.90，p＜.001），多重
比較を行った結果，未成長型，中間型，成長型の順に“拒否不安”得点が高いことが示さ
れた。さらに，性別×ケータイメール依存度×友人タイプの交互作用が有意であった  
（F（2,675）＝3.29，p＜ .05）。そこで，交互作用の単純交互作用をみるために下位検定を行
ったところ，ケータイメール依存度低群における性別×友人タイプ，男子におけるケータ
イメール依存度×友人タイプが有意であった（F（2,675）＝3.34，p＜ .05 ; F（2,675）＝4.28，       
p＜.05）。さらに単純・単純主効果をみるために下位検定を行ったところ，男子でケータイ
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メール依存度低群における友人タイプ，男子でケータイメール依存度高群における友人タ
イプ，女子でケータイメール依存度低群における友人タイプが有意であった（F（2,675）＝
43.77，p＜.001 ; F（2,675）＝16.57，p＜ .001 ; F（2,675）＝21.53，p＜ .001）。これらについて多
重比較を行った結果，男子でケータイメール依存度低群とケータイメール依存度高群の者，
女子でケータイメール依存度低群の者では，友人タイプが未成長型，中間型，成長型の順
に“拒否不安”得点が高いことが示された。しかし，性別の主効果及び 1 次の交互作用に
ついてはいずれにおいても有意ではなかった。さらにもう一方の下位尺度である“親和傾
向”については，ケータイメール依存度の主効果が有意であり（F（1,675）＝14.13，        
 p＜.001），ケータイメール依存度高群はケータイメール依存度低群よりも“親和傾向”得
点が高いことが示された。また，友人タイプの主効果が有意であり（F（2,675）＝36.82，   
 p＜.001），多重比較を行った結果，友人タイプが未成長型，中間型，成長型の順に“親和
傾向”得点が高いことが示された。さらに，性別×ケータイメール依存度×友人タイプの
交互作用が有意であった（F（2,675）＝3.34，p＜ .05）。そこで，交互作用における単純交互
作用をみるために下位検定を行ったところ，ケータイメール依存度低群における性別×友
人タイプが有意であった（F（2,675）＝3.94，p＜ .05）。さらに単純・単純主効果をみるため
に下位検定を行ったところ，男子でケータイメール依存度低群における友人タイプ，女子
でケータイメール依存度低群における友人タイプが有意であった（F（2,675）＝17.25，     
 p＜.001 ; F（2,675）＝5.26，p＜ .01）。これらについて多重比較を行った結果，男子のケータ
イメール依存度低群の者では，成長型の者は未成長型の者より，成長型の者は中間型の者
より“親和傾向”得点がそれぞれ低いことが示された。これより，男子のケータイメール
依存度低群の者では，成長型の者の“親和傾向”得点が友人タイプのなかでは最も低いこ
とが示された。また，女子のケータイメール依存度低群の者では，未成長型の者は成長型
の者より，未成長型の者は中間型の者より“親和傾向”得点がそれぞれ高いことが示され
た。これより，女子のケータイメール依存度低群の者では，未成長型の者の“親和傾向”
が友人タイプのなかでは最も高いことが示された。しかし，性別の主効果及び 1 次の交互
作用についてはいずれにおいても有意ではなかった。 
以上の結果より，親和動機は友人タイプやケータイメール依存度の影響を受けているこ
とが示された。特に，ケータイメール依存度高群の者や友人関係が未成長型の者では，相
手と友好的になりそれを維持したいという欲求とともに，相手から拒否されて一人ぼっち
になることを避けたいとする意識の存在が確認された。しかも，相手から拒否されること
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に対する否定的感情は，男子ではケータイメールへの依存の程度に関わらず，また，女子
のケータイメール依存度低群の者では，友人関係が未成長な者ほど強いことが示された。
また，相手との友好的関わりを希求する感情は，男子でケータイメール依存度低群の者で
は友人関係が成長した者が最も低く，女子でケータイメール依存度低群の者では友人関係
が未成長の者が最も高いことが示された。これらより，ケータイメール利用の背景には，
相手と友好的になりそれを維持したいと願う欲求と同時に，相手から拒否されることを避
けたいとする欲求が存在することが示され，友人との親和感情を構築し維持しようとする
心理と，相手から嫌われて孤立しないようにしたいと願う心理が共存するなかで現代の若
者たちのケータイメールは行われていることが示唆された。 
よって，『ケータイメールへの依存度が高い者は，親密な関係を維持しようとする気持
ちと，相手からの拒否を回避しようとする気持ちが作用しているであろう』と予測した仮
説 10 は支持された。 
 
 
 
5.5   考察 
 
 
5.5.1   友人関係のあり方とケータイメール依存度と友人タイプについて 
 
友人関係尺度得点に基づいて算出された友人関係の構成割合は，学校種・性別に関わら
ず“広く深い”，“狭く浅い”という中間型の者の占める割合が最も多く，高校生と大学生，
男子と女子のいずれにおいてもほぼ半数を占めた。また，友人関係が“広く浅い”という
未成長型の者の占める割合が，“狭く深い”という成長型の者よりも多かった。しかも，男
子と女子ともに高校生から大学生へと進むに従い，友人関係が未成長型の者の占める割合
が増加し，成長型の者の占める割合が減少した。この結果は，高校から大学に進学したこ
とによって所属する集団が大きく変化し，友人関係が高校生の時とは異なる新たな関係に
編成されたためではないかと考えられる。すなわち，大学生での友人関係は，高校の友人
との親交が大学に進学した後も継続しているというよりは，大学に進学したことで新たな
友人との関係構築が始まり，まだその関係が十分に深まっていないことがここでの結果に
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反映しているものと推察される。また，本章の結果では，友人関係が成長し深まっている
成長型の者が占める割合は全体の 18.6%であったのに対して，友人関係が成長の途中段階
にあって深まりをみせていない者は 81.4%もの割合を占めた。この結果は，現代の青年の
友人関係の特徴は広く浅いつき合い方にあると指摘した小塩（1998）の知見を支持するも
のであり，現代の若者たちがこれまでしばしば指摘されてきたような，“希薄”で“表面的”
な友人関係を築いている様子をうかがい知ることができる。 
ケータイメールへの依存度と友人タイプに関する分析の結果，ケータイメールへの依存
度は友人タイプの影響を受けることが示され，携帯メール依存尺度全体ならびにその下位
尺度である“情動的な反応”，“過剰な使用”，“脱対人コミュニケーション”の結果から，
女子は男子より，友人タイプの中では未成長型の者ほどそれぞれの得点が高いことが示さ
れた。これらより，女子は男子より，友人タイプの中では未成長型の者ほどケータイメー
ルを過剰に利用していること，また，ケータイメールの利用に際しては，このような者ほ
ど情動的に変化しやすく，対面コミュニケーションを代替し強化するといった目的で利用
していることが示された。女子の結果は，三田（2004）による，青年期女子の自己形成は
親密な他者と心理的に密着する中で行われるという知見から整合的に解釈可能であり，ケ
ータイメールを積極的に利用し，親密な友人との関係をさらに深めたいとの思いが，青年
期の女子のケータイメールの利用頻度を高めていると推察される。一方，未成長型の者の
結果は，ケータイメールで頻繁にやりとりをしていると相互の親密感情が高まることによ
って長い時間を一緒にいるかのような錯覚を覚えるという主張や（小林，2001），広く浅
いつきあい方をしている者は内心では親密な関わりを求めているという知見（岡田，1999）
から解釈可能である。すなわち，友人関係が深まっていない者は，少しでも早く相互の親
密な関係を構築したいという思いが強く，これがケータイメールでのやり取りの頻度を高
める行動に結びついていると考えられる。また，友人関係が深まっていない者ほど相互の
関係が不安定であるために，緊張を伴う対面でのコミュニケーションよりも，相手が見え
ないところでコミュニケーションをはかることができるケータイメールをより積極的に活
用していると解釈することができる。 
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  5.5.2   ケータイメールによるストレスの有無と具体的事由 
 
ケータイメールへの依存度と対人ストレスから示された結果より，ケータイメールを行
う行為にはストレスが伴うことが示された。高校生の段階では，ケータイメールによるス
トレスを受けない者が受ける者の割合を上回った。しかし，男子では大学生になるとその
差は縮まり，女子では高校生から大学生に移行するにつれてケータイメールストレスを受
ける者が受けない者の割合を大きく上回る結果を示した。また，高校生，大学生ともに，
ケータイメールストレスを受ける者は男子よりも女子に多く，男子，女子ともに，学年の
進行とともにケータイメールによるストレスを次第に強く感じるようになっていることが
示された。 
現代の若者たちの多くは，ケータイメールを積極的に利用して対人関係を築いているが，
自分の時間が拘束されることや，やり取りを終わらせたいのにそうすることができないこ
とに対する不自由さや束縛感などのストレスを抱きながらケータイメールを行っている者
が多いことが示唆された。日本人は，生来，対立や葛藤の顕在化を避けようとする傾向を
強く有しており，この心理は対人ストレスをもたらす原因となっているという主張がある
が（大渕，2003），ストレスを抱えながらも自分の感情や気持ちを抑えてケータイメール
のやり取りを行っている態度は，まさしくこのような日本人特有の心性の表れといえるか
もしれない。また，返事が返ってくるまでの時間がかかりすぎたり相手から拒否されたり
すること，否定的な内容のメッセージを受け取ることは，大きな精神的ダメージを受ける
要因に結びつくことが示されている（三島，黒川，大西，本庄，吉武，田上，長谷川，吉
田，2012）。5.4.2 で示した自由記述の分析結果からも，この三島ら（2012）の報告と整合
する結果が得られた。 
本章の結果によって，ケータイメール利用の背景には，青年期の自我を確立する心理的
不安定さを解消しようとする複雑な心理が存在していることが示唆された。すなわち，友
人とケータイメールのやり取りをくり返すことには，友人と自分とのつながりを確認して
相手との親密な関係を維持すると同時に，自分が仲間外れになったり孤立したりしていな
いかを確認することにもつながる。相手や仲間から孤立していないことが確認できれば，
自己の精神的安定を保つことができる。こうした自己防衛的心理が，ケータイメールの背
景に存在していると考えられる。 
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   5.5.3   ケータイメールへの依存度と対人ストレス （仮説 8 について） 
 
対人ストレスイベントとケータイメール依存度との関連については，尺度全体からは未
成長型の者ほど対人ストレス得点が高いことが示された。また，尺度全体と下位尺度であ
る“対人葛藤”，“対人劣等”，“対人摩耗”のいずれにおいても，ケータイメール依存度高
群の者はケータイメール依存度低群の者よりもそれぞれの得点が高いことが示された。友
人関係が深まっていない者は，不安定な状態のなかで相手との関係を維持しているとの知
見（小塩，1998）を踏まえると，ケータイメールでのやり取りは相手の様子が見えない状
況下でのやり取りだけに，相手からの反応を確認しないうちは相手の様子や気持ちをうか
がい知ることはできず，不安定な状態の中でやり取りをくり返すことになるであろう。本
章の結果からみえてくるように，友人関係が深まっていない者がケータイメールを頻繁に
行う行為は，情緒的に不安定な状態をまねく可能性があり，精神衛生上憂慮される問題で
あるといえる。日常生活におけるストレスフルなイベントの一つに，対人ストレスイベン
トと称される対人関係上の出来事が挙げられる（Belonger，DeLongis，Kessler，& 
Schilling，1989 ; 浦，1992）。青年期の若者たちにとって対人ストレスとの遭遇は不可避
であり，ストレスフルなイベントのなかでも大きな割合を占めるといわれている
（Seiffge-Krenke et al.，1993）。このような知見を踏まえると，ケータイメールを頻繁に
行っている者ほど，一人でいるときでも常にケータイメールを意識し，そのやり取りにお
いてはストレスが伴うなど，ストレスフルな日常を送っている様子が想像できる。それば
かりでなく，友人関係が深まっていない者同士がケータイメールをやり取りする場合には，
相手との関係を壊さないように気遣いながらケータイメールを行うことで，ストレスの発
生頻度が高くなると考えられる。友人関係が浅い者は自尊感情が低く（小塩，1998），対
面でのコミュニケーションを苦手とするといわれている（西村，2011）。これらの知見を
踏まえると，自尊感情や自己評価が低い若者たちにとって，相手からの反応が直接伝わら
ないケータイメールでのコミュニケーションは，気楽にやり取りを行うことができる反面，
情緒的不安定さを増幅させる可能性がある。こうしたケータイメールによる友人とのつな
がりは，友人との関係を維持しようとするうえでのストレッサーとして作用する可能性も
大きく，特に友人関係が十分に深まっていない者同士がケータイメールによって頻繁にや
り取りを行う場合には，そのリスクがさらに高まると推察される。 
それぞれの下位尺度である“対人劣等”と“対人摩耗”に関しては，女子の方が男子よ
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りもそれぞれの得点が高いという結果が得られた。“対人劣等”とは，他者と関わることへ
の不安や，実際にうまく関われないなどといったストレスであり，“対人摩耗”とは，相手
に対する配慮や気遣いに伴う相互作用から発生するストレスである。高橋（2003）は，女
子のケータイメールでは相手に配慮した行動がとられ，相手に誤解などを生じさせないた
めにも十分な文章表現や解読などのスキルが必要であると述べている。また，女子のケー
タイメール・コミュニケーションでは，感情を正確に伝えるように表現を工夫しながら文
章を書いていることや（森山ら，2011），女子高校生などではグループ内には微妙な葛藤
が存在しており，毎日神経をすり減らしながらつきあっているなどの指摘（菅，1994）も
ある。青年期の女子では，一人でいることを恐れる気持ちや複数の友人に支えられたいと
願う気持ちが強いことや（佐藤，1995），友人とは一緒に行動したいが距離も置きたいと
いう欲求が発生しているといわれている（隅田ら，2008）。これらより，特に青年期女子
におけるケータイメールは，友人との親密な関係を構築したいと願う心理と，友人とは距
離を置いたつき合い方をしたいという心理の 2 つのアンビバレンスな感情が混在するなか
でストレスを抱えながら行われていると推察される。さらに，相手と良好な関係を保つに
は，十分な文章表現や解読力などのスキルを備えていることも必要となってくるであろう。
これらの点を考えると，相手の心情を考えて，相手に配慮しながら文章を打ったり読んだ
りすることを頻繁にくり返すこと自体が大きなストレスを伴う行為であると考えられる。
本章における女子の結果は，これまでに多くされてきた指摘とも整合し，青年期の女子が
ケータイメールを行う背景には，相手から嫌われることなく相手とうまく関わろうとする
心理がはたらき，相手に対する配慮や気遣いからストレスが生じていることをうかがわせ
るものであったと結論づけられる。また，友人関係が十分に深まっていない者やケータイ
メールの利用頻度の高い者ほどストレスを抱えながらケータイメールを行っていることも
確認された。これまでも指摘してきたように，ケータイメールは文字のやり取りであるだ
けに，どれだけ慎重に言葉を選択しても文面の解釈の違いよっては誤解や齟齬を生じさせ
る可能性が大きく，このようなケータイメールの特性が本章の結果と結びついている可能
性が高い。さらに，友人関係が深まっていない者同士のやり取りであればあるほど相手の
心中を十分に察することは難しく，齟齬や誤解の発生頻度も高まることも容易に予測でき
る。 
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  5.5.4   ケータイメールへの依存度と心理的葛藤 （仮説 9 について） 
 
山アラシ・ジレンマとケータイメールへの依存の程度との関連については，友人関係が
十分に深まっていない者では，相手との関係を構築しようとするために相手に近づきすぎ
たり，相手から離れすぎたりすることに対する抵抗がそれぞれあり，相手との適度な心理
的距離を模索していることが示唆された。なかでも，相手と離れたいが離れすぎたくない
ジレンマは，女子とケータイメール依存度高群の者で高いことが示された。前者すなわち
女子の結果は，青年期の女子では特有の密着性や親密性に伴う欲求と同時に距離もおきた
いと思うアンビバレンスな欲求が同時に発生する時期であるという知見（隅田ら，2008）
から解釈可能である。5.4.2 でも述べたように，ケータイメールの背景に存在するアンビバ
レンスな心理が，ケータイメール依存度高群の者ほど強くみられたという結果から，この
ような心理が，相手と離れたいが離れすぎることは回避したいというジレンマを生じさせ
ていると考えられる。 
さらに，“自寂回避”，“他寂回避”ともに，ケータイメール依存度高群の者はケータイ
メール依存度低群の者よりそれぞれの得点が高いことが示された。これらの回避欲求は，
相手から少し離れたいとは思いながらも，それによって相手を傷つけたり自分が傷ついた
りすることは回避したいという欲求であり，相手の心情を気遣う心理でもある。親密な友
人との結びつきは，若者たちの不安を軽減し，自己を安定させるうえで重要な役割を果た
すといわれる（岡田，1993）。青年期特有の不安定さから自己から守るためには，相手と
の良好な関係を保つことが大切であり，これが，相手を気遣う態度や距離を置きたくても
それができないという心理となってあらわれていると考えられる。また，友人タイプとの
関連では“自寂回避”，“他傷回避”，“他寂回避”において，未成長型の者ほどそれぞれの
得点が高いことが示された。未成長型の者は，自己の肯定的評価がくずれるような深い対
人関係を回避する傾向が強いといわれている（小塩，1998）。この知見に基づけば，自己
形成の発達途中段階にある青年期の若者が相手から嫌われて寂しい思いを体験することは，
自己評価を下げて心理的にさらに不安定な状態を招く恐れがある。このような事態を回避
するためにも，友人との関係を良好で安定した状態に保ちたいと願う心理が，ケータイメ
ールを頻繁に行う行動を喚起しているものと考えられる。一方，現代青年の交友関係は，
集団的なつき合いや仲間集団への同調性が重視されるが，同調性の高さと仲間集団との心
理的密着とは必ずしも一致しないといわれている（上野ら，1994）。これらの知見ととも
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に本章の結果を考えると，相手と密着した良好な友人関係を構築しようとする背景には，
相手から嫌われて寂しい思いをすることを避けたいとする自己防衛的心理があり，そのよ
うな心理を背景として，相手とのつながりを確認しようとするためにケータイメールは頻
繁に行なわれていると推察される。小林（2001）は，ケータイメールでのコミュニケーシ
ョンは，親しい者同士をより親しく結びつける反面，微妙なニュアンスが伝わり難いとい
う面から行き違いも起こりやすい点を指摘している。さらに小林（2001）は，現代の若者
たちは，情緒交換よりも情報交換を行う遊びを体験するなかで育ってきたために，局面的
なつきあい方に慣れ，その結果として対人不安が強まり，相手を異常なほど気遣うことで
相手を傷つけたり相手から傷つけられたりしたくないという気持ちが強くなっていると述
べている。本章の結果はこれらの知見を支持するものと考えられる。 
このように，現代の若者たちがケータイメールを頻繁に行う態度の背景には，相手との
親密な友人関係を構築し確認しようとする心理と，相手と距離をおきたくてもそのことで
自分が嫌われたり寂しい思いをしたりすることは回避したいためにそれができないという
心理が混在し，ストレスや葛藤の発生頻度を高めていることを示唆することができたとい
えよう。これより，ケータイメールを頻繁に行う態度は，心理的発達段階の途上にある青
年期の若者たちに精神的混乱をもたらす可能性が大きくあり，精神衛生上好ましいとはい
えず，ストレスや葛藤を抱きながらも友人との間で一日をとおしてやり取りされるケータ
イメールは，青年期の若者たちの健全な心理的成長を阻害する要因の一つとなっているの
ではないかと危惧される。 
 
 
  5.5.5   ケータイメールへの依存度と親和動機 （仮説 10 について） 
 
親和動機に関しては，ケータイメール依存度高群の者や友人関係が深まっていない者で
は，相手と親密な関係を保ちたいという心理と，相手から拒否されて一人ぼっちになるこ
とを避けようとする心理が共存していることが示された。これより，友人関係が深まって
いない者がケータイメールを頻繁にやり取りする行為の背景には，相手との関係が熟成し
ていないために精神的に不安定であり，これを解消する目的でケータイメールを積極的に
利用し，相手との親密な関係を構築したり自己の精神的安定をはかろうとしたりする心理
がはたらいていると考えられる。すなわち，ケータイメールによって相手と強くつながる
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ことで，相手との関係をより強固で良好なものとすることが自己の安定をもたらすという
心理が，ケータイメールを積極的に利用しようとする態度に結びついていると推察される。
また，相手との関係が崩れることによって相手から拒否されたり，一人ぼっちになったり
するようなことは回避したいという自己防衛的心理も同時に存在していることも示唆され
た。このような態度や心理は，相手とのつながりや心理的結びつきが深まっていないこと
によって強化され，結果としてケータイメールへの依存性がますます高くなる可能性が指
摘された。このように，ケータイメール利用の背景には，青年期特有の不安定さから自己
を守ろうとする心理がはたらいており，友人との結びつきを確認したり強化したりするこ
とによって安定した自己を得ることができる。ケータイメールは容易に友人との結びつき
を確認することのできるツールであり，このような利便性が青年期の若者たちの積極的な
利用を促進していると考えられる。 
 
 
 
5.6   5 章のまとめ 
 
 
本章は，高校生と大学生を対象に，現代青年の友人関係のあり方を調査するとともに，
ケータイメールの利用が青年期の若者たちに及ぼすストレスに着目し，ケータイメールの
利用がストレスや友人関係のあり方とどのように関連しているのかについて検討すること
を目的とした。そこから得られた結果を要約したものが，以下の 5 項目である。 
 
（1）現代青年の友人関係において，深く親密な関係を築いている者はおよそ 5 人に 1 人
と少なく，深いかかわりを回避しようとする表面的な関係が強い。 
（2）ケータイメールに依存し過剰に利用している者は，友人関係が深まっていない者や
女子に強く認められる。これらの者がケータイメールを行う際には情動的変化が起
こりやすい。また，これらの者にとってケータイメールは対面コミュニケーション
の代替や強化のために用いられている。 
（3）ケータイメール利用でストレスを感じる者は，学年が進むにつれて増加し，大学生
ではおよそ半数の者がストレスを抱えながらケータイメールを行っている。 
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（4）ケータイメールへの依存度が高い者ほど，対人衝突や相手と関わることへの不安，
相手に対する気遣いなどのストレスが大きい。 
（5）ケータイメールへの依存度が高い者や，友人関係が深まっていない者がケータイメ
ールのやり取りを行う背景には，相手との親密な友人関係を構築したいと願う心理
と相手と距離をおきたくてもそれができないというアンビバレンスな心理や，相手
から拒否されて一人ぼっちになることを避けようとする自己防衛的心理がある。 
 
5.4.1 の友人関係のタイプ別構成割合の結果からは，現代青年の友人関係はこれまで多く
報告されてきた，“希薄”で“表面的”な友人関係にある者が多いことをうかがい知ること
ができた。また，ケータイメールに依存して過剰に利用しているのは，友人関係が深まっ
ていない者や女子に多く認められ，これらの者はケータイメールの利用時に情動的に反応
しやすいことも示された。これらより，ケータイメールの頻繁なやり取りは，友人関係の
あり方や友人関係の熟成にも負の影響を及ぼしている可能性が示唆された。 
また，本章の結果，現代の若者たちとケータイメール利用の背景には，友人関係のあり
方やストレスが大きく関わっていることが示唆された。ケータイメールストレスについて
は，相手との好ましくない相互作用から発生する“対人葛藤”，相手とうまく関わることへ
の不安などの“対人劣等”，相手に対する配慮や気遣いなどを伴う“対人摩耗”のいずれも，
ケータイメール依存度高群の者ほど高いことが示された。さらに，“対人劣等”は女子や友
人関係が熟成していない者，“対人摩耗”は女子でその得点が高いことが示された。このよ
うなストレスの背景を，山アラシ・ジレンマや親和動機の結果とあわせると，表面的で互
いに気遣いあうような友人関係を特徴とする現代青年は，相応のストレスを抱えながらも
ケータイメールのやり取りを行っているとまとめることができる。このように，一日をと
おしてストレスを抱えながらケータイメールを頻繁に行う態度は，健全な心理的発達や精
神衛生上からも憂慮される問題であるといえよう。 
ケータイメールによるストレスについては，男子，女子ともに学年が進むにつれてスト
レスを感じる者が増加していくことが示された。5.4.2 でも示したように，ケータイメール
によるストレスの事由では，上位から“タイミングがつかめず，終わりたいのに終われな
いとき”，“自分の時間を犠牲にしてでも返信しなければならないとき”，“送信してもすぐ
に返事がこないときや時間がかかりすぎるとき” の 3 つで全体の半数以上を占めた。これ
らより，ケータイメールでのやり取りには，相手との親密な関係構築を望む反面，一人の
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時間も確保したいと願うアンビバレンスな心理が同時に存在していることが示唆された。
青年期の若者が一人になりたいと願う心理や孤独の体験は，自我の発見に伴って必然的に
感じるようになる生活感情であり（落合，1993），自分の世界を発見する過程で発生する
大きな感情でもある（加藤，1987）。5.4.5 や 5.4.6 の結果からもうかがえるように，ケー
タイメールがこれだけ利用されている現代社会にあっても，青年たちは“一人になりたい”
という感情を必然的に抱いていると考えられるが，時と場所を選ばす一日をとおしたケー
タイメールによるつながりは，このように自然に発生する青年期特有の生活感情を抑圧し
たり束縛したりする要因の一つとなっていると考えられる。しかも，ストレスやアンビバ
レンスな心理を抱えながらのケータイメールのやり取りは，孤独感をはじめとする生活感
情の芽生えや成長，健全な心理的発達を阻害する要因となっている可能性が大きい。 
最後に本章における調査の限界と今後の課題に触れておく。本章の調査では，ケータイ
所持率の高い高校生と大学生を対象として調査を行ったが，現代社会ではケータイメール
の利用がますます低年齢化の傾向にあり，今後は調査対象者の範囲を小学生や中学生にま
で広げる必要がある。また本章は，青年期の友人関係とケータイメールによるストレスの
関連を検討するために，対人ストレスを中心としたいくつかの心理尺度との関連を探索的
に検討した。その結果，ケータイメールの利用と対人ストレスとの関連の一端を見出すこ
とはできたが，ケータイメールが，現代の若者たちの友人関係の熟成を遅らせる要因とな
っているかどうかなどについての因果関係にまでおよぶ検証は，今後さらに深めていく必
要があると考える。 
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第Ⅲ部   本研究のまとめ 
 
 
 
6 章   総合的考察 
 
 
6.1   本章の目的 
 
本研究は，青年期と称される年齢層のなかの高校生と大学生を対象として，彼らのほぼ
全員がケータイメールによって友人とのコミュニケーションをはかっている現代社会にお
いて，ケータイメール利用が現代青年の友人関係構築にどのような心理的影響を及ぼして
いるかを検討する目的で行った。詳細については，第Ⅱ部 実証的研究の 2 章から 5 章で
述べたとおりである。そこで本章では，これらを総括する目的で 6.2 では本研究で得られ
た結果のまとめを行い，6.3 では青年期のケータイメールとその利活用のあり方について
の考察をする。 
 
 
 
6.2   本研究で得られた結果のまとめ 
 
 
ここでは，本研究の目的を達成するために行った 2 章から 5 章までの調査研究の結果を
それぞれまとめる。本研究で得られた主な知見を整理すると，2 章で 6 項目，3 章で 5 項
目，4 章で 4 項目，5 章で 5 項目の全 20 項目にまとめられる。 
 
2 章 : 現代青年のケータイの利活用とケータイメール利用に関する実態調査から得られた
結果は，以下のとおりである。 
1. 現代青年のほとんどの者はケータイを所持し，日常的にケータイメールのやり取りを行
っている。 
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2. ケータイで最も利用されている機能はメールであり，ネット，ゲームがこれに続く。 
3. ケータイメールの開始年齢は 14 歳から 15 歳が最も多く，女子の方が男子よりも早い
傾向にあり，全体的に低年齢化の様相が認められる。 
4. 頻繁にケータイメールのやり取りをする相手は，3 人から 4 人程度の心理的距離が近い
親密度の高い同性の友人であり，そり以外の相手とのやり取りはあまり行われていない。 
5. 頻繁にケータイメールのやり取りをする友人との一日あたりの送受信回数は，10 回以
内が最多であり，ほとんどの者は 20 回以内である。また，ケータイメールは物理的に
離れた後も親密な関係を確認したり維持したりするために利用されている。 
6. 受信から送信までに要する時間は 10 分以内の者が最多であり，ケータイメールは即時
性を特徴とするコミュニケーションツールである。返信までの時間は女子よりも男子，
相手との関係性が親しいほど短い。 
 
 以上の結果を要約すると，つぎのようにまとめられる。現代の若者たちにとってのケー
タイメールは，友人関係を構築したり維持したりするために必要不可欠のもので，ほとん
どの者は中学から高校入学の時期にかけて開始している。頻繁にケータイメールのやり取
りをする主な相手は親密な関係にある同性の友人で，そのコミュニケーションサイズは 3
人から 4 人程度と小さく，それ以外の相手とのやり取りはあまり行われていない。一日あ
たりの総送受信回数は 10 回以内，受信から送信までに要する時間は 10 分以内が最多で，
ケータイメールは即時性を特徴とするコミュニケーションツールである。また，ケータイ
メールは，親密な関係にある者同士が物理的に離れた後も，親密な関係を確認したり維持
したりしようとするために利用されている。 
 
3 章 : ケータイメールと相手意識についての調査から得られた結果は，以下のとおりであ
る。 
1. ケータイメールへの依存は，女子が男子よりも強い。 
2. ケータイメールの利用頻度の高い者はそうではない者に比べて，相手に対して様々な注
意や関心を向け，相手を強く意識している。 
3. ケータイメールの利用頻度の高い者はそうではない者に比べて，相手の立場で考えて感
情を共有しようとしている。 
4. ケータイメールの利用頻度の高い者はそうではない者に比べて，相手との親しい関係構
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築を希求しようとしている。 
5. ケータイメールの利用頻度の高い者はそうではない者に比べて，集団の意向を尊重し同
調的なつき合い方をしようとしている。 
 
 以上の結果を要約すると，つぎのようにまとめられる。青年期の若者のケータイメール
のやり取りは，相手の内面や感情などに思いを寄せながら，情緒的結びつきや信頼関係を
希求し，同調的な関わりを持とうとしながら行われていることが示唆される。この傾向は，
ケータイメールへの依存傾向が高い者や女子でより顕著に認められる。 
 
4 章 : ケータイメールと孤独感についての調査から得られた結果は，以下のとおりである。 
1. 現代青年の孤独感の成熟速度は，ケータイの普及前と比べて遅く，高校生では 10 人に
8 人から 9 人，大学生の段階でも 10 人に 7 人から 8 人は成熟していない。 
2. 孤独感が未成熟な者ほどケータイメールに依存し過剰な利用が認められ，その傾向は男
子より女子に認められる。 
3. 女子は，友人関係の形成や親密感が円滑に増大するといったケータイメールが実際の対
人関係に与える影響をよく認知している。 
4. ケータイメールへの依存が高い者の独立意識は低い。 
 
 以上の結果を要約すると，つぎのようにまとめられる。現代青年の孤独感の熟成速度は
遅く，孤独感の醸成が十分になされていない者は，孤独を回避しようとする心理から不安
定な状況の中でケータイメールを利用している様子がうかがえる。また，親からの独立意
識が低い者は精神的にも不安定なためにケータイメールの利用頻度は高い。 
 
5 章 : ケータイメールとストレスについての調査から得られた結果は，以下のとおりであ
る。 
1. 現代青年の友人関係では，深く親密な関係を築いている者はおよそ 5 人に 1 人と少なく，
深いかかわりを回避しようとする表面的な関係が強い。 
2. ケータイメールに依存し過剰に利用しているのは，友人関係が深まっていない者や女子
に強く認められ，利用時には情動的変化が起こりやすく，対面コミュニケーションを代
替し強化するために用いられている。 
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3. ケータイメール利用でストレスを感じる者は，学年が進むにつれて増加し，大学生では
およそ半数の者がストレスを抱えながらケータイメールを行っている。 
4. ケータイメールへの依存度が高い者ほど，対人衝突や相手と関わることへの不安，相手
に対する気遣いなどのストレスが大きい。 
5. ケータイメールへの依存度が高い者や友人関係が深まっていない者がケータイメール
のやり取りを行う背景には，相手との親密な友人関係を構築したいと願う心理と，相手
と距離をおきたくてもそれができないというアンビバレンスな心理や，相手から拒否さ
れて一人ぼっちになることを避けようとする自己防衛的心理が混在している。 
 
以上の結果を要約すると，つぎのようにまとめられる。現代青年の友人関係は，深いか
かわりを回避しようとする傾向が強いものの，ケータイメールは友人関係を維持するため
に重要であり，対面によるコミュニケーションを代替したり強化したりする目的で利用さ
れている。しかし，ケータイメールのやり取りにはストレスが伴い，ケータイメールの利
用頻度が高い者や友人関係が深まっていない者ほどストレスフルな状況下でそのやり取り
を行っている。ケータイメールのやり取りには，相手との親密な関係を希求する心理と，
相手からの拒否を回避しようとする心理が混在しており，相手と距離をおきたいときでも
それができずにやり取りは繰り返されている。 
 
 
 
6.3   青年期のケータイメールとその利活用のあり方についての考察とまとめ 
 
 
ケータイメールは，現代青年のコミュニケーションには必要不可欠なものとなっており，
特に親しい友人との関係を維持するためには重要な手段となっているといわれているが，
ケータイの利用実態を調べた本研究の結果からもこのような状況が改めて確認されたとい
える。ここでの親しい友人とは，日常生活における身近な存在であり，行動をともにした
り対面によるコミュニケーションを積極的に行ったりしている相手をさす。本研究の調査
では，一日当たりのケータイメールのやり取りは，ほとんどの者が 20 回以内であり，そ
のコミュニケーションサイズは 3 人から 4 人程度と小さいことが示された。この結果から
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すると，1 人の友人とやり取りするケータイメールは 1 日あたり数通程度にしかすぎない
ことになる。また，親密な相手とやり取りされるケータイメールは，親しい友人と物理的
に離れた後も，その親密な関係を確認したり維持したりする目的で行われており，対面に
よるコミュニケーションを代替し強化するものとして認識されている。これらを総合する
と，現代青年にとってのケータイメールはお互いが離れているときでも友人との親密性や
つながりを確認するために用いられているといえ，親しい友人をいつでもどこでも常に身
近な存在として感じ，青年期特有の精神的不安定さから自己を守るために利用されている
とまとめることができる。 
ケータイメールと相手意識の関連を調べた結果からは，ケータイメールは相手の内面や
感情などに思いを寄せ，情緒的結びつきや信頼関係を希求し，同調的な関わりを持とうと
しながら行われていることを示唆することができた。また，ケータイメールによるストレ
スの自由記述や，山アラシ・ジレンマの得点によって得られた結果からは，ケータイメー
ルは，相手とつながりたいという心理と同時に相手と距離をおきたいというアンビバレン
スな心理が混在するなかで行われていることも示すことができた。これは，自己を犠牲に
してまでも相手に合わせ，相手とのつながりを保持しようとする意識の表れであり，相手
から嫌われて一人ぼっちになることを恐れて，そのような状況に陥ることを回避しようと
する自己防衛的な心理であると考えられる。思春期は同質性を重視したつき合い方が増え，
仲間外れになりたくないという心理に支えられた友人に対する強い同調が如実に示される
時期であるといわれるが（福富，1997），ケータイメールは，このような青年期特有の心
理を強化するツールになっているといえよう。しかも，落合ら（1996）はこのような傾向
が女子で顕著に認められると述べているが，女子にケータイメールへの依存傾向が強い者
や過剰に利用している者が多いという本研究の結果は，この指摘と整合するものであり，
青年女子にケータイメール依存を引き起こさせる引き金となっている可能性を示唆させる
ものであった。 
ケータイメールと孤独感の関連を調べた結果からは，今を遡ること十数年前に行われた
落合（1999）の研究で報告されている孤独感の成熟具合に関する結果と，本研究で得られ
たそれとの間には大きな乖離が存在することが確認でき，現代の若者たちの孤独感の醸成
が少なくとも落合（1999）の時代と比べて遅れていることが示された。5.4.1 で示したよ
うに小塩（1998）による友人関係尺度を用いた調査では，“狭く深い”という熟成した深
い友人関係にあると区分された者が 20%にも満たなかった。この結果は，現代青年の友人
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関係が“希薄な”や“表面的”であるという多くの指摘（例えば，古谷ら，2006 ; 山本ら，
2008）と整合すると考えられる。相手との関係が強固な信頼関係によって支えられたもの
でなければ，相手との良好な関係を維持したいと思う願望と同時に，相手との関係が悪化
したり切れてしまうことへの不安を抱くことになるであろう。そのような感情や気持ちを
払拭して精神的安定を保つためには，物理的に離れているときでも相手とのつながりを確
認し，安心感を手軽に得ることが必要であり，それを可能にするためのツールがケータイ
でありケータイメールであるといえる。さらに，本研究の結果から，青年期の若者で孤独
感の醸成が十分になされていない者は，孤独に対する耐性が欠如しているために，孤独を
回避しようとする不安定な心性下でケータイメールが利用されていることも示された。こ
の結果も，ケータイメールを利用することによって一人でいる状況を回避，精神的安定を
保持することができるという意味においては，これまで述べてきた結果と整合する。 
以上，本研究から導き出された結果を総括すると，現代の若者たちにとってのケータイ
メールは，いつでもどこでも簡単に親しい友人とつながることを可能とし，青年期特有の
不安定な自己を安定させたり，孤独に向き合う不安を回避したりすることを可能とする便
利なツールであるといえる。このような利便性から，自己を犠牲にしたりストレスを抱え
たりしながらも，友人との“つながり不安”を解消するために，ケータイメールは積極的
に利用されているとまとめられる。しかし，このようなケータイメールは，青年期の若者
たちにその場限りの安心感をもたらすことはできても，将来にわたる健全な精神的発達に
有益な影響をもたらすかといえば，必ずしもそうとはいえない。この点に関しては，次章
で補足する。 
本研究は，一日に何百回となくメールを送受信したり依存傾向にあったりする若者たち，
あるいはそれに伴って発生する特殊なケースを対象としたものではない。しかし，ケータ
イメールに依存しなければ日常生活が成立しないなどといった者のなかには，ケータイや
ケータイメールに起因する様々な問題を抱えている者が多くいる可能性がある。このよう
な者たちとそうではない者とを比較した研究のあり方や，特殊なケースや問題となる若者
に焦点をあてた研究を行うことも今後は重要になると考える。 
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7 章   本研究の結論と提言及び今後の課題 
 
 
1.3.1 でも述べたとおり，現在のケータイの原型となる多機能型携帯電話が発売されたわ
ずか 3 年後に，文部科学省（2002）は高校生では携帯電話依存が始まっていると指摘し，
一日に何百通ものメールのやり取りを行っている若者たちの状況を報告している。それか
ら十数年の時を経た現在（2015 年）では，ほぼ 100%の若者たちがケータイを所持し，ケ
ータイメールを行っている。ケータイやケータイメールは，発売以来，高校生をはじめと
する若者たちにずっと支持され続けてきた。しかし，当時文部科学省が発した警鐘につい
て改めて考えてみると，若者の日常生活がケータイやケータイメール中心に成立するとい
った予想はある程度現実のものとなっているとしても，若者の間でそれらへの依存が拡大
し蔓延したかというと，必ずしもそのような形跡は見当たらない。しかし，本研究の知見
では明らかになってはいないが，一部の若者たちの間にはそれらへの精神的依存にまで陥
っている者がいることもまた事実であろう。 
現代社会は，ケータイメールによって昼夜を問わず友人らとコミュニケーションを行う
ことができ，一見するととても便利なように思える。しかし，そのような結びつきの背景
にはストレスが内在し，ケータイメールは時として“相手と距離をおきたい”という心理
や行動を阻害する要因となっている。この点において，青年期の若者たちにとってのケー
タイメールは，相手と適度な心理的距離を確保したり安定した心理状態を保持したりする
ために必ずしも有益に作用しているとばかりはいえないであろう。また，本精神的に不安
定な青年期に，最も重要な他者であるはずの友人とのやり取りにおいてアンビバレンスな
心理が作用していること自体，決して好ましい状況にあるとはいえない。このようなこと
から，青年期の若者たちが頻繁にケータイメールのやりとりを行うことは，成長期にある
若者たちの心理的混乱を助長する可能性がある。 
青年期の孤独感は，青年期の発達課題と深い関わりをもつことはすでに指摘されており
（河合，1987），孤独な時間を経験することが少なくなった若者は，常に誰かとの形式的
なつながりを求めるようになり，その結果として，全面的な人間関係を築くことが困難に
なってきたという指摘もある（飯田，2004）。このような指摘を踏まえて本研究で得られ
た知見を改めて考えてみると，若者たちの孤独に浸ろうとする時間や心理を阻害するケー
タイメールでの結びつきは，青年の健全な精神的発達に負の影響を及ぼすとともに，健全
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な対人関係を構築するために必要なスキルアップの機会を奪っているといえる。 
若者たちのケータイやケータイメールの利用については，これまでに正と負，功と罪の
両面から様々な指摘がなされてきた。それどころか，ケータイの存在自体を否定する指摘
すら存在する。しかし，現代社会においてケータイほど若者世代を中心として広く多くの
人々に支持され，浸透しているメディアは他にはないといえよう。総務省（2013）が20
歳以上の世帯主がいる世帯及びその構成員を対象に行った通信利用動向調査の結果では，
ケータイは2009年にそれまで首位を維持してきたテレビやインターネットを抜いて，趣味
や娯楽に関して最も利用されているメディアの首位に立ち，それ以降は独走態勢を維持し，
その利用ではケータイメールが最も多いことを報告している。現在，ほぼ100%の若者たち
が所持し飽和状態化しているケータイにおいてもさらなる技術の開発が進み，その所持の
ますますの低年齢化が進んでいくに違いない。このような現状下において，ケータイが若
者たちに及ぼす負の影響を強調してその存在を頭ごなしに否定したところで，その姿勢に
はいかなる価値や意味も見出すことはできないのではないだろうか。むしろ今必要な議論
は，若者とケータイを取り巻く様々な現状をしっかりと認識し，ケータイやケータイメー
ルがこれからの時代を担う若者たちにとって，有益なツールとして活用される方法を模索
し提案することであると考える。このためにも，ケータイやケータイメールの正と負，功
と罪をしっかり把握して，人格の形成途上にある若者たちに対して，負を正に，罪を功に
転じる方策を示していくことの方が重要な課題であると考える。 
青少年と情報モラルの問題は喫緊の課題であるのにもかかわらず，実証的検討を伴わな
い非科学的なことが語られることが多いなかで本研究は，ケータイメールと若者たちの友
人関係のあり方について実証的に証明したところに価値がある。本研究からは，現代の若
者たちにとってのケータイメールは，青年期特有の不安定な自己を安定させるために友人
との“つながり不安”を解消する目的で積極的に利用されていることを示唆することがで
きた。しかしその一方では，ケータイメールのやり取りにはストレスが伴っていること，
しかも，ケータイメールの利用頻度が高い者や相手との友人関係が深まっていない関係に
ある者ほどストレスを強く感じながらケータイメールが行われていることも示すことがで
きた。しかも，これらのストレスの背景にあるのは，相手との親密な関係を構築したいと
願う心理と，相手から拒否されることを恐れ回避しようとする自己防衛的心理，そしてそ
こから生じる相手と距離をおきたいときでもそれができないという態度であると推察され
る。このようなアンビバレンスな心理や態度が，心理的発達途上にある青年期の若者たち
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に常態的に混在していることは，すでに指摘してきたように精神的混乱を招く可能性があ
り，精神衛生上決して好ましいとはいえない。しかも，ケータイメールの利用によってス
トレスを感じている者の割合は学年が進むにつれて増加している実態があり，青年期の若
者たちがそのようなストレッサーとともに日々の生活を送ること自体が好ましいことでは
ない。しかも，メールが届けばすぐに反応し返信しなければならないとする考えや，実際
に常時メールの受信と送信を気にしながら生活しているという状況は，一人でいる空間に
おいてでさえも常に誰かの存在を意識しなければならず，自我の形成や自立のために必要
とされる自己と対峙する時間の確保を確実に奪っている。本研究で扱った孤独感は，自我
に目覚め自我を確立していくという人間の発達過程における代表的感情である。このよう
に，ケータイメールの存在が，自己と対峙する時間の確保を難しくする要因になっている
ことは，孤独感の醸成にも負の影響を及ぼしていると考えられ，精神的発達の途上段階に
ある青年期の若者の心理的成長を阻害する一要因となっていると考えられる。加えて，本
研究で得られたケータイメールへの依存度が高い者は親からの独立意識が低いという結果
を逆の視点から解釈するならば，親からの独立が不十分で精神的に不安定な若者がケータ
イメールに依存し，友人とのつながりを希求しようとする姿勢は，親からの自立を遅延さ
せている要因の一つとなっている可能性がある。 
これまで述べてきたように，青年期の若者たちがケータイメールを利用したり，それに
よって友人関係を構築したりしようとする姿勢には，本研究の結果から導き出されたよう
な様々な負の側面があると結論づけられる。少しでもこのような負の影響を回避し現代の
若者たちを守るためにも，また，ケータイを所持しケータイメールの利用を開始する前に
予防するという意味においても，発達の早い段階から何らかの措置や対処が必要となるの
ではないだろうか。そこで，ケータイやケータイメールが青年期の若者たちにとって少し
でも有益に作用するための教育的提言ないしは方策として，3 つの方向性を以下に示す。 
 
1. 国をあげての取り組みとして  : 学校教育にできる限り早期の段階から情報リテラシー
に関するカリキュラムを組み入れる。 
 
ケータイの所持年齢が年々低下している現状を鑑み，学校教育における情報リテラシー
教育では，これらの適切な利用に関する早期からの教育を徹底することが必要である。加
納（ 2014 ）は，イギリスの国定カリキュラムでは 1988 年に ICT （ Information 
192 
 
Communication Technology）と呼ばれる科目が定められ，5 歳から 16 歳までの 12 年間
をとおして情報リテラシーを学ぶことが義務づけられている（なお，ICT を特定の科目と
して定めるよりも，あらゆる科目のなかに情報リテラシーに関する内容を盛り込んだ教育
を行うことの方が有益であろうという発展的な考えから 2014 年にこのカリキュラムは廃
止された）ことを例に，わが国でも幼児期あるいは小学校低学年のうちから，その基礎を
学ばせることを提唱している。わが国では，小学校では 2011 年度，中学校では 2012 年度，
高等学校では 2013 年度から新学習指導要領が施行され，ここには情報モラル教育の充実
が盛り込まれた。このような状況を受けて藤川（2011）は，今後の学校教育にはクリティ
カル・シンキングを高める教育が重要であると提言している。このようにわが国において
もケータイを所持する前のかなり早期の段階から情報リテラシー教育を行うことや，児童
生徒らがメディアとのあり方について考える授業を組み込むなどの方策が求められている。
また，そればかりでなく，各地域で子どもにデジタル機器を安全に利用させるためのコミ
ュニティネットワークの活用やサポート，具体的には，保護者を支援するためのシステム
構築なども積極的に行っていく必要がある。 
 
2. 学校をあげての取り組みとして  : 学校教育のなかにケータイやケータイメールと安心
かつ安全に共存できる社会を構築するための話し合いの場や時間を積極的に設ける。 
 
青年期の若者の多くは，主に学校で日常生活を送り，そこでの人間関係や活動をとおし
て人格を形成していく。学校という環境下で豊かな人間性を育むうえで大きな役割を担う
存在は，友人であると同時に教師でもありその責任は重い。ケータイやケータイメールを
用いて友人関係や人間関係を築いている生徒たちの生活実態や心理状態を，教師が的確に
把握することがまずは重要であると考える。また近年では，ケータイや SNS などを通じ
て，青年期の若者たちがネット犯罪に巻き込まれたり，いじめの被害者や加害者になった
りするといった社会現象が後を絶たず，教育現場でも由々しき問題となっている。このよ
うなトラブルを未然に防止することは重要である。そこで，本研究が指摘したように，ケ
ータイやケータイメールの利用が個人の心理的成長に及ぼす負の影響を教師がまずはよく
理解したうえで，利便性の高いこのようなメディアが現代の若者たちに有益に作用する方
法や，安心かつ安全に共存していくことのできる社会をいかに構築していくかなどについ
て，生徒たちと話し合ったり議論を重ねたりする機会を積極的にもつことも大切ではない
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かと考える。教科「情報」などの限られた授業時間に限らず，ホームルームや様々な教育
活動の場を活用してこのような機会を設け，学校をあげて取り組むことにより大きな成果
が得られるだろうし，このような取り組みを各学校の年次計画に組み入れることができれ
ばその効果は大きいものに違いない。しかし，ケータイやケータイメールの使い方などに
ついては，教師よりもむしろ生徒の方が長けている場合も多いことだろう。そればかりで
なく，教師がケータイやケータイメールの負の側面を強調する態度で生徒たちに向き合お
うとすれば，生徒たちとの議論が進展しないばかりか，拒否されて話し合いが成立しない
可能性もある。このような事態を考えると，教師は生徒たちから様々な情報を教えてもら
ったり共有したりしようとする謙虚な姿勢や態度で臨むことは，教師と生徒が同じ目線で
考えるためにも必要であると考える。そればかりでなく，今や学校にはケータイやケータ
イメールが深く入り込んでおり，緊急連絡をする際などにはケータイメールによる緊急連
絡網を活用したり，生徒と担任との連絡などにも活用したりとケータイメールは積極的に
利用され役立っている。このような現状を踏まえると，生徒と話し合いの場を設けるとき
は，ケータイやケータイメールの肯定的側面から切り出していく方が生徒たちに受け入れ
られやすく，活発な意見も出やすいのではないだろうか。当然のこととして，教師たちも
生徒たちと同様に，ケータイやケータイメールから大きな恩恵を受けているに違いない。
このような視点から考えれば，ケータイやケータイメールの肯定的側面を強調する姿勢か
らの話し合いの方が教育的効果が大きいのではないだろうか。すなわち，情報モラルの問
題に対しては，教師が指導するという立場を超えて，ケータイやケータイメールから恩恵
を受けている者同志といったスタンスで，生徒たちに向きあう姿勢が教師には求められて
いると考える。また，教師が生徒たちと話し合いの機会を設定する前に，教師同士が時間
をかけて積極的にケータイやケータイメールについての是非を議論し，一人ひとりの教師
がその是非を十分理解し納得したうえで生徒たちとの話し合いに臨むことも重要であると
考える。こうすることで，生徒たちに対する教師側の発言や態度における温度差を縮める
ことができ，話し合いが円滑に進むと考える。教師の発言に温度差がみられれば，せっか
く生徒たちと話し合ったところで意見が集約できないどころか逆に混乱を招く可能性があ
るので，このような混乱の発生は未然に防止しておく必要がる。こうして教師同士や教師
と生徒が話し合い，議論をくり返すことによって，様々な提案や方策が見出されたりする
ことも多いに違いない。そのような場合は，その場だけで終わらせるのではなく，各家庭
にもそれらを通知したり，PTA 総会などの場を利用して保護者らとしっかり話し合ったり
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することによって，保護者と教師（学校）が同じ目の高さで生徒に接することができるよ
うになるのではないだろうか。何よりも大切なことは，ケータイやケータイメールの負の
側面を強調して，教師や学校といった指導的立場から生徒らに向き合うのではなく，有益
な部分は有益と認めて，負の部分を少しでも減じようとする態度や姿勢が学校や教師には
求められるといえる。このようにして，学校と生徒と家庭（親）の三者がケータイやケー
タイメールの功罪や利用のあり方などについて同じ方向性をもつことが教育的であり，負
を正に転じていくためには効果的ではないかと考える。 
藤川（2011）は，学校のメディアリテラシー教育にはディベートを導入することが有効
であると提案している。ここで，具体的に藤川（2011）が紹介した，クラス内で行うこと
のできるディベートの方法（（1）から（4）の順序で進行）を一つの例として挙げておく。 
（1）教師が，「“中学を卒業するまではケータイの使用を禁止する”という議論が，現在
のわが国ではなされている」と提案する。これによって，ディベートのテーマは「中
学生以下のケータイ利用は禁止すべきである，これは是か非か」と決まる。 
（2）クラス内の子どもたちを少人数のグループに分けて，賛成と反対それぞれの主張を
紙に書かせた後，賛成，反対，審判役を決めてローテーションで討論させる。 
（3） 討論終了後は審判が賛成と反対の主張を説明して，グループごとにふり返りを行う。 
（4）ふり返りで出された意見を，全体の前で発表して，クラス全員がそれぞれのグルー
プから出された意見を共有し，討論をくり返していく。 
藤川（2011）は，このようなディベートを積み重ねることによって，賛成派にも反対派
にもそれぞれ納得できる部分があることが次第に明らかとなり，そこから新たな方向性が
生まれ，テーマを変えることによって議論は深まっていくと述べている。このような方法
を積極的に授業に導入することは，今後ますます重要性を増していくに違いない。 
 
3. 家庭をあげての取り組みとして  : ケータイやケータイメールから解放される時間帯を
設定する。 
 
本研究の結果として，現代の若者たちがケータイやケータイメールを利用するときは，
相手に対する気遣いや同調，ストレスが伴っていることが示唆された。そればかりか，ケ
ータイやケータイメールは，自我形成のうえで重視される自己と対峙する時間を奪い，青
年期特有の感情とされている孤独感の醸成を遅らせている可能性も指摘した。しかもこの
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ような負の側面は，ケータイメールの利用頻度が高い者により強くみられることも示した。
このようなケータイメール利用の実態を総合すると，青年期の若者たち，しかも彼らが若
年者であればあるほどケータイやケータイメールの利用には十分な配慮と注意が必要であ
り，若者たちの健全な成長や精神発達のためには，ケータイやケータイメールによる呪縛
から解放される時間の確保が必要であると考える。具体的には，夜間などの時間帯にはケ
ータイの電源を切って，強制的にでもそれらとの距離をおく時間を確保するといったこと
などが考えられる。しかし，年齢が低ければ低いほどこのような自己管理をすることは困
難であると考えられるため，ケータイやケータイメールと距離をおくための取り組みに関
しては，親や家族が積極的に関与すべきではないかと考える。学年が低いうちから，家庭
内で親と子がケータイを安心かつ安全に利用するためにはどうすればよいかなどについて
の話し合いの機会を積極的に設けて，家庭でのルールを作っていくことなどは大変有効な
方法であると考えられる。ケータイやケータイメールは，現代社会においてはなくてはな
らない重要なツールとなり，われわれは様々な面から大きな恩恵に与ってはいるが，青年
期の若者たちなどに対しては，本研究の結果からみえてくるような負の影響や，心理的成
長を阻害する要因を持ちあわせていることを忘れてはいけない。大学生ともなれば親の庇
護から離れている者も多く，自己責任という言葉に委ねることもできるだろうが，少なく
とも高校生の年代までのケータイやケータイメールの利用に関しては，親や教師をはじめ
とする大人が積極的に介入していく必要があり，その利用の仕方に関する責任の一端は親
や大人の側にもあると考える。しかも，ケータイ所持の低年齢化が進むに従い，大人の責
任はますます重くなってきていると考える。とはいえ，親や大人の側にこのような自覚が
乏しければ，子どもへの十分な関与や抑止効果を期待することは難しいだろう。このよう
な理由から，上の「学校という教育現場をあげての取り組みとして」で述べた内容にも関
連するが，学校では積極的に外部からの専門家などを招いて保護者や生徒対象の講演会を
実施するなどして，保護者の意識高揚や啓蒙に努めることも大切になるのではないだろう
か。特に，ケータイやケータイメールのやり取りが，犯罪やイジメに結びつくケースも多
いことから，実際に発生している具体的事案や事件などを児童生徒らに聞かせることなど
は大変有効であろう。青少年の健全な育成をはかるための取り組みは，地域の各警察署で
も実施されている。地元の警察署などに要請し協力を仰ぎ，実際に発生している事件など
を伝達してもらうような講演会などを積極的に設定することによって，児童生徒ばかりで
なく教師や保護者の危機意識も高まるのではないかと考える。このように，各家庭と地域
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の連携をはかることは，情報モラル意識を高めるためには大切で必要不可欠であると考え
る。 
 
 最後に，今後の課題を述べて本研究を閉じたい。本研究における調査対象者は，高校生
と大学生であった。青年期の若者たちに中学生の年齢層を含めて調査することが，本来は
適当であったと思われる。本研究の調査対象者から中学生を除外した理由はすでに述べた
とおり，高校生や大学生のようにほぼ100%の者がケータイを所持しているわけではないこ
とと，本研究で扱った孤独感の構造が，高校生や大学生と中学生の構造とでは大きく異な
っているという2点からである。しかし，青年期の幅は広く，本研究の結果をもって青年
期と呼ばれる年齢層の全体像を掌握できたわけではない。本研究の調査では，ケータイの
平均所持年齢は13.7歳という結果が示されたが，ケータイの所持やケータイメールの利用
開始がますます低年齢化している現状を踏まえると，今後は中学生のみならず，小学生の
年齢層にまで調査の範囲を広げる必要があると思われる。 
また 1.1.2 でも述べたが，本研究が行われた時期は，インターネットにアクセスするた
めのデバイスが従来型のケータイからスマートフォンへと大きく変化する過渡期にあり，
ケータイメールでのやり取りについても，個人対個人でのやり取りからそれを含む個人対
複数相手のやり取りへと変化する時期にあった。本来であれば，ケータイをデバイスによ
って区別したり，利用方法の違いによって区別したりするなどして分析を進めることが理
想的であったかもしれない。しかし，調査の開始時期と現在とではデバイスや利用方法が
変化し異なっていることから，調査時期によってそれらを区分することにより混乱を招き
一貫したデータが得られない可能性や，結果の解釈に歪みを生じさせる可能性があったの
で本研究ではそれらを区分しなかった。今後の研究においては，より詳細な検討を行うた
めにも，それぞれの内容を明確に区分した調査が必要になると考える。さらに本研究は，
一日に何百回となくケータイメールの送受信をして，ケータイやケータイメールに依存し
なければ日常生活が成立しないなどといった，ケータイメール依存者を対象としたもので
はなかった。しかし，学校の情報モラル教育で問題となるのはこのような生徒であるに違
いない。このような特殊なケースの者たちに照準をあわせた研究や，一般的な利用の仕方
をしている者とケータイメール依存者とを比較検討するような研究のあり方も今後は重要
になると考える。 
 さらに本研究はケータイメールと孤独感やストレスといった心理特性との関連を示唆す
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ることはできていても，例えば，ケータイやケータイメールが存在することで孤独感の醸
成が阻害されているのか，あるいは，何らかの理由で現代の若者の孤独感の醸成が阻害さ
れる結果として孤独感に耐えきれずにケータイメールでのつながりを求めようとするのか
などといったような，ケータイメールの利用頻度と種々の心理特性の間の因果関係を直接
的に検討するような分析を実施するには至っていない。今後の研究の展開としては，ケー
タイやケータイメールの利用と対人意識や孤独感などの心理的な概念との関係を具体的な
因果モデルとして構築したうえで，共分散構造分析などの手法を適用して因果のあり方を
検討することなどが考えられる。さらに，青年期に発生する特有の生活感情には，孤独感
以外にも解放感，期待感，劣等感，空虚感などといった様々なものがある（堤，2001）。
青年期の心理的発達とケータイやケータイメールとの関係をさらに詳細に検討するために
は，より多くの生活感情に着目し，それらとの関連性を検討することも重要になるであろ
う。これらに関しては，本研究をもとに発展させていくことが十分に可能であると考えら
れるので，これらは今後の課題として本論を閉じたい。 
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本研究に関する研究発表 
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付 録 
 
 
付録 1 （研究 1-3 で用いた協力依頼文，記入上の注意） 
 
「研究に対するご協力のお願い」，「アンケート記入上の注意」は，研究 1-3 のすべてに
おいて共通する。 
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付録 2 （研究 1 で用いた質問紙） 
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付録 3 （研究 2 で用いた質問紙） 
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付録 4 （研究 3 で用いた質問紙） 
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